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神戸生物クラブによる押部谷・明石川の観察会で確認された水生生物 

青山 茂（ひとはく地域研究員・神戸生物クラブ）

はじめに 

神戸生物クラブは昭和 31（1956）年に大丸百貨店の神戸生物同好会を前身として設立され、およそ

70年近く活動していた生物関連団体である。主な活動として野外での生物採集や標本づくりがある。

運営は小学校の教員が中心となって行い、兵庫県生物学会会員など生物の専門家が指導員として協力

していた。神戸市教育委員会の後援を受け、会員は小学生で、保護者同伴で参加してもらっていた。一

回の採集会に 3000 人の児童が参加したこともあった。このように歴史のある生物関連団体であるが、

指導員の世代交代が進まず、さらに新型コロナウイルス禍での活動自粛などによって現在休会中で、

このまま自然消滅する可能性が高い。そこで発表者が説明を担当していた押部谷・明石川観察会で確

認された水生生物を記録しておく。 

調査場所と方法 

 2014年を除く 2011年～2017年の間、毎年 5月に開催される当該観察会において、集合場所の神戸

電鉄押部谷駅から目的地の明石川法面にあるスタンドまでの農道・水田・水路および明石川を調査場

所とした。参加者である小学生が採集し、プラケース等に収容した生物をメモし、一部を写真撮影し

て記録した。なお、発表者が直接採集することはなかった。 

結果と考察 

は虫類 3種、両生類 8種、魚類 12種、甲殻類 4種を確認した（表）。魚類について、少し上流の明石

川と木見川の合流点付近で神戸市環境局等が行った 1979年の調査結果と比べると、本研究ではタモロ

コ、スジシマドジョウ、シマドジョウが見られなかった。後のドジョウ 2 種は現在の分類ではチュウ

ガタスジシマドジョウとオオシマドジョウと考えられ、この周辺では絶滅した可能性が高い。なお、

本研究の観察会では元々調査という観点がなく、写真撮影を怠っていたことが反省点である。 

 2018年頃に本調査地では河川改修が行われ、今後の観察会の実施が難しいという意見がでた。後に

現地に行ったところ、河床が全体的に掘り下げられ、水深の確認ができなくなっていた。また、魚種に

よっては移動が阻害される落差工も多く、魚道を設置するなどの対策がなされないと今後も絶滅する

種が出ると考えられる。 

参考文献 本研究内容は以下で報告済みである 

青山 茂（2023）神戸生物クラブとのかかわり．兵庫陸水生物, 74: 印刷中. 

青山 茂（2023）神戸生物クラブの押部谷・明石川の観察会で確認された水生生物．兵庫陸水生物, 74: 

和　名
爬虫類　3種 ニホンイシガメ、クサガメ、ミシシッピアカミミガメ
両生類　8種 アマガエル、トノサマガエル、ナゴヤダルマガエル、ツチガエル、ウシガエル、ヌマガエル、

シュレーゲルアオガエル、セトウチサンショウウオ
魚類　12種 フナ属の1種、カワムツ、オイカワ、モツゴ、カマツカ、ドジョウ、ナマズ、

ドンコ、カワヨシノボリ、シマヒレヨシノボリ、ミナミメダカ、ブルーギル
甲殻類　4種 アメリカザリガニ、テナガエビ、スジエビ、カワリヌマエビ属の1種

表．押部谷・明石川の観察会で確認された水生生物
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サの⏕⫱⎔ቃについてࢢࢽࢣࢱ

市原ᗣኈ郎㸪谷⌰ᡂ㸪℧ᕝክே㸪Ώ㎶ᖿኴ

（兵庫┴❧大学付属高➼学ᰯ ⮬↛科学部生物⌜）

㸯ึめに

タケࢽグサは᪥本ᅜにᗈく分ᕸする植物であるが、その生⫱⎔ቃについ

て調べても᪥、当たりのよいỈはࡅのよいᅵተをዲࡴことしかわからなかっ

た。そこで、タケࢽグサがどのような⎔ቃをዲんで生ᜥしているのかを᫂ら

かにすることを目的とし調査を行った。

㸰᪉ἲ

調査 1

各調査地点をᅵተテスター(4 in 1)で ph、↷度、ᅵተの‵度・Ẽ を測定し、

࿘㎶の植物を調べた。

実㦂 1

Ỉ分についてサイドἲを用いて調べた。（2） 3かᡤの調査地点でタケࢽグサ

の生えているとこࢁと生えていないとこࢁ（生えているとこࢁから 2m）のᅵ

を採ྲྀし、100mlࣅーカーにᐜჾ㎸ࡳで 110gずつにし、ᜏ ⇱ （ƫMOV-212）を用いて 100度で 4᪥

間⇱さࡏた。

実㦂 2

Ỉ分㔞について（4） 実㦂 1のᅵを

ᜏ ⇱ᶵを用い、���Υで 24時間⇱さࡏ、るつࡰ

に入れてᐜჾ㎸ࡳで 75.0㹥にそࢁえた。㟁Ẽマࣇࢵ

ル⅔(MPNー200）を用いて 350Υで 4時間 5分、750Υ

で 4時間 10分加⇕した。350Υでの 5分と 750Υでの

10分は 度上᪼中の時間を考៖した。

調査 2

植生を調べた。�（5） 2023/9/22 3かᡤの調

査点でタケࢽグサの生えているとこࢁと生

えていないとこࢁ（タケࢽグサの生えている

とこࢁから 2ｍ㞳れた位⨨）で 1ｍ×1ｍの正

方形で植生をグ㘓した。り ��Υ カのࢩ

。ンはどの調査༊でも見られなかったࣇ

ᅵተ4)࣮ࢱࢫࢸ in 

ᜏ ⇱ᶵ㸦MOV-212㸧

㟁Ẽࣝࣇࢵ࣐⅔(MPN࣮200㸧   ⇱後
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㸱⤖ᯝと考ᐹ

タケࢽグサは、⇱や᪥ගにᙉく、ᅵተẼ が高く、ᅵተ‵度がపく、↷度が高く、pH6.3ࠥ6.8の中

性からやや酸性のᅵተで生⫱する傾向がある。

タケࢽグサは、ツࣘクサやカタバミなどの᪥当たりのよい⎔ቃをዲࡴかつ⫼が高くならない植物と

共存しているが、ダンドロ࣎ロࢠクなどの高くᡂ㛗する植物とは種間➇தしている。（1）（8）(9) 

タケࢽグサはほかの植物があまり見られ

ない〄地に近いᆏに多く分ᕸしていたため

ᖹ地では他の植物との種間➇தにᩋれたと

考えられる。

タケࢽグサの分ᕸに、Ỉ分㔞はあまりᙳ㡪

されないが、有ᶵ物㔞は࿘㎶よりもపくなっ

ている傾向にあった。

ᆏなどほかの植物があまり分ᕸしていな

いᡤに見られる傾向がある。ࢩカのいる⎔ቃ

で他の植物との種間➇தにᙉいと考えられ

る。しかしダンドロ࣎ロࢠクなどの㮵に㣗べ

られにくい植物とは種間➇தしていると考

えられる。（3）（6）（7）（9）（10)  

㸲┬と課題

タケࢽグサはᆏなどのほかの植物が生え

にくいᅵ地の⥳化のඛ㥑ࡅとして用でき

る可能性がある。

ᅵተテスターやサイドἲなどの測定方ἲ

には⢭度やಙ㢗性のၥ㢟があるため、より⢭

密な測定方ἲで調べることが必要である。

⮬分の分ᯒ能ຊにも不㊊があることを③

ឤしたため、さまࡊまなど点からࢹータを

分ᯒすることが必要である。

植物の種の特定において図㚷をཧ考にしたが、あいまいなものもあり、᩿ 定できない。そのため、植

物の分類におࡅるຊをఙばす必要がある。

ㄪᰝ༊ B ㄪᰝ༊ C 

ㄪᰝ༊ A 

ている〄地に㏆いᆏ࠼⏕サのࢢࢽࢣࢱ
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５参考文献 ( )は各参考文献に対応 

(1) "タケニグサ（竹似草）". Matsue-hana.Com、 2023, https://matsue-

hana.com/hana/takenigusa.html.

(25 Sep 2023)

(2) "タケニグサ". Love-evergreen.Com、 2023, https://love-

evergreen.com/zukan/plant/7605.

(25 Sep 2023)

(3) "5．土壌水分関係調査 ". Www.Maff.Go.Jp, 2023,

https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/tyotei/kizyun/pdf/03_yousui_hata_gijutsusho5-

7.pdf.

(16 Aug 2023)

(4) "全地連「技術ｅ-フォーラム 2009」松江  土の有機物の分解度について".

Www.Zenchiren.Or.Jp、 2023, https://www.zenchiren.or.jp/e-Forum/2009/052.pdf. (10

Sep 2023)

(5) "管理者. 植生調査の方法・考察について〜ブラウン・ブランケ法〜". Nougyoudoboku.Com、

2023, https://nougyoudoboku.com/vegetation-survey/.  (22 Sep 2023)

(6) "タケニグサ（竹似草） (Macleaya cordata) 花言葉、毒性、よくある質問 - PictureThis".

Www.Picturethisai.Com、 2023,

https://www.picturethisai.com/ja/wiki/Macleaya_cordata.html. (25 Sep 2023)

(7) "タケニグサ 海外では園芸植物です | 但馬の情報発信ポータルサイト「但馬情報特急」".

Www.Tajima.Or.Jp、 2023, https://www.tajima.or.jp/nature/animal/119208/.  (25 Sep

2023)

(8) "カタバミ". Engosaku.Com, 2023,

http://engosaku.com/%e6%a4%8d%e7%89%a9%e5%9b%b3%e9%91%91/%e3%82%ab%e3%82%bf%e3%83%90

%e3%83%9f/. (26 Sep 2023).

(9) "ダンドボロギク Erechtites hieraciifolius キク科 Asteraceae タケダグサ属 三河の植物

観察". Mikawanoyasou.Org、 2023, https://mikawanoyasou.org/data/dandoborogiku.htm.

(28 Sep 2023)

(10) "生き残りをかけた シカと植物の戦い". Www.Ph.Nagasaki-u.Ac.Jp、 2023,

https://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/lab/natpro/research/nozakijima.pdf. (28 Sep 2023)
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「食」を用いた外来種問題の解決法を確立する 

森田力円・山下蒼空・米本春樹・末政晴己（兵庫県立大学付属高等学校 科学探究活動 

生物班） 

はじめに 

今現在、日本各地で侵略的外来生物が生息域を拡大している。しかし、駆除が追いついておらずそ

の拡大を止められていない。そこで私たちは外来生物を食材にすることができれば、駆除をするこ

とに利益が生まれ、駆除活動が活発になるのではないかと考え「食」を用いた外来種問題の解決法

を確立するということをテーマに研究を行った。 

研究方法 

１．食材となる生物の採集、調理を行う 

２．試食会を行い、味について10点満点で点数をつけてもらう 

３．食用として実際に取り入れることができるように以下の条件を定め、それらの条件を満たして

いるか考察する 

条件１ 試食会での点数が６点以上であること 

条件２ 下処理、調理に特別な技術や道具を必要としないこと 

条件３ 下処理、調理に掛かる時間に対し、可食部の量が十分なこと 

条件１の点数の基準は以下の通りとする 

10点 料理店よりおいしい 

８点 料理店ぐらいおいしい 

６点 普段の食事くらい 

４点 食べられなくはない 

２点 まずい 

０点 食べられない

実験① ミシシッピアカミミガメの調理 

実験の手順 

１．相生市内の鮎帰川の個体を採集する。 

２．ノコギリ、ノミ、金槌、包丁、ペンチを用いて下処理を行

う。 

３．調理を行う

結果と考察① 

条件1については試食会での平均点数は4.8点だった。試食会では

「少し臭かった」と、そうでない意見が半分ずつぐらいの割合で

出た。条件２と３については甲羅を開く必要があり多くの道具が

必要で、亀一匹の下処理をするのに三人で６時間と多くの時間が

かかってしまい、条件をどれも満た 

さなかった。食を目的としてミシシッピアカミミガメの駆除を進

めていくためには甲羅を開かずに下処理を効率的にする方法や臭

い消しの方法を探す必要がある。 
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実験② アメリカザリガニの調理 

手順 

１．光都プラザの付近の池の個体を採集する 

２．1か月間泥抜きを行う 

３．予備実験として素材の味を確かめ、適切な調理法を考える 

４．３で決めた方法で調理する 

予備実験 

１．ザリガニをゆでる 

２．殻をむき、塩をかけてフライパンで焼く 

結果 

・カニに近い味がした

・予想してたよりも身の部分が少なかった

 ↓ 

・身を使うのではなく、全身から出汁をとって ラーメン にす

る 

調理法② ザリガニラーメン 

１．ザリガニを水で10分間茹でる。 

２．茹でたザリガニをぶつ切りにして、ネギ、ショウガ、昆

布、水と 

  一緒に鍋に入れて30分間茹でる。 

３．２で出来たものをキッチンペーパーでこす。 

４．塩、酒、醤油、みりんを火にかけ、アルコールをとばす。 

５．３と４で出来たものを混ぜてスープの完成。 

結果と考察② 

条件1については試食会での平均点数は8.6点と高得点で味に関

して否定的な意見はまったく出なかった。条件2と３についても

下処理にはほとんど手間が掛からず特別な道具も必要としなか

った。これは、条件をすべて満たした。また、ザリガニの原型

が残っていないため、食べることに抵抗を感じる人は少なくな

るのではないかと感じた。反省点は泥抜きの段階で共食いが起

こってしまったことで餌を与えるか、一匹ずつ仕切りを作って

入れる必要などがある。 

実験③ 

外来種以外の身近な野生生物の調理も行うことにした。 
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アオダイショウのかば焼き

5.5点 

食感は鳥の手羽先に近く、味もたんぱくで臭みもなか

った。 

イシクラゲの天ぷら

3.8点 

食感は良かったが、イシクラゲそのものの味が感

じられず、油だけを食べている感覚でした。 

どんぐりチップス 

5.1点 

かなり香ばしい味と香りで、どんぐり臭さが少し目立

った。 

どんぐりパンケーキ 

7.8点 

小麦から作るパンケーキと、引けを取らないレベルで

美味しかった。 
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どんぐり麺  

7.1点 

・どんぐり７対強力粉３で作った。

・どんぐり自体の味が良くでていた。

・麵がしっかりしていてゆでても千切れることがなかった。

反省点 

試食会についてで日程の関係で試食を行ったメンバーが異なったため点数の条件が少し異なってし

まった。また試食会を行うメンバーを無作為に選んでいなかった。当初ウシガエルの調理も予定し

ていたが、生息地を発見できず、採集出来なかった。 

まとめ 

今回の研究でミシシッピアカミミガメは食品化に向けて課題が多い一方でアメリカザリガニは食品

化に向いていることがわかった。そして今回の研究では「食品の質」に焦点をあてて研究したが、

次回以降は「食品を普及させるにはどうするか」も題材に研究を進めたいと思う。 
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⏕にẼ࡙ࡃᥥ⏬⾲⌧άືの◊✲

山西 多加（小⏣原▷期大学 通ಙᩍ⫱サ࣏ートセンター 大阪）

1.1 はじめに

「生ᑛ㔜」は、ᗂ⛶ᅬᩍ⫱要㡿、保⫱ᡤ保⫱ᣦ㔪、ᗂ保㐃ᦠ型認定こどもᅬᩍ⫱・保⫱要㡿（以㝆

ᩍ⫱要㡿➼）がグ㍕する「ᗂඣ期の⤊わりまでに⫱ってほしいጼ」の㡯目に在る。ᩍ⫱基本ἲ第 2条

（ᩍ⫱の目的）は「生をᑛび、⮬↛を大切にし、⎔ቃの保にᐤするែ度を㣴うこと」とグす。

学ᰯᩍ⫱ἲは「㌟近な♫会生ά、生ཬび⮬↛にᑐする⯆を㣴い、それらにᑐする正しい理ゎとែ

度ཬびᛮ考ຊのⱆ生えを㣴うこと」（ᗂ⛶ᅬ、第 23条）とグす。本研究は、ᗂඣのᥥ⏬表現άືにお

。ຓを᥈ồしたいࡴ⫱る「生ᑛ㔜」の㈨質・能ຊをࡅ

1.2 ᪉ἲ

2❶ 1⠇にて、スズメを㢟ᮦにしたᥥ⏬表現άື、同 2⠇にて、ᅬ㣫⫱のカメを㢟ᮦにしたᥥ⏬表現

άືのຓを考ᐹする。同 3⠇では、ᣦᑟ計⏬と表現方ἲᣦᑟを考ᐹする。

2.1 ᩍᮦ◊✲ࢬࢫࠕメࢆ題ᮦにࡓࡋᥥ⏬⾲⌧άືࠖ

2.1.1 άືのࡡらいとຓ

調査ᑐ㇟は、2017年から 2022年度 A市 Bᅬ 4ṓඣ実の、スズメを㢟ᮦにしたᥥ⏬表現άືであ

る。άືのࡡらいとຓの変㑄を図表㸯に示す。

その⤒⦋をグす。実㊶⪅は、2017年度のάື後「実㊶⪅によるసとఝた表現には、表したいイメ

ージがないという可能性があるのではないか」と┬する。そこで、ᗂඣがスズメをഐにឤࡌられる

よう、ᗂඣの実ែを考៖しながら、࣌ープサート（図表 2ᕥ群）や、スズメの生ែにゐれる⣬Ⱚᒃ

（図表 2ྑ群）をไసする。άືのࡡらいに、現行のᩍ⫱要㡿➼を㋃まえて「生」を含める。

ᅗ⾲ 1 らいとᩍᮦのኚ㑄ࡡᥥ⏬⾲⌧άືのࡓࡋ題ᮦにࢆメࢬࢫ

ᅗ⾲ 2 ᕥ⩌㸸ᐇ㊶⪅ไసのࢬࢫメのࣉ࣮࣌サ࣮ࢺ㸹ྑ⩌㸸⣬Ⱚᒃࠗࢬࢫメのか࠘ࡃࡒᕥࠕᠱに⏕ࡁるࠖࢼࣄ

୰ࠕぶࡀᏊにỈᾎࢆࡧᩍ࠼るࠖྑࠕᕢࡀቯࢀࡉるの࡛はないかとᛣるẕࢬࢫメࠖ
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2.1.2 ຓの考ᐹ

スズメは、⾤中でも比較的ほᐹ可能な野㫽である。ᨾに、άື後も⥅⥆してほᐹが期ᚅできる。実

㊶⪅は、࣌ープサートを用いてスズメを₇ࡌたり、ᗂඣ一ே一ேの表現をᑜཷࡡᐜすることができ

る。またᗂඣは、࣌ープサートのスズメにㄒりかࡅることができる。

⣬Ⱚᒃには、ᠱに生きるヒナのጼ（図表 2ྑ群ᕥ）、ே間のようにぶがᏊにᩍえるጼ（同中）、共

生のၥ㢟（同ྑ）をᥥく。

図表㸯の「実㊶⪅によるస」とは、ᗂඣと実㊶⪅が同ࡌ目線で「ᥦ示㈨ᩱから、ඛ生はこんなࡩ

うにイメージしたよ。ࡳんなは㸽」と共に考えることを目的とし、「ࡠりひࡆࢁ」という表し方をᥦ

する（2❶ 3⠇ 2㡯後㏙）。

2018年度以㝆、ᗂඣの表現ෆᐜ㡯目「スズメのᐙ・༸・Ꮚ・ぶ」「スズメと㛵わるᗂඣ⮬㌟」がቑ

える。άືの数か᭶後、スズメを見つࡅたことを実㊶⪅に報告するᗂඣのጼがある。

2.2 ᩍᮦ◊✲ࠕᅬ㣫⫱の࢝メࢆ題ᮦにࡓࡋᥥ⏬⾲⌧άືࠖ

2.2.1 άືのࡡらいとຓ

調査ᑐ㇟は、2018年から 2023年度 A市 Bᅬ 5ṓඣ実の、ᅬ㣫⫱のカメを㢟ᮦにしたᥥ⏬表現ά

ືである。άືのࡡらいとຓの変㑄を図表 3に示す。

カメは、2018年度はつきのỈᵴ、2019・20年はをእしたỈᵴ、2021年度以㝆は␒㔜（ࣃン

⟽）に入れてᥦ示する。2020年度以㝆、実㊶⪅ไసの⣬Ⱚᒃを使用する。その⤒⦋をグす。実㊶⪅は

2018年度のάື後「野生のカメの実ែのఏ㐩が不㊊している」と┬する。そこで、カメの生ែを㋃

まえ、⣬Ⱚᒃ（図表 4）をసる。2019年度以㝆のࡡらいに「生」を含める。2021年以㝆、カメのື

くጼをఏえるため、άື時、␒㔜を使用する。実㊶⪅はᑟ入時、ᥦ示㈨ᩱをᫎしたసを「ࡠりひ

ࡆࢁ （2❶ 3⠇ 2㡯後㏙）」の方ἲで示す。

ᅗ⾲ 3 らいとᩍᮦのኚ㑄ࡡᥥ⏬⾲⌧άືのࡓࡋ題ᮦにࢆメ࢝

ᅗ⾲ 4 ᕥ㸸ᅬ㣫⫱の࢝メ㸹ྑ⩌㸸⣬Ⱚᒃࠗࡋかめࢇࡷࡕのࡀࡡい࠘ᕥ࠾ࠕୡヰするඛ⏕と௰㛫ࢆ᥈

ࠖࡄてᐙ᪘࡛Ὃࡋ፧⤖ࠕるࠖྑ▱ࢆとࡇ࠺くࢆ௰㛫ࡀ࣐ࢢࣛࠕ୰ࠖࡃ⾜にࡋ
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2.2.2 援助の考察 

水槽の蓋を開けることで、幼児は、透明板越しではない状況で観察できる。紙芝居は、飼育下のカ

メの毎日の世話、カメが棲む山奥の川、自然界でのカメの食べ物、カメの生命の存続の危機と希望を

伝える。番重は、水槽の 4倍ほどの広さがある。カメが手足を動かし、壁を越えようと立ち上がり、

うんと首を伸ばす姿を、幼児は間近に見る。 

幼児は登降園時に、カメの水槽を見ることができる。故に、活動後も継続して観察が期待できる。

「カメを触らない、驚かせない」行動が、同じ場所に展示される他の生き物へ援用される可能性があ

る。 

 2019年度以降、自然界のカメの暮らす環境や、カメを守ろうとしたり、世話する表現項目が増え

る。幼児は、カメが生きる自然環境に思いを馳せ、飼育下のカメが生きるためには、世話が要ること

を再認識していると捉える。 

 2021年度以降、従来使用の 8つ切り画用紙がカメ 1匹で占められる表現が現れる。この為 2022

年度以降、画用紙は 4つ切りに変更となる。番重内でカメが全身で動く姿を、生々しく感じ取ってい

るのではないかと捉える。 

2.3  指導計画  

2.3.1 カリキュラムと考察 

 図表 5は、「生命尊重」の資質・能力の育みを目指す描画活動指導計画（植物題材除く）である。

「家族」を組みこむ経緯を記す。2017・18年度、実践者は、幼児が生き物に、親、赤ちゃん等のイメ

ージを持つと気付く。ゆえに幼児が自分の家族を思い起こし、家族とは何かを考えることが、生き物

に共感する基盤と考える。「家族」を題材にした描画表現活動は、2017・18年度以前から実施される

が、そのねらいを、図表 6下線部のように改める。家族について考えが深まるよう、4歳児では、家

族を振り返り、5歳児では、こうありたいと希望する姿を尋ねる言葉がけを行う。家族を題材にする

描画表現活動は、身近な生き物も人間も、親と子があり、生命が繋がるという気づきとなることをね

らう。尚、生き物を題材に取り上げる際、家族を表すことを強制しない。デイヴィッド・ソベル

（2009）は「子どもと自然界の共感、これは 4歳から 7歳の子どもたちにとっての主題となろう。

（中略）子どもたちは、抗しがたく動物の赤ちゃんに興味を抱く。（中略）この共感を無理に引き裂

こうとせず、むしろ育んでいこう。なぜなら、この共感は将来、すべてのものがすべてのものと関係

が在るという抽象的な生態学の概念にとって、感情面での土台となるものだから。」と述べる。この

「子どもと自然界の共感」は「生き物を題材にした描画表現活動」中に現れる、家族の表現に重なる

考え方と捉える。 

図表 5 2019年以降「生命尊重」の資質・能力の育みを目指す描画活動指導計画（植物を除く） 

図表 6 「家族」を題材にした描画表現活動のねらいの変遷 

4歳児 5歳児

4月「じぶんのかぞく」 4月「かぞくといっしょに」

10または2月「スズメのかぞく」 6月「ようちえんのカメさん」

実施年度 4歳児 5歳児

2018年以前
テーマ
ねらい

2019年以降
テーマ
ねらい

「じぶんのかぞく」
「家族を思い起こして，お互いの愛情や感
謝に気付き，自分なりに表現して楽しむ」

「かぞくといっしょに」
「家族を思い起こして，お互いの愛情や感謝に気付
き，思い出や希望を，自分なりに表現して楽しむ」

「かぞくのえ」
「家族を思い起こして，感謝に気付き，自分なりに表現して楽しむ」

共生のひろば１９号 ，2024年
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2.3.2 ᥥ⏬ᣦᑟと考ᐹ

実㊶⪅によるసで用いる「ࡠりひࡆࢁ」は、

表し方にᡞᝨうᗂඣのための表現方ἲのᥦ示で

ある。はࡌめは㇋のような形を塗りこࡔ、ࡳん

てேࡏ合わࡳ⤌、て、やᴃを表しࡆんᗈࡔ

や生き物などを表す方ἲである。上下ᕥྑの⭎

のືきで、様々な形を表すことができる（図表

7）。ᑦ、Ꮚどもの⤮のⓎ㐩は、線でᥥく表現が

あるため、ᙉ要しない。

సにて「ඛ生は、こう考えたよ、ࡳんなは㸽」

という実㊶⪅のጼໃは「保⫱は、保⫱⪅がඃඛで

あったり、Ꮚどもがඃඛであったりするものでは

なくおいにひびきあい、高まりあうもの（前⏣・

2004）」に㔜なる考え方とᤊえる。

実㊶⪅がάື中、ᗂඣの表現を⫈き、ཷᐜして

ఏえることは「ᗂඣがそのことを⮬ぬできるよ

うにするຓ（ᗂ⛶ᅬᩍ⫱要㡿ゎㄝ㺃2019）」で

ある。

ᅗ⾲ 7 ᥥ⏬᪉ἲࠖࡆࢁࡦࡾࡠࠕ

㸱ࡲとめ

本研究による「生ᑛ㔜」の㈨質・能ຊを⫱ࡴᥥ⏬表現άືは「生き物の生ែや実ែを知り、共ឤを

見出し、⮬㌟の生άと㔜ࡡてイメージし、⮬分なりに表してᴦしࡴ。そしてάື後、ほᐹを⥆ࡅる」

ጼを目ᣦす。このάືをᨭえるຓは、以下 4点である。㸯、ᗂඣに㌟近な生き物を㢟ᮦに見出す、

2、㢟ᮦにྲྀり上ࡆる生き物の生ែや実ែをఏえる、3、ᗂඣが生き物に共ឤし、ᛮいが表現できるよ

う、生き物と㛵われる⎔ቃをつくり、表現の方ἲをᨭえる、4、ᗂඣが生き物について考える表現を

認め、ఏえる。

ᅬの地域性にᛂࡌ、᪥常、ᗂඣが生き物と㛵わるጼをよくほᐹし、野生生物や㣫⫱生物を㢟ᮦに見

出すことをᥦ言したい。ᅬが㓄本する科学⤮本は、ᗂඣに㌟近な生き物をᥖ㍕し、㢟ᮦ㑅定のཧ考と

なる。プロジ࢙クターやスクリーンが在れば、それらのᫎീ㈨ᩱがᥦ示できる。ないሙ合は、⏬ീを

༳ๅした真が使用できる。

㎸めないሙ合や、ᗂඣが表現άືをᴦしめていないሙ合、ఝࡕープサートは、実物を保⫱ᐊに持࣌

的ࡔが、ഹかでもᗂඣと生き物の㛵りをタࡅる可能性がある。Ꮚどもの実ែをᢕᥱする実㊶⪅ไసの

㈨ᩱは、άືのࡡらいや、テーマをよりᗂඣにఏえるᡭ❧てである。必要にᛂࡌ、実㊶⪅が可能な範

囲でᕤኵできるࢁࡔう。

生き物に㛵してイメージがᗈがっても、⤮に表すことをᡞᝨうᗂඣには、ලయ的な表現方ἲのᥦ示が

必要である。

実㊶⪅が、ᗂඣが生き物に共ឤしたりᛮいやる表現➼を、認めఏえることは、ᗂඣにその⮬ぬをಁ

す。

後のㄢ㢟は、ᗂඣがより生き物に共ឤできるよう、㢟ᮦにྲྀり上ࡆる生き物の「㌟య」による表現

を、総合的にάືに⤌ࡳ入れることである。

ᘬ⏝文献

ࠗベルᓊ⏤ヂ（2009）ࢯ・ドࢵイࣦィࢹ・ ㊊もとの⮬↛から始めよう̺Ꮚどもを⮬↛᎘いにしたく

ないぶとᩍᖌのために̺ 、࠘᪥⤒ BP♫、p.31

・ᩥ部科学┬（2019）ࠗ ᗂ⛶ᅬᩍ⫱要㡿ゎㄝ<ᖹᡂ 30年 3᭶> レーベル館、p.67ࣇ࠘、

・前⏣⨾ᬛ代（2004）「Ꮚどもの表現ຊをᇵう-Ꮚどもの表現のㄞྲྀࡳり̺」、 ⏥Ꮚᅬ▷期大学紀要 23

ᕳ、pp.83̺90
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12/28/2023 4:16 PM ⦖文ேはႅࡗていࡓのか㸽

㛛⏣ⱥᡂ（アイࢾ地名᠓ぶ会）

㸯.はじめに
年、㟷᳃┴の୕ෆ山㑇㊧見学のᶵ会がありました。୕ෆ山㑇㊧は、から約 5,900年㹼4,200

年前までの 1,700年も⥆いた、⦖ᩥ時代の大集落の㑇㊧で、30年前の 1994年にⓎ見されています。

それまでの 野⻅で⊁⊟しての移ື生άするという、⦖ᩥのイメージ・考えが大きく変えられることに

なりました。そして、2021年には、୕ෆ山㑇㊧を含めて北ᾏ㐨・北ᮾ北の⦖ᩥ㑇㊧群がୡ⏺ᩥ化㑇

産にⓏ㘓されています。

୕ෆ山㑇㊧は、⏥Ꮚᅬ⌫ሙグランドの約 30 ಸ、ᮾ西 700ｍ・南北 600ｍの 42ha のᗈ大な㑇㊧です。

最┒期の❿✰ఫᒃ数は約 100Ჷ、500名ほどの⦖ᩥのேたࡕが 1700年間もの㛗期間の定ఫ生άをして

いる、ことが分かって᮶ています。高さ 15ｍの大型᥀❧ 6本ᰕ、32ｍもある大型❿✰ᘓ物のᕧ大なᘓ

⠏物をもసられています。15ｍもの大型᥀❧ᰕをᘓてるにあたっては、大ኌでࡅ合い、時にはᛣ㬆

りあいのኌも⪺こえてきそうです。

しかし、どんな言ⴥをࡅ合っていたのしࡻうか㸽 いや、そもそも、⦖ᩥ時代に「⦖ᩥேはႅってい

た」のでしࡻうか㸽 「⦖ᩥேはႅっていた」ものとして、⦖ᩥᩥ化についてㄒられています。では、

「⦖ᩥேがႅっていなかった」としたら、⦖ᩥᩥ化はあったのでしࡻうか㸽

では、「⦖ᩥேがႅっていた」ことを、どのようにド᫂出᮶るでしࡻうか㸽  

㸰.ㄪᰝ᪉ἲ
(1) のか㸽ࡓࡗ࠶ࡀࠖ⬟るᶵႅࠕ文ேは⦕ࠊࡶࡑࡶࡑ

ձ.チンࣃンジーとの比較

チンࣃンジーは、ࢦリラと共にヒト科に分類され、DNAの㸷㸶㸣がே間と同ࡌとபわてます。しか

し、チンࣃンジーは、ႅることは出᮶まࡏん。

それでは、どうして言ⴥをႅることが出᮶ないのでしࡻうか㸽

㌟యの㐪いをࡳると、ヒトのႃ頭はサルと比べてపい

位⨨に㓄⨨されています(図 1)。

言ⴥは、㊊Ṍ行と῝い㛵ಀがあるようです。㊊Ṍ

行を行うことで、㔜ຊにより、Ẽ⟶、Ẽ⟶ᨭ、それに

⫵が下㝆し、それにకって、ႃ頭の位⨨も下がってき

ています。

ヒトのႃ頭がサルよりもపい位⨨にあることで、ႃに

大きな✵間をసり、ኌᖏ、舌を使って共㬆さࡏること

でኌを出すことが出᮶るようになりました。

ṧᛕながら、チンࣃンジーは、㊊Ṍ行が出᮶まࡏん。ႃ頭の位⨨が高く、共㬆✵間が小さいた

めに、マ行・バ行・ࣃ行・ࣇ行などのཱྀ၁㡢がやっと出ࡏるに㐣ࡂないようです。

ղ.⦖ᩥேは

⦖ᩥேは、現代ேと同࣍ࡌモサࣆエンスの仲間とされており、頭骨の形質も同ࡌとᛮわれます。した

がって、ႃ頭の位⨨、⚄⤒⤒㊰は、チンࣃンジーとは␗なり、ႅるᶵ能は持っていたといえます。し

かし、それࡅࡔでは当時、「⦖ᩥேがႅっていた」とはபえまࡏんが。

(2) ⦖文ேࡗႅࠕࡀていなかࠊࠖࡓࡗとࡓࡋら
⦖ᩥேが、言ⴥを「ႅべっていなかった」、としたら、⦖ᩥᩥ化は生まれなかった、のでしࡻうか㸽

ձ「ႅっべれない」⊷・チンࣃンジーのᩥ化・㐨ල使用

⊷・チンࣃンジーは、ႅれなくても、下グのᩥ化が見ཷࡅられます。

・㔮りᲬをᕪし㎸んࢩロアリの㔮り。アリのᕢཱྀの大きさ、㐨ලのᮦᩱの用可能度合いにᛂࡌて、

さまࡊまな㔮りᲬを使い分ࡅる。

・石ჾを使って,アブラࣖࢩなどのሀᯝをる (ὀ 1) 。

・表、㬆きኌ、ジ࢙スチࣕーなどを使って、⮬分のពᛮやឤをఏえる。

（図1）
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‘ղ⦖ᩥேは「ႅべっていなかった」、としたら、㸴本ᰕを❧てることが出᮶たか㸽

⦖ᩥのே々は、❿✰式ఫᒃᘓ物・⦖ᩥᅵჾ・ᮌ⯚をస   

り、⊁⊟生άを行い、ᇙⴿまでも行っていた、といわれています。

୕ෆ山では、500ேの⦖ᩥのே々が 1700年もの間、⏥Ꮚᅬ⌫ሙ

グランドの約 30ಸのᗈさの中で生άし、32ｍもある大型❿✰ᘓ物

のᕧ大なᘓ⠏物や図 2の様な、高さ 15ｍのᕧ大な 6本ᰕも⤌ࡳ❧

てています。

⦖ᩥேが「ႅべっていなかった」、としたら、図のような㸴本ᰕを

。うかࡻてることが出᮶たのでし❧ࡳ⤌

㸴本ᰕの❧て方

㸴本ᰕは、高さは 15m 、3㹼4㝵ᘓてのࣅルに相当、

㔜さは㸯本が約５トン(底の直ᚄ 1ｍ、✰の῝さ 2ｍ)、

同ࡌ高さのᮌの㟁ᰕ(直ᚄ 20cm)の 25本分相当。

ㄶゼ大♫のᚚᰕとほࡰ同ࡌ大きさ（直ᚄ㸯m、高さ 17m）。

⤌❧までには、まず、ᮌの切出しЍ㐠ᦙЍ❧上ࡆのసᴗが必要で、

それをປാຊ・ᢏ⾡・共同సᴗも必要となります。

❧上ࡆのసᴗについては、ㄶゼ大♫のᚚᰕ⚍りの「ᘓてᚚᰕ」がᫎീ➼で見られますが、⦖ᩥの時代

とは㐪って、ኵなロープ、クレーンが使われています。

㛗野正ᏕẶは「古代ྐのテクノロジー」で(図 3)の

ように定されています。図のᕤἲは、「現ሙあわ

しながࡏというタ計図ሙなくとも、現ሙでᡴ合「ࡏ

ら❧てられる方ἲとのこと。

このసᴗが「ႅべらない」でᡴ合ࡏが出᮶るので

しࡻうか。

前㏙のように、チンࣃンジーは、㐨ලも使用、状ἣ

により使い分ࡅも出᮶、表・㬆きኌ・ジ࢙スチࣕ

ーなどを使って、⮬分のពᛮをఏえられるようで

す。

「ႅべらない」チンࣃンジーでもそうであれば、⦖

ᩥのேたࡕは、チンࣃンジー以上に、「ႅべらな

い」でも、ジ࢙スチࣕーでయで表現出᮶きるのでは

ないか、とも考えられます。

しかし、５トンもの㔜さのᮌを❧上ࡆるのには、図

のようなసᴗをീすると、ࡅኌはもࢁࡕん 会ヰなしでは出᮶ないのではないか、とᛮわれま

す。ㄶゼ大♫のᚚᰕ⚍の大ኌが⪺こえてきそうです。

(3)⦖ᩥேが「ႅっていた」とすると

ձ⦖ᩥの言ⴥのṧ有

⦖ᩥ時代に「⦖ᩥேがႅっていた」という直接ドᣐはありまࡏん。

しかし、「⦖ᩥேがႅっていた」としたら、以下の中に、⦖ᩥの言ⴥ㸻「⦖ᩥㄒ」がṧされている可

能性が考えられます。

1㸬現在の言ⴥ、特に方言

2㸬古グ・᪥本᭩紀、万ⴥ集、㢼ᅵグ

3㸬地名

ղ「アイࢾㄒ地名」でアプローチ

しかし、「⦖ᩥの言ⴥ」が方言・グ紀万ⴥ・地名の中にṧされている としても、それが、どうして、

「⦖ᩥの言ⴥ」と、いうことが出᮶るのでしࡻうか㸽

「アイࢾㄒ地名」でアプローチしてࡳます。

1.「アイࢾㄒ地名᠓ぶ会」とは

（図2）

（図3）
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私たࡕ「アイࢾㄒ地名᠓ぶ会」は、᪥本ㄒでは理ゎ出᮶ない、不ᛮ㆟な地名を、北ᾏ㐨ࡅࡔでなく

「ᅜの地名をアイࢾㄒでゎき᫂かそう」という集まりです。ゎき᫂かされた地名は「アイࢾㄒ地

名」といいます。

2.「アイࢾㄒ地名」とは

アイࢾㄒ地名は、ࢤノ࣒ゎᯒで付ࡅられた「㔜ᵓ㐀ㄝ」(下グ図 4)を根ᣐにして、

アイࢾのேは、⦖ᩥேの直系である(⦖ᩥேҸアイࢾே)を前ᥦとし、「アイࢾㄒは⦖ᩥㄒをṧ有して

いる」(⦖ᩥㄒҸアイࢾㄒ) を௬ㄝとして、アイࢾㄒでㄞࡳゎこう、とするものです。

᪥本ㄒではㄞࡳゎࡅないが、アイࢾㄒではㄞࡳゎࡅ、地形➼と一⮴する地名は、「⦖ᩥ地名」であ

り、それを「アイࢾㄒ地名」と呼んでいます。 (⦖ᩥ地名㸻アイࢾㄒ地名) 

a.㔜ᵓ㐀モࢹル（㔜ᵓ㐀ㄝ）とは

᪥本ேの㉳※を示す「㔜ᵓ㐀

モࢹル」はᮾ南アジア系の⦖ᩥே   

に北方アジア系のΏ᮶ேがΰ⾑し  

᪥本ேが形ᡂされたとする。 ᮾி

大学名ᩍᤵ、ᅜ際᪥本ᩥ化研究

センター（᪥ᩥ研）名ᩍᤵのᇰ

原和郎（1927㹼2004年）がこの௬

ㄝをⓎ表して 30年。

b.アイࢾのேは⦖ᩥேの直系（DNA約㸵㸮㸣）

2019年 5᭶ 13᪥、ᅜ❧科学博物館が「⦖ᩥேのࢤノ࣒ゎㄞ」、「ᚑ᮶、形ែ的な特徴などの研究

から言われていたこととほࡰ一⮴した」（⚄⃝⚽᫂・ᅜ❧科学博物館）と報㐨されました。

*⦖ᩥேࢤノ࣒のཷ⥅ࡂ

 北ᾏ㐨のアイࢾのேたࡕ 約㸵㸮㸣、

 Ἀ⦖┴のேたࡕ      約３㸮㸣

 本ᕞのே々         㸯㸮㸣

また、2021年 11᭶ 28᪥には、「ᇰ原和郎㔜ᵓ㐀モࢹルㄽᩥⓎ表３㸮࿘年グᛕのබ㛤ࢩン࣏ジ࢘

ルを᫂確にᨭ持の⤖ᯝとなっています(ὀࢹが㛤ദされ、そこで、㔜ᵓ㐀モ「࣒ 2)。

c.地名は㛗期間ṧる

⦖ᩥ時代は、1万 6000年前から 3000年前の 1万 3000年間、大㝣からᏙ❧し、また、言ⴥをはࡌめ、

大きなᙳ㡪・変化もཷࡅず、⊂⮬の⦖ᩥᩥ化を生ࡳ出しています。

また、「地名は㛗期間ṧる」をも௬ㄝとしてます。「ラインᕝ」➼、ケルト地名ののように、数༓

年⪏えられることは、ୡ⏺的に認められています。

ㄒ地ྡのࢾ.3
a.ࣦࣦ࢛ィンㄝ

アイࢾㄒ言ㄒ学⪅ࣦࣦ࢛ィンは、ࠗⴙⴥ集と㢼ᅵグに見られる不ᛮ㆟な言ⴥ と上代᪥本列ᓥに

ㄒの分ᕸࢾるアイࡅ 2008࠘をⴭし、その中で、本ᕞ各地の地名（Ṋⶶ野・㊊）の他、ࠗ万ⴥ集࠘の

ᮾḷと㜵ேḷにࡳられる、しࡔ(時)」やࠗ㢼ᅵグ࠘にࡳられる特Ṧなᬑ通名モやே名などをもとに、

古代のᮾ北、㛵ᮾ、中部、西北ᕞにアイࢾㄒの名ṧがṧ存していた、アイࢾㄒは本᮶、᪥本列ᓥの

域に分ᕸしていた (ὀ 2) 、ことを㏙べています。

b.ᮧᓮㄝ

また、アイࢾㄒ学⪅ᮧᓮᜤᏊඛ生は、有᫂ᾏ࿘㎶にアイࢾㄒでゎ㔘出᮶る地名が⃰密に分ᕸすると

し、⥙⏣
おうࡔ

は ota(◁)、小⏣
お ࡔ

Ⰻ
ら

は ota-ra(◁ୣのప地)、大⏣ᑿ
おおたお

は ota-o-i(◁の多いとこࢁ)、Ᏹᅵ
う と

は

ota-etu(◁・ᓁ)とゎ㔘出᮶る、としています (ὀ 3) 

（図4）
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c.その他、全国のアイヌ語地名例(注 4) 

1. 全国にあるアイヌ語地名 

｢平｣地名          pira崖（平が崖） 

｢ナイ｣｢ベツ｣地名   nay. pet  川 

 

2.沖縄にもある､北海道『アイヌ語地名』 

(ｲ). 平内
ひらうち

        pira-utur   崖の間   

(ﾛ). トケシ        to-kes      海尻   

(ﾊ). 烏帽子岳(山)  e-pesi      頭が岩崖（全国にあり） 

(ﾆ). 久慈
く し

         kus         川 (岩手県にも)、     

(ﾎ). 樽
たる

舞
まい

         taor-oma-I 川岸の高いところ(〈そこに〉ある・もの） 

 

３.結果と考察 

(1).結果 
1.縄文人は「喋る機能」があった。 

2.縄文人が「喋っていなかった」場合、三内丸山遺跡の 6本柱を立てるのは難しい。 

3.日本語では理解出来ない地名(北海道だけでなく全国の地名)をアイヌ語で読み解ける。 

(2)考察 

1．DNAで裏付けられた「二重構造説」を根拠に「アイヌ語は縄文語を残有」している. 

2.「地名は長期間残る（地名は「言葉の化石」）」 

以上を仮説として、日本語では読み解けないが地名をアイヌ語で読み解くと、 

アイヌ語で読み解け、地形等と一致する地名は「アイヌ語地名」であり、それは「縄文語地名」であ

る。 

このことは同時に、仮説「アイヌ語は縄文語を残有」を証明したことにもなる、と いえます。 

(結論). 

つまり、「アイヌ語地名」とは、「縄文時代」に・「縄文語」で・「縄文の人」が 

「縄文語で名付けた地名」です。 

ゆえに、縄文語を「縄文人は喋っていた」といえるのではないでしょうか。 

 

 

(参考) 

(注 1)．京都大学大学院人類進化論研究室「野生チンパンジーの世界へようこそ」) 

(注 2)．ヴォヴィン「萬葉集と風土記に見られる不思議な言葉 と 

上代日本列島に於けるアイヌ語の分布 2008」 

(注 3)．瀬川拓郎「縄文の思想」(講談社現代新書)  

(注 4)．門田英成「言葉化石」(共生ひろば) 

(図 1)．香田啓貴「サルの発声から見るヒトの言語の起源」京都大学霊長類研究所 

(図 2)．三内丸山遺跡（青森）：縄文大集落と大型建造物の謎 

(図 3)．長野正孝「古代史のテクノロジー」PHP新書 
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2023 ᖺにࡅ࠾るὠ㛛ᕝの㨶㢮┦ならࡧにἙᕝ⎔ቃの⌧状

北ᕝ哲郎 (⚄ᡞື植物⎔ቃᑓ㛛学 )ᰯ, 山本⩏和㺃白⚄理ᖹ (Ṋ庫ᕝὶ域ᅪネࢵト),  
⣽谷和ᾏ (近␥大), 高ᶫ大㍜ (⚄ᡞዪ学㝔大),  ᯇ瑞  ð (ி大総博), 

Ⳣ⃝㑥᫂ (西ᐑබ同ᩍ会), 阪本⩏ᶞ㺃山本 ⛱ (西ᐑ市ᙺᡤ) 

はじめに

ὠ㛛ᕝは、域に୕面ㆤᓊがされたὶ㊰㛗約 3.5 kmの型的な㒔市Ἑᕝで、下ὶ➃でᮾᕝと合

ὶし大阪‴とὀいでいる。本Ἑᕝは、Ṋ庫ᕝからのⓒ間ᵽỈ㛛を介したᑟỈやோᕝからのᑟỈ、そ

して山㝧新ᖿ線භ⏥トンネルෆのỈをỈ※としたỈ㊰⥙が合ὶすることで本ᕝを形ᡂし、兵庫┴西

ᐑ市の南部を北から南ࡴかってὶれている。ὶ㊰のすべてが᥀型でỈ㎶のアクセスが難しい形

状ながら、᭶のᕝᤲ㝖やᕝの学⩦会、イベント㛤ദなど⇕心な⎔ቃ保άືが行われ、西ᐑ市Ẹに

ぶしまれてきた存在である。本Ἑᕝでは、2003年には西ᐑ北ཱྀ㥐付近にある落ᕪᕤの魚㐨タ⨨（2020

年 3᭶にᨵⰋᕤをᕤ）ならびにỈ生植物⫱ᡂ地のタといった⮬↛生ᴗや、2001年㹼2009年

に⮳るまでの᩿⥆的な生物調査など、行政からの各種ᨭをཷࡅながら魚類の生ᜥ⎔ቃが⥔持・ᨵၿ

されてきた。しかし、2018年 12᭶にはභ⏥トンネルෆのᕤ現ሙからὶ出したᙉアルカリ性のモルタ

ルᮦのᙳ㡪による、2021 年 2 ᭶には原ᅉ不᫂の、2 度にわたる魚類の大㔞ᩢṚがⓎ生するなど、Ἑᕝ

⎔ቃは不Ᏻ定な現状にある。そこで、2020年 7᭶からは、市Ẹ・行政・研究⪅の༠ຊయไのもとに、

モࢽタリングや保⟇のᥦを目ᣦした生物調査が実されてきた。

本報告では、2023年に実した採ᤕ調査およびアࣘの産༸ᗋ調査の⤖ᯝに見られる魚類相の現状、

さらに 2023年 10᭶ 21᪥に実された㝵ẁ式魚㐨のᨵⰋᕤのᕤ状ἣを通ࡌ、ὠ㛛ᕝにおࡅるἙᕝ

⎔ቃの現状と後のㄢ㢟について報告する。

᪉ἲ

ձ 魚類採ᤕ調査

採ᤕ調査は、2023年 10᭶ 9᪥に実した。調査地点はὠ㛛ᕝのὶ㊰上の㛛ᡞགྷ⚄㥐࿘㎶から阪ᛴ⚄

ᡞ本線下までの༊間にタ定した計 4地点 (図 1㸹ST3, T1㸪T2㸪T3) とし、各地点ともに 17名の調査員

で 30 分を目Ᏻとした採ᤕを実した。採ᤕసᴗには、タモ⥙、サࢹ⥙、㏣い㎸ࡳ⥙、ᢞ⥙を用いた。

また、࢘ナࢠや࢘ロࢮࣁといったኪ行性魚類の採ᤕを目的とし、同年 11᭶ 17᪥ኤ方から 18᪥༗前中

の時間ᖏに、⿵㊊調査として本ᕝ༊間上の 3地点

(T1㸪T2㸪T3) で⨨き㔪による採集を実した。タ

⨨数は各地点とも 5本とし、㣵にはイカの切り㌟

を用いた。

ղ アࣘ産༸ᗋ調査

アࣘ産༸ᗋ調査は、2023年 11᭶ 18㹼19᪥に調

査員 1名で実した。調査༊間はὠ㛛ᕝの阪ᛴ阪

⚄ᅜ㐨㥐下ὶ （ᮾᕝἙཱྀから 1.9 km地点）㹼本

ᕝ༊間の上ὶ➃付近 （同 3.9 km地点）とした。

本調査では、1 ᪥目に༊間ෆに見られる℩ῡと主

たるἙᗋᮦᩱの分ᕸを目どグ㘓し、2 ᪥目に℩⎔

ቃを中心とした産╔༸のᤚ⣴を行った。なお、両

᪥ともに、T3地点でࢹジタルỈ 計を用いてỈ 

を、兵庫┴Ἑᕝ┘どࢩステ࣒のὠ㛛ᕝᒁ地点のỈ

位を、それࡒれ確認した。
図 1 魚類調査地点

S T 3

T 1

T 2

T 3

津
門
川
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ճ 魚㐨ᨵⰋᕤ

魚類調査地点の T3 に位⨨する㝵ẁ式魚㐨のᨵⰋᕤは、2023 年 10 ᭶ 21 ᪥にᕤされた。ᅇの

ᨵⰋᕤでは、魚㐨プールの⿄ワめ⋢石のタ⨨（直ᚄ約 170cm�高さ約 55cm）、魚㐨最下ẁのỈ

྇き部の大石のタ⨨（約ȍ50cm）、魚㐨ᕥྑᓊのロープタ⨨（約ȍ5cm）、の 3 㡯目を実した。

⤖ᯝと考ᐹ

ձ 魚類採ᤕ調査

採集調査でᚓられた魚類は 7 科 15 種で、2018 年のỈ質ᨾ以㝆に行った採ᤕ調査の⤖ᯝとしては

最多の確認種数となった（表 1）。さらに、ཧ考グ㘓となるが、調査時間እに T1上ὶの地点でナマズの

ⱝ魚が採ᤕされた。2023年に確認された魚類のうࡕ、ミナミメダカはỈ質ᨾ以前の 2007年以᮶とな

る 16年ࡪりの確認となった。ᅇの調査では、ṆỈ・半ṆỈ⎔ቃをዲࡴミナミメダカやドジࣙ࢘、⦆

ὶ域のないὠ㛛ᕝでは⦾Ṫが難しい࢜࢜クチバスやナマズが確認されたほか、ỶỈ㹼ᾏỈ域で⦾Ṫす

るマࢮࣁがῐỈ༊間の T1で確認された。これらの魚類の出現は㸪ὠ㛛ᕝとṊ庫ᕝやそれに㐃なるỈ㊰

⥙との㐃⥆性や㸪㝵ẁ式魚㐨を介したὠ㛛ᕝと大阪‴との㐃⥆性がᶵ能していることを示၀している。

ղ アࣘ産༸ᗋ調査

ᅇの調査では、ὠ㛛ᕝの本ᕝ༊間に存在するすべての℩において産╔༸は確認されなかった。調

査時のỈ位は 0.24mを示し、⛅ᏘにおࡅるᖹỈ位とࡳなࡏる状ἣであった。また、Ỉ は 14.3㹼15.2Υ

で、アࣘの産༸に㐺したỈ ᖏであった。アࣘの産༸⎔ቃにồめられる条௳として、藤⏣ほか（2022）

は、᪤ 知見の分ᯒから表層ὶ㏿: 50㹼100cm/s⛬度、Ἑᗋᮦᩱのᖹᆒ⢏ᚄ: 10㹼30mm⛬度、

㈏入῝: 10cm以上、߀Ỉ῝: 20㹼30cm、といった数的ᣦ標を整理している。すなわࡕ、一般的なアࣘ

の産༸ሙとして͆ 目ワまりをしていない礫底の℩ と͇いう⎔ቃがᣲࡆられるが、ᅇの調査では、ὠ㛛

ᕝにおいて型的な産༸ሙは認められなかった（図 2）。調査༊間のうࡕ最も産༸の可能性が高いと考

えられた⎔ቃは T1から上ὶ約 100 mに見られたつの℩であったが、いずれも⣽礫がඃ༨する一方で

◁を多く含ࡳ、ዲ㐺⎔ቃとは言えない状ែであった。

㻞㻜㻜㻝ᖺ*1 㻞㻜㻜㻟ᖺ 㻞㻜㻜㻣ᖺ*1 㻞㻜㻜㻥ᖺ*1 㻞㻜㻞㻜ᖺ 㻞㻜㻞㻜ᖺ 㻞㻜㻞㻜ᖺ 㻞㻜㻞㻝ᖺ 㻞㻜㻞㻞ᖺ 㻞㻜㻞㻟ᖺ
㻝㻜᭶ 㻣᭶ 㻥䡚㻝㻜᭶ 㻤᭶ 㻣᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻜᭶ 㻝㻜᭶

1 䜴䝘䜼 䜴䝘䜼 䝩䞁䜴䝘䜼 ᅇ㐟ᛶ 䕿 䕿 䕿 䕕
2 䝁イ 䝁イ 䝁イ ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
3 䝀䞁䝂䝻䜴䝤䝘 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕕

4 䜼䞁䝤䝘 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䚴*2

䝣䝘ᒓ ⣧ῐỈ 䕿 䕔
5 䜸イ䜹䝽 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
6 䜹䝽䝮䝒 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
7 䜴䜾イ ᅇ㐟ᛶ 䕿 䕿
8 䝍䝰䝻䝁ᒓ ⣧ῐỈ 䕔
9 䜹䝬䝒䜹 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕

10 䝙䝂イ ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕔
11 䝁䜴䝷イ䝰䝻䝁 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕔
12 䝗䝆䝵䜴 䝗䝆䝵䜴 ⣧ῐỈ 䕿 䕔 䕿 䕿 䕿

13 䝘䝬ズ 䝘䝬ズ 䝘䝬ズ ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕔 䚴*3

14 サ䜿 䜰䝴 䜰䝴 ᅇ㐟ᛶ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
15 䝪䝷 䝪䝷 䝪䝷 ỶỈ㻛ᾏỈ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
16 䝯䝘䝎 ỶỈ㻛ᾏỈ 䕿 䕕
17 䝎䝒 䝯䝎䜹 䝭䝘䝭䝯䝎䜹 ⣧ῐỈ 䖃 䕿
18 䝇ズ䜻 䝇ズ䜻 䝇ズ䜻 ỶỈ㻛ᾏỈ 䕿 䕕
19 サ䞁䝣䜱䝑䝅䝳 䝤䝹䞊䜼䝹 ⣧ῐỈ 䕿
20 䜸䜸䜽䝏䝞䝇 ⣧ῐỈ 䕕 䕿 䕿
21 䝝䝊 䝗䞁䝁 ⣧ῐỈ 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
22 䝬䝝䝊 ỶỈ㻛ᾏỈ 䕿 䕿 䕕 䕿
23 䝚䝬䝏䝏䝤 ⣧ῐỈ 䕿 䕔 䕿 䕿
24 䜹䝽䝶䝅䝜䝪䝸 ⣧ῐỈ 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
25 䝂䜽䝷䜽䝝䝊 ᅇ㐟ᛶ 䕿 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
26 䝅䝬䝠䝺䝶䝅䝜䝪䝸 ⣧ῐỈ 䕿 䖃

䝶䝅䝜䝪䝸ᒓ ᫂ 䖃 䖃 䕔
27 䝇䝭䜴䜻䝂䝸 ᅇ㐟ᛶ 䕿 䕿 䕕 䕿 䕿 䕿
28 䜴䜻䝂䝸 ᅇ㐟ᛶ 䕕

䜴䜻䝂䝸㢮㻖㻠 ᅇ㐟ᛶ 䖃 䖃 䖃 䖃
ィ 7 19 14 15 8 10 25 12 11 15

䖃㻦㻌✀䝺䝧䝹䜎䛷䛾ྠᐃ䛜さ䜜䛺䛛䛳䛯䠈䛒䜛䛔䛿ྠᐃ⢭ᗘ䛻⩏䛜ṧ䜚᩿ᐃ⬟䠊 㻝㻜᭶

䕕㻦㻌⎔ቃ㻰㻺㻭ศᯒ䛷᳨ฟ䠈䕔㻦㻌⎔ቃ㻰㻺㻭ศᯒ䛾᳨ฟ⢭ᗘ䛻䜘䜚ᒓ䝺䝧䝹䜎䛷䛾≉ᐃ䛻䛸䛹䜎䛳䛯䛜䠈᪤ 䛾ฟ⌧ሗ䛺䛹䛛䜙ᙜヱ✀䛻┦ᙜ䛸ุ᩿䛧䛯䠊
䚴㻦㻌ู㏵ㄪᰝ୰䠈䛒䜛䛔䛿ㄪᰝᆅⅬእ䛻䜘䜛ཧ⪃グ㘓䠊

┠ྡ ⛉ྡ ⏕ά㨶✀

㻖㻝㻦㻌ᘬ⏝㻦㻌すᐑᕷ（㻞㻜㻝㻜）䠈㻖㻞㻦㻌㻞㻜㻞㻞ᖺ㻝㻜᭶㻝㻝᪥䛾ู㏵ㄪᰝ୰䛻☜ㄆ䠈㻖㻟㻦㻌㼀㻝䛾ୖὶ⣙㻝㻜㻜㼙ᆅⅬ䛷☜ㄆ䠈㻖㻠㻦㻌䜴䜻䝂䝸䛸グ㍕さ䜜䜛䛜ྠᐃ⢭ᗘ䛻⩏䠊

㻺㼛㻚
*1 *1 *1

⾲ 1 ὠ㛛ᕝにࡅ࠾る⤒ᖺⓗな㨶㢮の☜ㄆ状況
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ճ 魚㐨ᨵⰋᕤ

前㏙のとおり、㝵ẁ式魚㐨のᨵⰋᕤは、2023年 10᭶ 21᪥にᕤされた（図 3）。ᅇのᨵⰋᕤ

は、主యとなる西ᐑᅵᮌົᡤに加えてṊ庫ᕝὶ域ᅪネࢵト࣡ークの会員数名が❧ࡕ合い、現ሙでの

⣽かい調整を行いながらᕤを進めた。魚㐨プールの⿄ワめ⋢石については、タ⨨にకって᫂░な

変化が生ࡌ、プールෆでの⦆ὶ部出と魚㐨ෆのὶἣ調整に㈨するຠᯝが確かめられた。また、同様

に魚㐨最下ẁのỈ྇き部タ⨨された大石は、出Ỉ時に移ືすると定されたが࿘㎶の地形に㥆ᰁࡴ

ことを期ᚅしᅛ定ᥐ⨨はとらなかった。同様に、魚㐨ᕥྑᓊタ⨨したロープについては、やや⣽い

ᚄで㍍い⣲ᮦのものを使用したため期ᚅするຠᯝをᚓるためにはὶ下物の⤡まりなど⎔ቃの㥆ᰁࡳ

が必要と考えている。いずれのᨵⰋについても出Ỉを⤒ることによる状ែ変化が定され、目的とす

るຠᯝを⥔持するため後のモࢽタリングおよび⟶理が不可Ḟと言える。

Ἑཱྀから3.0 km 3.2 km 3.4 km

ٸӼ

ொҮ״

Ί੶+
 ਭ植物ൡໞ

ླྀԾླྀ

+++Κ͖ͥ͵੶+ਭ植物ൡໞ
T1

T2

T3

3.4 km 3.6 km 3.8 km 4.0 km

ླྀԾླྀ

ᅗ 2 る℩のἙᗋᮦᩱ㸦ୖ㸸ୖὶഃ㸪ୗ㸸ୗὶഃ㸪ࡅ࠾ὠ㛛ᕝにࡓࢀࡉ産༸ᗋㄪᰝ࡛☜ㄆࣘ : ℩⎔ቃ㸧㸬

ᅗ 3 ὠ㛛ᕝにタࡅらࡓࢀ㝵ẁᘧ㨶㐨のᩚഛ状況のኚ㑄
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մ まとめ

2023年の魚類採ᤕ調査では、同時期に実された᪤ 調査の中で最多となる種数が確認された（図

4）。とりわࡅ⣧ῐỈ魚類の確認数が大きくቑ加し、ὠ㛛ᕝのἙᕝ⎔ቃは、2度の最も豊かな魚類相を示

した 2003年に近いỈ‽にまでᅇしてきていると確かめられた。さらに、ᅇの調査では、ὠ㛛ᕝ本

ᕝと࿘㎶Ỉ㊰やṊ庫ᕝ、大阪‴との⧅がりを示す複数の魚類が確認され、࿘㎶Ỉ域との㐃⥆性を含め

たἙᕝ⎔ቃのᨵၿを示၀する⤖ᯝがᚓられた。他方で、2018年のỈ質ᨾ以㝆には࢘ナࢠ、カマツカ、

イといったいくつかの底生魚類が採ᤕされなくなっており、なᅇに⮳っているとは言い難ࢦࢽ

い。その要ᅉにはいくつかの可能性が考えられるが、現在までのモࢽタリング⤖ᯝはỈ質のᅇやỈ

域の㐃⥆性にၥ㢟がないことを示しており、ὠ㛛ᕝ本ᕝに定╔できる⎔ቃが少ないことがㄢ㢟となっ

ているのではと᥎測している。本௳については、後ண定されている「Ỉ生植物⫱ᡂ地」のᪧᕤに

よるᨵၿを期ᚅし、᥎移をモࢽタリングしていくண定である。

また、ᅇの調査では、ὠ㛛ᕝのࢩン࣎ルとされるアࣘの生産がᡂ❧している可能性はపいとࡳ

なࡏる⤖ᯝがᚓられた。ᛴὶでἙᗋᮦᩱの౪⤥が少ないὠ㛛ᕝの⎔ቃ特性から⮬↛のままに⦾Ṫ㐺地

が㐀ᡂ・⥔持されることは考え࡙らく、アࣘの⦾Ṫには、ேⅭ的な産༸ሙの㐀ᡂᴗが必要と考えら

える。࿘㎶Ἑᕝ⏤᮶のアࣘが᮶㐟する㢼ᬒをὠ㛛ᕝ本᮶のጼとᤊえるか、生ά⎔のᡂ❧をもって⮬↛

生とᤊえるかは㆟ㄽが必要で、㛵ಀする主య間での合ព形ᡂのもとに方㔪を㑅ᢥする必要があࢁう。

以上の⤖ᯝから、ὠ㛛ᕝにおࡅるἙᕝ⎔ቃの現ἣを示す知見がᚓられた。後は、ὠ㛛ᕝと࿘㎶Ỉ

域との㐃⥆性のᙉ化に㛵するモࢽタリングや本ᕝ༊間中での⦆ὶ域の出、᮶㐟するアࣘのྲྀりᢅい

にᑐする方㔪Ỵ定などがㄢ㢟になると定され、現状よりも一層、保άືにཧ加する各主యや地域

ఫẸとの㐃ᦠをព㆑したྲྀり⤌ࡳに基࡙き、⮬↛生に向ࡅたṌࡳを進めていきたい。

ㅰ㎡

本調査は、⢖野ග一ẶをはࡌめṊ庫ᕝὶ域ᅪネࢵトのⓙ様からのᨭをཷࡅて㐙行された。魚類モ

タリングにおいては、西ᐑ市ᙺᡤ、ி㒔大学ῐỈ魚研究会、⚄ᡞዪ学㝔大学、⚄ᡞື植物⎔ቃᑓ㛛学ࢽ

ᰯのメンバーㅖẶにࡈ༠ຊいたࡔいた。また、兵庫┴阪⚄南┴Ẹセンター 西ᐑᅵᮌົᡤには、市Ẹ

からのព見をᫎした魚㐨ᨵⰋ計⏬の❧など、市Ẹάືと㐃ᦠした保⟇をᒎ㛤いたࡔいている。

なお、ᅇ報告した採ᤕ調査の一部は、ひࡻうࡈ⎔ቃ保㐃⤡会からのຓᡂをཷࡅて実された。厚

くᚚ♩⏦し上ࡆる。

参考文献

藤⏣ᮅ彦 ほか（2022）ᛂ用生ែᕤ学㸪24: 217–234㸬

北ᕝ哲郎 ほか 10名（2023）共生のひࢁば㸪18: 16–17㸬

西ᐑ市（2010）ᖹᡂ 21年度 Ἑᕝ生物調査報告᭩㸪西ᐑ市⎔ቃ学⩦᥎進グループ ⦅㸬19 pp㸬

⏣㨥ே ほか 4名（2020）兵庫㝣Ỉ生物㸪71: 45—50㸬

山本⩏和 ほか 14名（2021）共生のひࢁば㸪16: 161—164㸬

ᅗ 4 ὠ㛛ᕝに⏕じࡓ⎔ቃࢺࣥ࣋と㨶㢮┦のኚ㑄㸦᥇ᤕㄪᰝのࡳ㸧㸬
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ග㒔࿘㎶の㔝⏕ື≀ほᐹ

ග㒔࿘㎶に生ᜥする野生ື物をトレイル

カメラでᙳし種類を調べて比較する。

第２学年 ᓊ本⤖᭶ 原⏣㝧南（兵庫┴❧大学付属高➼学ᰯ）

このテーマに⮳ったきっかࡅと目的

トレイルカメラの入ᡭによってග㒔ෆの野生ື物のほᐹが可能になった。

ග㒔ෆの野生ື物の種類を調べたい。

トレイルカメラのタ⨨ሙᡤ

ග㒔の㝃属高ᰯから山を下って行った集落の北側図の上側が北で小ᕝ

の下ὶ側になる。

山側(地図のᕥ側)と㐨㊰側をつなぐᶫがあり、その࿘㎶をᙳするよ

うに山側のᮌにカメラをᣓりつࡅてᙳした。㡲㈡⚄♫付近は⏣んࡰ

が多く、南側はఫᏯと⏿が多い。また、ኪ間のトレイルカメラ付近の

㐨㊰は㌴の通行が少ない。

ᙳ

上が㐨㊰方面、

上ᕥが⏣んࡰ方面

上ྑがఫᏯ・⏿方面である。下が山側で、⏬面の下に小ᕝがᫎってい

る。 間の同ࡌ位⨨での真。間はカラーでᙳできるが、ኪ間

は白黒になる。

共生のひろば１９号 ，2024年
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ࢿࢶ࢟

㣗⫗目イࢾ科

య㛗約 60cm

本ᕞ・ᕞ・ᅄᅜ・ῐ㊰ᓥに࣍ンドࢠツネが生ᜥしている。

⪥が❧っていてືきが比較的㍍ᛌに見える。

ᑿは㛗く、ඛが白くてࡩさࡩさしている。

⫈ぬが非常にⓎ㐩しており、㬆きኌで群れでのࢥミュࢽケーࣙࢩン

をとることができる。

⫗㣗性に近い㞧㣗性。

✰を᥀って㣵をᇙめる。

ࣥࢩࣅࢡࣁ

ネࢥ目ジࣕ࢘ࢥネࢥ科 య㛗 60cm前後(ᑿの㛗さ 40cm)

㰯から㢠に向かって白い線がのびている。

ᑿが㛗くయの㛗さとほࡰ同ࡌ。

ኪ行性でᮌⓏりがᚓពで、バランスឤぬに㛗ࡅている。

㞧㣗性でᯝ物や野⳯➼の㎰స物に⿕ᐖをえる。小ື物、᪻、㫽類

やその༸を㣗べ、ዲ物はᯝ物である。南方系のື物。

࢟ࢾࢱ

イࢾ科タࢾキ属

㛗 70㹼80cm

本ᕞ以南に生ᜥする࣍ンドタࢾキは᪥本ᅛ有種。

前㊊から⫪にかࡅての黒いᖏと▷いしっࡱが特徴。

⪥はややく目の࿘りに黒いマスクがある。

ኪ行性でேᐙ࿘㎶まで㣵を᥈しに᮶る

共生のひろば１９号 ，2024年
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⮬分では✰を᥀らず、アナグマの古ᕢやᶞὝなどをᕢとして用する。

㞧㣗性でᯝ実や᪻、それ以እには生ࢦミも㣗べる     

アナグマイタ

チ科アナグマ属 㛗 44~68cm

᪥本の本ᕞ、ᅄᅜ、ᕞ、ఀ㇋ᓥに生ᜥする。

ずんぐりとしたయ型。

⪥が小さくてく、⪥のඛが白く、目の࿘りが黒い。

ෆ部に部ᒇがいくつもある大規ᶍなᕢを᥀って、㉺やᏊ⫱てをす

る。㞧㣗。

11᭶下᪪から 4᭶中᪪まで╀するが 地域によっては

╀しないこともある。

࣐ࢢࣛ

㣗⫗目アライグマ科アライグマ属

య㛗 70㹼90cm

しっࡱが⦤ᶍ様、㊊が白っࡱい。

北アメリカ原産地の野生ື物ࡔが、ࢵ࣌トとして᪥本

に㍺入された後、ኳᩛがおらず、⮬↛⦾Ṫしቑ加し

た。特定እ᮶生物㞧㣗ᮌⓏりがᚓពであらࡺるとこࢁ

から入する一ኵ多ጔ、ఇ╀により㉺
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ࢳࢱ

イタチ科イタチ属 య㛗 30~40cm

⬗యが⣽㛗く、小さい✰や㝽間を通りᢤࡅれるような

骨᱁。ᑿが㛗め。

⫗類をዲࡴ㞧㣗で、1᪥にయ㔜の 40%の㔜㔞のエサを

㣗べる。

性᱁はẼ性がⲨくᨷᧁ的。

࢝ࢩ

㪒അ㋟目ࢩカ科                 

య㛗 130㹼180cm

スは角を持っていてẖ年࢜ 生え変わる。

一度に最大で 9༉出てきた。

㣗性はⲡ㣗で地方によってዲࡴ㣗物にᕪがある。

㊴㌍ຊがඃれている。

h t t p s : / / t a n u k i w a l k e r . b l o g . j p / a r c h i v e s / t a n u k i n o s i p p o . h t ml
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┿からุูࡀ出᮶なかືࡓࡗ≀

ගって、Ⰽの⃰ῐやయ型が分からない。しっࡅࡔࡱなどయの一部しかᫎっていない。遠くにいて、小

さくて見えない。
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⤖ᯝ

ᅇのほᐹで見られたのは㸵種。

カは一度に出てくる頭数も多かった。一度にࢩ 5༉以上出てく

ることも多く、ࢩカ同ኈでࡅんかのようなྲྀっ⤌ࡳ合いをして

いることもあった。

アライグマは一度３ࡅࡔ༉同時に出てきた。య㛗が小さいものも

ΰࡊっていてᐙ᪘のようࡔった。

ື⏬のᙳが㛤始された直後に山側にᘬき㏉すື物が多かった。

山側から㐨㊰側にΏったື物は、真ではྑ側にあたる、ఫᏯ・

⏿方面に向かうことが多かった。

考ᐹ ࢝ࢩ

㸵᭶後半から㸶᭶前半にかࡅてᏊ㮵を呼ࡪと

きのメスの㬆きኌがした

Ꮚ⫱てをしていて、㸵᭶、㸶᭶の出現頭数が

ቑえた

考ᐹ

ື⏬のᙳが㛤始された直後に山側にᘬき㏉すື物が多かった。

Ѝトレイルカメラが↷ᑕしたග(赤እ線➼)を、ᩄឤなື物がᐹ知して、山側にᡠってしまったのでは

ないか。

山側から㐨㊰側にΏったື物はఫᏯ・⏿方面に向かうことが多かった。

Ѝ㞧㣗性なので、⏿に実ったస物を㣗べようとしていたりఫᏯ地のᗞに入するためではないか。

また、⏣んࡰは、ネࢵトやᰙが㡹にᙇってあり、入することが難しいからではないか。

ᅇᙳされたື物は᪥本ᅜでᐖ⋇として、ᤕ⋓方ἲや⿕ᐖ、そのᑐ⟇が多くネࢵトに㍕ってい

た。
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引用 

キツネってどんな動物？： 

https://er-animal.jp/pepy/29582#i 

イタチの特徴について：

https://kujoservice.com/%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%81%E3%81%AE%E7%89%B9%E5%BE%B4%E3%81%AB%E

3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6/ 

一般財団法人奈良の鹿愛護会 行動・生態：https://naradeer.com/learning/ecology.html 

シカの特徴： https://www.kwn.ne.jp/knowledge/shika.html 

屋根裏の害獣ハクビシンの被害・対策・駆除：

https://www.city.moka.lg.jp/kakuka/nosei/gyomu/kankyo_pet/gaiju_gaichu/1/2370.html 

タヌキの生態と対策について 長崎県農林部：

https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2014/01/1389920991.pdf 

アナグマの特徴と対策について： https://inohoi.com/blogs/knowledge/post-1643 

アナグマ、タヌキ、ハクビシンの見分け方： https://www.sharing-tech.co.jp/araiguma-tanuki-

hakubishi 
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のㄪᰝࡳࡈ╔⁻

滝ᕝ第中学ᰯ 2年 2・3⤌ Ⓨ表⪅ 石ဏⰋ ᒸ㑣々Ꮚ ᑎᓥྐె

Ⲩ⨾⋪ 岩大㍤ 岩佐᫂ 上⏣ኤ ㉺ᬛᰆⴥ 北野ክ 小ᑎ⃝Ἃ⧊ ⡿⏣ⰼ⳯

ᰘ⏣さくら 谷有㒔 塚北ᗣኴᮁ ᳺᖾᶞ 藤後⤖⾰ 中ᔱඃ理 ⩚たまき 原⏣大 名

㞮実 ⚟㷂ྔᯝ ᮧᑿⰼ✑ ᳃ᒸዉ々 ▮野ồ┾ 山ෆ⤖生 山本ⱆ౫ ඵ本ගⳀ Ώ㎶㐶㯞

ᮅ⏣大ᬛ 石ဏⰋ 上⣪Ⰻ ⊦⫤実♩ ᒸ㑣々Ꮚ ᒸ⏣実ဏ希 小ᕝ㣁ᅵ 㝜山ⴥ᭶ ⵦ

ඃ᭶ 佐藤ᮥง ᚿ野ᮌඞᕫ 䭜生⨾ౡ ᑎᓥྐె ၈ோ原ឡ⳯ 㫽ᒃ泉㯇 西ෆᝆ希 ℊノ

ᅬ⣪希 藤ᯘᯌឡ

藤原ⴌᮥ ⣽見ᝆ真 正ᮌㄔ也 山⏣⤢⳯ 㮖ᑿ㝣 Ώ㎶ここࢁ

1㸬はじめに

本ᰯのプログレࢩࢵブサイエンスツ

アーは始まってからまࡔ 2 年目です。プ

ログレࢩࢵブ理数᥈究ࢥースの 2年生の

ኟに実しています。年度、いえしま

⮬↛య㦂センターから 30 分ほど㞳れた

とこࢁにあるᾏᓊで、☾の生物をほᐹし

たとき、ᾏᓊにࡳࡈがたくさんὶれ╔い

ているということがわかりました。そこ

で年度はどんな種類のࡳࡈがὶれ╔

いているのかを調べることにしました。

図㸯 西ᓥまでጲ㊰ から⯪で 30 分

ᾏᓊに⁻╔したものをほᐹしたり集め

たりすることをࣅーチࢥーミングとい

います。ᅇはὶᮌのような⮬↛物はᢅ

わずに、ேᕤ物でࡳࡈとࡳなされるもの

ばかりを集めたので、ࡳࡈ調査としまし

た。実した期間 2023 年 8 ᭶ 1㹼3 ᪥

2㸬ㄪᰝ࣭ほᐹ

調査したᾏᓊはキࣕンプሙのすぐ近

くでしたが、

ࣉࣥࣕ࢟ࠊていてࡗࡲࡓࡀࡳࡈࡓࡋ╔⁻

ேࡓࡋ

真 1 調査したᾏᓊ

たࡕがᾏᓊで㐟ࡪことはできない状ែ

でした。テントやトイレ、⅕ሙ、ࣕࢩ

࣡ーᐊが整ഛされていましたが、ᾏᓊま

ではᡭがᅇらっていないようでした。
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真 2 ⁻╔したࡳࡈの様Ꮚ

私たࡕは 1時間かࡅてࡳࡈをᣠい集め、

センターの㍍トラࢵクでセンターまで

㐠んでもらい、᪥かࡆでࡳࡈを分類しま

した。

真 3 をᣠい集めるࡳࡈ

     真 4 を分類するࡳࡈ

ࡈ ࡳ の 分 類 に は JEAN （ Japan

Environment Action Network）の分類カ

ードを用いました。その後、センターの

分類のやり方にᚑってฎ分していࡳࡈ

たࡔきました。

    真５ カードにグ入

ᬬいのと時間のไ約のために、ᾏᓊの半

分の面積しかࡳࡈをᣠえてはいまࡏん

でしたが、ᣠったとこࢁはきれいなឤࡌ

になりました。

     真 6 をᣠった後ࡳࡈ

3.⤖ᯝと考ᐹ

合計 3086 ಶのࡳࡈをᣠいました。多

いものから 10 位までをグラࣇにしたも

のが図 2、多いものからすべて㡰に୪べ

たものが表 1 です。

共生のひろば１９号 ，2024年

35



ᅗ 2 のෆヂࡳࡈ╔⁻

プラスチࢵク⏤᮶のࡳࡈが多かったです。ラ

スチࢵクがそれࡅࡔ生産・用されています。

プラスチࢵクはᾏỈにỿまないものも多く、ᾏ

ὶにὶされて⁻╔しやすいのです。プラスチࢵ

クは化学的にᏳ定なので、◚∦になったものは

⣸እ線による分ゎではなく、Ἴや⾪✺のような

物理的要ᅉによるものࢁࡔうとᛮわれます。

እᅜからὶれてきたࡳࡈは見当たりまࡏん

でした。℩ᡞෆᾏなので黒₻のようなእᾏのᾏ

ὶが入ってこないのでしࡻう。

㔠属でὶれ╔いたのはᾏỈにᾋかࡪ⨁

（㣧ᩱ⨁・スプレー⨁・⇞ᩱ࢞ス⟶）でした。

ランࢽングࢩューズ、ࢦル࣎ࣇール、野⌫࣎

ール、大きなものでは、⁺ᴗ用のᾋき、プラ

スチࢵクのࡊる、⇞ᩱ用の࣏リタンク、⥙が

ありました。

表 1 のෆヂࡳࡈ╔⁻

同ࡌ調査方ἲで、ほかのとこࢁで行わ

れた調査と比較したいので、ネࢵト上で

検⣴して᥈しました。2018 年にᮾி、⚄

ዉᕝ、山形など 146 会ሙ、6570 ேで調査

したものが見つかりました。

http://jean.jp/activity/result/Jean

2018shortR2.pdf

ᩘ㔞㸦ಶ㸧ྜ㸦㸣㸧

1 ◳質ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ◚∦ 1068 36.5

2 ⓎἻ࣮ࣝࣟࢳࢫ◚∦ 277 9.5

3 ∦◚の⿄ࡸࢺ࣮ࢩࢡࢵࢳࢫࣛࣉ 181 6.2

4 㣧ᩱ⏝ࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎㸦ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ㸧 167 5.7

5 㣗ရᐜჾ㸦ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ㸧 158 5.4

6 ���FP㸧ࡉめ⟶㸦㛗ࡲ⏝㣴Ṫ࢟࢝ 158 5.4

7 㣧ᩱ⏝ࣝࢺ࣎ࣛࣉ㸦ࣝࢺ࣎ࢺࢵ࣌㸧 114 3.9

8 ∦◚㝡ჾのࡸࢫࣛ࢞ 111 3.8

9 ⏕ά㞧㈌㸦歯࣭ࢩࣛࣈ文ල➼㸧 98 3.4

10 ࡶࡦ࣭ࣉ࣮ࣟ 90 3.1

㸧➼ࣗࢠࣇ࣭࣮ࣝ࣎㸦ࡷࡕࡶ࠾ 83 2.8

㣗ရのໟ࣭⿄ 81 2.8

⣬⿄ 48 1.6

㣧ᩱ⏝ࣉࢵࣕ࢟ࣝࢺ࣎㸦㔠ᒓ㸧 41 1.4

ࣝࢺ࣎ࢡࢵࢳࢫࣛࣉのࡑ 38 1.3

ᘓ⠏㈨ᮦ㸦ᰕ࣭㔥࣭ࣥࢱࢺᯈ➼㸧 38 1.3

㣧ᩱ⨁ 36 1.2

㣗ရᐜჾ㸦ⓎἻ࣮ࣝࣟࢳࢫ㸧 34 1.2

⿄ࢡࢵࢳࢫࣛࣉののࡑ 29 1.0

Ვໟᮦ࣮ࣝࣟࢳࢫⓎἻ࣭ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ 28 1.0

⿄ࢪࣞ 26 0.9

㸧ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ㸦─࣭ࣉࢵ࢝ 23 0.8

かࡈ⁺ල 22 0.8

㣧ᩱࢇࡧࢫࣛ࢞ 20 0.7

㸧ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ㸦ࡓࡩ 19 0.6

いᤞて࣮ࣛࢱ 17 0.6

ⓎἻ࣮ࣝࣟࢳࢫ〇ࢺ࣮ࣟࣇ 13 0.4

࣮ࢲࣝ࣍ࢡࢵࣃ� 12 0.4

㸦⣬㸧─࣭ࣉࢵ࢝ 10 0.3

ᐙ㟁〇ရ 9 0.3

࣮ࣛࢻ࣐࣭࣮ࣟࢺࢫ 8 0.3

ࣈ࣭ࢺ࣮ࣟࣇ〇ࢡࢵࢳࢫࣛࣉ 8 0.3

ὀᑕჾ 7 0.2

㸧࣒࣮࣭࣡ࢠ࢚㸦࣮ࣝ 4 0.1

՛ଆり༽ストラρϕバンド 3 0.1
ڕ 3 0.1
カρϕʀࡾʤ๒スチロʖルʥ 2 0.1
タイヤ 2 0.1
タバコ֬͏ٷʀϓΡルタʖ 0 0.0
タバコ֬͏ٷʀϓΡルタʖϏρケʖジʀใૹ 0 0.0
ϓΧʖクʀナイϓʀスϕʖン 0 0.0
෫ 0 0.0
Ւ 0 0.0
りࢵ 0 0
カキ৫༽Ϗイϕʤௗ͠1�ʖ2�FPʥ 0 0

3086
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図 3 他の調査との比較

私たࡕの調査と上位 10 ရ目のうࡕ 7 ရ目が

共通していました。西ᓥでは生άᅪから㞳れて

いるため、プラスチࢵクが◚∦になっているも

のが多いのにᑐし、ICCP2018 では、そのሙで落

としたようなタバࢥの྾いẆ・ࣇィルターが目

。ましたࡕ❧

西ᓥでは⁺ᴗࡳࡈのかき㣴Ṫまめ⟶が 6位に入

っています。おいしくかきを㣗べるにはᾏの

ởᰁがあることを実ឤしました。

。ないとᛮいましたࡅイᤞてはしてはい࣏

    真 7 かき㣴Ṫ用まめ⟶

http://www.archipelago.or.jp/scf/news/ent

ry-1731.html より

4.ㅰ㎡

クで㐠んでࢵを㍍トラࡳࡈ、の用ពや⿄ࡳࡈ

いたࡔいた、⮬↛య㦂センターの一ᐑさんのお

名前をグしてㅰ㎡とさࡏていたࡔきます。あり

がとうࡊࡈいました。
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྾Ỉするのかࡶのᡂయはཱྀ௨እから࢚࣐ࣝ࢞ࢾ

加ឡ㒔・大西⚈介・ᰩ本ኴ郎・西ᮧᾏ㡢・ᩪ⏣ᝆ・ࢩング サࣖ ・赤✑ ⱥᩯ・

小西⍠・山本大ឡ・小㇋⃝こはる・北⏣ឡ実・ 上野正ኴ郎・原⏣大㍤・ ᕸឡ実・ ᒸᔱᙬ㡢

( ⚄ᡞ市❧භ⏥アイランド高ᰯ⮬↛科学研究部 ) 

はじめに

⚄ᡞ市ᮾℿ༊向ὒ⏫(භ⏥アイランドෆ)にあるỶỈ池(ሷ分⃰度年間 0.3㹼3.0%で変ື)でỈ⏣性の

࢞エルが生ᜥしていることが、これまでの研究で᫂らかになった。その理⏤を᥈るためにアマ࢞マࢾ

エルのᡂయで確認されているࠗ⭡部から྾Ỉするという現㇟がࢾマ࢞エルにも見られる࠘という௬ㄝ

を❧てて検ドを行った。1)  

ඛ行研究として赤インクの中にアマ࢞エル(Hyla japonica)をᾐすと、下⭡部が赤くᰁまるという報

告(⏣中ᗣ,2005年)がある。

とは࢚࣐ࣝ࢞ࢾ

学名 Fejervarya kawamurai
ᡂయは頭⬗㛗が 3㹼5㹡ｍ⛬度。兵庫┴ではỈ⏣でࡈくᬑ通に

見られる種である。2018年⚄ᡞ市ෆではᆶỈ༊のἙཱྀ付近およ

び市⾤地におࡅるグ㘓がある。2) භ⏥アイランドỶỈ池では 2

018年にᗂ生とᡂయを確認したグ㘓がある。(図 1,2)

භ⏥ࢻࣥࣛỶỈụ

1993年にᡂした。池の࿘㎶面積約 4000੍でỈ῝は最大 1

m、Ỉ㊰でᾏと㐃⥆している。地点ճは地盤ỿ下によってで

きたỶỈ池である。

᳨ドࡶ࢚࣐ࣝ࢞ࢾࠕ⭡㒊から྾Ỉするのかࠖ

᪉ἲ

1.⣽⬊にⰍを付ࡅる赤インクのエࢩ࢜ンを使って、ձアマ࢞エルᡂయ ղࢾマ࢞エルᡂయ ճアマ࢞

エルᗂ生 մࢾマ࢞エルᗂ生をሷỈの中に入れる実㦂を行った。

2.カエルは、⚄ᡞ市西༊ఀᕝ谷と北༊谷上のỈ⏣で 7᭶ 17᪥と 8᭶ 3᪥に採集し、1.4Lࢩーラーケ

ースで㣫⫱した。

3.1ಶయずつ 0.1%エࢩ࢜ンを⁐かした 0.3%ேᕤᾏỈ中にᾐし、3分後にሷỈからྲྀり出しỈでὙった

後にスケࢵチを行った。なお年度の研究で 0.3%ேᕤᾏỈ中ではࢾマ࢞エルのᗂ生・ᡂయとも行ື

の状ែに変化がないことは確かめている。

⤖ᯝ

ձアマ࢞エルᡂయ

ᑿ㏥化ึ期(ST.43)では⬗部のᑿ部がᰁま

った(図 7)
ᑿ㏥化後期(ST.45)では下⭡部がᰁまった

(図 8)
変ែ後(ST.46)では下⭡部がᰁまった

(図 9)
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ղࢾマ࢞エルᡂయ

ᑿ㏥化ึ期(ST.43)では⬗部の⬚とᑼᑿが

ᰁまった(図 10)
ᑿ㏥化後期(ST.45)では両⬥部がᰁまった

(図 11)
変ែ後(ST.46)では下⭡部がᰁまった

(図 12) 

ճアマ࢞エルᗂ生

第 3㊑出現期(ST.33)と後⫥Ⓨ㐩期(ST.38)ではᰁまった⟠ᡤが見られなかった

մࢾマ࢞エルᗂ生

第 3㊑出現期(ST.33)と後⫥Ⓨ㐩期(ST.38)ではᰁまった⟠ᡤが見られなかった

考ᐹ

ᗂ生期、ᑿ㏥化後期(ST.45)、変ែ後(ST.46)のⓎ生ẁ㝵において、エࢩ࢜ンのᰁまり方に大き

な変化が見られたことから、エࢩ࢜ンによってᰁまる部分がỈチࣕネル分Ꮚ(アクア࣏リン)のⓎ現を

示၀していると考えられる。そしてᡂయに近いほどアクア࣏リンのⓎ現がቑ加するとも考えられる。

ここから、ᡂయになるとỈ㎶ࡅࡔでなく㝣にも行ື範囲がᗈがるため、よりຠ率よくỈ分が必要にな

るのでアクア࣏リンはỈ面にゐれる面積の多い下⭡部にあるのではないかと考えた。

また、ࢾマ࢞エル（‵地やỈ⏣）とアマ࢞エル（ᶞ上性）の生ᜥ⎔ቃの㐪いによりアクア࣏リンの㔞

が␗なるのではないࢁࡔうかと᥎ᐹした。

⤖ㄽ  

。エルのᡂయは下⭡部より྾Ỉするという௬ㄝはᨭ持された࢞マࢾ・

リンの㔞が␗なるのではないかというこ࣏エルの生ᜥ⎔ቃの㐪いによりアクア࢞エルとアマ࢞マࢾ・

とが考えられたため、ูの種類のカエルでも検ドを行い、この考ᐹが正しいのか確かめていきたい。

参考文献࣭㈨ᩱ  

1)⏣中ᗣ 両生類のỈ㐺ᛂとアクア࣏リンの多様性, ࡳずࡳずしいయのしくࡳ, 第 19ᅇ大学と

科学බ㛤ࢩン࣏ジ࣒࢘ㅮ₇集, 72-82,2005

2)ᅵᩄ⏨・㟷山ⱱ・ᑎᒸㄔ ⚄ᡞ市ᆶỈ༊のἙཱྀ付近および市⾤地におࡅるࢾマ࢞エルのグ㘓

南紀生物㸪60（1）㸸96㸫100,2018

3)前⏣ ᠇⏨・ᯇ 正ᩥ ᪥本産カエル大㚷  ᩥ一総合出∧, 61-63,2018 

4) ᮌᮧ㟷ྐ・西ὒᖹ・ி谷和弘・Ύ⏣⎔希 ᾏ㎶で生άする両生類たࡕ ᪥本両生類研究会 20

࿘年グᛕㄅ, 124-127.20197)

5) 岩⃝ஂᙲ・上㡰Ꮚ エルのⓎ生ẁ㝵図表, Japanese Journal of Herpetology࢞ンアマ࣍ࢽ

14(3):129-142, June 199
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ゴキブリをやっつけよう！ 

 

長井治都（洲本高校総合探究類型） 

 

研究動機 

 家でゴキブリがよく出て来て困っており、その対策として母が職場で作成したホウ酸団子を置いてい

たが、今までその効果を感じたことがなかった。そこで、母に教えてもらったホウ酸団子のレシピを改良

し、オリジナルの団子を作ってゴキブリを撃退したいと考えた。 

 

研究目的 

 ゴキブリに最も効果的な団子を作る。 

 
材料と方法 

 強力粉、牛乳、焼き肉のたれを混ぜたプレーン団子に、ゴキブリの好物３種、殺虫剤３種を表１に示す

組み合わせで混ぜて丸く整形して固め、９種類の団子を作成した（表１の①～⑨）。ゴキブリの好物は一

般的なホウ酸団子に含まれている玉ねぎに加えて、臭いがきついチーズとゴキブリが好きな油を多く含

むツナを選んだ。団子は成形後約2週間、屋外で乾かした。水性サフロチンは液体の殺虫剤で、団子の

形に成型することができなかった。そのため、作成した団子はお弁当用おかずカップに入れて乾燥させ

た。 

 

 また、ゴキブリが薬品によってのみ死んだことを確かめるために、薬品を入れずに作った団子を作成し

た（表１の⑩～⑫）。これら３種の団子と前述の①～⑨の団子をそれぞれ入れた飼育箱を準備した。飼

育箱は100円ショップに売られている食品保存容器（14cm×14cm×6cm）に呼吸穴を開けて隠れ家とな

るキッチンペーパーを敷き、内側壁面上部にゴキブリ脱走防止用の炭酸カルシウムを水で溶いたものを

塗って作成した。 

 それぞれの飼育箱に、チャバネゴキブリ成体の雄３匹、雌３匹、計６匹ずつを入れ、実験を開始した。

その日から１日後、２日後、３日後に、それぞれの飼育箱で何匹生存しているか確認した。 

 

 

 

表１ プレーン団子に混ぜこんだ好物と殺虫剤の組み合わせ 

 ホウ酸 水性サフロチン  フィプロニル 殺虫剤無し 

 玉ねぎ ① ④ ⑦ ⑩ 

 チーズ ② ⑤ ⑧ ⑪ 

ツナ ③ ⑥ ⑨ ⑫ 
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ᅗ䠍 䐟䡚䐧䛾㣫⫱⟽                  ᅗ䠎 䝒䝘䠇Ỉᛶサ䝣䝻䝏䞁（䐤）

⤖ᯝ

ྛ㣫⫱⟽での䠏᪥ᚋ䜎での⏕Ꮡಶయ数を⾲䠎䛚よ䜃ᅗ䠍に♧䛩。

⾲䠎 ྛ㣫⫱⟽䛷䛾⏕Ꮡᩘ䚹䝉䝹ෆ䛾ᩘᏐ䛿ᕥ䛛䜙䠍᪥┠,䠎᪥┠,䠏᪥┠䛾⏕Ꮡᩘ䜢♧䛧䛶䛔䜛䚹

  䝩䜴㓟 Ỉᛶサ䝣䝻䝏䞁 䝣䜱䝥䝻䝙䝹 ẅ↓䛧

⋢䛽䛞 6,4,3 0,0,0 6,4,4 2,0,0

䝏䞊ズ 6,5,4 6,0,0 4,0,0 2,0,0

䝒䝘 6,5,5 4,0,0 6,3,0 4,2,0

ᅗ䠍 ྛᅋᏊධ䜚㣫⫱⟽䛷䛾䠏᪥┠䜎䛷䛾⏕Ꮡಶయᩘ
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 玉ねぎと水性サフロチンで作った団子が最も効果的だった（④）。また、殺虫剤のうち殺虫能力が最も

低いのはホウ酸だった。その中でもツナとホウ酸を加えた団子（③）では３日後でも５匹が生き残ってお

り、最も効果が小さいと考えられた。 

 ゴキブリの好物である玉ねぎ、チーズ、ツナはどれが効果的かは分からなかったが、フィプロニルを入

れた団子ではチーズとツナと組み合わせたときは殺虫能力が高かったが、玉ねぎと組み合わせたときは

殺虫能力が低かった。このことから、好物と殺虫剤の組み合わせによってはゴキブリが団子を食べず殺

虫効果を表せないことがあることが分かった。 

 団子を入れない状態で飼育したゴキブリは、1日後に1 匹死んだ後、3日経ってもそれ以上死んでいな

かった。よって、飼育箱の環境はゴキブリの生存にとって問題なかったと考えられる。しかし、薬品を入

れずにゴキブリの好物だけで作った団子（⑩～⑫）を入れて飼育したゴキブリは3日で全滅してしまっ

た。 

 

考察 

 今回用いた殺虫剤の中では水性サフロチンが1番殺虫能力が高いことが分かった。一般的に用いら

れているホウ酸は遅効性の殺虫剤であるため、今回行った３日間の実験では最も悪い結果となったと考

えられる。また、屋内で実際に使用するとなると、ペットや人体への影響を調べ、検討する必要がある。

次に、今回用いた３種の好物の中で、ゴキブリが何を1番好んでいるのかは分からなかったが、殺虫剤と

好物の組み合わせによっては、ゴキブリが団子を食べず、殺虫効果を表すことができないケースが見ら

れた。今後、再現実験を行い、殺虫剤と好物の最適な組み合わせが存在するのかどうか確かめたい。 

 また、今回、対照実験として行った⑩～⑫の団子（薬品なしの団子）での飼育実験は、①～⑨の団子

での飼育実験と同時期（１１月）に実施することができず１月下旬に実施したため、寒さで死滅した可能

性が考えられた。今後は、寒さの影響を考えなくてもよい春～秋か、人工気象器等を用いた人工環境下

で、実験条件をそろえて行う必要があると反省した。 

 

謝辞 

 株式会社アース製薬様にはゴキブリを分与していただきました。また、有吉立様にはゴキブリの取り扱

いについてご助言いただきました。ありがとうございました。 

 住化エンバイロメタル株式会社様、グリーンメディファーム株式会社様、豊栄薬品商事有限会社様に

は薬品を提供していただきました。ありがとうございました。 

 

参考文献 

[1番効く]ゴキブリ対策のおすすめアイテム4選！効果や費用を比較し強力な商品を紹介 
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ῐ㊰ᓥにࡅ࠾る2023✲◊ࣅ࢚ࢺࣈ࢝ 

中⯋真⳯・ᒸ⏣⾰⥴Ⳁ（兵庫┴❧Ὢ本高➼学ᰯ⮬↛科学部）

はじめに
カブトエࣅは㛗２㹼㸲cmほどの小型のῐỈ㹼ᙅሷỈ産⏥Ẇ類であ

る(図㸯)。最新の分Ꮚ系⤫学では、⏥Ẇ類の原生種と⤯⁛種を含ࡴ生

物群から᪻類がㄌ生したと考えられており、「生きた化石」と呼ば

れている。私たࡕは2018年度にඛ㍮らがῐ㊰ᓥෆでのカブトエࣅ研究

を始めてから５年間、生ᜥ地調査を⥆ࡅてきた。2019年度には、ᑿの

付ࡅ根部分のᲲの本数と୪び方で分類する方ἲにより、ῐ㊰ᓥに生ᜥ

するカブトエࣅがアメリカカブトエࣅであるとุ定した。しかし、そ

の後の調査と分類方ἲの変更、ミトࢥンドリアDNAに基࡙く系⤫ゎᯒ

により、ῐ㊰ᓥには少なくとも３種類のカブトエࣅが生ᜥしているこ

とが᫂らかとなった。また、その⤖ᯝからῐ㊰ᓥでⓎ見された種がいつからῐ㊰ᓥに生ᜥして

いるのか考ᐹを進めた。

᪉ἲ
2023年㸴᭶から㸶᭶にかࡅて、ῐ㊰市、Ὢ本市、南あわࡌ市のỈ⏣で調査を行った。調査地

では各⮬のスマート࢛ࣇンで真をᙳし、位⨨報をྲྀᚓしてグ㘓した。カブトエࣅが生ᜥ

していたỈ⏣からは少なくとも㸯ಶయを持ࡕᖐり、80%エタノールでᅛ定し、⫼⏥⦪㛗、⫼⏥ᶓ

㛗、⫼⏥後縁のᲲの数、⫼⏥正中線上のᲲの有無、య⠇数、⫼⏥に覆われていないయ⠇数、

無⫥య⠇数、ᑿ㠴⭡側の小Ჲの形、第小㢡の有無をグ㘓した。その後、以下の形ែ的特徴に

より種の᥎定をヨࡳた。

ձタイリクカブトエࣅ(Triops granarius s.str.)の雄は⫼⏥がく⦪ᶓ比が㸯㸸㸯に近い。

⫼⏥後縁がὸく形にくࡴࡰ。無⫥య⠇数は㸶㹼㸯㸮である。

ղタイリクカブトエࣅ(Triops granarius s.str.)の㞤は⫼⏥が⦪㛗で無⫥య⠇数が㸲㹼㸵で

ある。᪥本に生ᜥするカブトエࣅの中で㞤雄が分かれているものはこの㸯種である。

ճアメリカカブトエࣅ(Triops longicaudatus)の⫼⏥の形はタイリクカブトエࣅの㞤雄の中間

型で、多くはまࡔらᶍ様を有する。⫼⏥後縁が῝く⣳㗽形にくࡴࡰ。無⫥య⠇数は㸵㹼㸶であ

る。

մࢩラࣁマ࢜ーストラリアカブトエࣅ(Triops strenuus)は⫼⏥が࢜リーブⰍで㔮り㚝型、⫼

⏥後縁が῝く⣳㗽形にくࡳࡰ、無⫥య⠇数が㸯㸯と多い。

また、形ែ的に特徴のある㸲ಶయを㑅んでDNAᢳ出キࢵトDNAすいすい-F（ᰴ式会♫リーࢰ）

を用いてDNAをᢳ出し、ミトࢥンドリアDNAの&2Ϩ㑇ఏᏊの658bpのሷ基㓄列をỴ定、᪤存のカブ

トエࣅ種の分Ꮚ系⤫ᶞと比較した。ሷ基㓄列のỴ定に用いたプライマーの㓄列を以下に示す。

´ードプライマーLCO1490 :  5´-GGTCAACAAATCATAAAGATATTGG-3࢛࣡ࣇ

リバースプライマーHCO2198 :   5´-TAAACTTCAGGGTGACCAAAAAATCA-3´

⤖ᯝ
調査した81地点のう33ࡕ地点でカブトエࣅを確認、サンプリングした。カブトエࣅが確認さ

れなかったỈ⏣の特徴として、ձᳺἜを散ᕸした㊧がある、ղカイエࣅや࢘࣍ネンエࣅなど

の生物も見られない、がᣲࡆられる。実㦂ᐊෆでの形ែほᐹ⤖ᯝのうࡕ、比較的⡆༢に同定が

可能な無⫥య⠇数のࢹータから種を᥎定し、ῐ㊰ᓥの地図にマࣆࢵングした（図２）。形ែ的

に特徴のある㸲ಶయを㑅んで行ったミトࢥンドリアDNAの&2Ϩ㑇ఏᏊのゎᯒでは、ῐ㊰市のỈ⏣

でサンプリングした２ಶయのうࡕ、形ែ的にࢩラࣁマ࢜ーストラリアカブトエࣅに近いとᛮわ

れたものが、和ḷ山┴白⏫で2018年に㛗⦖ẶによりⓎ見・報告されたࢩラࣁマ࢜ーストラリ

アカブトエࣅと㑇ఏ的に同一種であることが分かった。また、同ࡌỈ⏣でサンプリングした形

ែ的にアメリカカブトエࡔࣅとᛮわれたものが、㛗野┴༓᭤ᕝὶ域で㛗⦖Ặによりサンプリン

グされたアメリカカブトエࣅと㑇ఏ的に同一種であるということが分かった。Ὢ本高ᰯ付近の

Ỉ⏣でサンプリングしたಶయと、南あわࡌ市でサンプリングしたಶయは㑇ఏ的に同一種で、い

ᅗ㸯 ࣅ࢚ࢺࣈ࢝
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ずれもタイリクカブトエࣅであったが、大阪府や和ḷ山┴に生ᜥしているタイリクカブトエࣅ

とは㑇ఏ的に変␗していることが分かった（図３)。

考ᐹ
ᅇのㄪᰝで淡路島には、䝍䜲䝸䜽䜹䝤ト䜶ビ、䜰䝯䝸䜹䜹䝤ト䜶ビ、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビの

少な䛟と䜒䠏✀が⏕ᜥしている䛣とが᫂䜙䛛にな䛳た。䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビは㛗⦖Ặによ䜚20

18ᖺにḷᒣ┴ⓑ⏫でᅜෆでึ䜑てⓎぢ䛥䜜、䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰原⏘の䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビ䛛䜙は

㑇ఏⓗに少しኚ␗しているとして、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビとྡ䛵䛡䜙䜜た。ᅇ淡路ᕷでぢつ

䛡た✀は䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビと㑇ఏⓗにྠ一で䛒䜚、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビのᅜ

ෆ䠎┠のⓎぢとなる。䛣の䛣と䛛䜙ḷᒣ┴ⓑ⏫に⏕ᜥしていた䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビが

淡路島に㐠䜀䜜たྍ⬟ᛶを考える䛣とがで䛝た。と䛣䜝が、ᅇ、㐣ཤのグ㘓を䜒とに᳨ド䛩る䛣とによ

䜚、᪂たな௬ㄝを❧てる䛣とがで䛝ると考えた。䛂淡路島の⏕䛝≀た䛱䝤䝻䜾䛃の2007ᖺ䠒᭶のグに䝅䝷

䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビのྍ⬟ᛶが䛒る䜹䝤ト䜶ビの┿がᥖ㍕䛥䜜ている䠄ᅗ䠐䠅。┿ୖで数え

図２ సᡂした地図

ᅗ㸱 ㏆㞄⤖ྜἲにࡾࡼసᡂࡓࡋศᏊ⣔⤫ᶞ࡛♧ࡓࢀࡉ

ῐ㊰ᓥのࣅ࢚ࢺࣈ࢝㸱✀の⨨࡙ࡅ
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た↓⫥య⠇数は11で、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビの≉ᚩを♧している。䛣の┿が䜙䜜たỈ⏣

䜒ᅇㄪᰝしたが、ṧᛕなが䜙⌧ᅾは䜹䝤ト䜶ビ䜔䝩䜴䝛䞁䜶ビな䛹のỈ⏣の⏕䛝≀は䛟いない≧ែ

で䛒䛳たた䜑、䝃䞁䝥䝸䞁䜾はで䛝ていない。し䛛し䛣の┿の䜹䝤ト䜶ビが䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト

䜶ビで䛒䜜䜀、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビは2007ᖺⅬで淡路島に⏕ᜥして䛚䜚、淡路島䛛䜙

ḷᒣ┴ⓑ⏫䜈㐠䜀䜜たྍ⬟ᛶ䜒考え䜙䜜る䛣とになる。

䛭䜒䛭䜒䜹䝤ト䜶ビはእ来⏕≀で䛒る。ḷᒣ┴ⓑ⏫のⓑⰋ㏆䛟のỈ路䜔、ឡ▱┴の㍺ධ◁⨨䛝

ሙ㏆䛟のỈ⏣な䛹で䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビのኚ␗✀が Ⓨぢ䛥䜜ている䛣とは、䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト

䜶ビの༸が㍺ධ◁にΰ䛦䛳て䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䛛䜙㐠䜀䜜て䛝たྍ⬟ᛶを♧၀している。一᪉、ḷᒣ┴

ⓑ⏫と淡路ᕷは┤⥺㊥㞳で90km௨ୖ㞳䜜ているୖに、ኴᖹὒと㜰‴で㝸て䜙䜜て䛚䜚䠄ᅗ䠑䠅、ᡂ

యがᾏをὋいでΏ䛳たとは考えに䛟い。䜎た、ᅇ䝃䞁䝥䝸䞁䜾した地Ⅼがἢᓊ䛛䜙┤⥺㊥㞳で⣙700m

㞳䜜ている䛣と䛛䜙、༸が₻ὶで㐠䜀䜜たとは考えに䛟い。ᚋ䜒⮬↛の影響、ேⅭⓗ影響の୧㠃䛛䜙

䜹䝤ト䜶ビのධ⤒について考ᐹしてい䛝たい。䜎た、䝅䝷䝝䝬䜸䞊䝇ト䝷䝸䜰䜹䝤ト䜶ビの淡路島ෆで

のᗈが䜚について、⥅⥆したㄪᰝを⾜䛳てい䛝たい。

ㅰ㎡
ᒱ㜧Ꮫ 㛗⦖⚽ಇ༤ኈにはほᐹ䞉ᐇ㦂のᣦᑟཬ䜃◊✲についてከ䛟の䛤ຓゝ、䛤༠ຊをいた䛰䛝

䜎した。䛒䜚がと䛖䛤䛦い䜎した。

䛂淡路島の⏕䛝≀た䛱䝤䝻䜾䛃の⟶⌮ே Ⅽᚋ ᬛᗣẶには┿䛚よ䜃ሗをᥦ౪して㡬䛝䜎した。䛒䜚

がと䛖䛤䛦い䜎した。
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⛅⏣ṇேⴭ䠈⏕䛝ている▼䚾ト䝸䜸䝑䝥䝇䚿䜹䝤ト䜶ビの䛩䜉て䠈ඵᆏ᭩ᡣ(2000)

➨43ᅇරᗜ┴⥲ྜᩥ⚍⮬↛⛉Ꮫ㒊㛛Ⓨ⾲ㄽᩥ㞟(2019)

   Naganawa, H , First record of Triops strenuus Wolf, 1911 (Branchiopoda, Notostraca), 

     a tadpole shrimp of Australian origin, from Japan, Crustaceana 91, 2018

Longhurst, A R , A review of the Notostraca, Bulletin of the British Museum (Natural History)   

  Zoology Volume 3, 1955
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図５ 白⏫とῐ㊰市の

位⨨㛵ಀ

ῐ㊰市

白⏫

図㸲 2007年にᙳされたカブトエࣅ

    Photo by Tomoyasu Tamego 
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ᮍᡂᖺ࡛ࡶᴦࡋめる地᪉➇㤿の㨩ຊ
ᒃ⚄㌷ḟ (Ὢᮏ㧗➼Ꮫᰯ ⥲ྜ᥈✲㢮ᆺ 2 ᖺ) 

はじめに
中学生の時に➇㤿に⯆を持ࡕ、レースのணをしたり、➇㉮㤿の㨩ຊをឤࡌたりしていく上

で、ᩋをணする以እにもᴦしめる㨩ຊがあるのではないかとᛮい、またそれによって➇㤿

にᑐしてⰋいイメージを持つேがቑえるのではないかと考えた。そして、Ⰻい༳㇟を持つேが

ቑ加すると、➇㤿は地域ά性化にも用できるのではないかと考え、研究を始めた。

◊✲᪉ἲ
ձ᫇ῐ㊰ᓥに存在していた➇㤿ሙについてᩥ⊩をもとに調査する。

ղ➇㤿にᑐしてどんな༳㇟を持っているかὪ高生にアンケートをとる

ճ地方➇㤿、中央➇㤿の上、入ሙ⪅数の合計、ᖹᆒ、相(変化率)をồめ、ࢹータを比較す

る

մ現存する兵庫┴ෆの地方➇㤿ሙと他┴の地方➇㤿ሙの特徴を比較する。

Ѝ➇㤿ሙが現在ᢪえているၥ㢟&ᑐするྲྀり⤌ࡳを考える

⤖ᯝ
1 淡路島にᏑᅾしていた➇㤿ሙ

ㄪᰝの⤖ᯝ淡路島には䛛つて䠎つの➇ሙがᏑᅾしていた䛣とが䜟䛛䛳た。

䕿淡路➇㤿ሙ䊻㻝㻥㻞㻥 ᖺに㛤ሙ。㛤タᙜึは㈰䜟䛳ていたが、㞳島で䛒る㠃䜔⤒῭㠃でᚎ䚻にᐈ㊊

䜒ῶ䛳てႠᴗᅔ㞴に㝗䜚、㻝㻥㻠㻥 ᖺにᗫṆ

䕿୕⇃ᒣ➇㤿ሙ䊻ṇඖᖺ、㤿の㣫⫱のⓎᒎを┠ⓗに㛤ሙ。し䛛し、淡路➇㤿ሙとྠᵝ⤒῭ⓗ⌮⏤

で 36 ᖺにᗫṆᙜの地᪉➇㤿ሙの≧ἣ䛛䜙ୖ、来ሙ⪅

数がと䜒に少な䛟⤒Ⴀᅔ㞴に㝗䛳ている䛣とが䜟䛛䛳た。

䐠䜰䞁䜿䞊ト⤖ᯝ䛛䜙䜏る➇㤿の䜲䝯䞊䝆

ⱝᖺᒙが➇㤿にᑐして䛹のよ䛖な༳㇟をᣢ䛳ている䛛をㄪᰝ䛩る

た䜑Ὢᮏ㧗ᰯの 2 ᖺ⏕ 238 ྡに䜰䞁䜿䞊トをᐇした。ᅗ䠏に䜏る

よ䛖に、䛂➇㤿に⯆をᣢ䛳ている䛛䠛䛃にᑐし䡞いいえ䡟とᅇ⟅した

ேのྜがయの 67%とがᅽಽⓗにከ䛛䛳た。䛣のよ䛖にⱝ⪅の

ከ䛟が➇㤿に⯆をᣢ䛳ていない䛣とが、地᪉➇㤿が⾶㏥している

一つの原因と考え䜙䜜る。䛥䜙に➇㤿に⯆をᣢ䛳ている、と⟅え

たேの䛖䛱な䛬⯆をᣢ䛳た䛛⌮⏤を᥈䛳た⤖ᯝがᅗ䠐で䛒る。

図㸯ῐ㊰➇㤿ሙの地図 図２ ୕⇃山➇㤿ሙの古⤮ⴥ᭩

図３➇㤿の⯆の有
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䛭のෆヂは 㻠㻜㻑のேが䛂ணがᴦしい䛃、37%のேが䛂➇㉮㤿

が䛛䛳䛣いい䛃とい䛖䜒ので䛒䛳た。

䜎た、ᅗ䠏で䛂➇㤿に⯆がない䛃と⟅えたேの⌮⏤としては

Ⰻ䛟ない༳㇟をᣢ䛳ているのではない䛛、とணした。ḟᅇは

䜰䞁䜿䞊トෆᐜをᨵゞし、䜒䛖一ᗘ、ព㆑ㄪᰝを⾜䛖ணᐃで䛒

る。

䐡地᪉と୰ኸ➇㤿ሙの比較

䠍䠕䠕䠍ࠥ㻞㻜㻞㻞年におࡅる中央➇㤿と地方➇㤿の㤿ๆ上

ཬび入ሙ⪅数᥎移の䝕䞊䝍よ䜚、ୖ、ධሙ⪅数のྜィ、┦

ຍᖹᆒ、┦ᖹᆒをồ䜑、地᪉と୰ኸ➇㤿の⌧≧を比較して

䜏た。䛭の⤖ᯝを⾲䠍䛚よ䜃ᅗ䠑に♧した。

ୖでは䠐ಸ⛬ᗘ、来ሙ⪅数では 㻝㻜㻑⛬ᗘ୰ኸ➇㤿の᪉が

ከいが、来ሙ⪅数は䛹䛱䜙䜒ᖺ䚻

ῶ少ഴྥに䛒る。௧ 2 ᖺ䛛䜙は

ቑຍに㌿䛨ているが、䛣䜜は䜴䝬ፉ

な䛹の➇㤿㛵㐃䜰䝥䝸のᬑཬ䜔地

᪉➇㤿ἲのᨵṇでᐈが➇㤿ሙに

来䜔䛩い環境にな䛳た䛣とが原因

と考え䜙䜜る。䜎た、䜚ୖ䛢㠃で

はᖹᡂ 㻞㻠 ᖺ䛛䜙ୖがᛴ⃭にቑ

ຍしているが、䛣䜜は䝛䝑トᢞ⚊の

ᬑཬが考え䜙䜜る。来ሙ⪅数を䜒䛳

とቑຍ䛥䛫る᪉ἲ䜒考える

䐢රᗜ┴ෆ➇㤿ሙと他┴➇㤿ሙの

≉ᚩ(䝃䞊ビ䝇)の比較

⌧Ꮡ䛩るරᗜ┴ෆの地᪉➇㤿ሙ

で䛒る、ᅬ⏣➇㤿ሙとጲ路➇㤿ሙ

が来ሙ⪅にྥ䛡⾜䛳ている䝃䞊ビ

䝇をㄪ䜉てぢた。ᅬ⏣➇㤿ሙでは

᭱ᐤ䜚の㥐䛛䜙➇㤿ሙ䜎での↓ᩱ

㏦㏄䝞䝇䜔ඣ❺බᅬをタ⨨してい

る。䜎たጲ路➇㤿ሙでは䝁䞊䝇ෆ

ഃに䜲䝧䞁トの㛤ദがྍ⬟なⰪ⏕

ᗈሙ䜔ඣ❺㐟ᅬ地をタ⨨してい

る。他┴の地᪉➇㤿ሙではỈἑ➇

㤿ሙに⚄♫のタ⨨、ᾆ➇㤿ሙで

はẕᏊᐙᗞのた䜑のẕᏊ⚟♴

ᗑ䝃䞊ビ䝇が䛒䛳た。䜎たᕝᓮ➇㤿

ሙでは䝺䞊䝇ఇṆに䝣䝸䞊䝬䞊

䜿䝑トが㛤ദ䛥䜜ていて、ྛ➇㤿ሙ

が㊃ྥをจ䜙したྲྀ䜚⤌䜏をしてい

る䛣とが䜟䛛䛳た。యとしてඣ❺

ྥ䛡のタがከい䛣と䛛䜙、䛣䜜に

ຍえてၟᴗタのᑟධな䛹ⱝᖺᒙ

ྥ䛡の䝃䞊ビ䝇䜒ᑟධ䛩䜜䜀いい

のではない䛛と考えた。

図㸲 ➇㤿に⯆を持つ理⏤

図５中央➇㤿(上)と地方➇㤿(下)のり上ࡆ(ᕥ㍈)と
᮶ሙ⪅数(ྑ㍈)の比較
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考  察 
現在の競馬場の問題点としてギャンブル依存症、劣悪な環境が挙げられる。それぞれについて次の

ような対策を考えてみた。まず、ギャンブル依存症についてはギャンブル依存症対策に基づき、相談窓

口、SNS を利用した啓発活動を実施する必要がある。劣悪な環境の改善については、ポスターなどで

美化を呼びかけ、定期的な清掃ボランティア活動を行うことで改善されると考える。また、 

提  案 

地方競馬場の来場者数を増やす対策として次を提案する。 

（１）商業施設やレース休止時でも利用できる施設を増やすなどし、競馬場を観光客の施設としても利

用しやすいものにしていく。イ 

（2）ウマ娘などの競馬関連とのコラボイベントを実施、若者の来場者数が増加するようにする。 

(3) 引退馬などを活用したふれあい体験やスポーツイベントなどを開催し地域の活性化の一つとする。 

 

参考文献・サイト 

・ふるさと 市のかたりべ    市地区公民館  （1987 年、南あわじ市） 
・競馬場のイベント開催がもたらす地域活性化の可能性  会津大学 小林裕次郎  Web 上 

・地方競馬のあらまし https://www.keiba.go.jp  
・競馬活性化計画 https://www.keiba.go.jp 

 

 

 

(表１)中央競馬と地方競馬の売り上げと来場者数の比較 
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ῐ㊰ᓥ䛻䛚䛔䛷䜘䚸䝁䜴䝜䝖䝸さ䜣

㎮ᒸ㍤㡢（Ὢᮏ高ᰯ⥲ྜ᥈✲㢮ᆺ）  

䛿䛨䜑䛻

2022年のኟ、南あわࡌ市の♽母のᐙにゼれた際、ᐙの付近の㟁ᰕに࢘ࢥノトリがとまっているのを

Ⓨ見し࢘ࢥノトリのಶయ数を調べた時、ῐ㊰ᓥにおࡅる࢘ࢥノトリのಶయ数が大変少ないことにẼ࡙

き、その原ᅉはなࡐなのかၥにᛮった。また、ῐ㊰ᓥ以እの࢘ࢥノトリ㣕᮶地についてどのような

⎔ቃであるのか⯆を持った。そこからῐ㊰ᓥとの共通点を調べࡔし、ῐ㊰ᓥにおいてேと࢘ࢥノト

リが共存できる⎔ቃのᥦを目的として᥈究を始めた。

᪉ἲ

ノトリの㣕᮶については࢘ࢥ QGISを用い調査した。QGISとは、無ᩱで使える࢜ープンࢯースの

GISࣇࢯトである。GIS は、地理報ࢩステ࣒（Geographic Information System）の␎で、✵間報

をࢥンࣆュータ上でసᡂ・表示➼ができるࢩステ࣒のことであり、現在は科学調査でもᗈく用いられ

ている[1]。本研究では QGISを用いて࢘ࢥノ

トリの㣕᮶ルートや生ᜥ地域を可ど化し、ၥ

㢟点を᫂らかにしていった。また、᪥本࢘ࢥ

ノトリの会、ᮾி大学ཬび中央大学༠ാプロ

ジ࢙クトとして、㺀࢘ࢥノトリ市Ẹ科学㺁(市

Ẹཧ加による࢘ࢥノトリのモࢽタリング)を

行っている[2]。࢘ࢥノトリ市Ẹ科学の Web

サイトなどを用して、㐣ཤ 2年間の最新位

⨨報を調べた（図㸯）。これらによって㣕

᮶地の共通点などを࢘ࢥノトリがよくゼれる

地域である豊ᒸ市、加ᮾ市、ᚨᓥ市の୕つの

地域のࢹータを比較し、分ᯒした。

⤖ᯝ

ノトリの㣕᮶地の特徴についてまとめると次の࢘ࢥ 4点である。

(1)㉳అの⃭しいようなᅵ地での目ᧁ報が多いことから大きな山に囲まれたᅵ地では࢘ࢥノトリが

出現しやすい（図２）,(2) ᾏにすこし近い地域に出現しやすい(3) ┅地のような地形に多い,および

(4)ため池や、ため池㊧地に多い。これらの⤖ᯝからῐ㊰ᓥは地形的にも他の࢘ࢥノトリの㣕᮶地と

比較して、ఝている点があるため他の㣕᮶地と比較しても、ひࡅをྲྀらないのではないかと考えた。

ᅗ 1 のࣜࢺࣀ࢘ࢥ 2ᖺ㛫の⨨ሗ

図２ ῐ㊰および࿘㎶地域の高ప図
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⪃ᐹ

ձ トࣅのᙳ㡪

淡路島が他の地域と比較し劣る環境ではないのに、飛来数が少ない原因の一つとしてトビによる影響を考え

た。ῐ㊰ᓥにはトࣅの数が多く、それが࢘ࢥノトリの㣕᮶数をῶ少さࡏているのではないかというヰを

ノトリは㫽の中でもᙉく、あまり⬣ጾにはならないが、༸࢘ࢥるとࡡノトリ㒓බᅬの⫋員の方にᑜ࢘ࢥ

やヒナなどは≺われるかもしれないと、ᅇ⟅をいたࡔきました。そのため、ῐ㊰ᓥෆでの࢘ࢥノトリ⦾

Ṫが難しいため、あまりᓥෆで見られないのではないかと考えた。

ղ ලయ的なῐ㊰ᓥのᅵ地のᥦ

現在、࢘ࢥノトリが㣕᮶しているᅵ地の特徴として、Ỉ㔞がῶったた

め池など、Ỉが少なくなった‵地状の⎔ቃである。このほ点に基࡙きῐ㊰

ᓥෆで最㐺なሙᡤを᥈したとこࢁ南あわࡌ市ᚿ知が最㐺であると考えた。

その理⏤としては図 2の࢘ࢥノトリがよく㣕᮶するሙᡤと図 3にある

ᚿ知の地域をᅵ地の高పᕪから見た時、ᚿ知は┅地のような地形であ

り、ᾏに比較的近い位⨨にあるなどの類ఝ点があり、ため池の数が多

いため㣵の確保ができる。ということである。またこれまでに数ᅇそ

の地域に࢘ࢥノトリが㣕᮶したこともあるため、ῐ㊰ᓥの中で最㐺な

ᅵ地であると考えた。

また、ῐ㊰ᓥに࢘ࢥノトリを呼び㎸ࡴためには、࢘ࢥノトリのための

⎔ቃ整ഛを市や┴で市Ẹと༠ຊしてすることが大切である。豊ᒸ市の࢘ࢥ

ノトリ⫱ࡴ⡿㎰ἲなどをཧ考とした、㎰ᴗ面でのព㆑を一変し、エサሙをቑやすなどさまࡊまなことを

していかなࡅればならない。そのために⮬分たࡕにできることはないかよりゎỴ⟇を考えていく。

ཧ考サイト [1]QGIS https://www.qgis.org/ja/site/about/index.html#

ノトリ市Ẹ科学࢘ࢥ [2] https://stork.diasjp.net/

図３ 南あわࡌᚿ知の位⨨
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環境保全に向けた調査・分析ボランティア 

 

兵庫県立千種高等学校 自然科学同好会 

2年 船積美羽 赤染悠斗 池垣拓星 和田明花音 

 

１．活動の概要 

 兵庫県宍粟市千種町では、2012年にクリンソウの群生地が見つかり、地元有志による「クリ

ンソウを守る会」が立ち上げられ、皆が楽しみながらクリンソウを守っていける活動に力を入れ

ているが、個体数の把握など、保全の指標となるデータが得られていなかった。 

 また、兵庫県西部の瀬戸内海側の千種川では 1973年から年に 1度、水域の住民による水生生

物調査が行われている。調査結果は、毎年冊子として公表されているが、データベース化されて

おらず調査結果の経年比較ができていなかった。そこで、千種高校自然科学同好会では、2018

年からクリンソウの個体数調査と水生生物調査結果のデータベース化を継続して行っている。 

 

2-1 クリンソウの生息範囲・個体数の変化 

(1)背景・目的 

 クリンソウ（Primula japonica）は兵庫県の絶滅危惧種に指定されている植物であるが、千種

町の群落においては、その生態の調査が行われ

ていなかった。そこで地域の保全団体の依頼に

より 2018年から個体数調査を行ってきた。今回

は生息域の面積調査を 5年ぶりに実施し、生息

域と個体数を 2018年と比較した。 

(2)方法 

 複数の群の生息域の面積を Geo 

Tracler(Android)で計測し、密度をコドラート

(1m×1m）により計測した。また、生息範囲の面

積を QGISによって求め、密度から個体数を以下

の式で推定した。 

推定個体数＝面積(㎡)×密度(株数/㎡) 図１ クリンソウの生息 

その後、2023 年の生息範囲の面積と密度を 2018 年の生息範囲の面積・密度と比較した。 

(3)結果 

 面積・推定個体数・密度の順に 2018年は 10828㎡・36096.47株・3.33（株/㎡)、2023年は

12242㎡・79342.38株・6.48（株/㎡)であった。 

年 面積(㎡) 推定個体(株) 密度(株/㎡) 

2018 10828 36096.47 3.33 

2023 12242 79342.38 6.48 
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表１ 各区画の面積と推定個体数と密度                                                                                                

(4)考察 

 2018年と 2023年を比べ、面積、推定個体数、密度の全てが増加していることがわかった。ま

た密度が上昇していることから、2018年に比べ小型の個体が増えている可能性が考えられる

が、個体の大きさを計測していなかったため、今後研究していきたい。主観ではあるが、粘土性

があり、栄養が行き届き、日光がたくさん浴びられる環境に面積を広げていることから、今後も

その生息域を広げることが予想される。 

2-2  千種川の水生生物とその歴史の関係について 

 

（1）背景・目的 

   兵庫県西端部にあり、瀬戸内海に向かって流れている千種川では 1973 年から毎年、年に 1

回、9月に上流部から河口域において水生生物調査が行われている。しかし、その結果は十分に

分析されていない。千種高校自然科学同好会では、2018 年から調査結果をデータ化し、分析を

行なっている。昨年の分析の結果では、種類ごとの採取地点の数と採取年の関係を調べたとこ

ろ、数種類の生物で相関が見られ、千種川の環境になんらかの変化がある可能性が示唆された。

そこで我々は、環境に変化を与えた要因を調べるため、生物の種類ごとに採取地点数が大きく変

動する期間を明らかにすることを目的に分析を行った。 

 

（2）方法 

・調査方法 

各調査地点にて 1カ所にコドラート（1m×1m）を用いて、水生生物を採取した。コドラート内

の頭大の石はバケツに回収し、また、石の下の砂利を攪拌することで、水生生物を採取する。採

取後の水生生物はエタノール（99％）に保管し、後日、同定を行い、個体数を調べる。この調査

は、1973年から年に一度、9月に行っている。 

・分析方法 

 各水生生物の 1973 年から 2022年のうち、連続する 6年分を前後 3年に分け、それぞれ採取さ

れた調査地点数の移動平均値を求めて比較した。その後、移動平均値の差が最大もしくは最小に

なる年を求め、その年の前後の出来事を参考文献を基に調べた。また、昨年の結果より、正もし

くは負の相関が認められたスジエビ（Palaemon pauciden）イシマキガイ（ Clithon 

retropictus）、ナベブタムシ（Aphelocheirus vittatus）、ヘビトンボ（Protohermes 

grandis）の ４種について調査期間全体の変動を分析した。 

 

（3）結果 

   採取地点数の移動平均の変化量を分析した結果、増加の最大値を示した種数が多かった期間

は 1975年から 1977年と 1978 年から 1980年の間（図１）、減少の最小値を示した種数が最も多

かった期間は 2006年から 2008 年と 2009 年から 2011年の間となった（図２）。 

 昨年の結果より採取された調査地点数の増減に相関が認められたスジエビでは 1999年から

2001年と 2002年から 2004年が最大変化期間だった。イシマキガイは 2003 年から 2005年と

2006年から 2008年の間が最大変化期間で、ナベブタムシは、1978 年から 1980年と 1981年から

1983年が最小変化期間だった。最後に、ヘビトンボは 1988年から 1990年と 1991年から 1993

年が最小変化期間だった。の四種について三年ごとの採取地点数の移動平均の差を調べたとこ

ろ、それぞれに異なる傾向が見られた。増加の相関があったスジエビ、ナベブタムシは 2000年

以降、減少の相関があったイシマキガイ、ヘビトンボは 2000年より以前に最大、最小どちらの

変化も起こっていた。調査結果をまとめた冊子、「千種川の生態」によると 1977年には、「台
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㢼もなく、Ỉᐖもなかったため、一ᛂ通常の調査を行うことができた。Ỉ生生物の様相もᏳ定し

ていて、種類数やಶయ数も㐣ཤの調査に比して多かった」とグされていた。また、その前年度で

ある 1976年には調「調査ண定᪥(9᭶ 25᪥)前の 9᭶ 10 ᪥から 9᭶ 14᪥にかࡅてྎ㢼 17ྕに

よる集中㞵があり、༓種ᕝὶ域では 600ࠥ1000⭣以上の㐣ཤにをࡳない㞵㔞をグ㘓した。」

とのグ㍕があった。また、1990年前後には大きなỈᐖもなく、年通りの小㞵が⥆き、調査は

㡰調に進めることができていた。図５、㸴を見ると、ቑ加の್は 2000年以㝆、最近になるにつ

れてቑ加の変化್が少なくなってきている。また、ῶ少の変化್は多くなっている。
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（4）考察 

  今回の分析では、採取地点数の最大の年になった理由として、1976 年の調査日前後に台風が

来ており、ムシの個体数が少なっていたことから、1977 年が一番変化が大きい年のムシが多く

なったと考えられる。しかし、最小変化値の年に関しては、グラフから見てわかる通り、１９

９０年前後で山なりになっていることから、劇的な変化はあまりみられないだろう。前回の分

析にて、ムシの数の増減が見られた個体４種からは、正の相関が見られた個体（スジエビ、ナ

ベブタムシ）では、2000年以降に変化が、負の相関がみられた個体（イシマキガイ、ヘビトン

ボ）では、2000年以前に変化が見ることができた。これから、個体数が多いほうに集まってい

るので、数が多いので、変化値の差も大きくなっていると考える。よって、年の差は関係ない

と考えられるが、結果より、全体的なムシの個体数が減少していることが考えられる。これ

に、台風や土木工事は深い関わりはないだろう。また、急な変化ではなく、長期的なことが原

因だと考えた。なので、水温や気温に何か関係があるのではないかと考えた 

3.今後の活動  

 クリンソウについても、これからも「クリンソウの研究」を進め、科学的な知見に基づいた保

全活動ができるよう尽力していきたい。水生生物では、今後の活動として、水温や気温などから

個体数について調べていきたい。また、今回の分析は、千種川全域を使った分析になる。そのた

め、上流、下流、中流に分けて分析することができていないので、そこも分けて分析していきた

い。 

 

４．参考文献 

ライオンズクラブ国際協会 335-D地区５R・２Z 環境保全委員会：千種川の生態［水生生物調

査］第 1集(１９７３)～第 49 集（２０２2） 

鷲谷いずみ「サクラソウの目ー保全生態学とは？」,地人書館,1998年 3月 1日 
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酒粕を用いた生分解性プラスチックの作成 

兵庫県立千種高等学校 自然科学同好会 

２年 西田有里 豊福章太 

 

１．背景と目的 

 現在、世界中でプラスチック汚染が問題視されている。また私たちが住む宍粟市は日本酒発祥の地

として知られ、複数の酒造会社で現在も日本酒が製造されている。その中の一つの山陽盃酒造では日

本酒を製造する際に出る酒粕のうち販売できなかったものを家畜の餌などに活用している。しかし、

他の酒造会社では酒粕を産業廃棄物として処理することもあるため、酒粕を有効な資源として活用す

る方法を考え酒粕を活用して生分解性プラスチックを作ることを試みた。 

 昨年行った酒粕に様々なものを混ぜた後水溶性の物質を抽出した結果より、酒粕と酢酸を混ぜたも

のが他のものと比べ抽出量が多かった。そこで、今回は酢酸と水を混ぜる比率を変化させ、様々な割

合で昨年同様の実験を行い、効率よく酒粕の水溶性の成分を抽出する条件を調べることを目的とし

た。 

また、発酵した酒粕の褐色の部分と酒粕の黒い部分が認められたため、それらの違いを調べるために

顕微鏡で観察することにした。 

 

２．実験方法 

 実験１：酒粕の褐色部分 10gと 20mlの蒸留水を混ぜたもの、黒色部分にたまっていた液体２滴をか

らそれぞれプレパラートを作り、その後顕微鏡で観察する（400倍）。 

 実験２：発酵ありの酒粕 30gと蒸留水 22.5mlと酢酸 10mlをビーカーに入れ、しっかりと混ぜる。

できたものを 30分間遠心分離する。遠心分離の後、液体の部分だけを取り出し２mlずつシャーレに

入れる。液体に含まれている酢酸と加える蒸留水の比が 10:1、5:1、2:1、1:1、1:5、1:10 になるよ

うに入れ、よく混ぜる。これらを約60℃で１週間乾燥させる。液体を、乾燥させる前と後での液体の

重量を比較し、乾燥前の重量に対する乾燥後の重量の割合（残留率）を確かめる。また、その後粘着

性の試験を行い粘着性を確かめる。粘着性は３cm四方のコピー用紙をのせ、40gのおもりを 20秒のせ

て計測した（紙付着法）。遠心分離の後、固体を約60℃で１週間乾燥させる。乾燥させる前と後での

固体の重量の変化を確かめる。重量の変化は数値で表し、粘着性は見た目（ー〜＋＋＋の４段階）で

表した。 

 

３．結果 

 実験１：図１、２より、どちらも粒子状の物質が確認できた。またどちらも肉眼では緑色ではなか

ったが、顕微鏡で見ると酒粕の褐色部分のほうが緑色に見えた。そして、どちらも同じ倍率で見たが

発酵ありの酒粕のほうが粒が小さく見えた。 

 実験２：表１より、酢酸と水の比が 10:1のものの残留率が１番大きかった。また 5:1と 1:5を除き

酢酸の割合が多ければ多いほど、残留率が大きかった。表２より、個体の質量は前回の実験結果とほ

ぼ同じだった。図３より、粘着性は全て＋＋＋だった。そして前回と今回の実験での固体の重量はほ

ぼ同じだった。また、すべて紙全面に付着していることがわかった。   
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４．考察と今後の活動 

 実験１の結果より、粒子状の物質はタンパク質であることが考えられる。そしてどちらも菌類がい

ないことがわかる。また倍率が同じにも関わらず、２つの粒の大きさが異なることから、２つの構造

は同じではないと考えられる。 

 実験２の結果より、酢酸の割合が多いほど残留物が多くなると考えられる。しかし、酢酸と蒸留水

の比が 5:1や 1:5ではその考えは適用しないため、別の要因があると考えられる。また固体の重量が

前回とほぼ同じであったため、前回と今回の実験はほぼ同じ条件だったと考えられる。そして粘着性

の結果より、前回の実験と比べて少し水分が多いため、乾燥が足りなかったと考えられる。 

 今後の活動は、実験１の２つの構造にどのような違いがあるのか詳しく調べていきたい。また、酒

粕をどのように発酵させれば菌類が多く残るのか実験していきたい。そして、他の物質と酒粕を混ぜ

る前に酒粕から水分を飛ばして同様に実験していきたい。 

 

 

共生のひろば１９号 ，2024年

56



  るᙳ㡪࠼Ỉ⏕᪻㢮にࡀ㥑㝖ࢥの⛉Ꮫⓗ᳨ド㸸ࠖࡃࡠࡪࢇࡐụのỈࠕ

Ώ㎶㯪也（兵庫┴❧大学大学㝔）・ஂ保ᫍ（ओ࢘エスࢥ）・⚟ᒸኴ一（石ᕝ┴㔠ἑ市）・高ᶫ

真ྖ（ᮾ北大学）・小ᯘ一Ύ（兵庫┴）・大ᗞఙ也（㛗ᓮ大学）

はじめに

Ỉ⏣やため池に生ᜥするỈ生᪻類（トン࣎目・カメࢩ࣒目・࢘ࢥチュ࢘目）は、⸆使用やᅡሙ整

ഛ、⪔సᨺᲠ地のቑ加などの要ᅉによりῶ少傾向にある。ṧ存する生ᜥ地においてಶయ数のῶ少にᢿ

㌴をかࡅているのが、ࢥイ➼のእ᮶生物によるᤕ㣗ᅽである。たࡔし、ࢥイの入がỈ生᪻類にཬ

やすい種の生ែ的特徴は未ゎ᫂である。本研究ࡅすᙳ㡪を定㔞的にホ౯した研究はなく、ᙳ㡪をཷࡰ

では、ため池からࢥイを㥑㝖し、Ỉ生᪻類のᅇ㐣⛬をグ㘓し、さらに近㞄の未入池と種⤌ᡂを

比較することでそのᙳ㡪を定㔞ホ౯することを目的とした。

ㄪᰝ᪉ἲ

調査地は兵庫┴西部のため池㸲かᡤである。ため池 1かᡤでは 2000年以前よりࢥイが㣫⫱されてい

たが、2022年 11᭶にᖸし上ࡆて㥑㝖した。比較ᑐ㇟として、近㞄のࢥイ未入池 3かᡤも調査地とし

た。入池にはỈ生植物はⓙ無であったが、未入池にはᾋⴥ・ᢳỈ植物が生⫱していた。各調査地

において、2022年 11᭶（㥑㝖前）および 2023年㸲㹼12᭶の期間、Ỉ生᪻群集をẖ᭶調査した。

⤖ᯝと考ᐹ

入池では 2022年 11᭶には 6種のࡳであったが、2023年 12᭶までには合計 36種まで出現種数が

ቑ加した。また、2023年 6᭶にはタ࢞メの༸ሢが 2ಶ確認され、クロࢤンࢦロ࢘やミズカマキリのᗂ

も確認されるようになった。NMDSの⤖ᯝ、Ỉ生᪻類の種⤌ᡂは 2022年 11᭶時点では未入池３

かᡤと大きく␗なっていたが、2023年 7᭶以㝆は未入池２⟠ᡤと類ఝした⤌ᡂを示すようになった

（図 1）。入池と未入池において⩦性㛵㐃形質ู・調査ᅇูにಶయ数を地点間比較した⤖ᯝ、2022

年 11᭶時点ではỈ生植物を用する種（基質ᤕᤊ型、基質ᤕᤊ・㐟Ὃ型）や泥に₯る種（₯泥型）は

入池に比べ、未入池の方が多かったが、そのᕪは⤒時的に小さくなった（図 2a-c）。一方、Ỉ面を

用する種（Ỉ面型）やỈ中を⁻う種（㐟Ὃ型、㐟Ὃ・₯Ỉ型）は調査期間を通して、入池と未入

池でಶయ数にᕪがない、もしくは入池の方が多かった（図 2d-f）。したがって、特にỈ生植物を用

する種やỈ底に₯る種がࢥイのᙳ㡪をཷࡅやすいことが示၀された。後もỈ生᪻類のモࢽタリン

グを⥅⥆し、そのᅇ㐣⛬をグ㘓するண定である。

ㅰ㎡

本研究はࢵࢽセイ㈈ᅋ 2022 年度ⱝᡭ研究・ዡບ

研究ຓᡂおよび特ู研究員ዡບ㈝ No.23KJ1858、科

研㈝ No.23H02224のຓᡂをཷࡅた。

図㸯 NMDSによるỈ生᪻類の種⤌ᡂのᏘ⠇変ື㸬
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図 2 ⩦性㛵㐃形質・調査ᅇࡈとのỈ生᪻類ಶయ数の調査地間比較㸬

調査ᅇࡈとに、Pond 1とಶయ数のᖹᆒ್にᕪがあるかどうかを Dunnet検定によりゎᯒ㸬

a㸸Pond 1と有ពᕪなし、b㸸Pond 1と有ពᕪあり（p < 0.05）㸬
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ࣜࢦ࢟࢘ Gymnogobius urotaeniaとサࢨ G. isazaの㞧✀᥈⣴  

ᶓ山ඃᩯ㸪ᇼஅෆΎᏊ㸪᳃⨾和Ꮚ㸪⳥ᕝዉᏊ㸪℈ཱྀ㸪ᓊ本㞸㸬

（兵庫┴❧ᑽᓮ小⏣高➼学ᰯ 科学研究部生物⌜）

はじめに

⍇⍈†には࢘キࢦリ類が 2種生ᜥし㸪一つは⍇⍈†ᅛ有種のイサザ Gymnogobius isaza 㸪もう一つは

㡑ᅜロࢩア᪥本にかࡅて分ᕸする࢘キࢦリ G. urotaeniaである(中ᆓ 2018)㸬イサザは࢘キࢦリから

種分化したと考えられている(高ᶫ 1994)㸬ᡂ魚については形ែ的ほᐹから㞧種の報告がされている

(Takahashi 1990)㸬また㸪中間的な形質を持つಶయを㞧種として真を㍕ࡏている魚類図㚷もある(᳃・

ෆ山 1997)㸬㓇ら(2016)は 1996年 7・8᭶の間に⍇⍈†で底ᘬき⥙を用いて࢘キࢦリཬびイサザ

の魚を採集した㸬その中に中間的な形ែを持つ不᫂種を同定し㸪これを㞧種と位⨨付ࡅた㸬ᤕ⋓

合はイサザ 93㸣㸪࢘キࢦリ 3.9㸣㸪㞧種 3.1㸣であった㸬この㞧種の魚およびᡂ魚について㑇ఏᏊゎ

ᯒは行われていない㸬

a b

ᅗ 1 (b)ࢨサと(a)ࣜࢦ࢟࢘

私たࡕは⍇⍈†産両種のRFLPἲによる種ุูἲཬびF1㞧種のุู方ἲを㛤Ⓨすることを目的とした㸬

さらに⍇⍈†産両種のᡂ魚を形ែ的・㑇ఏᏊ的にゎᯒし㸪㞧種の存在を確認することを目的とした㸬

ᮦᩱ       

イサザは魚ၟᗑ(高ᓥ市)より㉎入した㸬࢘キࢦリはタモ⥙による࢞サ࢞サにより採集した㸬ᩥ ⊩(中

ᆓ 2018)をཧ考にして同定を行った㸬中間的な形ែを持つಶయはほᐹされなかった(表㸯)㸬

表 1 採集ࢹータ

᪉ἲ 1 RFLPἲにࡼる✀ุูの᪉ἲの㛤Ⓨ

RFLPἲについては᰾ DNAのロドプࢩン㡿域をไ㝈㓝⣲ Hpy991、ryanodine receptor 3-like protein

(ryr3)㡿域をไ㝈㓝⣲ MboIでฎ理した(図 2㸪図 3)㸬

a b

図 2 ロドプࢩン㡿域をไ㝈㓝⣲ Hpy991が切᩿する部位(a)とணされた㟁ẼὋືീ(b)

種 ๏๑ॄࡀ ೖ ஏॄࡀ ंॄࡀ 個体数
2�23೧5݆1ೖ ඒം࢝ކઔ ੬౽ऴ 34
2�23೧5݆�ೖ ඒം࢝ކઔ ੬౽ऴ 42
2�23೧6݆1�ೖ ඒംކӞઔ ୫ྒྷ 2
2�23೧�݆2ೖ ඒംކඨੋઔ ԥࢃ༑ 13

ウキβリ

͓りڕ

ガサガサ

イサザ
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a   b

図 3 ryr3㡿域をไ㝈㓝⣲ MboϨが切᩿する部位(a)とணされた㟁ẼὋືീ (b)

᪉ἲ 2 の㞧✀の᥈⣴ࢨサࡧཬࣜࢦ࢟࢘

㓇ら(2016)をཧ考にして㸪ᅇは標‽య㛗・⫠㛛前㛗・ᑿ高を 3ᅇ計測し㸪ᖹᆒ್をồめ㸪Excel 

アドインࣇࢯト Mulcel を用いて各種ゎᯒを行った㸬さらに ryr3 㡿域を用いて RFLP ἲによる種ุู

および㞧種の᥈⣴を行った㸬

⤖ᯝ 1 RFLPἲにࡼる✀ุูの᪉ἲの㛤Ⓨ

a b

図 4 RFLPἲによるุู⤖ᯝ㸬 ロドプࢩン㡿域は a㸪ryr3㡿域は b㸪GUは࢘キࢦリ㸪GIはイサザに

ᑐᛂする㸬

リ(15ಶయ)とイサザ(76ಶయ)は㸪እなく㸪ண通りの㟁ẼὋືീを示した(図ࢦキ࢘ 4)㸬

⤖ᯝ 2 の㞧✀の᥈⣴ࢨサࡧཬࣜࢦ࢟࢘

形ែ測定ࢹータを用いて㸪࢘キࢦリとイサザのಶయ群の➼分散性の検定を行った⤖ᯝ㸪P ್㸺0.01 と

なった(表 2)㸬さらに 2 群の線形ุูを行った⤖ᯝ㸪正ุู率はイサザ 100%㸪࢘キࢦリ 93.3%(図 5㸪

表 3)であった㸬RFLP ἲによる種ุูの⤖ᯝは形ែほᐹと▩┪しなかった㸬㞧種は検出されなかった㸬

表 2 分散共分散行列の➼分散性の検定        表 3 ุู⤖ᯝ

図 5 線形ุูᚓ点分ᕸ㸬یはイサザ㸪ڦは࢘キࢦリ㸬

Т2 ࣙ༟ౕ ̧ Т2����5� Т2����1�
51�1�24�16� 6 2��34�4(��� 12�5�15��24 16��11��3�3

イサザ ウキβリ ਜ਼พི
イサザ �6 0 1
ウキβリ 1 14 ���33333333
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考察 1  RFLP法による種判別 

ウキゴリ(15個体)とイサザ(76個体)はすべて予想通りの電気泳動像を示したことから，琵琶湖産ウキ

ゴリとイサザの種判別方法として有効である可能性が示された．シーケンスなどを行うことなく安価

で迅速な判別が可能となると思われた．ウキゴリの個体数を 30 個体程度に増やしてさらに確認した

い．入手できれば雑種についての泳動像も検証してみたい． 

 

考察 2 ウキゴリ及びイサザの雑種の探索 

等分散性の検定を行った結果，P 値＜0.01 となったことから今回のイサザとウキゴリの母集団は有意

に異なることが推定された．正判別率はイサザ 100%，ウキゴリ 93.3%(図 5，表 3)であったことから，

今回の計測方法により両種を判別することはご判別の危険が伴うことが推測された． 

酒井ら(2016)は 1996 年 7・8 月の昼間に琵琶湖で底曳き網を用いてウキゴリ及びイサザの仔魚を採集

し，雑種の割合は 3.1％であったことを報告した．今回私たちが解析した琵琶湖産イサザはえり漁によ

り湖岸で採集されたものであった．おそらく産卵に際して湖底より移動してきた成魚と思われた．ま

たウキゴリの成魚は琵琶湖に注ぐ川の下流で採集したものであった．これらのサンプルの中からは形

態的にも遺伝学的にも，雑種は検出されなかった．湖岸で採集されたこれらの琵琶湖産成魚の中には

雑種が含まれないか，もしくは，先行研究で示されたと 3.1％という雑種の割合より低い可能性が示さ

れた．今後はさらに解析をすすめたい． 
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ᦤᆺẸᐙの◚㢼にࡳる⌧௦ⓗኚ化の୍

山ᓮᩄ（ひとはく地域研究員）

㸯 はじめに

ᦤ型Ẹᐙは、近␥地方のᪧᅜᦤὠ北西部、Ἴ、山ᇛ地域に分ᕸするጔ入り∦ᅵ間型式のẸᐙ類

型である。このẸᐙ型式は近␥࿘㎶部の他のጔ入Ẹᐙと␗なり、ᗈ縁、ᗙᩜ➼の「ࣁレ」の接ᚅ✵間を

前面に㓄⨨し、᱁式を㔜どしてᡂ❧した、♫会性・㝵層性をあらわす類型としてホ౯される。特に入母

ᒇᒇ根の正面に見ࡏる◚㢼は、ఫேの᱁式を表㇟するものとして㔜どされている。

1970年代にᦤ型Ẹᐙの類型が規定されて以㝆、分ᕸᅪでは多くの調査ᡂᯝが積されているが、

本類型の特徴とされる◚㢼のయീが༑分にゎ᫂されているとは言い難い。ᅇの検討は同Ẹᐙの類

型の特徴である᱁式に㛵わる⨨である◚㢼について、ᣦ定ᩥ化㈈や真にグ㘓されたṔྐ的な類型

をはࡌめ現代の◚㢼の類型をಠ▔し、どのように変化を㐙ࡆているのかを確認することを目的とする。

2 ᦤᆺẸᐙの◚㢼に㛵する᪤ ◊✲

ி㒔府北部・Ἴ地域のᦤ型Ẹᐙの分ᕸᅪをはࡌめとするⲡⵌẸᐙの◚㢼は、石原᠇Ặや和

次郎Ặ、藤⏣ඖẶにより、大正・和ᡓ前期のẸᐙ研究の㯪᫂期からὀ目され紹介されていた㸯）。

藤⏣Ặは、ࠗ ᪥本Ẹᐙྐ࠘において、「Ἴでも◚㢼はᮧでのᐙ᱁標❶であった」とし、「ᐙ᱁を表㇟

するために⨾しさを➇っていた」と紹介する２）。和次郎Ặは、Ἴ地方で採集したと言うスケࢵチ

を示し、形式分類をヨࡳた３）。ᡓ後にはᕝᓥᐂ次Ặがスケࢵチにより多くのを紹介した㸲）。

1970年代になり、Ọ規⏨Ặによって同Ẹᐙの◚㢼は、類型を特徴࡙ࡅる⨨としてのホ౯が確❧

した。ỌẶは、ཱྀ Ἴ地域のᦤ型Ẹᐙにఏᢎされる、中ୡ以᮶のᅜேや名主・ᅵといった、◚㢼

をචチされたே々のᮎ⿰であるᐙ᱁を表㇟する⨨が◚㢼であったとᣦする５）。ᩥ⊩ྐᩱ学の研究

⪅⛅山ᅜ୕Ặは、ཱྀἼ地域の近ୡᮧ落のᐙ᱁ไ度を検討し、ᮧ落ෆのᐙ᱁表㇟としてᐙᵓが位⨨࡙

られ、ᐑᗙ・ᰴẖに規定されていたことを᫂らかにし、ᮃほがᐜ᫆なᒇ根の「◚㢼」は特に㔜どされࡅ

たᐙ᱁表㇟の⨨であったとᣦした㸴）。以上のように和次郎Ặが◚㢼の分類をヨࡳて以㝆、類型

化や現代的変化に言ཬした研究はࡳられない。

Fig1.◚㢼のྡ⛠            Fig2.ᦤᆺẸᐙのศᕸᅪ
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3 ᑐ㇟㈨ᩱ࣭◊✲の᪉ἲ

検討㈨ᩱとして、Ẹᐙ集落調査報告᭩、ゎయಟ理報告᭩、⮬యྐ➼にグ㘓された、ᅜ・府・┴、

⮬యのᣦ定・Ⓩ㘓ᩥ化㈈の他、現代の◚㢼については、分ᕸᅪの各地域でྲྀᮦしたをᑐ㇟とし

た。方ἲは、

㸯）調査グ㘓➼をもとにᦤ型Ẹᐙの◚㢼の用ㄒを整理・定⩏し、類型のタ定をヨࡳた。

２）タ定した類型に基࡙き、現代の◚㢼の様ෆᐜについて検討した。

とし、ᦤ型Ẹᐙの特徴である◚㢼のṔྐ的⥅⥆性、現代的なあり方について考ᐹをヨࡳた。

4 ⏝ㄒのᩚ⌮とṔྐⓗにㄆめらࢀるᇶ本ᙧែ

◚㢼は、切ጔᒇ根や入母ᒇᒇ根➼のጔ側の➃面を覆う板（◚㢼板）とጔቨの㣭をවࡡるタえであ

る。ⲡⵌẸᐙでは、入母ᒇᒇ根のጔ側のᒇ根㡬部の୕角形の㛤ཱྀ部を含ࡴ㸵）。各部ᮦの名⛠は、ᑎ♫

ᘓ⠏の◚㢼を基本としており、↮出しをවࡡഛえる㛤ཱྀ部は「◚㢼ཱྀ」と呼ばれる。

本✏では、調査グ㘓とᣦ定ᩥ化㈈にࡳる◚㢼について、◚㢼板の有無、◚㢼ཱྀの型式、⣲ᮦ・

様、㣭ἲについて以下に定⩏し分類した。

◚㢼ᯈ  縁とも呼ばれる。 㢼板のእ縁部にἢったᒇ根の⼻⩚部分（Fig.1◚  ࣖࢫͤ ཧ↷）

◚㢼ཱྀ  㛢ሰ（面、通ẼᏍ（方形・⳻型・・その他）、上半㛤ᨺ、下半㛤ᨺ、㛤ᨺの 4 種

ᩥ⊩㸶）より
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5 ⌧௦の◚㢼

◚㢼は、ᒇ根の上の㣭ᮦであるため、ᒇ根のⵌき᭰えの際に

更新される。そのため、ᩥ化㈈ᘓ㐀物であっても、ᘓ当ึの◚

㢼を保持しているとは言えない。また、Fig.3 に示したṔྐ的な形

ែには、現在は⥅ᢎされていない型式もࡳられる。この変化を加

㏿さࡏた最も大きな要ᅉは、1970 年代㡭からቑ加したⱴⵌきᒇ

根をトタンや各種㗰㕏で覆う形式の変化である。この方ἲは、

原形のⱴⵌきᒇ根を覆い㎸ࡴため、◚㢼もひとᅇり大きくᣑᙇさ

れる（Photo.㸯）。

㗰㕏覆いに変化する際に、「スࣖ」とも呼ばれた入母ᒇᒇ根のጔ側➃面の⼻⩚をも◚㢼にྲྀ㎸ࡴ

も見られ、本᮶は◚㢼ཱྀの「縁」であった◚㢼板が、㗰㕏によって大きくᙉ調されるもቑ加す

る傾向が認められる。

Photo.㸯 ⱴⵌから㗰㕏ᒇ᰿のᨵ⠏㸦ࠗ ୕⏣ᕷྐ࠘➨ 9ᕳẸ⦅㸧ࡾࡼ

Photo.2 ཱྀἼ地ᇦ㸦ி㒔ᗓடᒸᕷ㸧の㸸ᕥ/㔜文㐲山ᐙఫᏯの⌧状

Photo.3 すἼ地ᇦ㸦රᗜ┴Ἴ⠛山ᕷの㸸ᕥ/┴❧බᅬಖᏑẸᐙ࣭ᪧ୰㐨ᐙఫᏯ

Photo.4 ᦤὠ地ᇦ㸦㜰ᗓ㇏⬟㒆⬟ໃ⏫ࠊරᗜ┴ᕝ㎶㒆⊦ྡᕝ⏫㸧の

Photo.5 すᦤὠ㸦ᪧ᭷㤿㒆ᇦ㸧地ᇦ㸦රᗜ┴⚄ᡞᕷ༊၈ᷬ地༊㸧の㸸ᕥ/ᕷⓏ㘓⁁⏣ᐙఫᏯ
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現代の摂丹型民家は茅葺屋根から鋼鈑覆いに変化していることに伴い、破風の素材は木製が少なく

なり、金属（鋼鈑）製へと変化している。形式については、全面閉塞または上半開放の２種類に大別

することができる。意匠については、鋼鈑製破風に桟等の形を意識した塗装の塗分けが行なわれる事

例がみられる。また、「縁」に相当する破風板部分を白色に塗り分ける事例もみられる。破風板部分

を白色に塗分ける例では、螻羽をも破風に取込み拡張した部分についても白色に塗分け、破風部分を

大きく強調する形式も認められる。 
形式毎の分布状況は、鋼板製破風の桟等の部材の形を塗分ける事例、「縁」に相当する破風板部分

を白色で表現する事例ともに分布圏の全域で認められる。ただ、螻羽部分にまで拡張した鋼鈑の破風

板についても白色に塗分け強調する形式については、特に西摂津地域北部（神戸市北区、三田市域）

から西丹波地域（丹波篠山市域の西部）に事例が多く認められる（Photo.５）。 
 

6 まとめ 

今回の検討では、摂丹型民家の破風にみる現代的変化ついて、以下の点が認められた。 

１）茅葺屋根から鋼板覆いに変化していることに伴い、破風の素材は木製から、金属（鋼板）製への変

化が認められた。形式については、全面閉塞または上半開放の２つに大別することができた。 

２）意匠については、鋼板製破風の「縁」に相当する破風板部分、螻羽をも取込み拡張した部分も白色

に塗分け、破風が強調される形式も認められた。 

３）形式の分布状況では、本来の破風板に加え螻羽にまで拡張した部分を白色に塗分け強調する形式

は、西摂津地域北部（神戸市北区、三田市域）から西丹波地域（丹波篠山市域の西部）に事例が多く

認められた。 

筆者はかつて、摂丹型民家の破風について、悉皆調査で記録された事例や指定文化財等の保存民家

の例を検討し、分布圏東部の口丹波・北摂津能勢地域である大阪府域・京都府域に強調する傾向が顕

著である事を指摘した９）。現代の螻羽にまで拡張した破風を白色に塗り分け強調する事例が、同民家

の分布圏の西縁部である兵庫県域の西摂津地域北部から西丹波地域に顕著であるという結果は、鋼鈑

覆い屋根が普及し始めた現代とそれ以前の近世・近代では、破風を強調する傾向が分布圏の東西で逆

転していることを示す。この点は、摂丹型民家の特徴である破風の強調方法について、鋼鈑覆い屋根

への転換を契機に生じた変化であると考えられる。今後も継続して検討して行きたい。 
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「五四、丹波綾部の家」『改稿日本の民家』相模書房  ４）川島宙二（1983）『民家のデザイン』相模書房  ５）永井規男（1977.01）

「摂丹型民家の形成について」『日本建築学会論文報告集』第251号：119-128  ６）秋山国三（1960）「家格とその指標につい

て－口丹波地方の場合－」『同志社大学人文科学研究所紀要』３、1-44   
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いて・摂丹型民家における破風考（３）―」『日本建築学会近畿支部研究報告集』第59号計画系：pp.465-468） 
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チュウガタシロカネグモの振動と反応の関係 

 

堀場 葵 長谷川 椋平 小寺 良菜 内藤 さらら 藤田 帆乃夏 

（兵庫県立西脇高等学校 自然科学部生物班） 

 

動機・目的 

チュウガタシロカネグモ(Leucauge blauda)はクモ目アシナガグモ科の蜘蛛である(図 1）。 
腹部は光沢のある銀色に、黒の縦縞模様があり、全体的に透明感のある緑色でありとても美しい
見た目をしている。 
我々自然科学部クモ班は昨年から西脇高校周辺に

生息しているチュウガタシロカネグモを対象に、クモ
の反応と振動の関係についての研究を続けてきた。 
昨年はクモの巣に直接振動を与え、振動数の違いに

よる蜘蛛の反応の変化について研究を行った。その研
究の際に蜘蛛の反応は振動が有る時と無い時で、どの
ような違いがあるのか興味を持った。 
今回、再び西脇高校周辺のチュウガタシロカネグモ

に協力してもらい、蜘蛛の振動の有無による反応変化
について研究を行うことにした。 

図 1 チュウガタシロカネグモの写真 

実験方法 
振動が有る時と無い時の蜘蛛の反応の変化を観察するため、音叉を用いて対照実験を行った。

実験道具は音叉(440Hz)、定規、分度器、タブレットを使用した。以下の手順で１匹のチュウガ
タシロカネグモに振動有り・無しの実験をそれぞれ 3 回ずつ行い、合計 33 匹分のデータをとっ
た。 
 
（１）初めに振動させていない音叉を直接蜘蛛の巣に当てる。当てる位置は蜘蛛のお尻から 4 ㎝

離したところとする。その実験の様子をタブレットで撮影する。 
 
（２）同様の方法で振動有りの場合も実験する。その後は（１）、（２）を 10 分間隔で交互に行

う。 
 
（３）タブレットで撮影した動画を確認し、音叉を当てた際に①蜘蛛が右、左のどちら回りで向

きを変えたかを記録する。このとき、初めの頭の向きを 0°する。②向きを変えたとき何度変
えたかを記録する。角度を測るとき、10 の位より下は切り捨てた。蜘蛛を背中側から見て、
蜘蛛の頭を上として右、左を判断した。 

 
結果・考察 
表１に今回の実験の結果をまとめた。 

 
（表 1） 実験結果                 （単位：回） 

 
表 1 から振動無しの時は左右の反応の数に大差はないことが分かった。また、無反応の数と直

進の反応の数は振動無しの時のほうが多いことが分かった。蜘蛛の左右の動きは振動有りの時、
左回りの方が右回りに比べて多いことが分かった。 
蜘蛛の左右の反応は振動が有る時と無い時どちらも数の割合に差がなかった事が分かった。

左右でどちらかが特別多いわけでもなくほとんど半々であったことから振動の有無と左右の反
応の変化は関係がないと考えた。 

反応 右 左 無反応 直進(０度) 落ちる
振動有り 38 45 13 1 2
振動なし 34 37 18 10 0
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次に蜘蛛の向きを変えた時の角度の変化について図２と図３にまとめた。 
 

 

 
 
 
まず図２は振動有りのグラフである。これは角度の分布が 150°～200°の付近に集中してい

た。0°～100°の範囲には数が少ないことが分かった。 
次に、図 3 は振動無しのグラフである。これは 0°～100°の付近に集中しており 100°～200°

の範囲では数が少なかった。 
これらの結果から蜘蛛の振動の有無による反応の変化について知ることができた。向きを変

えた時の角度は、振動有りのほうがより大きく、最初の逆方向を向くものが多かった。これより、
蜘蛛は振動しているものにより敏感に反応していると考えられる。 
しかし、１個体に振動有り無しの合計６回実験した時、そのうち４回以上が左回りまたは右回

りの個体がほとんどだったことから、チュウガタシロカネグモにも人間でいう利き手に近い足
があるのではないかと考えた。 
 
４．反省と課題 
  
実験を行ってみて右回りと左回りの差について満足するデータが取れなかった。同時にクモの
各個体により利き手があるのかどうかについて興味を持った。 
 実験方法を改めて見直し、明らかにしたいと思う。  
 
参考文献 
 
オニグモ雄若虫の横糸を張る方向について    松本 誠治 
https://spider.art.coocan.jp/tokyospidre/k057.pdf 
(KISHIDAIA Ｎｏ.57 1988-12 閲覧日 2023/7/26) 
 
月例卓話 振動を感知して生きる蜘蛛 博物館の視点から  小野 展嗣 
https://www.oceanochemistry.org/pubrications/TRIOC/PDF/trioc_2019_32_164.pdf 
(閲覧日 2023/8/18) 
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(図 2) 振動有りのグラフ 

(図３) 振動無しのグラフ 
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ጲ㊰⛉Ꮫ㤋⮬↛⣔ࢽࣗࢪᏛⱁဨのάືと⛉Ꮫ㤋࿘㎶のỈ質ㄪᰝについて

㣤野❳ᡂ・㣤野⛸真・⸭中⤢㡢・⸭中㡢⩚・᪩野ᬕᶞ・᳃ᕝᝳ

ᮧᮌ㍤・山本ᱻ✑・㔠㤿༓ኟ・⮻瑞㈗・⮻ឡ・ఀ藤㥴

᐀博ᮭ・池⏣᪫・᪥野ᖿኴ（ጲ㊰科学館⮬↛系ジュࢽア学ⱁ員ㅮᗙ）

ྜྷ⏣⯟希（ጲ㊰科学館の会）・ᯇ本万ᑜ・ᐑ下直也（ጲ㊰科学館）

はじめに

ጲ㊰科学館では 2012年から、小学生から高ᰯ生をᑐ㇟に、学ⱁ員య㦂、⮬↛⎔ቃ調査、学びに向か

うຊ UPなどを目的として、標本సᡂ、ᒎ示、イベントの⏬㐠Ⴀ、研究Ⓨ表などをయ㦂する⮬↛系ジ

ュࢽア学ⱁ員ㅮᗙを実している(図 1)。2023年度は小 5から高 2のメンバーにより、 12ᅇのάື

を実してきた(表 1)。

ここでは、第 8ᅇのάືについてྲྀり上ࡆ、生物地⌫化学(Biogeochemistry)について、私たࡕの⾤

のỈ質調査を通ࡌてỈ質計測ᢏ⾡やその特徴を理ゎし、㌟近な⎔ቃがỈ質にどのようにᙳ㡪するかを

検討した⤖ᯝについて㏙べる。

ㄪᰝの┠ⓗ

生物地⌫化学とは、図 2に示すような生物

άືにకう物質のᚠ⎔を調べる学ၥである。

生物地⌫化学を知るため、ጲ㊰科学館࿘㎶の

Ỉ㊰とため池のỈ質調査を行った。

ᅇの目的は、私たࡕの⾤のỈ質調査を通

て、Ỉ質計測について理ゎし、その✵間変ࡌ

ືのホ౯方ἲや⤖ᯝの考ᐹによって、生物地

⌫化学の理ゎを῝めるである。

᪉ἲ

ክ前ᕝからጲ㊰科学館までのỈ㊰と上池の計 17地点でỈ質調査を行った(図 3)。各地点のὶれの有

無や植生をほᐹし、各種Ỉ質㡯目の測定を行った(表 2)。㟁Ẽఏᑟ度(EC)とは[1]、Ỉに⁐ࡅているイ࢜

ンの㔞を表し、Ỉのởれや、⸴類やỈⲡがග合ᡂに使えるᰤ㣴のᣦ標となる。調査時に用いた計測ᶵ

ჾを図 4に、Ỉの採ྲྀཬび計測の様Ꮚを図 5ཬび図 6に示す。

⾲ 1 2023ᖺᗘ άືᐇ⦼

άືᅇ άື࣐࣮ࢸ

➨㸯ᅇ(2023/4/23) ᏛⱁဨのについてᏛࡪ

➨2ᅇ(2023/5/14) 㫽の標本のᒎ♧సᡂ

➨3ᅇ(2023/6/4) ᪻標本సࡾ

➨4ᅇ(2023/7/17) ࠕ⛉Ꮫのᒇྎᮧࠖの‽ഛ

➨5,6ᅇ(2023/7/22,23) ⛉Ꮫのᒇྎᮧ

➨7ᅇ(2023/8/20) ᶞᮌのⴥのྠᐃとゎㄝసࡾ

➨8ᅇ(2023/9/24) Ỉ質ㄪᰝ

➨9ᅇ(2023/10/22) ࣥࢺࢡࣥࣛࣉㄪᰝ

➨10ᅇ(2023/11/12) ᒾ石ࠊ㖔≀ࠊ㖔石

➨11ᅇ(2024/1/14) ᅵተ⏕≀ㄪᰝ

➨12ᅇ(2024/2/4) άືሗ࿌

➨

ᅗ 1 ⮬↛⣔ࢽࣗࢪᏛⱁဨㅮᗙについて

ᅗ 2 ࢪメ࣮る≀質ᚠ⎔のࡅ࠾めụにࡓ
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⾲ 2  ᐃ㡯┠とᶵჾ

 ᐃ㡯┠  ᐃᶵჾ

㟁Ẽఏᑟᗘ(EC) [mS/m]

Ỉ質ィࢳ࣐ࣝࣝࣈࢱ࣮࣏

(MM-42DP, TOA-DKK)
pH [-] 

Ỉ  >Υ@

⁐Ꮡ㓟⣲(DO)㣬和ᗘ [%] ⺯ගᘧ⁐Ꮡ㓟⣲ィ(HQ40d, HACH)

a) 地ᅗୖのィ Ⅼ[2]

b) ィ ⅬշのᵝᏊ c) ィ ⅬմのᵝᏊ d) ィ ⅬճのᵝᏊ

ᅗ 3 Ỉ質ィ ࡓࡋሙᡤ

a) ECィ  b) DOィ 

ᅗ 4 ㄪᰝに⏝いࡓィ ᶵჾ

ᅗ 5 Ỉの᥇ྲྀ ᅗ 6 ィ のᵝᏊ
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⤖ᯝと考ᐹ

各計測ሙᡤにおࡅる特徴と集計した計測⤖ᯝを表 3 に示す。計測⤖ᯝを整理するため、各Ỉ域の形

ែ、ὶれの有無、付╔⸴類の有無ཬび標高[2]についてもグ㍕した。

1. Ỉのὶ下にకう㟁Ẽఏᑟ度(EC)の上᪼

ᬯきࡻཬび地下Ỉを㝖き、㟁Ẽఏᑟ度(EC)は標高がపくなるにつれቑ加傾向にあることが分かった

(図 7)。㞵Ỉの㟁Ẽఏᑟ度(EC)はほࡰ 0であるため[3]、㞵Ỉが地表をὶれる㐣⛬で、᳃ᯘのᅵተ⏤᮶の

イ࢜ンが⁐ࡅ出てきたによって、ὶỈの㟁Ẽఏᑟ度(EC)(12-13ms/m)になったと考える。これが下

ὶにὶれていく㐣⛬で、࿘囲からのὶ入や、Ⓨ(物質⃰度が高くなる)のᙳ㡪により、㟁Ẽఏᑟ度(EC)

が上᪼したものと考える。また、地下Ỉの㟁Ẽఏᑟ度(EC)がᴟめて高い理⏤は、ᅵተ中のイ࢜ンが⁐

出しているためと考える。

2. Ỉ域の形ែによる㐪い

ンクリートỈ㊰(標高がపい)では㟁Ẽఏᑟ度(EC)が高く、ὶ(標高が高い)では㟁Ẽఏᑟ度(EC)ࢥ

がపい(図 8)。これはὶのỈがࢥンクリートỈ㊰にὶ入し、࿘囲からのὶ入やⓎにより物質の⃰度

が高くなることで、㟁Ẽఏᑟ度(EC)が高くなっていると考える。

⾲ 3 Ỉ質ィ の⤖ᯝ (2023ᖺ 9᭶ 24᪥) 

ᅗ 7 㟁Ẽఏᑟᗘ(EC)と標㧗の㛵ಀ

共生のひろば１９号 ，2024年

70



3. ὶれの有無による㐪い

ὶれ有のሙ合、㟁Ẽఏᑟ度(EC)は高い(図 9)。これはため池(ὶれ無)とὶ(ὶれ有)の㟁Ẽఏᑟ度

(EC)は標高が同⛬度であるため、あまりᕪがないが、より下ὶのỈ㊰では㟁Ẽఏᑟ度(EC)が高くなる

ことをᫎしていると考える。

4. 付╔⸴類の有無による㐪い

付╔⸴類有りのሙ合、㟁Ẽఏᑟ度(EC)は高い(図 10)。㟁Ẽఏᑟ度(EC)の高いሙᡤでは、富ᰤ㣴のた

め付╔⸴類が目ど確認し᫆いものと考える。

とめࡲ

Ỉ質計測について、実際に㌟近な⎔ቃを測定し、㟁Ẽఏᑟ度(EC)と標高、Ỉ域の形ែ、ὶれཬび付╔

⸴類の状ἣには㛵ಀがあることが分かった。

私たࡕの⾤のỈ質調査を通ࡌて、生物地⌫化学の理ゎを῝めるができた。

ㅰ㎡

ጲ㊰科学館の ᐑ下ඛ生、ᯇ本ඛ生、ྜྷ⏣ඛ生、いつも分かりやすくᣦᑟしてくࡔさり有り難うࡊࡈ

いました。私たࡕのᑗ᮶のክがᗈがりました。(2023年度 ጲ㊰科学館⮬↛系ジュࢽア学ⱁ員ㅮᗙ一同) 

参考文献

[1] WBD. “㟁Ẽఏᑟ度とは”. https://www.wdb.com/kenq/dictionary/electric-conductivity, (ཧ

↷ 2024-1-27).

[2] 地理㝔地図. https://maps.gsi.go.jp, (ཧ↷ 2024-1-27).

[3] ጲ㊰科学館. Ỉの中のイ࢜ンのᣦ標 㟁Ẽఏᑟ度. 科学の║. 2023, No.588.

ᅗ 8 ྛỈᇦのᙧែのᙳ㡪 ᅗ 9 ὶࢀのᙳ㡪 ᅗ 10 ╔⸴㢮の᭷↓にࡼる㐪い
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和ろうそくの挑戦 

卜部空・川尻ちよの・髙本海（兵庫県立伊川谷高等学校） 
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わたしの街のなかまたち～三田の里山は今～ 

 

中田一真（ごもくやさん） 

 

近年、里山が荒れ、奥山の獣・イノシシやシカなどが人里に進出し、農業被害が拡大している。我々

ごもくやさんが活動している北摂ニュータウン（ウッディタウン）でも、イノシシやシカの目撃情報

があり、我々が中央公園で保護活動に取り組むササユリ等の植物に対する脅威にもなりかねない。 

 

 私は、近郊の里山の様子がもっと知りたくなり、木器地区の古民家周辺で里山管理に取り組む「も

りんちゅうの会」のご協力を得て、2020年 8月から同地区でも自動カメラによる定点観察を始めた。 

同地では長年、裏山の手入れがなされていなかった（写真１）。植林地は荒れて竹が侵入し、使われ

ていない田は藪と化し、イノシシ（写真２）やシカ（写真３）が闊歩していた。 

   

写真１ 荒れる里山 写真２ イノシシ 写真３ シカ 

 

 

 里山の整備が少し進んだ 2021年 6月、山際の田で試験的に稲作が再開された（写真４）。稲は順調

に育ち、8月下旬に稔りの季節を迎えた。 

 だが、そこに現れたのはイノシシ（写真５）やシカ（写真６）。トレイルカメラには、彼らが防獣

ネットの隙間をくぐり、上を飛び越え、稲穂を食べる様子が記録された。食害は３週以上続き、結局

その年、米の収穫は断念せざるを得なかった。 

   

写真５ 試験的に稲作再開 写真６ 稲を食べるイノシシ 写真７ 稲を食べるシカ 

 

 三田では年々、山際から平地に向かって、電気柵やピンクのテープに囲われた水田の範囲が広がっ

てきている。低い電気柵（写真８）はイノシシ避け、高い電気柵やピンクのテープはシカ避け（写真

９）だ。柵の広がりは、すなわちイノシシやシカの生息範囲拡大を現している。 
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写真８ イノシシ避け電気柵 写真９ シカ避け電気柵とテープ 

 

 イノシシやシカによるササユリの食害については、インターネットで検索すれば枚挙にいとまがな

く、西日本の各地で報道がなされている。 

  

 我々が活動する中央公園は、ニュータウン開発により住宅街に取り残されたかつての里山。開発に

より偶々イノシシやシカが進出しにくい場所となり、ササユリは食害に遭うことなく、命脈を保って

きた。そこに、10数年にわたる持続的な森の手入れが加わった（写真 10、11）ことで、明るい林床が

維持され、ササユリを増やすこととなった（写真 12）。 

  

それは同時に、イノシシやシカといった奥山の獣が身を潜める場所を減らすことにも繋がっている。 

 

   

写真10 除間伐活動 写真11 けやき台小環境学習 写真12 中央公園に咲くササユリ 

 

 コロナ禍の間、三田の里山とニュータウンを行き来しながら、中央公園の森の手入れを続ける意義

を改めて確認することとなった。 

 

おわりに 

 2020年 8月から 2023年 12月の間、三田の里山とニュータウンを行き来しながら撮影した生き物た

ちのごく一部をご紹介する。キツネ、リス、フクロウ、ホタル・・・みんな、わたしたちの街、三田

で生きるなかまたちだ。 
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三田の里山やニュータウンで出会った生きものたち 
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௵ពᅋయࡉࡄࡕ◊✲ᐊのάືሗ࿌とⶶ標本のᒎ♧

  

ᕝ上えりか・ΎỈ⨾Ἴ

（௵ពᅋయ （ぐさ研究ᐊࡕ

はじめに

私たࡕ「ࡕぐさ研究ᐊ」は、 2021年にᒸ山┴西⢖ᮧに移ఫしてきた 2名による、西⢖ᮧをᣐ

点に山や᳃ᯘにぶしࡴሙをつくるᅋయである。

Ꮚどもから大ேまで、᳃ᯘに⯆があるேもないேにも、Ẽ㍍に᳃ᯘにゐれᴦしࡴ多様な切りཱྀを

సることを目的に⤖ᡂした。現在は、主に無ே㥐をά用したάື・ᒎ示ᣐ点「ࡕぐさ㢧ᚤᐊ」の㐠Ⴀ

や、あわくら図᭩館でのᮧẸㅮᖌ⏬「やまと᳃の知らないୡ⏺」の⏬㐠Ⴀ、᳃ᯘ࢞イド、ື植物

の標本సᡂ、その他植物に㛵する報Ⓨಙなどを行っている。

άືձ↓ே㥐ࢆά⏝ࡓࡋάື࣭ᒎ♧ᣐⅬࡉࡄࡕࠕ㢧ᚤᐊࠖの㐠Ⴀと標本〇సάື

ᬛ頭ᛴ行あわくら 泉㥐のᚅ合ᐊス࣌ースෆにて、άືとᒎ示のᣐ点となる「ࡕぐさ㢧ᚤᐊ」を 2023

年 3 ᭶に㛤タした。ᚅ合ᐊのቨ面や✵きス࣌ースをά用し、ᮧෆで集した᪻標本・植物標本や、

ື植物に㛵するࣃネルᒎ示を常タしている。「㢧ᚤᐊ」という名前には、私たࡕの㌟のᅇりに存在し

ている大小さまࡊまなୡ⏺に、ゼれたேや㛵わってくれた方々と₯っていき、「ᚤ（かす）かなもの

を㢧（つまび）らかにする」ሙᡤにしたいというᛮいを㎸めた。2023年度は、標本࡙くりやᯘ㐨᥈検

などの⊂⮬イベント「㢧ᚤ会」を 5ᅇ㛤ദし、近㞄地域の方を中心にᘏべ 45名の方にࡈཧ加㡬いた。

⊂学ではあるもの、᪻・植物・骨᱁標本についても、〇సと保存をヨࡳている。地域の方にもά

ືの࿘知がᗈまりつつあり、ロードキルなどによってṚஸしたື物の㑇యのᘬきྲྀり౫㢗を㡬くᶵ会

もቑえ、標本〇ససᴗが㏣いついていない状ἣである。後も地域の方をᕳき㎸ࡳながらの標本〇స、

調査やᒎ示㈨ᩱの実化を進め、᳃にᑐするዲወ心や᥈ồ心をバࢵクアࢵプするようなሙᡤを目ᣦし

ていきたい。

άືղࡃࢃ࠶らᅗ᭩㤋ᮧẸㅮᖌ⏬ࡲࡸࠕと᳃の▱らないୡ⏺ࠖ

あわくら図᭩館の「ᮧẸㅮᖌ⏬」の㸯つとして、ࢩリーズㅮ

ᗙ「やまと᳃の知らないୡ⏺」を 2021年 6᭶より㛤始し、௧和 6

年 1᭶ᮎ現在で 20ㅮᗙを実してきた。4ṓから 70ṓまで、ᖜ

ᗈいୡ代のཧ加⪅ᘏべ 152 名にཧ加㡬いており、年度はẖᮌ調

査の࣡ークࢵࣙࢩプ、᪻採集イベントなどを行った。᪻採集

イベントでは、ライトトラࢵプやࢵࣆト࢛ࣇールトラࢵプ、ライ

トトラࢵプといった、⥙を使わない᪻採集方ἲを中心に、ཧ

┿㸰 ┿ら 泉㥐࡛のᒎ♧ࡃࢃ࠶ 1 ᅗ㚷సᐙのᯘඛ⏕にࡼるⱝᮡኳ↛ᯘ࣮ࢶ

┿ 3 ẖᮌㄪᰝ࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡ
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加者の方に実際に採集を体験して頂いた。採集した昆虫は運営側で標本化し、展示資料としての活用

に繋げることができた。 

 

活動③情報発信 

西粟倉や周辺地域の山の植物の情報や豆知識、日々の活動やイベント開催情報について SNS にて発

信している。また、2023年 10月から、日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社が運営す

るウェブメディア「新林」にて、年に 4 回の連載「ちぐさ研究室の研究日誌」を開始した。私たち自

身が面白いと感じた少しマニアックな実験や調査の方法を季節ごとに紹介している。 

 

 

今後の展望 

2023年度は、定期的なイベント開催を継続することに加え、地域内の友人や、イベント参加者を巻

き込んでの昆虫標本・植物標本の収集を進めることができた。その結果、収蔵標本を 100 点近くに増

やすことができた。今後は収集するだけではなく、データ化と Web 上での公開も視野に取り組んでい

きたいと考えている。引き続き「ちぐさ顕微室」の運営やイベントの開催などを行いながら、私たち

自身も学びを深めていきたいと考えている。 
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ᐙᓥの㈅ㄪᰝ

滝ᕝ第中学ᰯ

Ⓨ表⪅ ᳃ᒸዉ々 䭜生⨾ౡ 佐藤ᮥงⲨ⨾⋪ 岩大㍤ 岩佐᫂ 上⏣ኤ  ㉺ᬛᰆⴥ

北野ክ 小ᑎ⃝Ἃ⧊ ⡿⏣ⰼ⳯ᰘ⏣さくら 谷有㒔 塚北ᗣኴᮁ ᳺᖾᶞ 藤後⤖⾰ 中ᔱඃ理

⩚たまき 原⏣大 名㞮実 ⚟㷂ྔᯝ ᮧᑿⰼ✑ ᳃ᒸዉ々 ▮野ồ┾ 山ෆ⤖生

山本ⱆ౫ ඵ本ගⳀ Ώ㎶㐶㯞 ᮅ⏣大ᬛ 石ဏⰋ 上⣪Ⰻ ⊦⫤実♩ ᒸ㑣々Ꮚ

ᒸ⏣実ဏ希 小ᕝ㣁ᅵ 㝜山ⴥ᭶ ⵦඃ᭶ 佐藤ᮥง ᚿ野ᮌඞᕫ 䭜生⨾ౡ ᑎᓥྐె ၈ோ

原ឡ⳯ 㫽ᒃ泉㯇 西ෆᝆ希 ℊノᅬ⣪希 藤ᯘᯌឡ 藤原ⴌᮥ 見ᝆ真 正ᮌㄔ也

山⏣⤢⳯ 㮖ᑿ㝣 Ώ㎶ここࢁ

1.はじめに

本ᰯのプログレࢩࢵブサイエンスツアーは始まって

からまࡔ 2年目です。プログレࢩࢵブ理数᥈究

ースࢥ

の 2年生のኟに実しています。いえしま⮬↛

య㦂センターᐙᓥㅖᓥはጲ㊰ から⯪で 30分ほ

どのとこࢁにある☻ℿのᓥᕋです（図 1）。こ

の調査はその中の西ᓥにある、いえしま⮬↛య

㦂センター前の㎶で行ったものです。

図 1 地理㝔地図より ༳調査ࠐ

地点

2.ㄪᰝの᪉ἲ

㎶には貝Ẇが密集してᡴࡕ上ࡆられていました。2023年 8᭶ 1᪥、私たࡕはᙉⅯな᪥ᕪし

の下で約 1時間、バࢵトに◁ࡈと貝Ẇを採ྲྀし（図 2㺂3）、タの中に持ࡕᖐり、ࣆンセࢵトで

貝Ẇࡅࡔをᣠい集めました。(図 4)

              図 2㺂3 貝の採ྲྀ

貝Ẇは大きさ・形で大まかに分ࡅたものをチࣕࢵク付き࣏リ⿄に入れて持ࡕᖐりました

共生のひろば１９号 ，2024年

78



                        表 貝の種類と個体数（多いもの順） 

    図 4 貝を拾い出す  

                

ツアーが終わってから西宮市貝類館で

貝の名前を教えていただきました。 そ

の後、2学期はじめの探究の時間に種ご

との数を数えました。 

3.結果と考察 

 表１に得られた貝の種名と個体数を示

します。巻貝は 1つの殻で 1個体、二枚

貝は左右のからがはなれていたため殻の

個体数を 2で割って 1個体としました

（殻が奇数個の場合は小数点以下を切り

上げました）。3069個の貝殻から 1769

個体、69種が見つかりました。多いも

の上位 10種で全体の 72.4%を占めます

（図 5）。ヒメエガイやイボキサゴな

ど、環境省または兵庫県のレッドリスト

に選定されているものが 10種ありまし

た。イボキサゴ（図 6）は、兵庫県のレ

ッドデータブックでは「粒子の揃った砂

浜に多い。このような海岸の減少を考

え、C評価とした」（兵庫県）とありま

す。今回見られたものはいずれも古い殻

のため、最近の生息ではない可能性もあ

りますが、家島周辺には兵庫県内でも貴

重な自然環境が残っていることを示して

いるかもしれません。 

  

和名 個体数 割合（％）兵庫県RLでのランク 環境省RLでのランク

1 ミミエガイ 650 36.7

2 アサリ 240 13.6

3 ムギガイ 89 5.0

4 マルミミエガイ 72 4.1

5 トマヤガイ 66 3.7

6 ヒメカタベ 64 3.6

7 ヒメエガイ 36 2.0 絶滅危惧IB類（EN）

8 キクザルガイ 34 1.9

9 ネコノアシガキ 33 1.9 情報不足（DD）

10 コベルトフネガイ 32 1.8

11 カゴメガイ 32 1.8

12 オガイ 29 1.6 絶滅危惧IB類（EN）

13 ザクロガイ 28 1.6

14 ウミニナ 26 1.5 準絶滅危惧（NT）

15 イタボガキ 23 1.3 絶滅危惧I類（CR+EN）

16 マガキ 23 1.3

17 クチベニガイ 20 1.1

18 ミミズガイ 17 1.0

19 ホソウミニナ 16 0.9

20 キリオレガイ 15 0.8

21 キヌボラ 14 0.8

22 クチバガイ 12 0.7 準絶滅危惧（NT）

23 フロガイダマシ 12 0.7 絶滅危惧II類（VU）

24 ナミワガシワ 11 0.6

25 オウウヨウラク 10 0.6

26 コシダカエビス 10 0.6

27 ネズミノテガイ 9 0.5

28 カニモリガイ 9 0.5

29 ヒメナガツノガイ 9 0.5

30 イボキサゴ 8 0.5 Ｃ 準絶滅危惧（NT）

31 ゴマツボ 8 0.5 Ａ 絶滅危惧II類（VU）

32 スダレモシオガイ 7 0.4

33 シマワスレガイ 7 0.4

34 アワブネガイ 7 0.4

35 ツメタガイ 7 0.4

36 アワジチヒロ 6 0.3

37ヒメキリガイダマシ 6 0.3

38 レイシガイ 6 0.3

39 フミガイ 5 0.3

40 ケガキ 5 0.3

41 オニアサリ 5 0.3

42 シラスナガイ 5 0.3

43アオカリガネエガイ 4 0.2

44 チリボタン 3 0.2

45 スダレガイ 3 0.2

46 イシダタミ 3 0.2

47 スガイ 3 0.2

48 タマキビガイ 3 0.2

49 ムシボタル 3 0.2

50 ヒナノヒオウギ 2 0.1

51 クズヤガイ 2 0.1

52 チグサガイ 2 0.1

53 ホウシュノタマ 2 0.1

54 ヒバリガイ 1 0.1

55 マルスダレガイ 1 0.1

56 アカニシ 1 0.1

57 イソチドリ 1 0.1 絶滅危惧I類（CR+EN）

58 ウミアサガイ 1 0.1

59 コシダカガンガラ 1 0.1

60 コベルトカニモリ 1 0.1

61 シオガマガイ 1 0.1

62 コシロガイ 1 0.1

63 シボリガイ 1 0.1

64シマメノウフネガイ 1 0.1

65 ネジガイ 1 0.1

66 ハナガイ 1 0.1

67 ホクロガイ 1 0.1

68 ヤマトシジミ 1 0.1 Ｃ 準絶滅危惧（NT）

69 ワシノハガイ 1 0.1

合計 1769
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       図 5 貝の種類と合            図㸴 イ࣎キサࢦ

とめࡲ.4

この後、貝Ẇの標本をస〇し（図 7㺂8）、大阪市❧⮬↛ྐ博物館のジュࢽア⮬⏤研究・標本ࢠ

ࣕラリー出ရしました。ᅇの調査⤖ᯝは定㔞性が保㞀されていない部分もあるかもしれまࡏ

んが、私たࡕは、いࢁいࢁな種類の貝が見つかることが面白く、⯆を持ってᢅいました。᮶年

以㝆も後㍮にཷࡂ⥅ࡅ⥅⥆して調べてほしいとこࢁです。

図 7,8 సᡂした標本

ㅰ㎡

貝の名前をᩍえていたࡔきました、西ᐑ貝類館の高⏣Ⰻさん、⤯⁛༴レࢵドリスト種のᩍ

示をいたࡔきました大阪市❧⮬↛ྐ博物館の石⏣さんにឤㅰいたします。ありがとうࡊࡈいま

した。

参考文献

1）兵庫┴.ひࡻうࡈの⎔ቃ㸸兵庫┴∧レࢵドリスト 2014（貝類・その他無⬨᳝ື物）

https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/jp/environment/leg_240/leg_289/leg_711

２）⎔ቃ┬.生物報集・ᥦ౪ࢩステ࣒いきものログ・レࢵドࢹータブࢵク・レࢵドリスト

https://ikilog.biodic.go.jp/Rdb/booklist
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兵庫県西播磨地域におけるカメムシの記録とカメムシ農法の実験計画 

 

兵庫県立大学附属高等学校 自然科学部生物班 菅藤 康平 
 
はじめに 

皆さんは、カメムシと聞くと何を思い浮かべるだろうか。ほとんどの人がこげ茶色や緑色を思い浮

かべるだろう。しかし、カメムシは数万種は知られており、まだまだ、新種発見がある昆虫である。し

かし、日本においてカメムシは農林水産害虫とされていて、嫌われている。そこで、カメムシの保全か

ら農作物を無農薬で育てることができる、最善の方法を実験を通して考えたい。 

 

兵庫県西播磨地域におけるカメムシの生息状況調査途中結果 

2024/2/2時点での記録は、カスミカメ科 27種 ハナカメムシ科 5種、マダラナガカメムシ科 14種、

ヒメヘリカメムシ科 11種、ヒョウタンナガカメムシ科 13 種、コバネナガカメムシ科 2種、ヒメヒラ

タナガカメムシ科 2種、ホソメダカナガカメムシ科 1種、メダカナガカメムシ科 1 種、ツチカメムシ

科 5種、キンカメムシ科 2種、ツノカメムシ科 8種、その他陸生植食性カメムシ 39種、肉食性カメム

シ 19種、半水生カメムシ 20種、水生カメムシ４種、セミ 7種、ツノゼミ 1種、グンバイ 11種、ヨコ

バイ 6種、ウンカ 1種、ハゴロモ 3種、キジラミ 3種、アワフキ 3種、アブラムシ 8種 etc….. 計：

257種以上もの生息が確認できた。今後も調査は行っていく方針だ。 

 

調査で見つかった今後の要調査種 

１種目：ヤナギツヤマルカスミカメ 

本種は、1月 2日に赤穂ピクニック公園のユキヤナギから採集された。本種は四国で初めて発見されて

から未だ数例しか報告例がないカスミカメで、高知県のカワヤナギから数個体しか得られていないそ

うだ。もしかしたら、採集例としてはいくつか存在しそうだが、発見例が少ないようなので、報告す

る。 

【標本記録】2023/1/2 兵庫県赤穂市,赤穂ピクニック公園 

【寄主植物】ユキヤナギ（バラ科） 

【採集者】定倫太郎 

ヤナギツヤマルカスミカメは、体長 4.5㎜-5.1㎜で、体は全般に淡い

栗色で、頭部の額部より下方は暗化し、後腿節先端は赤味をおびる。

ニセフタモンアカカスミカメや、コアカソカスミカメと一見似ている

が、触角第 2節は先端部のみ狭く暗化することで区別できる。 

 

２種目 キタミズカメムシ(採集情報２例) 

 2023/9/23、兵庫県赤穂市雄鷹山ハイキングコースの池から、二匹発

見した。汽水湖やその周辺の水域に生息するミズカメムシ科 Mesoveliidae の種で，日本からは 1998 

年に発見された（MIYAMOTO & HAYASHI 1998）。国内では北海道、本州（福島県、島根県）、奄美大島か

ら記録されている。 

今回の調査では、山地の淡水の止水域で、ヨシやアシが繁茂しない湿地帯の水たまりから発見された。 
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   定倫太郎氏撮影               筆者撮影                 筆者撮影 

採集地の湿地帯 兵庫県赤穂市 

 

３種目 クロヒメナガカメムシ 

2023/12/24、兵庫県赤穂市にある中山児童遊園の枯れ草下から採集された。(定

倫太郎氏、提供) 

原色カメムシ図鑑によれば、小笠原諸島で発見されており、どうやら新称のよう

だ。普通のヒメナガカメムシより明らかに黒みを帯びており、見分けは容易であ

る。 

今回の発見に関しては記録しておき、今後詳しく調査していく。 

 

【標本記録】2023/12/24 兵庫県赤穂市中山児童遊園の枯れ草下から発見。 

クロヒメナガカメムシに関しても、今後調査していく。 

(採集情報・写真提供はいずれも、定倫太郎氏) 

 

４種目 セダカヒメマルカスミカメ(採集情報２例) 

セダカヒメマルカスミカメ(Peltidolygus scutellatus)は、体長 4.5-5.2㎜で、背面は不規則な暗色

斑をもつ。前胸背には明らかな点刻があり、小循板は強く隆起する。図鑑に示されている分布情報は、

対馬・沖縄本島・石垣島・西表島で、兵庫県は入っていない。一応、近畿地方では採集報告はされてい

るようだが、少ないようなので、分布情報の参考までに報告する。 

 

【標本記録】         【標本記録】  

2023/1/31           2024/1/6 雄鷹台山 

兵庫県赤穂市木津       ハイキングコースの 

第二児童遊園付近       湿地付近(資料 1) 

(34℉46’48”N134℉24’22”E) ツツジ。 

のマツヨイグサから一匹  定倫太郎氏、採集。 

 

菅藤康平、採集。沖縄などでは、アワブキの花から得られたという記録があるようで、今回の記録も

踏まえると、色んな植物から得られるのかも知れない。今回の調査で得られた個体もそれぞれの地点

で１匹のみなので、今後調査を進めていく方針だ。 
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５種目 エチゴヒメナガカメムシ 

 エチゴヒメナガカメムシ(Nysius expressus)は体長 4.7㎜-5.6㎜で、

日本産本属でもっとも大型。頭部が前方に強く露出し、小楯板が黒色で、

各脚が長いといった特徴的な外見で、ほかの日本産種から容易に区別で

きる。分布としては、北海道、本州(中部地方以北⁾、朝鮮半島、中国南

部、シベリア、ロシア極東部で、兵庫県の分布は示されていないようだ

ったが、兵庫県赤穂市で一匹採集できたので報告する。 

【標本記録】2023/10/09 筆者が兵庫県赤穂市雄高山ハイキングコース

のベニバナボロギクから一匹採集。たまたま咲いていたベニバナボロギ

クをスイーピングしたところ、本種を発見した。 

もしかしたら、西日本にも分布していたのかもしれないのでももっと兵

庫県でも記録が出る可能性がある。 

 

カメムシ農法の実験計画 

プランターに土と肥料を入れ、野菜を植える。防虫ネットをはり、カメムシを飼育する。野菜はブロッ

コリーを予定している。  

実験１ 野菜のみ  自然体ネット無し 

カメムシを人為的に野菜につけることはせず、自然の力だけで育てる。ただし、土作りには肥料を用

いる。農薬は使わない。 

実験２ 野菜＋植食性カメムシ ネットあり 

植食性カメムシの個体数は、植える野菜によって異なるが、大体５匹を目安とする。 

目的は、植食性カメムシのみの場合に、植物に現れる影響について調べるため。 

実験３ 野菜＋植食性カメムシ＋肉食性カメムシ ネットあり 

今回は、植食性カメムシをよく食べる傾向にあった肉食性カメムシで実験する。 

おまけ実験 野菜＋イモムシ＋肉食性カメムシ ネットあり 

イモムシが付いた野菜に肉食性カメムシを数匹つけて、観察する。これは、肉食性カメムシの食性に

ついて知るため。 

課題として、実験に用いるカメムシの脱走などを防ぐため、脱走されない防虫ネットを選ぶ。また、遺

伝子汚染を防止するために、違う地域で採集したカメムシをで使わず、西播磨地方で採取されたもの

だけで実験する。 

 

まとめ 

2023年までの調査で得られたカメムシ（2024年 2月 2日時点での記録）は、257種以上となった。今

後要調査のカメムシもいるが、来年度はこのデータをもとに、調べやすいカメムシをピックアップし

たうえで、農作物栽培を通して、本格的にカメムシ農法について調べていきたい。また、今回あげたカ

メムシ以外にも、要注目種(分布域外もしくは生息域外の採集報告となったカメムシ)が数多く採集で

きたため、その要注目種について、今後の動向に注目していきたい。 

 

引用文献 

安永智秀・高井幹夫・石川忠 2012, 日本原色カメムシ図鑑第 3巻ー陸生カメムシ類 

TERRESTRIAL HETEROPTERANSー 

安永智秀・高井幹夫・川澤哲夫・中谷至伸 2011. 日本原色カメムシ図鑑第 2巻ー陸生カメムシ類 

TERRESTRIAL HETEROPTERANSー 

白石 優生 著    タガヤセ！日本「農水省の白石さん」が農業の魅力教えます セダカヒメマルカ

スミカメ:山中比叡平の防災http://blog.livedoor.jp/shagal/archives/52020326.html 

共生のひろば１９号 ，2024年

83



ᾏỈࢆ㑊ࡅるᾏの㈅㹼࢞ࣅ࣐࢟ࢱのㅦに㏕る㹼  

ὸຬ㍤ 小⏣ᕹ⳯ 加ⲁ㡢 ሷ野裕生 ⟄㈗ሕ 西谷⨾ဏ ᯇᾆ⤖⳯ ᐑᓮ෪⧊

▮野⍅ኴ郎 山本㱟㍤ ᶓ山⏤⳯（兵庫┴❧୕⏣⚈㞼館高➼学ᰯ 科学部生物⌜）

はじめに

タマキ࢞ࣅイの仲間は、ᾏỈを㑊ࡅ、岩♋ᾏᓊの㣕ἓᖏに生ᜥし

ている。ᾏに生ᜥする貝が、なࡐᾏỈを㑊ࡅるのか、その理⏤とメ

カࢽズ࣒を᫂らかにするため、タマキ࢞ࣅイの行ືと⎔ቃ要ᅉの㛵

ಀについて調べた。研究には、タマキ࢞ࣅイ科のアラレタマキ

。イ（Echinolittorina radiata）（図２）を用いた࢞ࣅ

ㄪᰝ᪉ἲ

調査と貝の採集は、兵庫┴西ᐑ市⏥Ꮚᅬのࢥンクリートㆤ

ᓊにおいて、ࢥドラートἲ（図３）を用いて༊⏬ࡈとの密度をồ

めた。

ㄪᰝ⤖ᯝ

最もỈ῝が῝い༊⏬Ϩでಶయ群密度が高く、Ỉ῝がὸくなる

につれて、密度もపくなることがわかる。ᖸ₻時にᾏỈが無く

なる༊⏬ϫには、ほとんど生ᜥしない。このことから、アラレタ

マキ࢞ࣅイは、ᾏỈは㑊ࡅるが、生ᜥするためにはᾏỈを必要

としていることがわかった。

ᐇ㦂㸯

一般に、₻間ᖏに生ᜥする無⬨᳝ື物群⾗では、分ᕸの下㝈をᤕ㣗

や➇தといった生物的要ᅉによってỴ定されると考えられている。そ

こで、ᤕ㣗⪅と考えられるイࢩࢽ࣎（Thais clavigera）を用いて実㦂

を行った。

⤖ᯝと考ᐹ

イࢩࢽ࣎をᾐࡅたேᕤᾏỈに最もよくᛂしている（図５）ことよ

り、アラレタマキ࢞ࣅイがᾏỈを㑊ࡅる行ືは、ᤕ㣗⪅から逃れるた

めであることが示၀された。

ᐇ㦂㸰

貝が集ᅋになるとಶయ間の相స用により行ືが変化するので

はないかと考え、ಶయ群密度を変化さࡏた実㦂を行った。

⤖ᯝと考ᐹ

ಶయ群密度が大きくなるにしたがって、ᾏỈを出る合は小さく

なった（図 6）。この⤖ᯝより、アラレタマキ࢞ࣅイがᾏỈから出る

行ືには、ಶయ間の相స用が㛵ಀすることがわかった。

にࡾࢃ࠾

本研究により、タマキ࢞ࣅイがᾏỈを㑊ࡅる行ືについて、その一部をゎ᫂することができた。地

⌫ ᬮ化によるᾏỈ面の上᪼➼によって、㣕ἓᖏの生物が生ᜥ可能な㡿域が年々狭くなることが༴

されている。また、マイクロプラスチࢵク⁐出物がタマキ࢞ࣅイの行ືにᙳ㡪をえるという研究

（Laurent Seuront 2018.）がⓎ表されている。⇱や高 にᙉいとされるタマキ࢞ࣅイの生ែを᫂ら

かにすることは、 ᬮ化やᾏὒởᰁにともなって岩♋ᾏᓊの生ែ系がどのように変化していくかを理

ゎするうえで、有ព⩏なことであると考える。

ᅗ䠑 䠑ศᚋ䛻⁐ᾮ䛛䜙ฟ䛯ಶయ (ᩘ10ಶయ୰)

ᅗ䠒 䠕ศᚋ䛻ᾏỈ䛛䜙ฟ䛯ྜ䛸ಶయ⩌ᐦᗘ䛸

䛾㛵ಀ
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᳜≀⏤᮶のⰍ⣲࡛つࣥࣚࣞࢡࡓࡗࡃのⰍࡕࡶのᨵၿ

⃝⏣ᙬ・前⏣ⱆⷋ・Ṋ中ⴌኟ（兵庫┴❧୕⏣⚈㞼館高➼学ᰯ SS᥈究ϩ生物・⎔ቃㅮᗙ）

はじめに

本ᰯ᥈究άືでは年度より、本᮶ᗫᲠされてしまう野⳯くずや㝖ⲡされた植物を用いたクレࣚン

࡙くりを通して、アࢵプサイクルについてのၨⵚάືにྲྀり⤌んできた。これまでの研究から、ブタ

ナと࢜࢜キンケイࢠクを用いてクレࣚンをస〇して使用したとこࢁ、ブタナクレࣚンの方が᪩く㏥Ⰽ

し、Ⰽもࡕが▷いことが分かった。本研究では、㏥Ⰽと↷ᑕගの㛵ಀについて調査した。

ㄪᰝ᪉ἲ࣭⤖ᯝと考ᐹ

実㦂では、クレࣚンを塗った⏬用⣬をᬯᡤ、または赤Ⰽග、⣸Ⰽග、⣸እ線↷ᑕ下で、㸲᪥間ᐊ に

㟼⨨し、㏥Ⰽの度合をほᐹした。その⤖ᯝ、ブタナクレࣚンでは、⣸Ⰽのගと⣸እ線を↷ᑕしたときに

大きく㏥Ⰽした。それにᑐして、࢜࢜キンケイࢠククレࣚンでは、⣸Ⰽのගを↷ᑕしたときには㏥Ⰽ

はࡳられなかったが、⣸እ線を↷ᑕしたときには㏥Ⰽがࡳられた（表 1）。

表㸯 それࡒれの条௳で、4᪥間㟼⨨した後のⰍの変化

ᬯᡤ ㉥Ⰽග ⣸Ⰽග ⣸እ⥺

ࢡࢠࢣࣥ࢟࢜࢜
のࣥࣚࣞࢡ

のࢼࢱࣈ
ࣥࣚࣞࢡ
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植物を利用した流出油の回収方法 

 

木村凛名・白波瀬紬・高松志帆（兵庫県立三田祥雲館高等学校 SS 探究Ⅱ生物・環境講座） 

 
 
 

はじめに 

油による海洋汚染が世界的な問題となっている。現在海洋に油が流出した際には、ポリプロピレン

製オイルマットで回収されている。私たちは、植物を利用すれば、より環境負荷を軽減できると考え

た。先行研究でネギの花などが用いられていることを知り、同様の構造をもつガマを用いて油を効率

よく回収できるか調べてみた。 

 

 

調査方法・結果と考察 

実験では、乾燥させたガマの茎と穂を使用し、それぞれについて、水と油の吸収量を比較した。その

結果、茎では吸収量の違いにあまり差が見られなかったが、穂では水よりも油の吸収量が約５倍大き

かった。さらに、本実験で使用した穂の表面を観察したところ、ガマの穂の表面はあまり水を含まな

いものの、油はよく吸着した様子がみられた（図 1～3）。このことから、ガマの穂は水よりも油を吸

収しやすい構造をしていることが分かった。 

 

 

                               図 1：未処理のガマの穂 

                               図 2：食用油に浸したガマの穂 

                               図 3：水に浸したガマの穂 

  図 1        図 2        図 3 
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カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激の探索 
 

高岡璃子・村岡優里（兵庫県立宝塚北高等学校 生物部） 

 
1．動機及び目的 

 淡水魚は飼育する際，他の淡水魚と混泳させて飼育すると，攻撃行動を示すことが知られて

いる．水槽内に隠れる場所をつくると，攻撃行動の頻度は減少するが，他個体に見つかると攻

撃を受けてしまう．淡水魚の攻撃行動の鍵刺激が分かれば，飼育する際の攻撃行動を減少さ

せ，飼育する魚にストレスをかけることを防ぐことができるのではないかと考えた． 

 魚類の攻撃行動の研究では，ティンバーゲンのイトヨの研究がある．繁殖期のイトヨの雄は

腹部の赤を鍵刺激として受容し、攻撃行動を行うことが有名である．また，アユは個体群密度

が小さいとき縄張りを形成し，縄張り内に侵入した他個体を攻撃することも知られている． 

 そこで，私たちは兵庫県内で採取でき，野外で攻撃行動を示すことが知られている淡水魚のカ

ワムツ（Nipponocypris temminckii）に注目した．カワムツはコイ目コイ科カワムツ属に属し，

群れや縄張りを形成することも知られている．また，野外のカワムツは他のカワムツやオイカワ

（Zaccoplatypus）への攻撃行動を行うことや，落下昆虫や水生生物，底生動物を食べることが

知られている．我々は鍵刺激の探索を行うため，水槽内での飼育下における攻撃行動を詳細に観

察することにした． 

昨年度までの我々の研究では，飼育密度が小さい(60cm 水槽内に 5 匹以下)条件下で，餌を食

べた後に他個体へ攻撃行動を行うことを明らかにした．また，詳細に観察すると，最初はお互い

にに攻撃を行うが，ある程度時間が経過すると，一方の個体がもう一方の一方的に攻撃すること

が分かった．一方的に攻撃する個体は，体長の大小は 10±2cm の範囲では，大きさによって決ま

ることはなく，小さい個体が一方的に攻撃行うこともあった． 

今回，攻撃行動の鍵刺激が何であるかを調べるために，他種の淡水魚と混泳させ，カワムツが

何を認識して他個体を攻撃するのかを調べることにした． 

 

2．方法 

2−1 使用した個体 

本研究では武庫川上流(兵庫県三田市藍本)で 採集した成魚のカワムツ(Nipponocypris 

temminckii)，オイカワ(Zaccoplatypus)，ムギツク(Pungtungia herzi)，フナ（Carassius）,ア

ブラボテ（Tanakia limbata）,市販のウグイ（Tribolodon hakonensis）を用いた. 

 

2−2 本研究の実験条件 

60cm 規格水槽(水量 45ℓ)(幅 60cm×奥行 30cm×高さ 36cm)の水槽内実験を行った.餌として

市販の淡水魚の餌(テトラフィン)を薬さじ 1/2 杯分与え，また，空腹状態で実験を行うために，

実験に使用する個体は 1 回の実験毎に，1 日以上間隔を空けて次の実験で使用した. 

2−3 小型ガラス水槽で隔離した淡水魚への攻撃行動の観察 
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60cm 規᱁Ỉᵴ(ᖜ 60cm×ዟ行 30cm×高さ 36cm㸪 Ỉ㔞 45L)ෆにカ࣒࣡ツ一ಶయを入れ㸪そ

の後 2 ẁに㔜ࡡた小型Ỉᵴ(ᖜ 15cm×ዟ行 15cm×高さ 15cm)ෆにカ࣒࣡ツ㸪࢜イカ࣡㸪ࢠ࣒ツ

クのいずれか一ಶయを入れ㸪㟼かにỿめた.あらࡺる⤌ࡳ合わࡏで検ドしたが㸪ᅇは以下の⤌

合ࡏの⤖ᯝを示す(図 1)㸬

ᅗ 1 60cm ỈᵴෆにᑠᆺỈᵴࢆධࢀ㸪ᨷᧁᑐ㇟となるῐỈ㨶ࢆ㝸㞳ࡓࡋᶍᘧᅗ

2Ѹ4 のᨷᧁ⾜ືのほᐹῐỈ㨶ࡓࡏࡉỈᵴෆ࡛ΰὋࢫࣛ࢞

年の研究よりカ࣒࣡ツは採㣵⦖ᙇりと考えられるので㸪㣵の㑅ዲ性が同ࡌ（生ែ的地位が

同ࡌ）ときᨷᧁᑐ㇟にするのではないかと考えた㸬いくつかの魚種にᑐするᨷᧁの有無を調べ

るために㸪カ࣒࣡ツと他の一ಶయをỈᵴに入れ⤥㣵後のᨷᧁ行ືをグ㘓した㸬また㸪その魚種

の見た目の特徴をまとめた㸬

3㸬⤖ᯝ

これまでの実㦂で㸪カ࣒࣡ツはỈᵴの底の方にいるࢠ࣒ツクはᨷᧁをほとんど行わず㸪Ỉ

ᵴの上の方にいるカ࣒࣡ツや࢜イカ࣡はᨷᧁを行った. そこで㸪カ࣒࣡ツは⮬分と同ࡌ行ື

㡿域にいるಶయにᨷᧁを行うのか㸪それとも魚種によってᨷᧁを行うのかを調べるためにẁ

に㔜ࡡた小型Ỉᵴを用い㸪ᬑẁ底の方にいるࢠ࣒ツクを上層に㸪あるいはᬑẁ上の方にいるカ

ツがᨷᧁを行うのかどうかを࣒ることで小型Ỉᵴእのカ࣡ࡏイカ࣡を下層に位⨨さ࢜ツや࣒࣡

調べた.その⤖ᯝ㸪小型Ỉᵴእにいたカ࣒࣡ツは下層のカ࣒࣡ツにᨷᧁを行い上層のࢠ࣒ツクに

はᨷᧁを行わなかった㸬

また㸪ỈᵴෆでΰὋさࡏたሙ合㸪カ࣒࣡ツ㸪アブラ࣎テ㸪࢘グイにはᨷᧁ行ືを示し㸪ࢠ࣒

ツク㸪ࣇナにはᨷᧁ行ືを示さなかった㸬

4㸬考ᐹ

4Ѹ1 ࡋㄆ㆑࡛║ࢆෆにධるಶయࡾは⦖ᙇࢶ࣒࣡࢝ ᨷᧁᑐ㇟か࠺かุ᩿ࡋている

カ࣒࣡ツを㝸㞳し㸪化学物質➼を㐽᩿してもカ࣒࣡ツにᑐしてᨷᧁしようとしたことからᨷ

ᧁᑐ㇟を║で認㆑していると考えられる. 

また㸪カ࣒࣡ツはカ࣒࣡ツ㸪࢜イカ࣡にはᨷᧁを行うがࢠ࣒ツクはᨷᧁを行わないことか

らᨷᧁᑐ㇟には㑅ዲ性が見られる(一年までの⤖ᯝ).

これらのことからカ࣒࣡ツは相ᡭのእ見を見て㸪ఱらかの条௳を‶たしているಶయをᨷᧁᑐ

㇟と認㆑していると分かる. 

4Ѹ2 Ỵめているのか㸽ࢆ㇟てᨷᧁᑐࡋㄆ㆑ࢆはఱࢶ࣒࣡࢝
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ティンバーࢤンの実㦂により⦾Ṫ期のイトࣚは⭡部の赤Ⰽにᛂしてᨷᧁ行ືを行うことが

知られている.これは⦾Ṫ期のイトࣚが⦾Ṫ⦖ᙇりを形ᡂしているからである.カ࣒࣡ツは採㣵

⦖ᙇりと考えられるので㸪㣵の㑅ዲ性が同ࡌ(生ែ的地位が同ࡌ)ときᨷᧁᑐ㇟にするのではな

いかと考えた㸬

また㸪カ࣒࣡ツとカ࣒࣡ツ㸪ࢠ࣒ツク㸪アブラ࣎テ㸪࢘グイ㸪ࣇナのうࡕ一ಶయを同ࡌỈᵴ

に入れ㸪採㣵後の様Ꮚをほᐹしたとこࢁ㸪ᨷᧁ行ືを示したಶయのཱྀの形にὀ目すると㸪ᨷᧁ

行ືを行ったカ࣒࣡ツとアブラ࣎テはཱྀが上向きまたはඛ➃にỈᖹについている㸬ᨷᧁ行ືを

示さなかったࢠ࣒ツクとࣇナはどࡕらもཱྀが下を向いてる㸬࢘グイのሙ合はཱྀがやや下向き

で㸪カ࣒࣡ツなどにᑐするᨷᧁよりᅇ数が少ないようにឤࡌられた（ᅇ数は計測できていな

い）。このことから㸪カ࣒࣡ツはཱྀの形状を見てᨷᧁᑐ㇟かྰかを認㆑している可能性がある㸬

ᅗ 2 のཱྀのᙧ状ࢡࢶࢠ࣒とࢶ࣒࣡࢝

いているྥࢆのཱྀはୗࢡࢶࢠ࣒㸪ࡋいているのにᑐྥࢆୖࡀはཱྀࢶ࣒࣡࢝

5㸬⤖ㄽと今後のᒎᮃ

これまでの研究を㋃まえて㸪㣫⫱密度が小さい時㸪カ࣒࣡ツのᨷᧁ行ືが㉳こるまでの一㐃

のὶれを᫂らかにした㸬（以下に示す）

「㣵を㣗べる」Ѝ「採㣵⦖ᙇりを形ᡂ」Ѝ「⦖ᙇりに入したಶయを║でほᐹ」Ѝ「ᨷᧁ行ື

を行うಶయがᅛ定化」というὶれでᨷᧁ行ືが㉳こっていることがわかった㸬

ᅗ 3 ࣝࢹのᨷᧁ⾜ືのࣔࢶ࣒࣡࢝

㯮Ⰽの㒊ศ㸸ᡃࠎの◊✲࡛᫂らかになࡓࡗ㒊ศ ⅊Ⰽの㒊ศ㸸௬ㄝ

また㸪ᅇの研究でカ࣒࣡ツがཱྀの形状によってᨷᧁᑐ㇟を認㆑している可能性があること

が᫂らかになった㸬ࢹータが不㊊しているため㸪後㸪他のಶయやルアーを用いてᨷᧁ行ືを

行うかどうか調べていきたい㸬

カ࣒࣡ツをはࡌめとするῐỈ魚のᨷᧁ行ືと⦖ᙇり形ᡂについての研究は⮬↛⏺の生物のႠ

⫱のよりヲしい理ゎやⓎ見㸪また多様な魚種の㣫⫱において㐺切な㣫であるこれらの行ືࡳ

⎔ቃをసり出すことにᐤできると考えている㸬

6㸬参考文献
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රᗜ産ࢆ࢟ࢻࣔࢩࣄ㔝⏕⤯⁛からᏲる

ᕝᓥ➛ᐶ・ᯇᮥዉ・Ᏻ藤㑳・小ᯘభ⩚・名ඃ㍤ ᢸ当ᩍ員 ⏣ᮧ ⤫

（兵庫┴❧㱟野高➼学ᰯ ㄢ㢟研究 ヒࢩモドキϩ⌜）

◊✲の⫼ᬒと┠ⓗ

ヒࢩモドキは1年生のỈⲡである。現在確認されている

⮬生地は、ᅜෆに10⟠ᡤ前後しかなく、⎔ቃ┬∧レࢵドリ

スト⤯⁛༴I類、兵庫┴∧レࢵドリストAランクにᣦ定さ

れている。兵庫┴では3万かᡤのため池があるが、⮬生し

ているのはたつの市の1かᡤのࡳである。この⮬生地で⤯

⁛すれば兵庫┴からヒࢩモドキは野生⤯⁛することになる。

近年、たつの市のヒࢩモドキಶయ数はῶ少し、兵庫┴∧レ

⤯ク2020によれば2019年には8ಶయとなりࢵータブࢹドࢵ

⁛ᑍ前であった。そこで私たࡕは兵庫┴での野生⤯⁛を㜵

ぐための方ἲについて調査・研究をおこなうことにした。

2023年の野እ調査では、ヒࢩモドキࡅࡔでなくᾋⴥ植物群

落はወ㊧的なᅇを見ࡏた。その理⏤について考ᐹし、保

方ἲをᥦしたい。

᪉ἲ

以下の点について確認する。

ձ�ため池からブラࢵクバスは⤯⁛したのか。目ど調査と⎔ቃDNA調査を実た。

ղ�アメリカザリࢽ࢞はヒࢩモドキを㣗べるか。

ᐊෆのỈᵴෆで実㦂を実した。

ճ�㞀ቨでアメリカザリࢽ࢞の㣗ᐖを㍍ῶできるのか。

野እ実㦂で、␁板などで㞀ቨをタ⨨し、ෆእにヒࢩモドキを移植した。ᐊෆ実㦂で、植ᮌ㖊

などで㞀ቨをタ⨨し実㦂した。

մ࢞ࢩ࢘�エルはアメリカザリࢽ࢞を㣗べるの

か。⮬生地で࢞ࢩ࢘エルをᤕ⋓・ゎ๗をヨࡳた。

⤖ᯝ

ձ�目どによる、２度の調査ではブラࢵクバスの魚ᙳは確認できなかった。

ᮌ谷ுኴẶ（⚄ᡞ大学）の༠ຊにより、MiFishプライマーを使った⎔ቃDNA調査で魚

類はࣚࢩノ࣎リ類の1種のࡳであった。

2023 ᾋⴥ᳜≀⩌ⴠࡀά

ࢽ࢞ࣜࢨる㣗ࢆ࢟ࢻࣔࢩࣄ

ᅜෆึሗ࿌

2021 ᾋⴥ᳜≀はࡰቯ⁛

௬ㄝ ኳᩛブラࢵクバスが㥑㝖され、ቑṪしたアメリカ

ザリࢽ࢞の㣗ᐖにより、ࢽ࢜バスなどのỈⲡとともにヒࢩ

モドキは⤯⁛ᑍ前となった。しかし、移入してきたࢩ࢘

はᤕ㣗されてῶ少し、ᾋࢽ࢞エルのቑṪとともにザリ࢞

ⴥ性植物群落がᅇした。
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ղ�ᗂయも、ᡂయもヒࢩモドキを㣗

べた。ヒࢩモドキ3本あたりの

ヒࢩモドキ切᩿時間から、大型

ಶయほどヒࢩモドキの切᩿本

数が多いと᥎定された。

ճ ⮬生地の実㦂では㞀ቨෆ・እと

も生⫱していた。ᐊෆ実㦂では

㞀ቨのຠᯝは見られなかった。

մ� ᅇは࢞ࢩ࢘エルをᤕ⋓する

ことができなかった。⠛山ᇛの

で研究άືを行っている⠛

山ᮾ㞼高ᰯ⮬↛科学部の研究では、ᤕ
ᅗ 㸯᪥にษ᩿する᥎ᐃ本ᩘࡀࢽ࢞ࣜࢨ

⋓した࢞ࢩ࢘エルの⫶のෆᐜ物を調べたとこࢁ、アメリカザリࢽ࢞は࢞ࢩ࢘エルの主

㣗であると報告している。

考ᐹ

ᅇの研究では、ブラࢵクバスの⤯⁛後、࢞ࢩ࢘エルが移入し大㔞にቑṪしていることが

野እ調査などから分かった。アメリカザリࢽ࢞がỈⲡに大きなᙳ㡪をえていることは

これまでに多くの報告があるが、ヒࢩモドキもእではなくᐊෆ実㦂では基部が㣗ᐖさ

れ切᩿されることがほᐹされた。㞀ቨのຠᯝについては、ᮦ質や高さなどいࢁいࢁᕤኵを

して実㦂する必要がある。㞀ቨෆのアメリカザリࢽ࢞の生ᜥ密をప下さࡏることができれ

ば、ヒࢩモドキ以እのỈⲡの保にもά用できるとᛮう。

ᐊෆ実㦂では大型のアメリカザリࢽ࢞ほど、༢位時間当たりのヒࢩモドキの切᩿数は

多くなったが、⮬↛⏺では小型ಶయが大型ಶయよりもಶయ数が多いので、小型ಶయによる

㣗ᐖが少ないかどうかはᅇの実㦂からは不᫂である。しかし小型であってもヒࢩモド

キを切᩿できることはほᐹされた。

ブラࢵクバス・࢞ࢩ࢘エル・アメリカザリࢽ࢞は、いずれも特定እ᮶生物にᣦ定され

㣫⫱やᡂయの移ືがἲᚊにより⚗Ṇされている。一方で、ブラࢵクバスや࢞ࢩ࢘エルは、

ため池のキーストーン種としてアメリカザリࢽ࢞をᤕ㣗しỈ生植物群落の保に㈉⊩し

ている可能性がある。Ỉ生植物の保のためには、ブラࢵクバスや࢞ࢩ࢘エルの㥑

㝖は、かえってアメリカザリࢽ࢞の␗常ቑṪをಁ進する可能性がある。

Ỉⲡ群落を保するሙ合、「かいࡰり」などによるእ᮶種の㥑㝖とともに、その後のỈ

生植物群落も含めたモࢽタリング調査が必要である。

㸦本/㸯㸮㸮㹥࣭㸯᪥㸧

┿㸦ᕥ࣭୰㸧࢟ࢻࣔࢩࣄのⴥࢆ㣗るメࣜࢽ࢞ࣜࢨ࢝ ┿㸦ྑ㸧࢟ࢻࣔࢩࣄ(ⰼ) 

㸦ⴥ㸧ࢫࣂࢽ࣭࢚࢜ࣝ࢞ࢩ࢘
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堀の外来生物駆除による動物相の変化 

 

坂本光希・土谷柚葵・三木大志（兵庫県立篠山東雲高等学校 自然科学部） 
 
はじめに 

丹波篠山市の中心部にある篠山城には大小8つの堀があり、

その各堀には外来生物が多く生息している。特にミシシッピ

アカミミガメ(以下、アカミミガメ)による食害で南堀のハス

が消失した。そこで、丹波篠山市が事務局となっている「農都

ささやま外来生物対策協議会」が、本来の生態系を守るために

アカミミガメなどの外来生物の駆除活動を行っている。その

結果、アカミミガメの駆除が成功し、南堀のハスが復活した

(図 1)。 

令和元年 6 月に、東馬出堀の近くに住む住民から市役所に

ウシガエル(図 2)の鳴き声による騒音に対する苦情があった。

そのことを知った私たちは、地域の環境を守る活動として、東

馬出堀のウシガエルなどの外来生物の駆除活動と生物調査を

行うことにした。 

 

調査方法 

（1）調査期間 

 令和 2年～令和 5年（4月～9月） 

（2）令和 5年度の調査日 

 令和 5年 4月 22日、5月 3日、6月 17日、7月 21日、 

8月 25日、9月 30日 

（3）調査場所 

 篠山城の東馬出堀（兵庫県丹波篠山市）  

（4）調査方法 

  調査前日に定置網(図 3)1個ともんどり(図 4)10個を仕掛け、調査当日に引き上げた。外来生物に

ついては学校に持ち帰り、種類と個体数、生物量(総重量)を記録した。在来種については元の場所

に戻した。なお、令和 4年から種類と個体数を記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 南堀のハス 

図 2 ウシガエル 

図 3 定置網 図 4 もんどり 
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（5）捕獲した外来生物の処理 

捕獲した外来生物は、ウシガエル(成体)については、解剖して

胃の内容物を調べた。足の部分は食用として利用できるので唐

揚げ(図 5)等にして試食した。その他の部分や他の外来生物は、

生ごみ処理機により乾燥させ、農作物の肥料にする研究に活用

した。 

 

結果と考察 

令和 2年～5年にかけて外来生物について、ウシガエルの成体 24

個体(9,242g)、幼体・幼生 8,354個体(35,461g)、ブルーギル 2,441個体(8,427g)、アメリカザリガニ

2,055個体(19,333g)を捕獲し駆除することができた(表 1)。 

ウシガエルの成体は令和 2 年に 14 個体を

ピークに捕獲数が減っている(図 6)。幼体・

幼生を合わせたウシガエルの生物量も令和 2

年が最も多く次第に減少している。このこと

により、ウシガエルの駆除の成果が出ている

ことがわかった。 

アメリカザリガニ(図 7)においては令和 4

年まで多く捕獲している。捕獲したウシガエ

ルの成体の胃内容物の多くはアメリカザリガ

ニであることから、ウシガエルが減少した令

和 3 年以降は一時的に増加したことが考えら

れる。しかし、継続的な駆除活動により、令和

5 年からアメリカザリガニの捕獲数も減り始

めた。 

 

一方、ブルーギル(図 8)は

令和 3･4 年に一度減ってい

たものの令和 5 年になって

再び増加し始めた。また、在

来種のモツゴ(図 9)も令和 5

年に増えている。これはアメ

リカザリガニが減ったこと

により、魚類の卵や稚魚が補

食されずに生き残ったと考

えられる。また、ブルーギル

図 5 ウシガエルの唐揚げ 

0

1

2

3

4

5

6

捕
獲
個
体
数

調査年月

ウシガエルの捕獲個体数

図 6 ウシガエルの捕獲数の推移 

図 7 アメリカザリガニ 図 8 ブルーギル 

表 1 捕獲個体数と生物量 

モツゴ ギンブナ スジエビ
個体数 生物量(g) 個体数 生物量(g) 個体数 生物量(g) 個体数 個体数 個体数

R2.4 31 387 150 328 43 430
R2.5 256 4,879 202 469 293 2,938
R2.6 682 8,650 209 534 292 3,159
R2.7 257 1,920 222 822 145 1,604
R2.8 3,360 2,287 502 2,323 114 1,170
R2.9 2,304 8,560 92 262 16 164
R3.4 194 3,260 42 357 132 不明
R3.7 404 5,676 6 42 119 984
R4.4 136 1,689 34 108 101 837 306 5 74
R4.6 12 236 159 492 104 1,242 598 17 124
R4.7 12 161 8 49 126 1,168 53 2 86
R4.8 186 1,184 64 169 80 781 40 0 253
R4.9 202 1,335 32 145 103 805 88 3 175
R5.4 19 839 1 18 62 481 333 0 46
R5.5 78 1,251 10 26 48 529 222 1 102
R5.6 56 1,661 9 55 92 1,058 172 0 84
R5.7 0 0 214 1,370 87 904 441 1 80
R5.8 42 253 397 751 34 223 305 2 8
R5.9 147 475 88 107 64 856 143 2 16
合計 8,378 44,703 2,441 8,427 2,055 19,333 2,701 33 1,048

※ウシガエルは成体、幼体、幼生を合わせた数

主な在来種
調査年月 ブルーギル アメリカザリガニウシガエル

外来生物
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がቑ加したことにより、スジ

エࣅ(図 10)がᤕ㣗され、ῶ少

したとᛮわれる。後、モツ

もᤕ㣗されῶ少することࢦ

も考えられる。

ᮾ㤿出ᇼの㣗物⥙の一部

を図 11 に示した。࢞ࢩ࢘エ

ルのᡂయが㣗物⥙の最上位

になっている。私たࡕがάື

を始める前はアカミミ࢞メが㣗物⥙の最

上位にあったが、アカミミ࢞メは生ᜥしな

くなったために最上位種が࢞ࢩ࢘エルに

⨨きわったと考えられる。࢞ࢩ࢘エルの

㥑㝖がᡂຌすれば、最上位種はアメリカザ

リࢽ࢞、ブルーࢠルと⨨きわると考え

られる。

にࡾࢃ࠾

ᮾ㤿出ᇼの࢞ࢩ࢘エルやアメリカザリ

のಶయ数はῶっており、άືのᡂᯝがࢽ࢞

出ているが、ブルーࢠルについては大きな

ᡂᯝが出ていない。しかし、㥑㝖άືをや

めてしまえば、び࢞ࢩ࢘エルがቑえてし

まうことがീできる。後も、㥑㝖άືを⥆ࡅながら、生物調査を行いእ᮶生物のいない本᮶の生

ែ系をྲྀりᡠしていきたいとᛮっている。

私たࡕのάືは、多くの新⪺やテレࣅで報㐨され、多くのேに知られるようになった。このάືが

ホ౯され、௧和 3 年度には兵庫┴知から「⎔ቃ保ຌປ⪅知表ᙲ」を、௧和 4 年度に兵庫┴ᩍ⫱

ጤ員会より、「ひࡻうࡈ SDG㹱スクールア࣡ード 2022」の高➼

学ᰯ部㛛でඃ⚽㈹をいたࡔくことができた。

また、௧和 4年からはάືሙᡤをᗈࡆて、ูの南㤿出ᇼで

もእ᮶生物の㥑㝖άືと生物調査を始めた。しかし、そこは

Ỉ῝が῝く༴㝤なため、ᛮうようなάືができていない。さ

らに、このᇼは࢞ࢩ࢘エルなどのእ᮶生物以እにእ᮶植物の

キクサ(図࢘アカ࢜࢜ 12)がỈ面を覆い、新たな⎔ቃၥ㢟が㉳

こっている。後はこの南㤿出ᇼでもእ᮶生物の㥑㝖άືの

方ἲを確❧し、⥅⥆的なάືを進めていきたい。

参考文献
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生き物観察会の取組～丹波篠山市の水辺の生き物～ 

 

永井涼太・中沢啓悟・松笠心美（兵庫県立篠山東雲高等学校 自然科学部） 
 
はじめに 

篠山東雲高校のある丹波篠山市の河川は武庫川、加古川、由良川の上流に位置している。流域には

里山や田畑があり、多くの生き物がすむ環境が残っている。そこで、私たちは地域の小学生に生き物

のすばらしさを伝えるために水辺の生き物観察会を行った。 

 

活動内容 

7月から 9月にかけて観察会を 10回行い、合計 200人以上の子どもたちが参加した。 

(1)東岡屋子ども会の観察会 

  実施日：令和 5年 7月 15日(土) 

  場 所：農業用水路 

(2)西紀ふれあい館の観察会 

実施日：令和 5年 7月 27日(木) 

  場 所：宮田川  

(3)味間奥子ども会の観察会 

実施日：令和 5年 7月 28日(金) 

場 所：熊野神社の住吉川(図 1)  

(4)みたけの里づくり協議会の観察会 

実施日：令和 5年 7月 29日(土) 

  場 所：畑川(図 2)  

(5)たぶち農場の観察会 

実施日：令和 5年 7月 30日(日) 

  場 所：たぶち農場の田んぼ  

(6)たんば子ども塾の観察会 

実施日：令和 5年 8月 1日(火) 

  場 所：学校のビオトープ  

(7)篠山環境みらいの会の観察会 

実施日：令和 5年 8月 5日(土) 

  場 所：真南条川(図 3)  

(8)丹波篠山市立多紀小学校の観察会 

実施日：令和 5年 8月 29日(火) 

  場 所：篠山川(図 4)  

(9)丹波篠山市立城北畑小学校の観察会 

  実施日：令和 5年 8月 30日(水) 

  場 所：畑川  

(10)丹波篠山市立城東小学校の観察会 

  実施日：令和 5年 9月 1日(金) 

  場 所：曽地川 

 

 

 

 

 

 

 

観察会の流れ 

①自己紹介 

子どもたちに呼んでもらうニックネームも紹介する(図 5)。 

②諸注意 

 観察中にケガや事故がないように注意する。 

③生き物の採集 

 たも網を使って生き物を捕まえる(図 6)。 

④生き物の仕分け 

 水槽やバットに種類ごとに分けて入れる。 

⑤生き物の説明 

 捕まえた生き物について説明する(図 7)。 

図 1 住吉川 図 2 畑川 

  

図 3 真南条川 

図 7 生き物の説明 図 6 生き物の採集 

図 5 自己紹介 

図 4 篠山川 
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にࡾࢃ࠾

Ἑᕝでのほᐹ会で、カ࣒࣡ツ(図 ライモࣁなどの魚類と、アカࢥリ類、ドン࣎ノࢩࣚ、ツクࢠ࣒、(8

リ(図 9)、エࣅ類、ミズカマキリ(図 ナは多くのἙᕝでほᐹすることがでࢽンマ、カ࣡ࣖࢽ࢜ࢥ、(10

きた(表 1)。また、⤯⁛༴種のアブラ࣎テ、カ࣡ヒ࢞イ、アカザ、スナࣖツメが生ᜥするἙᕝもあっ

た。そのことから、Ἴ⠛山市には㈗㔜な⮬↛がṧっていることを認㆑できた。私たࡕはこの㈗㔜

な⮬↛を小学生に知ってほしいので、⯆を持ってもらえるようにᕤኵして生き物のㄝ᫂をした。

一方、ほᐹ会では࢜࢜クチバスやブルーࢠル、࢞ࢩ࢘エルのᗂ生などのእ᮶生物も確認することが

でき、እ᮶生物が生ែ系を⬣かす存在

であることも小学生に知ってもらうこ

とができた。

ほᐹ会のあと、Ꮚどもたࡕからお♩

のᡭ⣬をもらったり、άືが新⪺(図

11)に㍕ったりしたことで私たࡕのά

ືがᏊどもたࡕのయ㦂άືに㈉⊩でき

ていることに႐びをឤࡌた。これから

も、もっと多くの知㆑をつࡅてᏊども

たࡕに生き物のおもしࢁさと⮬↛⎔ቃ

の大切さをఏえていきたいとᛮってい

る。

ศ㢮

䜹䝽䝮䝒 䜸イ䜹䝽 䜰䝤䝷䝪䝔 䜹䝬䝒䜹 䝮䜼䝒䜽

䜹䝽䝠䜺イ 䝍䜹䝝䝲 䝗䝆䝵䜴 䝅䝬䝗䝆䝵䜴㢮 䝘䝬ズ

䜼䜼 䜰䜹䝄 䜸䜸䜽䝏䝞䝇 䝤䝹䞊䜼䝹 䝶䝅䝜䝪䝸㢮

䝗䞁䝁 䝇䝘䝲䝒䝯

䜰䜹䝝䝷イ䝰䝸 䝙䝩䞁䜰䝬䜺䜶䝹 䜴䝅䜺䜶䝹㻔ᗂ⏕㻕 䝒䝏䜺䜶䝹 䝖䝜サ䝬䜺䜶䝹

䝅䝳䝺䞊䝀䝹䜰䜸䜺䜶䝹

∐㢮 䝠䝞䜹䝸 䝙䝩䞁䝬䝮䝅 䝲䝬䜹䜺䝅

⏥Ẇ㢮 サ䝽䜺䝙 䜰䝯䝸䜹䝄䝸䜺䝙 䝇䝆䜶䝡 䝚䝬䜶䝡

䝀䞁䝆䝪䝍䝹㻔ᗂ㻕 䝠䝯䜺䝮䝅 䝁䝅䝬䝀䞁䝂䝻䜴 䝠䝷䝍䝗䝻䝮䝅㻔ᗂ㻕 䝍イ䝁䜴䝏

䝭ズ䜹䝬䜻䝸 䝁䜸イ䝮䝅 䜰䝯䞁䝪 䜸䜸䜰䝯䞁䝪 䝠䝅䜰䝯䞁䝪

䜼䞁䝲䞁䝬㻔䝲䝂㻕 䝁䜸䝙䝲䞁䝬㻔䝲䝂㻕 䝁䝲䝬䝖䞁䝪㻔䝲䝂㻕 䝝䜾䝻䝖䞁䝪㻔䝲䝂㻕 サ䝘䜶䝖䞁䝪㢮㻔䝲䝂㻕

䝖䝡䜿䝷㢮㻔ᗂ㻕 䜹䝀䝻䜴㢮㻔ᗂ㻕 䝦䝡䝖䞁䝪㻔ᗂ㻕

㈅㢮 䜹䝽䝙䝘 䝅䝆䝭

රᗜ┴∧䝺䝑䝗䝸䝇䝖グ㍕✀

እ᮶⏕≀

✀ྡ

㨶㢮

୧⏕㢮

᪻㢮

ᅗ 8 ࢶ࣒࣡࢝ ᅗ9 ࣜࣔࣛࣁ࢝ ᅗ 10 ࣐ࣜ࢟࢝ࢬ࣑

2023ᖺ8᭶20᪥

Ἴ᪂⪺

ᅗ 11 ᪂⪺グ

⾲ 1 Ἑᕝ࡛のほᐹ࡛ぢらࡁ⏕ࡓࢀ≀
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兵庫県に生息するツキノワグマの食べもの 

～え！？クマってドングリばかり食べるんじゃないの？～ 

 

有働真・三國和輝（兵庫県立大学藤木研究室） 
 
展示の目的 

 来訪者にツキノワグマを取り巻く諸問題や生態への理解を深めていただくことを目的とした展示を

行った。 

 

 

展示内容及び発表方法 

ツキノワグマは主に森林内部に生息する動物であるため、生態に関する理解が不足しているほか、実

際にその姿を目撃することすらも稀である。こうした現状はツキノワグマの生態に対する一般市民の

予備知識の不足を引き起こしており、発表を行う上で課題となる。本展示ブースでは食性研究の成果

をポスターで解説するだけでなく、来訪者が実物の標本を見て触れる体験的な機会を提供した。体験

を通して食性研究を解説することで、来訪者がクマの生態をイメージし易くした。 

 

①近畿北部西側地域におけるツキノワグマの食性調査の結果（有働 修士論文） 

日本におけるツキノワグマは一般にブナなどの落葉広葉樹が優占する山地帯に生息するが、近畿北部

西側個体群のツキノワグマはカシ類など常緑広葉樹が優占する低地帯を中心に生息している個体群で

ある。ツキノワグマはミズナラやブナの堅果を好むことが先行研究において示されているが、標高帯

の違いから近畿北部西側個体群の生息する地域にはこれらの樹種がほとんど分布していない。このこ

とから、近畿北部西側個体群のツキノワグマは一般市民が想像するようなドングリばかりを食べてい

るというわけではなく、むしろドングリの餌資源における割合は 5％以下と非常に少なくことが判明し

た。また、タケノコや柿の果実など人里由来の食物を多く利用していることも判明した。 

 

②ツキノワグマ・ニホンジカ・キツネの骨格標本と毛皮の展示・接触体験 

  動物の形態は生息環境に対する適応を反映しており、特に頭骨からは採食生態や生前の生息環境

が読み取れる。本展示ではツキノワグマ（雑食性動物）、ニホンジカ（植物食性有蹄類）、アカギツ

ネ（動物食性動物）の頭骨の形態を比較しながら、ツキノワグマの餌環境に対する形態的な適応を解

説した。また、毛皮や頭骨に直接見て触れてもらうことで普段目にすることのないツキノワグマの姿

をイメージしていただいた。それに加えて、セメント質年齢推定法や、体毛の安定同位体分析など近

年頻繁に用いられるようになった研究の解説も行った。 

 

③ツキノワグマの食痕サンプル・痕跡写真の展示 

  クマ類の痕跡は生息地を探索したところで簡単に発見できるものではなく、実際に目にした経験

のある人は少ない。本展示では痕跡の写真やツキノワグマが果実の採食時に折った枝や糞のプラステ

ィネーション標本を展示した。糞のプラスティネーション標本は提供者のご厚意で来訪者に直接触れ

ていただいた。 
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来訪者からの反響 

 知られざるツキノワグマの生態を知っ

た来訪者からは感嘆の声が聞かれた。意外

にも実際に頭骨に触れる方は少なく、接触

体験では毛皮の方が人気だった。ツキノワ

グマの頭骨には大型の犬歯があるため、怖

がる来訪者の声が聞かれた。今後の発表の

参考にしたい。来訪者の中には発表内容に

関心があるだけではなく、2023年における

ツキノワグマの大量出没に関して発表者

に意見を求める方が多かった。ツキノワグ

マの出没メカニズムは発表済みの知見で

は十分に説明できないため、検証されてい

ない仮説を交えて解説した。今後更なる研

究が必要だ。また、館内ツアーのガイドの

方からお声掛けくださり、ツアー内においてプラスティネーション標本に触れて頂きながらツキノワ

グマの食性について説明する機会を頂いた。その際には、多くのツアー参加者にクマの食べ物に興味

をもっていただけた。 

 

 

発表の成果 

 クマの生態は謎が多いうえに昨年の大量出没で世論の注目が高まり、マスメディアで特集が組まれ、

多くの有識者がコメントを発信した。一方で、断片的な知見や数少ない生きたクマ類の映像が無秩序

に流布され、クマ類の生態について体系的な知識のない方々は錯綜する情報に混乱したと考えられる。

本展示はこうした現状を打開するにはあまりにも小規模であるが、来訪者と直接対談することでクマ

類の有識者が発信するべき要点に気づかせてくれる。今後もクマ類の分布拡大により、ヒトとの軋轢

は高まると予想される。現代の研究者には一般向けに理解しやすい情報発信を行うスキルが必要だと

感じた。 

 

 

謝辞 

 本展示では兵庫県森林動物研究センター、人と自然の博物館の皆々様にはツキノワグマの骨格標本

及び毛皮、クマ糞のプラスティネーション標本を借用して頂きました。この場を借りて、感謝の意を

表します。 

写真 1 発表の様子（発表者：有働） 
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㠃ά㸟㹼⠛山ᇛ㊧༡ᇼのࢫࣁ㹼  

野ཱྀ⩧大・山ཱྀ㐩ᡂ

（㎰㒔ささやまእ᮶生物ᑐ⟇༠㆟会/Ἴ⠛山市⎔ቃࡳらい部㎰ᮧ⎔ቃㄢ）

はじめに

Ἴ⠛山市（以下、市）の⠛山ᇛ㊧南ᇼに生ᜥするࣁスは、「⠛

山ᇛⶈ（ささやまࡻࡌうばす）」というᅛ有ရ種で、市Ẹやほග

ᐈからኟの㢼物リとしてぶしまれていた（図㸯）。

しかし、⠛山ᇛⶈは 2006年、✺ዴとして南ᇼからᾘኻしてしまっ

た（多紀㒓会㸪2007）。

2013年に⠛山ᇛのෆᇼとእᇼの間に位⨨する⠛山小学ᰯのඣ❺か

らࣁスのάをồめるព見があり、市の⫋員によるプロジ࢙クト

άືを㛤始した。ࣁスがᾘ⁛した原ᅉを調

査し、እ᮶種のミࣆࢵࢩࢩアカミミ࢞メ（以下、

アカミミ࢞メ）による㣗ᐖがわしいことがわか

り、⩣ 2014年からは本種をはࡌめとしたእ᮶生物

の㥑㝖άືを㛤始した（図２）。

主なάື

2015年には、市Ẹ・大学・ᴗ⪅も加わった「㎰㒔ささやまእ᮶生物ᑐ⟇༠㆟会」をタ❧し、産ᐁ

学Ẹ㐃ᦠでእ᮶生物の㜵㝖やࣁスのモࢽタリング

などを実・⥅⥆している。また、同年には⠛山小学ᰯのඣ❺と種レンࢥンの植付ࡅをおこなった。し

かしỈ位や᪥ගなど様々な要ᅉから༑分に生⫱ࡏず、ここからẖ年チࣕレンジを⥆ࡅる。

アカミミ࢞メのᤕ⋓は、おもに⥙にエサをࡅたㄏᘬ⨜をタ⨨していたが、よりຠ率よくᤕ⋓す

るために、アカミミ࢞メが᪥ගᾎをする⩦性を用した⨜を常タするようにした。現在は南ᇼのほか

もేࡏて約 10かᡤにタ⨨している（図３）。

2019年㸶᭶、2015年から⥅⥆していた種レンࢥンの植付ࡅ後、はࡌめてࣁスのⰼが㛤ⰼした。⠛山

ᇛ㊧南ᇼでは実に 15年ࡪりのࣁスの㛤ⰼとなり、Ἴ⠛山のኟの㢼物リがᖐってきた。እ᮶生物㥑㝖

のᡂᯝやᑓ㛛ᐙの༠ຊ➼により、⠛山ᇛ㊧南ᇼでጼをᾘしたࣁスの群落が㡰調に生⫱しはࡌめ、2021

年には生物保の㈉⊩がたたえられ、᪥本⮬↛保ㆤ大㈹に入㑅した。年を㏣うࡈとに南ᇼを覆うࣁ

スの面積はᣑ大し、2023年にはついにᇼ一面を覆うまでにᗈがった（図㸲）。

ᅗ㸯 ⠛山ᇛⶈ㸦ࡲࡸࡉࡉじࡤ࠺ࡻす㸧

ᅗ㸰 άືᖺ⾲㸦ࢫࣁのᾘኻからᑐ⟇の㛤ጞ㸧

ᅗ㸱 άືᖺ⾲㸦༠㆟のタ❧と✀⛣᳜㸧 ᅗ㸲 άືᖺ⾲㸦ࢫࣁの㛤ⰼから⌧ᅾ㸧
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ࢢࣥࣜࢱࢽのࣔࢫࣁ

スがびࣁスの生⫱状ἣや⿕覆面積は、小型ドローンによる真ᙳで確認している。2019年にࣁ

㛤ⰼし、㡰調に生⫱面積をᗈࡆて、2023年 10᭶のほᐹ時に南ᇼの面に⿕覆面積がᣑ大したことを確

認した（図５）。

እ᮶⏕≀の㥑㝖

⠛山ᇛ㊧南ᇼのࣁスάに向ࡅ、㣗ᐖ要ᅉ

と考えられたアカミミ࢞メの㥑㝖を 2014 年

から㛤始した。これまでの 10年間の㥑㝖άື

により、アカミミ࢞メを⣼計で 1,489༉ᤕ⋓

した（図㸴）。

また、⠛山ᇛ㊧ᇼにはアカミミ࢞メࡅࡔで

なく、他のእ᮶生物も多数存在する。2022年

からアメリカザリࢽ࢞の㥑㝖のため、新たに

ザリࢽ࢞ᤕ⋓⨨をᑟ入した（図㸵）。

この⨜の⤌ࡳは、᫂ᐊにタ⨨したエサでㄏᘬし、アメリカ

ザリࢽ࢞がᬯいとこࢁをዲࡴ⩦性を用し魚㏉しのついたᬯᐊ

。移ືすることでᤕ⋓する

エサにはࢥイなどの㣫⫱で使用される EP 㣫ᩱを使用してい

る。エサを入れた複数のケースには不ᆒ一の✰を✵ࡅることで

エサの⁐ࡅ出しを㛗く持⥆さࡏて、一度のసᴗでຠ率よくᤕ⋓

ᅗ㸳 ⠛山ᇛ㊧༡ᇼのࢫࣁの⏕⫱㠃✚のᣑ状況㸦ᑠᆺ࣮ࣥࣟࢻにࡼるᙳ㸧

ᅗ㸴 ⠛山ᇛ㊧にࡅ࠾る࣑࣑࢞࢝メᤕ⋓ᩘの᥎⛣

ᅗ㸵 ⨨ᤕ⋓ࢽ࢞ࣜࢨ
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するᕤኵをしている。

課題

⠛山ᇛ㊧᥀では、2014年からアカミミ࢞メをはࡌめとしたእ᮶生物の㜵㝖、ࣁスのᑟ入やモࢽタ

リングを産ᐁ学Ẹで㐃ᦠして行ってきた。こうした地㐨なດຊがຌをዌしてか、ࣁスのῶ少要ᅉとし

て考えられたアカミミ࢞メのᤕ⋓数はῶ少し、南ᇼでは⠛山ᇛⶈが面に生するなど、かつての原

㢼ᬒをྲྀりᡠしつつある。しかし、アカミミ࢞メのᤕ⋓数はῶ少したがアメリカザリࢽ࢞、ブルーࢠ

ル、࢞ࢩ࢘エルなどのእ᮶生物はなかなかῶ少ࡏず、⎔ቃ保にᑐする⬣ጾがṧり⥆ࡅる。

また、ࣁスもቑえ⥆ࡅる一方で、他の植物のᙳ㡪やỈ質ᝏ化、ᅵተの酸Ḟによる生⫱不Ⰻなども

༴される。

この原㢼ᬒをᏲり⥔持するために、後も⎔ቃ保に

㛵する正しい理ゎと認㆑に⧅ࡆられるようなၨⓎと⥅⥆

したእ᮶生物の㥑㝖άືやࣁスのモࢽタリングを実し

ていきたい。

㝃グ࣭ㅰ㎡

このάືは、⎔ቃ┬生物多様性保᥎進ᨭᴗ（2015

年から 2017年度）、බ┈㈈ᅋἲேひࡻうࡈ⎔ቃ㐀༠会

ひࡻうࡈ⎔ቃ保㐀άືຓᡂࠝ 2019年から 2021年

度㸸⎔ቃ保㐀ᴗຓᡂ、2022年から 2024年度㸸

ひࡻうࡈの生物多様性保プロジ࢙クトຓᡂ（イ࢜ンᰴ式会♫）ࠞ のᨭにより実した。

アカミミ࢞メをはࡌめとしたእ᮶生物の㜵㝖には、ᰴ式会♫⮬↛ᅇ、兵庫┴❧⠛山ᮾ㞼高➼学ᰯ

⮬↛科学部、市Ẹの方々をはࡌめ、多くのேにࡈ༠ຊいたࡔいた。ㅖẶにこのሙをりて῝くឤㅰ⏦

し上ࡆる。

ᘬ⏝文献

多紀㒓会㸬2007㸬⠛山㢼ᬒ㸪㒓㸪42㸸pp.2㸬

ᅗ㸶 ⠛山ᑠᏛᰯのᏊࡕࡓࡶとእ᮶⏕≀ㄪᰝ
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ࡂࡋࡩసる♽ඛⓗなᕢのࡀࣛࢣࣅࢺࢿࣂ࣐ࣝ

Ώ㎶ᫀ㐀（ひとはく地域研究員）

1 2

3 4

5 6
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᥈るࢆからභ⏥山の⎔ቃࢥࣀ࢟

和⏣ᾴⰼ・ዟ下ࡕなࡳ・ᮌᮧ᮶ (兵庫┴❧ᚚᙳ高➼学ᰯ・⎔ቃ科学部) 

はじめに

ᚚᙳ高ᰯはභ⏥山の㯄に位⨨し、⚄ᡞのᾏとභ⏥山にᣳまれた

ሙᡤに位⨨している。 ⎔ቃ科学部は、ᖹᡂ 20年度から 17年間භ

⏥山度බᅬのキノࢥの調査から、山の⎔ቃを調べてきた。ᅇ、

භ⏥山をὶれるἙᕝのỈ質調査も行うことで、山の⎔ቃがᾏの⎔ቃ

にどのようにᙳ㡪があるかを調べ、山・ᾏというつの⎔ቃの保

をၨⓎしていくࠋ

᪉ἲ

・山の⎔ቃの調査

භ⏥山の度බᅬで 3᭶から 11᭶の定点ほᐹ会で採集したキノࢥについて、兵庫きのこ

研究会のࢹータをά用して、図㚷➼を用いて⭉生⳦と⳦根⳦に分類して傾向を調べる。

・ᕝのỈ質調査をࢵࣃクテストによって行った(石ᒇᕝᚚᙳබ会ᇽ付近)。

測定᪥㸸2023年 8᭶ 11᪥（ᬕኳ時）、8᭶ 16᪥（㞵ኳ後）

     2024年 1᭶ 30᪥（ᬕኳ時）、1᭶ 22᪥（㞵ኳ後）

測定㡯目㸸化学的酸⣲要ồ㔞(COD)、⁐存ែ❅⣲(NH㸲㸩㸪NO２-㸪NO３-)、⁐存ែリン(PO㸲３㸫) 

⤖ᯝと考ᐹ

20年間で⳦根⳦と落ⴥ分ゎ⳦の合がῶ少し、ᮌᮦ⭉

ᮙ⳦の◳質⳦እの合が約 9㸣ቑ加していることが分かっ

た（図 1）。また、石ᒇᕝのỈ質調査から、ኟはᬕኳ時に

比べ㞵ኳ後では、CODがቑえておりはあまり変化がない

ことが分った。また、ኟとともにᬕኳ時に比べ㞵ኳ後

に、⁐存ែ❅⣲がቑ加していることが分かった（図 2）。

この⤖ᯝからභ⏥山では◳質⳦እのᮌᮦ⭉ᮙ⳦の合が

ቑ加しており、後᳃がⲨれていく傾向にあると考えられ

る。その原ᅉとして、ᮌが大ᮌ化(⪁㱋化)していることが

考えられる。石ᒇᕝのỈ質調査から、㞵ኳ後、CODや⁐存

ែ❅⣲の್が高くなったことから、近くのභ⏥山からᰤ㣴

ሷがὶれ㎸んでいることが確認できた。それにᑐし、に

CODの変化があまりなく、NO３㸫が高くなったことからは

分ゎがάⓎではなく、ኟに分ゎされ、たまったᰤ㣴がὶれ

ていると考えられる。⁐存ែ❅⣲は NH㸲㸩Ѝ12２㸫Ѝ12３㸫と

酸化される。酸化されてᏳ定な NO３㸫が多いことから、භ⏥

山では、山でキノࢥなど分ゎ⪅により༑分に分ゎされたᰤ

㣴ሷが生ᡂされ、ᕝを通ࡌてᾏὶれてきていると考えら

れる。
ਦ2 ళ࣎とӏళ後のCƠと༻ଚ態ોྖのർֳ

ਦ1 出ݳළౕ上Ғझにおける分類のׄ合の変化
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遊んで学ぼう外来種 

 

岩井涼・永藤小珀・谷侑樹・森亮羽・森わかば 

（兵庫県立御影高等学校 総合人文コース 2年 地域探究プロジェクト 2班） 

 

１．研究の背景 

 

 近年、外来生物法の改正などにより外来種問題について耳にする機会が増えたが、班員の中で実際

に外来種による被害を受けた経験がある人はおらず、本当に外来種は人間にとって悪影響なのかを疑

問に思い、研究をはじめた。この研究における「外来種」とは人為の影響によって本来の生息地域か

ら、元々は生息していなかった地域に入り込んだ生物のことを指す。外来生物法において「外来生物」

とは国外から移動してきた生物のみを指すが、「外来種」とは国外から移動してきた生物と国内で移動

している生物の両方を指す。 

  

 

２．認知度調査の実施 

 

事前調査として神戸市環境局と外来生物展示センターへインタビューを行った。その結果、外来種

は人間よりも在来種に悪影響を与えていることがわかった。この事前調査を踏まえて、外来種の認知

度調査を御影高校生と近隣の小学生を対象に行った。アンケートをしている時、大人・高校生と小学

生の間で回答の方法の違いに気がついた。高校生や大人は「ニュースで見た」や「授業で習った」など

何らかの自信を持って回答しているのに対して、子どもたちは生物そのものを知らず、「見た目が怖い」、

「名前が外来種っぽい」などと話しながら、ほぼ勘で答えていた。以上のことをふまえて、「小学生の

子どもたちに外来種についてもっと知ってもらうために高校生にできることは何だろうか」というリ

サーチクエスチョンを立て、外来種に関するワークショップを開催することにした。 

 

 

３．ワークショップの実施 

 

小学生に、楽しく学んでもらいたかったので、絶滅危惧種を守る WWF（World Wide Fund for Nature）

という機関が出している「ピンチくん」というカルタを参考に、もっと簡単でもっと身近な神戸に生

息している外来種のカルタをオリジナルで作った。 

ワークショップの内容としては、まずクイズしたのち、外

来種に関するガイダンスをしてからカルタで遊び、最後にも

う一度クイズを回答してもらった。クイズを 2回行ったのは

カルタをする前後で子どもたちの知識量の変化を見るため

である。このようなワークショップを神戸市中央区のまちラ

イブラリーと東灘区の浜御影児童館の 2 箇所でさせていた

だいた。子どもたちの数は、まちライブラリーでは 2〜5人、

浜御影児童館では約 60人だった。所要時間は 35分間であっ

た（図 1）。 

 

 

 

図１ まちライブラリーでのワークショップの様子 
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㸲㸬࣮࣡ࣉࢵࣙࢩࢡのຠᯝに㛵する⤖ᯝと考ᐹ

࣡ークࢵࣙࢩプ前に実したクイズ正⟅率は 62.6㸣で、࣡ ークࢵࣙࢩプ後のクイズ正⟅率は 82.9㸣

であり、࣡ ークࢵࣙࢩプを実することで約 20%の正⟅率が上᪼した。また、タၥูの正⟅率もほࡰ

てで上᪼が見られた。この⤖ᯝより、カルタによる࣡ークࢵࣙࢩプは小学生のᏊどもたࡕにእ᮶種の

知㆑を向上さࡏるᡭẁとして有ຠであると考えられる。またカルタを実している時、小学生たࡕは

ᴦしそうな様Ꮚであった。このことからカルタはᴦしく学んでもらうためのᡭẁとして有ຠであると

言えると考えられる。

㸳㸬今後のᒎᮃ

ᅇの࣡ークࢵࣙࢩプに加えて、እ᮶種のእ見やⰍの特徴をఏえることができる「ࡠり⤮」と、እ

᮶種が生ᜥ地を移ືした物ㄒと図㚷の࣌ージをసり、እ᮶種になった⫼ᬒをఏえる「⤮本」をྲྀり入

れることを考えている。この新たな࣡ークࢵࣙࢩプによって、よりእ᮶種についてヲしく理ゎするこ

とができるか検ドしていきたいと考えている。

グラࣇの㟷Ⰽの部分は正⟅率を表し、࢜レンジⰍはㄗ⟅率を示す。ձは࣡ークࢵࣙࢩプ前、

ղは࣡ークࢵࣙࢩプ後のクイズ正⟅率を示す。

図 2 ࣡ークࢵࣙࢩプ前後でのクイズ正⟅率の変化

ձ ղ
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Ỉศࡶࡁ⏕ࢀのぢつࡅ㝲 る㸟ࡲࡏにࢰࢼの࢚ࣝ࢝

ᖾ㛗正ᶞ（Ἴ⠛山市❧ᒸ野小学ᰯ）㸪藤⳯々⨾（小ᯘ⪷心ዪᏊ学㝔中学ᰯ）㸪

北ᒸ ᶞ（ఀ市❧᪻㝧㔛小学ᰯ）㸪⏣中大㍤・ᾏ⪁原ⱸ㔛ዉ・ᮔ ౡ希（Ἴ市❧ị上ᅇᗯ

Ỉ分れࣇィールドミュージア࣒・兵庫┴❧大学）

はじめに

2021年 3᭶に㐟ఇ地をᨵⰋしỈ⏣ཬびỈ⏣ෆ࢜ࣅトープを出した。同年 6᭶より現在に⮳るまで

、ており、ᚎ々に生物相も᫂らかになりつつある。なかでもࡅ⥆トープに生ᜥする生物の調査を࢜ࣅ

カエル類の種数がቑ加傾向にある。㬆きኌ・༸ሢ・ᗂయ・ᡂయのほᐹ⤖ᯝから、トノサマ࢞エルやモリ

ア࢞࢜エルなど数種が生ᜥしているとணされたが、ヲ⣽は᫂らかではない。そこでᅇは、࢜ࣅト

ープに生ᜥするカエル類についてヲしく調べた。

ㄪᰝ地

兵庫┴Ἴ市ị上⏫石生に位⨨するᅡሙෆの࢜ࣅトープで調査

を行った（図 1の㯤Ⰽで囲った部分）。本ᅡሙは加古ᕝỈ系の高谷ᕝ

から分ỈしたỈ㊰からᘬỈしており、Ỉ㊰の最上ὶ部に位⨨する。

㐨㊰をᣳんで㎰ᴗ用のため池がある。ྲྀỈཱྀに近い方を࢜ࣅトープ

ձ、遠い方を࢜ࣅトープղとした。

ㄪᰝ᪉ἲ

㸯）調査期間と調査頻度

2021年 6᭶㹼2024年 1᭶ 2㐌間に 1ᅇ 計 56ᅇ

２）Ỉ῝・Ỉ ・Ẽ 

Ỉ῝は定規で計測した。Ỉ とẼ はロ࢞ー（T&D CORPORATION TR-71wb）でグ㘓した。

３）Ỉ生生物

アメン࣎とカエル類は目どで確認しグ㘓した。Ỉ生生物は⥙をỈ底から῝さ 1cm ⛬度ỿめて 4 ᅇす

くい、種ูにಶయ数をグ㘓した。

㸲）カエル類について

調査中にᗂయ（࢜タマジࣕクࢩ）をᙳした。また、2023年 5᭶ 26᪥ 17時㡭㹼2023年 5᭶ 27᪥

8時㡭にかࡅてレࢥーダー（SONY ICD-PX240）で㘓㡢した。ᚓられた⤖ᯝを基に、ᩥ⊩調査やᑓ㛛ᐙ

の質ၥを行った。

⤖ᯝと考ᐹ

2021年から 2024年 1᭶の期間にほᐹされたカエル類について、種ูに༸・ᗂయ（࢜タマジࣕクࢩ）・

ᡂయ・㬆きኌの 4㡯目におࡅるほᐹの有無をまとめた（表 1）。モリア࢞࢜エルは༸・ᗂయ・㬆きኌが

࢞ほᐹされた。トノサマࡳ前での࣒ィールドミュージアࣇトープでほᐹされたが、ᡂయはỈ分れ࢜ࣅ

エルとアマ࢞エルは、ᗂయ・ᡂయは࢜ࣅトープでほᐹされたが、༸・㬆きኌはほᐹされなかった。ࢩュ

レーࢤルア࢞࢜エルは、༸・ᗂయ・ᡂయはほᐹされなかったが、࢜ࣅトープでの調査中に㬆きኌが⪺こ

えた。࣍ࢽンアカ࢞エルは、༸・ᗂయ・ᡂయ・㬆きኌのいずれも直接ほᐹはされなかったが、兵庫┴❧

大学（兵庫┴❧ேと⮬↛の博物館）のኴ⏣ⱥඛ生によると、࢜ࣅトープでᙳしたᗂయの真から、

生ᜥの可能性が示၀された。また、2021年から 2024年 1᭶までのᗂయ（࢜タマジࣕクࢩ）の᭶ูᖹᆒ

ಶయ数をグラࣇに示した（図 2）。

表㸯より、モリア࢞࢜エル、トノサマ࢞エル、アマ࢞エルはᗂయとᡂయが目どにより確認されたこ

ᅗ 1 ㄪᰝ地のୖ✵┿
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とから、本࢜ࣅトープに生ᜥしていると言えるࢁࡔう。モリア࢞࢜エルは、本࢜ࣅトープෆではᡂయ

は確認されなかったが、Ỉ分れࣇィールドミュージア࣒前でᡂయがほᐹされたことと、༸（図 3）とᗂ

య、㬆きኌが࢜ࣅトープで確認されたことから、生ᜥしていると言えるࢁࡔう。࣍ࢽンアカ࢞エルの

生ᜥ可能性については、後、⦾Ṫ期に㬆きኌを㘓㡢し、࢜ࣅトープ࿘㎶や上ὶ部でのさらなる調査

が必要である。

図 2より、2022年と 2023年でグ㘓されたಶయ数のࣆークがずれていることから、それࡒれの年に最

も多くほᐹされたᗂయの種が␗なる可能性が考えられる。しかし、ᗂయでの種同定が難しく、本調査

ではすべてのカエルᗂయを「࢜タマジࣕクࢩ」としてグ㘓したため、実際に種が␗なるかどうかは不

᫂である。2024年のኟᏘには、種を分ࡅてಶయ数をグ㘓する必要がある。

  ⾲ 1 ↓る㡯┠ูのほᐹの᭷ࡅ࠾にࣉ࣮ࢺ࢜ࣅ㢮の࢚ࣝ࢝

*1:Ỉศ࣒ࢪ࣮࣑ࣗࢻ࣮ࣝࣇࢀ㤋๓࡛┠ど *2:ㄪᰝ୰に⪺ࡓ࠼ࡇ *3:ኴ⏣ඛ⏕にྍࡾࡼ⬟ᛶࡀ♧၀ࡓࢀࡉ

  図 2 ᗂయの᭶ูᖹᆒಶయ数

ㅰ㎡

ኴ⏣ⱥඛ生（兵庫┴❧大学 ᩍᤵ / 兵庫┴❧ேと⮬↛の博物館）にはおᛁしいなかお時間をいた

きました。また、ⴭ᭩の図㚷もᐤࡔᩍᤵいたࡈき、カエル類の種同定について、ひとつひとつᑀにࡔ

㉗いたࡔきました。㈗㔜な⤒㦂をさࡏていたࡔき、ありがとうࡊࡈいました。

ᰩ山Ṋኵඛ生（兵庫┴❧大学 ᩍᤵ / 兵庫┴᳃ᯘື物研究センター）には、࣍ࢽンアカ࢞エルの

Ἴ市ෆにおࡅる生ᜥ状ἣや産༸時期、調査方ἲなどについて、ヲしくᑀにࡈᩍᤵとࡈຓ言をいた

。いましたࡊࡈきました。ありがとうࡔ

ᅗ 3 の༸ሢ࢚ࣝ࢞࢜ࣜࣔ
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図 4 共生のひろば 発表ポスター① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 共生のひろば 発表ポスター② 
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ி㒔࣭ᙼᓊ山のࢫࣂࢻ࣮ࣂに㣕᮶ࡓࡋ㫽ࡕࡓのᅄᏘ

中ᓥ ᣅ（Honey Woods / ᰴ式会♫地域⎔ቃ計⏬）

┠ ⓗ

᳃にはேのീを㉸えるほど多くの生き物が生ᜥしている。⮬ືᙳカメラを使うと、ẖ᪥㐃⥆し

てᶵᲔ的にࢹータをྲྀᚓするため、生き物たࡕのពእなጼがグ㘓されていることも稀ではない。᳃の

バードバスを用する㫽たࡕの用実ែを知るため、⯆本位で⮬ືᙳカメラをタ⨨してࡳた。

ᅇの報告では、バードバスに㣕᮶する㫽たࡕの種類や用頻度から、᳃を用している㫽類相を

᫂らかにするとともに、㫽たࡕのᏘ⠇変化や生ά実ែの一➃に㏕ࢁうとした。

᪉ ἲ

調査地は、ி㒔府டᒸ市༓ṓ⏫のᙼᓊ山である。

2022年 1᭶ 17᪥㹼2023年 11᭶ 11᪥（664᪥間の

うࡕ、グ㘓 541᪥、Ḟ測 123᪥）、バードバスに赤እ

線センサーをᦚ㍕した⮬ືᙳカメラをタ⨨し、24時

間㐃⥆で✌ാさࡏた。

ᙳされた真をもとに、種名、ಶయ数、᪥時をグ

㘓した。時系列でಶయが変わったሙ合はて、同一ಶ

యの可能性があるሙ合、3 分以上間㝸が✵いたሙ合に

グ㘓した。

⤖ᯝと考ᐹ

㫽㢮ࡓࢀࡉㄆ☜ڦ

およそ 2年のほᐹにより確認された㫽類は、31種（のべ 4,333ಶయ）であった。Ꮨ⠇ูの確認種数

はᏘ（3᭶㹼5᭶）が 26種ともっとも多く、次いでᏘ（12᭶㹼2᭶）とኟᏘ（6᭶㹼8᭶）が同

数の 15種、⛅Ꮨ（9᭶㹼11᭶）が 14種であった。Ꮨは㫽とኟ㫽が㘒する時期でもあり、加え

て、Ώり㏵中のಶయが一時的に確認され、⤖ᯝ的に種数が多くなったと考えらえる。

最もಶయ数が多かったのはࣖマ࢞ラ（1.91ಶయ/᪥）、次いでキࣅタキ（1.31ಶయ/᪥）、ヒࣚド

リ（1.28ಶయ/᪥）の㡰であった。カル࢞モ、ア࢜バズク、キバࢩリ、ミࢯサザイ、クロツグミ、ク

ロジは 1ᅇきりしか確認されなかった（次࣌ージ表 1ཧ↷）。

┿ 1 ⨨ᙳື⮬ࡓࡋ⨨にタࢫࣂࢻ࣮ࣂ

ᅗ㸯 Ꮨ⠇ูの㣕᮶ಶయᩘ ᅗ 2 㛫ᖏูの㣕᮶ಶయᩘ
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Ꮨ⠇ูの㣕᮶ಶయᩘڦ

㣕᮶ಶయ数はኟが✺出して多かっ

た。ኟに㣕᮶ಶయ数が多い要ᅉとし

て、࿘㎶の⦾Ṫ地でᕢ❧ったᗂ㫽の

加入が大きいと考えられる。

一方、Ꮨと⛅Ꮨは␃㫽以እの㣕

᮶ಶయ数が少なく、ሙᡤが定まって

いるバードバスをぬえた定╔ಶయの

用する頻度が相ᑐ的に高いのかも

しれない（前࣌ージ図 1ཧ↷）。

㛫ᖏูの㣕᮶ಶయᩘڦ

㣕᮶時間ᖏは、ኪ᫂ࡅ㡭から᪥ἐ

㡭までで、ኪ᫂ࡅ後からᛴ⃭に㣕᮶

ಶయ数が多くなり、᪥ἐ前にࣆーク

となった。Ꮨ⠇によってኪ᫂ࡅと᪥

ἐの時้が␗なるが、Ꮨ⠇ูにࡳて

もᴫࡡこの傾向は類ఝしていた（前

ージ図࣌ 2ཧ↷）。

特にኟᏘの 17時ྎは多くのಶయ

が㣕᮶した。このうࡕの約 6はࣖ

マ࢞ラとキࣅタキに༨められてお

り、両種が入れ᭰わり❧᭰ࡕわりや

ってきた。

種が特定できたಶయでもっとも᪩

い㣕᮶は、ア࢜バズク（6᭶ 28᪥

4:37）で、最も㐜い㣕᮶はキࣅタキ

（6᭶ 29᪥ 19:26）であった。

⾲ 1 ☜ㄆ✀と୍᪥ࡾࡓ࠶の㣕᮶ಶయᩘ

┿ 2 ࢡࢬࣂ࢜ ┿ 3 ࣜࢩࣂ࢟ ┿ 4 ࣑ࢢࢶࣟࢡ

冬 春 夏 秋
1 カルガモ 留鳥 <0.01 <0.01
2 キジバト 留鳥 <0.01 <0.01
3 アオバト 留鳥 0.02 0.01
4 アオバズク 夏鳥 <0.01 <0.01
5 モズ 留鳥 0.02 <0.01
6 カケス 留鳥 0.23 0.16 0.44 0.19
7 ハシブトガラス 留鳥 0.01 <0.01
8 ヤマガラ 留鳥 0.55 1.66 3.27 2.31 1.91
9 ヒガラ 留鳥 0.09 0.01 0.03
10 シジュウカラ 留鳥 0.77 0.46 1.66 0.87 0.91
11 ヒヨドリ 留鳥 1.49 1.26 1.90 0.20 1.28
12 ウグイス 留鳥 0.08 0.04 0.10 0.04 0.06
13 ヤブサメ 夏鳥 <0.01 <0.01 <0.01
14 エナガ 留鳥 0.13 <0.01 0.04
15 エゾムシクイ 旅鳥 <0.01 0.05 0.02 0.02
16 センダイムシクイ 夏鳥 0.11 0.04 0.04
17 メジロ 留鳥 0.77 0.59 1.96 0.14 0.90
18 キバシリ 留鳥 <0.01 <0.01
19 ミソサザイ 留鳥 <0.01 <0.01
20 トラツグミ 留鳥 0.08 0.01 0.02
21 クロツグミ 夏鳥 <0.01 <0.01
22 シロハラ 冬鳥 1.25 0.49 0.08 0.48
23 ルリビタキ 冬鳥 1.27 0.17 0.07 0.38
24 ジョウビタキ 冬鳥 0.23 0.09 0.05 0.10
25 コサメビタキ 夏鳥 0.04 <0.01
26 キビタキ 夏鳥 1.19 3.47 0.33 1.31
27 オオルリ 夏鳥 0.23 0.11 <0.01 0.10
28 ミヤマホオジロ 冬鳥 0.26 0.02 <0.01 0.07
29 アオジ 冬鳥 0.01 <0.01
30 クロジ 冬鳥 <0.01 <0.01
31 ソウシチョウ 留鳥 0.04 <0.01 0.23 0.02 0.07
ｰ 同定できず － 0.02 0.11 0.04 0.02 0.05

15種 26種 15種 14種 31種
7.17 6.80 12.90 4.59 8.01飛来個体数

季節渡り
区分

種名No. 全期

種数
ὀ㸸表中では、一᪥あたり 1ಶయ以上

確認された⟠ᡤを赤で、0.01ಶయ未

‶を㟷で╔Ⰽした。
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兵庫県南部の鉱物たち 

 
舟木冴子（地域研究員） 

１．はじめに 
兵庫県の北部には 807 年に発見されたと伝えられる生野・明延をはじめ多くの金属鉱床や非金

属鉱床が分布し,南部には有馬層群を代表する鉱山として多田鉱山がある.これらの多くは白亜紀

から古第三紀の火成活動に付随して形成されたものであり,中部には,秩父古生層の古期岩類から

構成される炉材珪石鉱床が分布する. 

今回,対象とした多田鉱山について,更に述べれば,有馬層群の凝灰角礫岩及び同層群を貫く石英

斑岩岩脈中の多金属鉱脈に属する.生成年代は生野鉱山の鉱脈鉱床と同時期（白亜紀から古第三

紀）の可能性がある（「兵庫県下の鉱物資源」中村 威・先山 徹 1995）.開発の歴史としては,

奈良の大仏の鋳造に銅を献上したのが起源とされるが 1973 年 5 月休山.2017 年に筆者が訪れ

た時は,烏帽子間歩の周辺で数個の孔雀石を見つけたのみ. 

さて,「大阪シニア自然大学ＯＢ会 鉱物クラブ」の元会員である筆者は,2006 年に広島県三原鉱

山で「三原鉱」を見つけて以来,現在に至るまで日本列島の鉱山跡巡りや,海外では,世界最高所

（4100ｍ）の鉱山都市ボリビアのポトシを訪問するなど,「石の旅」を趣味にしている.海外は別

として,集めた試料の故郷を極めたく,「兵庫の地質 兵庫県地質図解説書 地質編・土木地質図」

（兵庫県土木地質図編纂委員会編 兵庫県土木部 1996 年）を紐解いた. 

そして,今回の発表では試料を展示すると共に, 試料に見られる主な鉱物についての解説をした

が,全て実体顕微鏡観察による肉眼鑑定であり,松原 聡先生を初め諸先生方の図鑑に埋められた

知見であり,愛好家の域を出ないことをお断りしておきたい. 

また,ここでいう「兵庫県南部」とは,概ね北緯 35°10'を北限に,南は淡路島を除いた瀬戸内海

沿岸を範疇とし,訪れた鉱山跡は,東から轟・赤松・勝星・糀屋・真・荒尾・有賀・樺坂・入角・

平福・旭日・帝釈・柿ノ木・船坂鉱山など,小さな間歩を入れて 45 カ所（参照 別表１「兵庫県

南部の鉱物たち」）である. 

２．鉱床について 

地球科学では,熱水（200～400℃）とは「マグマ活動で生じた高温の水を主体にした流体」を指

し,最近での大西洋中央海嶺の南緯 5 度地点（水深 3,000m）の噴出孔で,464℃という超臨界温

度を示す気相に富む熱流体の観測を報告する.熱水の有用元素が濃集する溶液を「鉱化流体」と

いい,この溶液が温度や圧力,pH,化学組成などの物理的・化学的変化で各種の鉱脈鉱床を形成す

る.鉱化流体が蒸気圧で断層や裂罅などを通り上昇する過程で岩石と反応し,温度・圧力・酸素・

硫黄・炭酸ガス等の分圧や水素イオン活動度などが変化する.この混成作用中,鉱物の溶解度が小

さくなれば,その条件に合った鉱物（金・銀・銅・鉛・亜鉛・錫・タングステン・モリブデン・

鉄・ニッケル・コバルト・ビスマス・アンチモン・水銀など）が晶出する.このタイプの鉱床を

裂罅充填鉱床または鉱脈鉱床といい,裂罅が地表に達していた場合は温泉となる. 

訪れた多田鉱山や宍粟水鉛鉱山は石英斑岩や花崗閃緑岩に係る鉱脈なので,大まかにではあるが

花崗岩類のマグマの結晶分化作用を述べたい.先ず,マントル上部の橄欖石が部分溶融すると玄武

岩質マグマができるが,この噴出岩が玄武岩であり,深成岩が斑糲岩.更にマグマが冷えていくと

融点の高い鉱物から晶出が起こり,残ったマグマの成分が変化し安山岩質マグマへ.この噴出岩が

安山岩であり深成岩が閃緑岩.そして作用の終焉で,黒雲母やカリ長石,石英の成分を多く含む流
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紋岩質マグマに進化する.この噴出岩が流紋岩であり,深成岩が花崗岩類である. 

鉱物はマグマの活動に関連した火成作用や熱水作用によって誕生し,風化作用や変成作用などで

他の鉱物へと姿を変える.その鉱物の集まりが人間にとって有用な場合を「鉱床」と呼び,地球科

学の分野では鉱床のでき方で区分する. 

火成活動に関連してできる鉱床には,正マグマ鉱床・ペグマタイト鉱床・熱水鉱床などがあ る.

正マグマ鉱床は,地下のマグマがマグネシウムや鉄に富んでいる時期に,クロム・ニッケル・鉄・

コバルトの鉱物などが晶出して,マグマだまりの底に沈殿して形成されたもの.ペグマタイト鉱床

とは,残ったマグマから橄欖石や斜長石が造られ,珪酸やアルミニウムに富むものとなり,花崗岩

類ができる.その際,結晶構造に入れなかった成分が,岩体の一部に濃集した鉱床で,水晶やトパー

ズなどの結晶鉱物を産する.熱水鉱床とは,マグマの結晶分化が進むにつれ,残液の中に金属元素

などが濃集し,熱水として深成岩体周囲の裂罅などに移動し,金属鉱物が沈殿して形成された鉱

床.銅・亜鉛・鉛・金・銀などを産する.また気成鉱床とは,造岩鉱物が結晶として出て,残ったマ

グマの中のガス圧が高くなると,岩石中や裂罅などにマグマが入り込み,錫・モリブデン・タング

ステン・ビスマスなどを含む鉱脈を作る.この鉱床をいう.風化・堆積による鉱床としては,砂

鉄・錫・砂金などを産する漂砂鉱床.ボーキサイト・陶土を産する残留鉱床,岩塩・石膏・鉄・マ

ンガン・ウランなどを産する沈殿鉱床がある. 

３．鉱山跡 

「兵庫県地質鉱産図説明書」（1995 年）で,稼行中および休山中の約 170 鉱山の概要を知った

が,2023 年現在,これら鉱山の殆どは廃鉱になり,草叢に口を開ける間歩に至っては獣道さえない.
別表１「兵庫県南部の鉱物たち」に,訪れた鉱山跡の概要を纏めた.なお,記載内容は,産総研の「地

質図ナビ」を採択し,番号は,後述の地質図に貼り付けた○の位置を表す. 
 

別表１ 「兵庫県南部の鉱物たち」 

＊参考資料 「地質図ナビ」・「兵庫県下の鉱物資源」・川西市史ほか 黄色は展示の鉱物 

 

 

鉱山名 

 

所在地 

 

主な採集鉱物 

 

№ 

イズミヤシキ 川西市 黄銅鉱・赤銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱 14 

金増 川西市 黄鉄鉱・黄銅鉱・灰鉄輝石・磁硫鉄鉱 15 

金原 川西市 閃亜鉛鉱 19 

卯ノ戸 川西市 黄銅鉱・孔雀石 18 

雨森山東谷 猪名川町 方鉛鉱・磁硫鉄鉱・蛍石 ⒑ 

国崎 川西市 孔雀石 22 

勝星 川西市 孔雀石・珪孔雀石・黄銅鉱・赤銅鉱 20 

緑青 川西市 黄銅鉱・閃亜鉛鉱 3 

大谷 川西市 オリーブ銅鉱・斜開銅鉱・黄銅鉱 2 

千軒 猪名川町 磁硫鉄鉱・珪孔雀石・孔雀石 4 

内馬場 猪名川町 黄銅鉱・閃亜鉛鉱 7 

岩ケ谷山 猪名川町 黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱 16 
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地獄谷 上郡町 輝コバルト鉱 43 

肝川 猪名川町 黄銅鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱 23 

桐山 川西市 孔雀石 13 

赤松 川西市 黄銅鉱・閃亜鉛鉱 12 

アクショウ 川西市 黄銅鉱・孔雀石・珪孔雀石・赤銅鉱 11 

見棚 川西市 赤銅鉱・孔雀石・珪孔雀石 6 

轟 上郡町 磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・ブロシャン銅鉱・黄銅鉱 42 

真 佐用町 方鉛鉱・閃亜鉛・黄銅鉱 39 

福住 丹波篠山市 ハウスマン鉱 27 

八重畑 姫路市 硫砒鉄鉱 45 

旭日 上郡町 黄銅鉱 41 

玄能 猪名川町 青鉛鉱・班銅鉱・珪孔雀石・方鉛鉱 5 

木幡 宝塚市 珪孔雀石・青鉛鉱・異極鉱 24 

八畳幕 猪名川町 黄銅鉱・青鉛鉱・孔雀石・珪孔雀石 26 

辻が瀬 猪名川町 青鉛鉱・赤銅鉱・孔雀石 21 

宍粟水鉛 宍粟市 輝水鉛鉱 36 

平福 佐用町 閃亜鉛鉱 40 

有賀 宍粟市 黄鉄鉱 37 

多田 猪名川町 孔雀石・珪孔雀石・藍銅鉱・黄銅鉱 1 

琢美 神河町 硫砒鉄鉱・デュモルチ石・黄銅鉱 35 

馬立 たつの市 蛍石 34 

荒尾 宍粟市 黄銅鉱 38 

味間奥 丹波篠山市 磁硫鉄鉱・白鉛鉱・黄鉄鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱 28 

山中 丹波市 黄銅鉱 29 

坂越大泊 赤穂市 金 44 

樺坂 多可町 黄銅鉱・孔雀石 32 

入角 多可町 黄銅鉱・孔雀石・牡蠣殻状方解石 31 

船坂 西宮市 鉄重石 46 

帝釈 神戸市 黄銅鉱・孔雀石 47 

柿ノ木 猪名川町 黄銅鉱・孔雀石 17 

槻並 猪名川町 赤銅鉱・閃亜鉛鉱 25 

糀屋 多可町 赤銅鉱・黄銅鉱・孔雀石・珪孔雀石 33 

黒見 丹波市 赤銅鉱 30 

 

 

 

共生のひろば１９号 ，2024年

115



４ 火成活動に伴う地下資源の形成について 

下図は,大阪府との県境周辺の地質図で,兵庫県南部で最も鉱山が集中する地域を画像にした

もの.因みに番号で述べれば,⑧⑨を除く①～㉖までの鉱山跡が存在する.いずれも後期白亜紀の

有馬層群や丹波層群に産する. 

兵庫県東南部地質図 

 

５ 展示について 

下図の様な透明プラスチック箱（８×９×9 ㎝）10 個と紙箱（14×9 ㎝）2 個を用い展示.鉱

物名は,標本の主な鉱物を表示した.なお,同定は双眼実体顕微鏡による肉眼鑑定によるもので,電

子顕微鏡や薄片での鑑定ではないことを申し添えたい. 

 

閃亜鉛鉱（赤松産） 珪孔雀石（千軒産） 方鉛鉱（真産） 

 

 

６．おわりに 

鉱物は,産出状態や集合状態により,同じ種類であっても見かけが大きく変わる.そのため,鉱物

の肉眼鑑定は困難だが,至難であるだけに同定できた時の喜びは一入倍加‼ これを機に,皆さまも

「鉱物」の世界に挑戦されては如何でしょう. 
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රᗜ┴Ἴᕷにࡅ࠾るỈ⏣ᛶ࢚ࣝ࢝㢮ಶయᩘのᏘ⠇ኚື  

ὸጔ ♸一郎

はじめに

㔛山生ែ系において両生類、特にカエル類は㔜要な存在である。カエル類は㝣上無⬨᳝ື物のᤕ㣗

⪅でありながら、大型Ỉ生᪻類、⫗㣗性魚類、ヘࣅ類、中型့ங類の⿕㣗⪅でもあるため、生ែ系に

おいて㣗物㐃㙐の中間に位⨨し、キーストーン種であるといえる（㛗谷ᕝ 2003）。またカエル類は生

ά⎔の中でỈ㝣⎔ቃを用し、ほᐹも比較的ᐜ᫆であるため、㔛山の生物多様性を示すᣦ標として用

いられる。

カエル類は࿘囲の⎔ቃによってಶయ数が変ືすることが報告されている。として、Ỉ⏣のᅡሙ整

ഛによるಶయ数のῶ少やỈ㊰のࢥンクリート化による移ື㞀ᐖ、⦾Ṫሙᡤのῶ少といった㈇のᙳ㡪や

Ỉ⏣面積の大小がト࢘キࣙ࢘ダルマ࢞エルの出現率に正のᙳ㡪をえることが報告されている（ኳ白・

大⃝ 2012, Ώ部 2014, 山本・༓㈡ 2012）。しかし、カエル類のಶయ数変ືに㛵する報告の多くは、

ᒁᡤ・ᗈ域スケールかつ㝈られたᏘ⠇で行われたが多く、Ꮨ⠇によるಶయ数変ືを報告した研究

は少ない。

本研究は、兵庫┴Ἴ市のỈ⏣に生ᜥするカエル類をᑐ㇟に、ᗈ域かつ各Ꮨ⠇のಶయ数や㬆きኌを

グ㘓し、Ꮨ⠇によるಶయ数変化を調査した。

ᮦᩱ࣭᪉ἲ

ᑐ㇟種はỈ⏣で生ᜥする࣍ࢽンアマ࢞エル

（Dryophytes japonicus、図㸯ᕥ上）、トノサマ࢞エ

ル（Pelophylax nigromaculatus、図㸯ᕥ下）、ࢩュレ

ーࢤルア࢞࢜エル（Zhangixalus schlegelii、図㸯ྑ

上）、ࢾマ࢞エル（Fejervarya kawamurai、図㸯ྑ下）

の㸲種をᑐ㇟とした。

調査地は兵庫┴Ἴ市ෆの㸲ࣨᡤのỈ⏣とした（市

ᓥ⏫、᪥⏫、᯽原⏫、㟷ᇉ⏫）。調査地の㑅定の際

は、山際や市⾤地に近接しすࡂておらず、複数のỈ⏣

が集約されているሙᡤを㑅定した（図２）。

調査期間は、2022 年㸲᭶㹼2024 年㸯᭶の２㐌間に一度の頻

度で、計 48ᅇ実した。調査は、各調査地のỈ⏣畦␁を 10分

間㋃査しながら各種のಶయ数、㬆きኌをカ࢘ントし、同調査地

ෆで３ᅇ⧞り㏉した。各種の調査ෆᐜは表㸯の通りである。

表㸯 各種におࡅる調査㡯目

  ͤᗂయは࢜タマジࣕクࢩではなく、上㝣ಶయをᣦす

  ͤ㬆きኌは㸮㸸㸮༉、㸯㸸㸯༉、２㸸２༉、３㸸３༉以上とした

種 調査㡯目

エル࢞ンアマ࣍ࢽ ᗂయ ᡂయ 㬆きኌ

トノサマ࢞エル ᗂయ ᡂయ 㬆きኌ

エル࢞࢜ルアࢤュレーࢩ 㬆きኌ

エル࢞マࢾ ᡂయ 㬆きኌ

図㸯 ᑐ㇟種

図２ 調査地
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結果・考察 

 ニホンアマガエルの幼体は６月に最も多く確認された。成体は春から夏にかけて多く確認され、そ

の後減少傾向となった。鳴き声は４月下旬～５月下旬に最も多くなり、この時期が繁殖期のピークだ

と考えられる。青垣町では、他地域と比較し、多くの幼体が確認されたが、成体は他地域と同様の傾向

を示した。このことから、青垣町の調査地はアマガエルの繁殖に適しており、多くの個体が上陸する

が、上陸後は水田に留まらず、周辺に拡散する可能性が考えられる。 

 トノサマガエルの幼体は６月下旬に最も多く確認されたが、2023年は前年に比べて大きく減少した。

成体は、７月に多く確認され、その後減少傾向となった。鳴き声は４月下旬～５月中旬に最も多くな

り、この時期が繁殖期のピークだと考えられる。 

 シュレーゲルアオガエルの鳴き声は３月下旬～５月中旬まで確認され、この時期が繁殖期だと考え

られる。また、水稲栽培における代かき作業より前に鳴いており、ニホンアマガエルやトノサマガエ

ルより早期に繁殖を開始していることが考えられる。 

 ヌマガエルの成体は４月から徐々に増加し、７～10月まで多くみられた。鳴き声は５月上旬～７月

中旬まで確認された。春日町では、他地域と比較し、多くの個体が確認できた。このことから、ヌマガ

エルの生態に適した生息地の可能性が考えられる。 

 

今後の展開 

 今後も調査を継続し、データの蓄積に努める。また、複数年のデータを用いて、調査地の周辺環境や

気象データを考慮した解析を行い、その結果を考察する。 

 

引用文献 

長谷川(2003) 農業土木技術者のための生き物調査 (その 8) 両生類調査法 - 

天白 大澤他(2012) 「濃尾平野における水田タイプ別のカエル類の種組成」 

渡部（2014） 「コンクリート水路によるカエル類の移動障害と個体群保全に関する研究」 

山本 千賀（2012） 「都市化により分断化された水田におけるトウキョウダルマガエル 

Rana porosa porosa の分布と環境要因の関係」 
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勉強の前の勉強を始めよう～もう一つの学習サポート～ 

 

奥山もにか（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

Q.皆さん、こんなことありませんか 

 ①勉強が分からない 

 ②そもそも勉強の仕方が分からない 

 ③勉強するも何も、生活するのに精いっぱい 

 ④大人として扱われるけど、大人としての礼儀とは何なのかわからない 

②、③、④って、学校や塾では重点的に教えてくれない でもこれからの人生にとても重要 

 

Q.この問題、どうやって解決しますか 

 ・たくさん調べて、時間をかけて解決法を探す 

 ・機会をつくり、先生などに教えてもらう 

 ・なあなあにして結局解決していない 

 

重要なことなのに、手軽に情報を得られるわけではない →良くないのではないか 

<2023年実施アンケート（北三 2年生）有効回答数 187.> 

Q.自分に合った勉強法をみつけられていますか。 

 →40.1％の人が”いいえ”と答えた 

 

誰が教えてくれるのか 

→講師を招くにはお金がかかる 

→情報を持つ地域の方々に教えていただく 

 

課題の考察 

全日制高校生の中には勉強以前の上手に生き抜いていく ho方法を学ぶことに悩んでいる人もいる 

→勉強の前の勉強 勉強を教えるだけではなく、 

もう一つの側面（スケジュール管理や整理整頓）で地域が勉強をサポートする 

＜活動概要＞ 

・公共施設、空き家などで実施 

・NPO法人やボランティア団体が開講する講座 

・講師として、教職に就きたい大学生や地域の方々を招く 

・講座内容の例 

 →スケジュールの立て方、整理整頓、など  

   （勉強の前の勉強） 

＜活動のメリット＞ 

・高校生同士が触れ合う場になる 

 →気を許せる人を見つけられる 

 →高校生の居場所になる 

 →少しでも高校生活が楽しくなる 

・世代の違う地域住民同士が触れ合う場になる 

 →新たな価値観に出会える 
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 →生徒の進路実現のサポートになる 

・何かに没頭する機会になる 

 →その経験を高校生活（部活、勉強、進路）に生かせる 

 

活動形態案 

ここでは 

・ボランティアの任意団体が活動を行う場合 ・NPO 法人が活動を行う場合 

の二つの想定をする（但し、この二つに明確な基準があるわけではない） 

 

≪ボランティアの任意団体で活動する場合≫ 

＜メリット＞ 

法的な手続きは不要 比較的自由に活動できる 報告書なども提出する必要はない 

＜デメリット＞ 

資金調達が困難 資産が個人所有になる など 

 

≪NPO 法人で活動する場合≫ 

＜メリット＞ 

信用力が高い 法人として銀行口座などを開設できる 補助金が受けやすい 節税できる など 

＜デメリット＞ 

法的な手続きが必要 法律に従って運営する必要がある 毎年の活動報告が必要 など 

 

デメリットを解消するためには 

・設立に時間がかかる 

・毎年の活動報告が必要 

これからわかるように、NPO 法人は活動を始めること、運営を維持することが難しい 

しかし、法的に明確な基準がないボランティア団体ならば設立できるかもしれない 

今後協力を募ってボランティアで活動していき、需要があれば法人にできるよう、活動の準備を進

めたい 

協力を依頼できる人 

・地域の方々 

→賛同を呼びかけるポスターなどを公共施設などに貼らせていただく 

・他の NPO 法人の方々 

→三田市内であれば場とつながりの研究センター立ち上げ相談や、設立してから様々な支援を受け

ることができる 

 

参考文献 

・https://www.doorkeeper.jp/blog/how-to-start-a-volunteer-organisation - Doorkeeper 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2018/03/0

8/1360938_02.pdf - 厚生労働省 

・https://kotobank.jp/word/%E6%B7%BB%E6%9C%A8-553477 -  コトバンク 

・https://batotsunagari.net - NPO 法人場とつながりの研究センター 

この研究に携わっていただいた先生方、両親にこの場を借りて感謝申し上げます。 
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雨ニモマケズ  ～Let’s 精神一到～ 

 

久寳湊士（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

私は、学校で授業を受けている時や、自室等で勉強してるときに、集中力やパフォーマンスにム

ラがあるように感じていました。そこで私は、様々な要因から気温や天気などの自然環境につい

て研究を進めました。 

②リサーチクエスチョンの内容 

日によって集中力等にムラがある 

      ↓ 

天気が悪い日は集中力が低い傾向がある 

      ↓ 

では、天気のどの要因が集中力を下げているのだろうか 

      ↓ 

気温や湿度に絞って実験をする 

      ↓ 

その他環境要因にも視野を広げる 

 

先行研究と仮説 

①先行研究と過去の取り組みから、解明解決の内容と、未解明・未解決の内容を明らかにする 

先行研究より、集中力は記憶力と深い関係があるとされており、集中力を客観的な数値として測定

することが困難なため、記憶力を代わりに測定していきたいと思います。 

②研究に取り組む意義 

この研究を行うことにより、集中力、ひいては学習効率の向上のため、それを妨げる要因の解明と

その改善策を解明することで、よりより学習環境作りこそがこの研究の意義であると思っています。 

③仮説 

晴れの日より雨の日のほうが集中力が落ちる。また、気温と湿度が高くなることで、集中力は低下

すると考えます。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

研究手法 

記憶力テストとして、５×５のマスに動物の画像を二十秒間映し、その後マスにＡ～Ｅのアルフ

ァベットが入った表を見せ、それぞれのアルファベットに対応する動物名を記述してもらうとい

うものです。 

前回の実験では晴天より雨天のほうが点数が低く、集中力の低下があったといえます。そして、

晴天でも気温が低く、 湿度が高い日のほうが、点数が低くなっています。ただ、今回の研究で

は、同じ天候下である時のデータが少なく、気温と湿度における集中力への影響が測りにくくな

ってしまっています。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 

①自分の立てた仮説とその根拠 

仮説は、休憩はあるほうが、ない時よりもどの値においてもパフォーマンスが高く、有酸素か無
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酸素の違いはなく、準備演算を行った時が、もっとも値が高くなると考えました 

②研究手法 

前回の研究から手法を大きく変更し、新たな集中力の指標として、クレペリンテストを利用する

ことにしました。通常のクレペリンテストの仕様とは異なり、二十分間で二十行に、休憩は五分

とり、前半十分の後にとる。準備演算は三分間子息の計算を行ってもらい、有酸素運動はラジオ

体操、無酸素運動はスクワットなどを各三分ずつ行ってもらいました。 

③結果・考察 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

この結果より、休憩の有無にかかわらず、無酸素運動を行った場合は有酸素運動や準備演算寄り

も低い結果となりました。有酸素運動は他の場合よりも下がり幅が低くなっているため、集中力

を持続させていると言ってよいと思います。準備演算は、クレペリンテストの内容とあまり差異

がなかったためか、効果が見られなかった。 

 

結論・展望 

①結論 

今回用いたクレペリンテストは単純作業によって、集中力を測るものであったので、準備演算の

効果が十分に発揮されなかったように思えます。 

②展望 

結論より、短時間の単純作業における集中力としては、有酸素運動が最も効果を示しました。こ

れからは、有酸素運動と無酸素運動でなぜこれほどの差が生まれたのか、これが単純作業ではな

く、文章問題などの出会った場合どう変化するのか、その際に準備演算は意味を成すのかなど、

また集中力を場合分けして、考えていきたいです。 

 

参考文献 

記憶力はほぼ集中力。記憶力日本一が提唱「集中と理解を最大化」できる勉強ノート術 

休憩時の運動が生体情報と集中力に及ぼす影響 

天気は我々の気分に影響を与えるのか？天候の心理学・精神医学 
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色でパフォーマンスを高めよう 

 

齋藤朱里（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

授業が長く感じる。授業に集中できない。 

②リサーチクエスチョン＝研究で得たいことの内容 

授業が短く感じる色＝授業に集中できる色は何色か 

 

先行研究と仮説 

①先行研究 

物流現場においては、黄と白は時間の経過が短く感じ、黒と赤は長く感じる傾向にあった。 

→職業現場はずっと動いているが、授業は座ったまま 

⇒実験結果が変わるのではないか 

②研究に取り組む意義 

集中力を高め、学習の質や、パフォーマンスを向上させる。 

③仮説 

・青色ペンで勉強すると暗記能力が向上する 

→集中力の向上によるものと仮定 

⇒青色が最も時間の経過が早いのではないか 

 

研究手法 ① ③ 

英語 Cの授業で、神原先生にご協力いただき、授業の英文の色を赤、青、黄色、白に変える。 

授業の体感時間を、通常より “早く感じた” ”遅く感じた”を調査する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄と赤がそれぞれの実験で、結果が変わったため、黄と赤と青で実験を行う。ひらがなで書いた古

文をクラスごとに違う色で読んでもらった読むのにかかった時間を調査する 
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研究手法 ② 

Google form上でアンケートを配信 

単色（赤、青、黄、黒、白）の画像を見て、時間の経過を計測する。 

自分が１分経過したと思ったときに、ストップウォッチを止め、実際経過した時間との差を測る。 

※ストップウォッチは見ず、心の中でカウントはしない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果考察 

実験① 

赤色と青色が、圧倒的に良い結果だった。 

実験を実施する時間帯にばらつきがあった。 

実験② 

５ｓごとのグラフ 

青と黄色は、６５ｓ～の割合（青色グラフ）が高い 

→自分が想像しているよりも時間が経過している 

⇒授業に向いている 

赤色と黒色は、６５ｓ～の割合が少なく、～６０ｓの割合が大きい 

⇒授業に向いていない 

全員赤→青→黄→黒→白の順で、実験したため、慣れによって結果に影響した可能性がある。 

実験③ 

黄色よりも赤色のほうが良い結果となった。 
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考察 

青色が全体的に良い結果となり、黒色が最も悪い結果となった。 

今後の研究では、パフォーマンスを向上させる 

色の組み合わせについて、調査していきたい。 

 

参考文献 

物流現場において色彩が体感距離及び体感時間に与える影響に関する研究 

 

 

 

 

共生のひろば１９号 ，2024年

125



メタバースを知ろう！！ 

 

谷村優太（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

 現状として、メタバースという言葉は知っているという人は多いにも関わらず、詳しく知ってい

るという人はほとんどいない。しかしながらイベントやショッピング、ゲーム、ビジネスなど、

社会ではさまざまなメタバースの活用がされている。近年の科学技術の進歩により、メタバース

においてサービスの向上が期待されており、今では現実的ではないようなことでさえも近いうち

に出来るであろうと言われている。 

②リサーチクエスチョンの内容 

 そこで,学生にメタバースを印象付けるにはどうすればいいのかというのを探ろうと思う。 

 

先行研究と仮説 

①先行研究 

メタバースとは「インターネット上に構築された三次元の仮想空間」です。先行研究より、三菱

総合研究所による 2022 年に行われたアンケートでは、「知っている」と答えた人が男女合計で

62.7％→83.3％(6 月→12 月)と増加している。しかしながら実際の利用率は全体の 5.5％にとど

まっている。「知っている」人は増加しているが利用率は滞っていることから、経済的な問題に加

えて、知っているが興味自体がないという人が多いと考えられる。 

②研究に取り組む意義 

この研究を通して、自分を含めて学生がメタバースに興味を持ち、心に残すきっかけにできると

思った。 

③仮説 

メタバースは現実より自由なところが魅力的だと思う。その自由度の高さはみんなが興味を持つ

きっかけになると考えた。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

1自分の立てた仮説とその根拠 

メタバースという現実から離れた空間では、現実では簡単に出来なかったり、不可能だったりす

ることさえ出来てしまうような自由さがある。そういった自由度を強調することが大事だと思っ

た。現実ではないとはいえ、普段は出来ないことが出来る、という喜びや楽しみは何にも代えが

たいと感じたからだ。 

２ 研究① 

より具体的にメタバースがどのようなものなのかを知るために cluster というアプリを使って実

際にメタバースを体験してみた。そして、プレイしていて感じたことを書き出した。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 

３⃣ 結果① 

・アバターを自由に作ることができる 

・自分でワールドを作ることができる 

自分の好きな姿で、自分が楽しい、うれしいと思うものを作って他人と共有し、友達と盛り上が

る。 
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現実ではない仮想空間で現実にも近いことが出来る。 

４⃣ アンケート 

認知度について等アンケートを取った。 

 

 

 

 

 

 

 

５⃣ 研究② 

何人かの生徒に前述の cluster を実際に使ってもらい、その前と後でメタバースに対しての印象

の違いを調査した。 

６⃣ 結果② 

メタバースを体験した後では、その前と比べてポジティブな感想が多く、特に思っていたよりも

出来ることが多いというような意見が目立った。一方で、アバターやモノにリアリティが無くい

まいちその世界に入り込めなかったり、そもそも世界観に馴染めなかったりという意見も少しあ

った。また、全体でほぼ共通していたのは、近未来的でもっといろんなことが出来そうという意

見だった。 

 

結論・考察  展望・反省 

①結論・考察 

アンケートから、知っていると答えた人の中でも詳しく知っているという人はそれほど多くなか

った。また結果①,②から、現在の時点でも十分楽しめるものでありながらまだまだ発展の余地が

あることが分かった。しかしながらメタバースのようなものに不安を抱えている人ももちろんい

る。したがって、メタバースをより知ってもらうためには、 

1まずメタバースというものが一体何なのかということを広める 

2 メタバースでは様々なことが可能であり、これからどんどん発展していくであろう分野である

と知ってもらうこの二つが大切だと考えた。 

②展望・反省 

上記の 1・2はただむやみに行っても効果は薄いと考えられる。学生の目につく SNSなどを積極的

に使うことが、より効果的であると考える。押し付けるのではなく、あくまで知ってもらい、興

味を持ってもらう事が大切だ。反省として、まず研究②の被験者が少なかったことが挙げられる。

2 つ目に使用アプリが無料であったり、使用機器がスマートフォンであったりしたことから、あ

まりメタバースの良さを享受しきれなかったことも挙げられる。今後の研究でこの反省を活かし

ていきたい。 

 

参考文献 

メタバースの認知度と利用状況｜利用者 

三菱総合研究所、国内のメタバースの認知・利用に関する研究成果を発表 83%が認知しているが、

実際の利用者は 5%程度 | 三菱総合研究所（MRI） 
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身近な植物から消毒液を作ろう 

 

辻瑠美衣（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

＜動機＞ 

柿の葉寿司を食べた時、柿の葉にはなぜ殺菌作用があるのか、他に殺菌作用のある植物には何がある

のか疑問に思った。 

風邪の予防にはアルコール消毒は有効であるが、中にはかゆみを感じたり発疹が出たりするアルコ

ールアレルギーの人もおり、不便に感じているだろう。そんな人のために植物から作った消毒液があ

れば手が荒れることなく、良い匂いもして役に立つのではないかと思った。 

 

先行研究と仮説 

 

＜先行研究＞表 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細菌の増殖の有無はその薬草自体の成分の働きである 

菌の種類により、薬草の殺菌作用に違いもみられるかもしれない     

 

＜仮説＞ 

殺菌作用の強さには植物によって違いがみられ、植物の殺菌成分は働きかける菌によってその作用

の大きさにも違いがみられると思う 

 

研究手法・結果考察① 

＜植物＞ 

ニンニク、ショウガ、ラベンダー、ローズマリー、シソ 

 

＜手順＞ 

①作成した寒天培地に指で触れる  

②台所の排水溝のぬめりを綿棒でこすり寒天培地につける 

③培地の中央を約１㎝ストローで切り抜く 

④すり鉢に入れてすり潰した植物の粉末を培地の中央に置く 

⑤室温で２日間放置して、細菌の増殖を調べる 
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＜結果＞表２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

＜考察＞ 

ニンニク、ラベンダーは菌の繁殖を抑えられたことから殺菌作用があるといえる。また、ローズマリ

ーは手の菌の繁殖は抑えたが台所の菌の繁殖は抑えられなかったため、菌の種類によって作用が異

なるとわかる。先行研究では、少し細菌が繁殖したとされていたショウガは、今回の研究では細菌が

繁殖していたことから、質量、温度の管理不足により結果に違いが表れたと考えられる。 

 

 

 

研究手法・結果考察② 

植物を乾燥、加熱、成分抽出したらどうなるのか？ 

 

＜仮説＞ 

乾燥、加熱などにより成分が分解され作用を示さない 

＜植物＞ 

ラベンダー、ローズマリー 

＜手順＞ 

①作成した寒天培地に指で触れる 

②１週間乾燥させた植物を鍋で 10分間煮だす 

③培地の中央に植物の粉末を置く 培地に植物の抽出液を垂らす 

④常温で 4日間培地の変化を調べる 

 

 

<結果> 表 3 
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 1.0：少し細菌が繁殖している  2.0：細菌が繫殖している  

熱を加えたもの、抽出液で菌の繁殖を抑制 

ラベンダーで抑制  

ラベンダーとローズマリーを混ぜても同等の効果が見られた 

 

＜考察＞ 

熱を加えたもの、抽出液で菌の繁殖が抑制されたことから、加熱によりハーブの成分が活性化され殺

菌作用が強まったと考えられる。また、抽出液の方がより作用が強いことから、加熱することで成分

が水に溶けたと考えられる。一方で、乾燥させたものでは菌の繁殖が抑制されなかったことから、乾

燥により水分がなくなり植物の水溶性成分が作用しなかった可能性がある。 

 

結論・展望 

＜結論＞ 

ニンニク、ラベンダーには殺菌作用があり、特に香りのいいラベンダーは消毒液を作るのに適してい

る。また、加熱することで成分がより抽出され、菌に対する殺菌作用が強くなる。殺菌作用のある植

物どうしを混ぜても同等の効果が得られる。 

＜展望＞ 

加熱することにより成分がより抽出されるとわかったので、熱する時間や熱し方によって成分抽出

にどのような影響が出るのかを調べていきたい。また、抽出された成分に殺菌作用があるとわかった

ので、より成分を濃く抽出して消毒液として使えるようにしていきたい。熱を加えたものは乾燥させ

なかったので、乾燥が作用をなくしたのか、加熱が作用を促進させたのかを正確に判断できないので、

加熱して乾燥させたものを調べてみる必要がある。 

 

 

 

参考文献 

過 敏 症 ？ 「 ア ル コ ー ル 消 毒 液 」 で 手 に か ゆ み や 発 疹 、 原 因 や 対 処 法 は ？

https://otonanswer.jp/post/63386 

22046薬草から消毒液を作る https://school.gifu-net.ed,jp/ena-hs/ssh/R02ssh/sc2/22046.pdf 

32121 薬草から消毒液を作る https://school.gifu-net.ed.jp/ena-hs/ssh/R03ssh/sc3/32121 

【 自 由 研 究 ・ 生 物 】 寒 天 培 地 で 微 生 物 を 育 て よ う

https://resemom.jp/article/2018/07/11/45586.html 

ラベンダー｜成分情報ーわかさの秘密 https://himitsu.wakasa.jp/contents/lavendar/ 
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大人でも眠られる⁉子守唄を作ろう 

 

西井いつき（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

【研究テーマを取り巻く現状】 

睡眠をとるにあたって、なかなか寝付けないという悩みを抱えている人がいる。 

子守歌は本来赤ちゃんや子供に聴かせるものであるが、赤ちゃん以外の人間にも効果があれば睡眠の

問題の解決に繋がるのではないか 

 

【リサーチクエスチョンの内容】 

スムーズに入眠するために効果的な子守唄の音楽的要素はどのようなものであるか 

 

先行研究と仮説 

【先行研究：最強の子守歌を作ろう】 

世界中の子守歌 20曲から共通部分を抽出。共通部分ら得た定義をもとに作曲し、実際に寝る前に被験

者に聞かせて眠気を誘うかどうか調査。 

 

●スムーズに寝るための子守歌の定義 

テンポ：♩＝８０  歌詞：なし  楽器：オルゴール  曲調：静か  雰囲気：暗い 

コード：短調  拍子：3/4 

※眠れそうだという印象は受けなかった 

⇒音楽的要素を用いて眠りを誘うことはできない 

 

【仮説】 

テンポ：♩＝５６～６０  楽器：ピアノ  曲調：静か  雰囲気：明るい  コード：長調 

拍子：3/4 

 

日本の古い歌は短調が多いというイメージがある。先輩が調査した 20曲のうちで日本の曲の割合が高

かったのであれば、短調の曲の方が多いという結果に至るのでは？ 

⇒日本の曲・海外の曲を分けて考えてみる 

 

研究手法・結果考察 

【研究手法】 

①日本の曲、海外の曲（各 20曲、計 40曲の傾向を調査、考察 

【日本】         【海外】 

テンポ：♩＝７０   テンポ：♩＝８０ 

楽器 ：ピアノ    楽器 ：ピアノ 

曲調 ：静か     曲調 ：静か 

雰囲気：暗い     雰囲気：明るい 

コード：短調     コード：長調 

拍子 ：4/4       拍子 ：4/4 

▶日本と海外の曲では”雰囲気”、”調”が相反する特徴をもつ 
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研究手法・結果考察 

②日本の曲と海外の曲の特徴を基に子守唄を 2曲作曲する 

※伴奏はピアノ、メロディーは女性の歌声の音域に近いフルートに統一 

※AA‘BA‘構成×二番まで（計 44小節） 

 

③寝る前に曲を聴いてもらう 

実験の流れ 

1.心拍数を測る（９０秒間） 

2.曲を聴く 

3.心拍数を図る（９０秒間） 

 

・被験者は自分を含む家族４人 

・心拍数はスマートフォンのアプリを使用 

・実験前日の就寝、起床時間を統一 

 

なぜ心拍数を測る？ 

自律神経には「交感神経」と「副交感神経」があり、 

交互に上昇、低下を繰り返す。 

睡眠中は副交感神経が優位で、血圧や心拍数、呼吸数、体温が低下し代謝も低下。 

▶眠気を感じ副交感神経が優位になると心拍数が下がる 

 

▼曲を聴く前の心拍数と曲を聴いた後の心拍数の差 

 

 

 

 

 

⇒・日本風の子守唄は大半の被験者から心拍数の低下がみられたため効果があったといえる。 

 ・海外風の子守唄は変化なしまたは心拍数の増加がみられたため、効果があったといえない。 

 

【結論・考察】 

★仮説に反して短調で暗い雰囲気である日本風の曲に効果があることがわかった。 

・海外風の曲は日本風の曲よりも伴奏の動きが多く、眠気を覚ましてしまう原因になってしまった可

能性がある。 

・海外風の曲は日本風の曲に比べてテンポが速かったので落ち着きがない印象を与えてしまった可能

性がある。 

 

展望 

【振り返り・展望】 

反省点 

・被験者の数が少なかった  ・心拍数を測るときの周囲の環境 

★今回調査したのは子守唄の音楽的要素だけだったので、歌詞の内容も含めて睡眠に効果的な子守唄

を作曲してみたいと考えている。 

★今回効果が得られなかった海外風の曲についても引き続き改善策を研究していきたい。 

 

共生のひろば１９号 ，2024年

132



参考文献 

子守唄アーカイブ｜日本ららばい協会 (komoriuta.jp) 

日本の子守唄 100選 全国 47都道府県 | NDLサーチ | 国立国会図書館 

【世界の子守唄】子供がやすらぐ海外の名曲、人気曲 (studiorag.com) 

Vol.52 睡眠の役割は、「心身のメンテナンス」睡眠中になされる体内のさまざまな調節とは | 医療法

人 澄心会 豊橋ハートセンター (heart-center.or.jp) 
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イヤホンの安全な使用について 

 

畑中登仁（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

研究テーマを取り巻く現状 

6、7割の人がイヤホンを着用して生活をしている。しかし、イヤホンをつけることで、周囲に対する

注意力が低下したりするため、危険である。また、道路交通法で運転中にイヤホンを使う行為自体は

明確に禁止されていない。 

例として、 

・2017 年 12 月神奈川県スマートフォンを片手に電動アシスト自転車を運転し、歩行者の女性(77)に

ぶつかって死亡させたとして川崎市麻生区の女子大生(当時 20)が逮捕された。 

・2018 年 11 月に東京都大田区でイヤホンを付けたまま自転車を運転し、それを避けようと急ハンド

ルを切った車が主婦にぶつかった。その容疑者としてイヤホンを付けて自転車を運転していた大田区

の医師の男が書類送検された。 

リサーチクエスチョンの内容 

危険性、原因などの視点から、現状を解決するための解決策を導き出す。 

 

先行研究と仮説 

先行研究から 

イヤホンをつけることで、行動が抑制される。 

イヤホンを付けているので、アナウンスを聞いていない。 

研究に取り組む意義 

日々生活している中で、人々のイヤホンの着用が危険だと思い、よりよくしたいと考えた。 

仮説 

・人々のイヤホンに対する意識が低い（安全確認を行っていない等）ため、危険性が高まっている 

→パターンを整理して、各場合の解決策を考える 

・一人でいる時にイヤホンを着けているため、周囲に注意してくれる人がおらず、危険である 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察  

自分の立てた仮説とその根拠 

時、場合、場所等を工夫することで、イヤホンをよりよく使うことができる。 

研究手法 

・イヤホン着用に対しての意識、危険性について調べる 

・先行研究とアンケート等から、自分の考えを固める 

研究結果 

・そもそもイヤホンを付けている人が多くない 

・イヤホンを付けることに危険意識を持っている人が多い 

・片耳装着をしてイヤホンを聞く 

→先行研究より 

道路交通法は都道府県によって内容が異なるので、片耳なら問題ないとしている都道府県もある。 し

かし、片耳イヤホンで自転車走行した場合、緊急音（救急車のサイレン、急ブレーキ音など）がイヤホ

ンを付けた耳側で鳴っても、イヤホンを付けていない耳側で鳴っているように方向を錯覚する現象が

実験で見られた。 
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仮説の根拠／研究手法・結果考察  

自分の立てた仮説とその根拠 

時、場合、場所等を工夫することで、イヤホンをよりよく使う

ことができる。また、二人以上でいるときより一人でいるとき

のほうが、事故に遭いやすい。 

研究手法 

・イヤホンを着用時、どんな危険を感じたか、アンケートを取

る 

結果・考察 

⑴危険を感じたことがありますか？ → ある：21％（34人） 

ない：79％（121人） 

⑵その時は一人ですか？ → 一人：100％（34人） 

⑶その時の状況について → 歩いていた：68％（23人）  自

転車に乗っていた：18％（6人）  その他：14％（5人） 

 

このことから、五人に一人の確率で危険を感じたことがある。

一人でいるときに危険を感じる場合が多い。”歩いている” や ”

自転車に乗っている” など移動時に危険を感じている。 

 

結論・展望 

解決策 

・イヤホンの音量制限をする 

→周りの音が耳に入るようにする 

・一人でいることを減らす 

→イヤホンを付ける機会が減る 

・イヤホンを付けて同時に行動、作業をすることを減らす 

→耳に集中してしまい、ほかの行動がおろそかになる 

・歩きながらの使用を避けるため、歩数アプリが歩数を検知した場合、強制的に画面をロックする。 

以上から、イヤホンをよりよく使うには音量制限をしたり、一人でいる時間を減らすなど自分で意識

して対策することが必要だと考えた。 

結論 

解決策を挙げたが、 ”自分で意識して解決する” ことが多かった。また、アプリの開発が自分ひとり

の力では難しく、実現できそうにないと思った。 

展望 

今後、インターネット等で簡単に音楽などが聴けるようになると、より多くの人がイヤホンを使うと

考えられる。そのことにより、イヤホンによる事故が増えると考えられる。そのため、イヤホンについ

て法律で決めるなど対策を考える必要がある。 

 

参考文献 

運転中にイヤホンを使うと違反？片耳イヤホンや自転車の運転中は？ | アトム法律事務所弁護士法

人 

街路歩行時の携帯電話操作とイヤホン使用に影響を及ぼす 要因の研究 

歩行中・自転車運転中の“ながらスマホ”時の 視線計測と危険性の考察 

siryou07.pdf (npa.go.jp)  
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ストレスフリーのゲームを目指して 

 

平岡弘成（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

皆さんはゲームは好きですか。私は大好きです。しかし、その大好きなゲームをしているときに、スト

レスを感じることがあります。皆さんも、そう感じるときはありますか。あるという方、必見です。 

 

～研究テーマを取り巻く現状～ 

情報化社会の現在、様々な情報が飛び交い、脳の使用率が上がり、ストレスが溜まりやすくなってい

る。最近、ゲームでストレスが溜まる人々が増えたように感じる。 

～リサーチクエスチョンの内容～  

ストレスが溜まらないゲームの特徴はどのようなものなのか。 

 

先行研究と仮説 

～先行研究～ 

ストレスとは： 

こころや体にかかる外部からの刺激をストレッサー 

ストレッサーに適応しようとして、こころや体に生じたさまざまな反応をストレス反応 

「物理的ストレッサー」（暑さや寒さ、騒音や混雑など） 

「化学的ストレッサー」（公害物質、薬物、酸素欠乏・過剰、一酸化炭素など） 

「心理・社会的ストレッサー」（人間関係や仕事上の問題、家庭の問題など） 

↑私たちが普段使う「ストレス」はこれ 

 

*ストレスが溜まりやすいジャンル 

FPS（フォートナイト）  MOBA（Pokémon UNITE）  サバイバル（バイオハザード） 

対戦（モータルコンバット）  MMORPG（ファイナルファンタジー） 

*ストレスを和らげるジャンル 

パズル（テトリス）  RPG（ポケモン）  シミュレーション（The Sims） 

アドベンチャー（ゼルダの伝説）  サンドボックス RPG（マインクラフト） 

ゲームの操作性、ストーリー等もストレスの要因になる 

 

～研究に取り組む意義～ 

ストレスを感じやすいこの世の中で、ゲームによるストレスを緩和できればストレスを感じる機会を

減らすことができる 

 

～仮説～ 

パズル系で、出来る限りシンプルなものがいい  

 

仮説の根拠／研究手法 

～仮説とその根拠～ 

シンプルで操作が簡単、一人で遊べるなゲームがストレスになりにくい。 

根拠：先行研究から、対人系はストレスになりやすい。複雑になると、それを覚えるまでに時間がかか

る。  → すぐに楽しむことが出来ない。 
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～研究手法～ 

1.実際に作ってみる 2.遊んでもらい、感想を報告してもらう 3.感想をもとに、更新を行う。

2,3を繰り返す。 

研究１ 

お荷物判別バイト 

第一回 

ストーリー性、ランダム性を最小限に ドラッグ等直感的な操

作 

問題 

達成感にかける、同じ動作の繰り返し 

第二回 

ごみ（取ると減点）、ランキングの実装 

問題 

まだ単純、背景色がきつい 

第三回 

昇給制度の実装、ごみの出現量の調整 

問題 

まだスピードが遅い、時間が長い、タッチパッドだと難しい 

結論・展望 

～考察～ 

・直感的だと思ったドラッグはタッチパッドだと難しく、ストレスに繋がりやすくなってしまった。

・ごみ、昇給制度などの追加と、シンプル過ぎるのはよくないと分かった

・時間制限つきだとゆっくり、じっくり出来ない

～展望～ 

今回は高校生に遊んでもらったが、この年齢だと簡単すぎるとすぐに飽きてしまう→対象年齢の設定

が大事だと思った。 

今回の研究から得たデータをもとに、また別のゲームで実験したい。 

作成したゲーム： 

https://unityroom.com/games/nimotsu_hanbetsu 

参考文献 

ストレスが溜まる・イライラするゲームの特徴まとめ！こんなゲームは作らないように注意しよう 

https://kurokumasoft.com/2022/07/09/features-of-stressful-games/ 

ストレスを感じやすいゲームジャンルと和らげてくれるゲームジャンル 

https://mukakingame-plus.com/stressful-or-relieving-game-genre/ 
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空気読みと感覚 

 

（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

空気を読むという文化が日本人の奥底まで浸透して いる日本 

空気を読みすぎるがあまり、自分の意見を表せない 人も大勢いる 

逆に全く空気を読めない人もいる 

程よく空気を読める人が好まれる 

②リサーチクエスチョンの内容 

人は何を基準にして空気を読んでいるのか？ 

 

先行研究と仮説 

①先行研究と過去の取り組みから、解明解決の内容と、未解明・未解決の内容を明らかにする 

・視覚情報は脳に届く情報の 8割を占めているといわれている 

・聴覚情報の方が速く脳に届く 

・聴覚情報が視覚情報の理解を補助する 

②研究に取り組む意義 

空気を読むために、視覚、聴覚のどちらが優位にはたらいているか 

③仮説 

空気を読むためには、聴覚の方が優位にはたらいている 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

①自分の立てた仮説とその根拠 

聴覚情報を使った思考の方が空気を読むことに貢献 

②研究手法 

・調査実験で何を得たいか 

仮説が一理あるものだと証明できる結果 

・調査・実験の手順 

アンケート→分析→アンケートか簡単な実験→分析 

  

実験内容 

日常の 1コマのシチュエーションを伝える 

①会話の音声を聞いてどんな行動をとろうと思うか考えてもらう 

②その画像を見てどんな行動をとろうと思うか考えてもらう 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 

実験結果・聴覚情報のみ 

（行動の比較） 

赤‐空気を読んでいない 

青‐空気を読んだ 

 

・視覚情報のみ 
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（行動の比較） 

赤‐空気を読んでいない 

青‐空気を読んだ 

 

アンケート結果 

赤‐空気を読まない 

青‐空気を読む 

 

結果考察 

聴覚情報があった方が空気を 

空気を読みやすい 

空気を読もうとする人はとても多い 

 

結論・展望 

①結論 

実験の結果より、自分が立てた仮説は、今のところは正しいという結果を得られた。また、空気を読む

という行為をしている人の多さに気づくことができた。 

②展望 

アンケートの結果より、空気を読むという行為をしている人の多さが、実験の結果より、視覚と聴覚

が空気読みに与える影響を目に見える結果として得ることができてよかった。 

まだまだ簡単で単純なアンケートや実験しか行っていないので、ここで得た結果が答えにはなること

はないので、よりよいアンケートや実験をこれから実施して、もっとしっかりとした根拠を持った結

果を得られるように改善を重ねていきたい。 

 

参考文献 

Tec25_1_18.pdf 

https://www.jstage.jst.go.jp_pdf 
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目指せ視力回復！ 

 

吉井颯汰（兵庫県立北摂三田高等学校HGLC） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

・スマホなどの電子機器の普及により小中学生の時から眼鏡を着用するなど、小さい頃から目が悪い

人の数が急激に増えている。 

・勉強するのにもスマホやパソコンを使っている。 

 

②リサーチクエスチョンの内容 

・長時間画面を見ることが当たり前になった今、どうしたら視力を落とさずまた視力を維持できるの

か。 

・悪くなってしまった後、回復させることはできるのか。 

 

先行研究と仮説 

①先行研究 

・「室内等の緑による VDT作業 がもたらす視覚疲労の回復効 果に関する実験的研究」によると自然

の芝生や植生の緑色は眼の緊張を和らげる効果があり、模造品の緑色ではほとんど効果が得られな

い。 

・眼科医で医学博士の平松類氏の「1日３分！視力を回復させる根拠のある方法」ではガボールパッ

チとは視力そのものを上げるのではなく、大脳後頭葉にある「視覚野」の能力を上げることで画像を

はっきりと見えるようにするとある。 

 

②研究に取り組む意義 

・何をするにも画面を見る現代人の眼に関する悩みを解決することができる。 

・物が見えないという視力低下によるストレスの解決法を見つけることで生活の質を向上させるこ

とができる。 

 

③仮説 

・ガボールパッチを緑色にしたらより効果が出るのではないか。 

 

＜理由＞ 

・目に良いとされている緑色とガボールパッチを組み合わせたら相乗効果でより効果が期待できる

のではないかと考えた。 
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仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

＜研究方法＞ 

・下の緑色と白色の２パターンのガボールパッチを用意し、クラスメイト３８名(男子１８，女子２

０)を男子９人，女子１０人の２グループ(以下 Aグループ，Bグループと呼ぶ)に分け、Aグループに

は緑色、Bグループには白色のガボールパッチを３分間見てもらい、その後視力が上がった人の人数

を数え、比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果＞ 

 

 

 

 

 

・上の表のようにどのパターンでも回復は見られたが男女ともに緑色のガボールパッチのほうがよ

り効果が見られた。 

・また０、２→０、３になる人もいれば０、６→０、８や１、０→１、１になる人もいたのでどの視

力の人も回復が期待できると考えられる。 

 

結論・展望 

①結論 

・緑色のガボールパッチのほうが白色のガボールパッチより男女 

ともに効果が出る。 

・どの視力の人でも回復が期待できる。 

 

②展望 

・今後は規模をもう少し広げたり実験期間を長くしてどのくらい 

続けるとどのくらい視力が上がるのかという一般化した指標 

を作ること。 

・年齢を基準材料にした実験をすること。 

 

参考文献 

VISION Vol. 18, No. 1, 23–27, 2006 - 早稲田大学 

室内等の緑による VDT作 業がもたらす視覚疲労の 回復効果に ... 

1日 3分！視力を回復させる｢根拠のある方法｣ 最新論文で話題 ... 
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ゲームが睡眠に与える影響について 

 

青木大河（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

現在寝る前にゲームを睡眠の質が落ちるということがいわれている実際自分も最近日中や授業中眠た

いなと思うことが結構あるので寝る前のゲームは睡眠に悪い影響を与えるということは事実だと思い

ます。実際外部の調査では約八割の人が睡眠に満足できていないと答えてます。 

②リサーチクエスチョンの内容 

遊ぶゲームによって 睡眠の質は変わるのかということを調べます。理由は今はいろんなゲームがあ

り、内容も全然違うのでもしかしたら睡眠に与える影響も変わってくるのではないかと思ったからで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先行研究と仮説 

①先行研究 

先行研究と過去の取り組みからゲームが睡眠に悪いのはブルーライトとドーパミンのせいだと言われ

ている。ブルーライトは強い光を出して脳を昼間だと錯覚させて眠りを妨げ、ドーパミンはゲーム中

に分泌されて脳を興奮させることで眠りを妨げるそうです。 

②研究に取り組む意義 

この研究をすることで睡眠により悪いゲームと睡眠によりいいゲームを発見することで遊ぶゲームに

よってやめる時間を変えたり眠る時間を早めたりすることができると思います 

③仮説 

動きが激しいゲームは睡眠により悪い影響を与えって動きの少ないゲームは影響が少ないと思います 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 

①自分の立てた仮説とその根拠 

動きの激しいゲームは睡眠により多くの悪い影響を与え動きの少ないゲームは影響が少ないと思いま

す。理由は動きの多い方が体感興奮しやすいのでより多くのドーパミンが出ると思ったからです。 
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②研究手法 

動きの多いゲーム、少ないゲーム、脳トレ系のゲームをそれぞれ寝る前に遊びその日の目覚めの質を

調べます。また何もせず寝る場合も調べます。寝る時間は夜の 12時から 7時間です。 

今回は 5人の人に研究をしてもらいました。 

図の〇は目覚めが良い、✕は目覚めが悪い、△はどちらともいえないを意味しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結論・展望 

①結論 

個人差はあるものの仮説の通り動きの少ないゲームは動きの多いゲームよりも睡眠に与える悪い影響

が少ないという結果になりました。また研究の中で気づいたことでゲームをしている時にドキドキし

たり緊張しながらしているときは目覚めが悪くなったと感じたのでリラックスしながらゲームを遊ん

でるときは目覚めがよくなるのではないかと考えました。 

 

②展望 

結果が表しているようによい睡眠をとるにはゲームをやらずに眠るのが一番良い方法ですが、ゲーム

はやりたいと思うことは必ずあると思います。そのようなときは今回の研究を踏まえて動きの多いゲ

ームばっかりをするのではなく、たまにはリラックスしてゲームをする時間をとって睡眠の質をでき

るだけ下げないようにすることができるのではないかと思います。 

 

参考文献 

https://piyoemon.com/ 

https://www.shortshortshort.jp/ 

https://newsphere.jp/ 

https://home.estart.jp/ 
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タイパで失われるものとは？ 

 

石井理子（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

①研究テーマを取り巻く現状 

近年、「タイパ」という言葉が浸透しつつある。「タイパ」は「あることにかけた時間から得られる

見返りや利益。時間効率。時間帯効果。なるべく時間をなるべく時間を掛けずに、なるべく多くの

見返りを得たいという現代的な発想がある（三省堂現代国語辞典より引用）」とされている。『今年

の新語 2022』では大賞をとっている。 

 

②リサーチクエスチョンの内容 

「タイパ」の代表例ともいえる倍速視聴は北三生にはどれくらい広まっているのか。倍速で見るこ

とによる不利益はあるのか。 

 

先行研究と仮説 

①先行研究 

・長濱 澄・森田裕介、早稲田大学大学院人間科学研究科・早稲田大学人間科学学術院 

１倍速，1.5 倍速，２倍速の提示速度の異なる映像コンテンツ３種類（映像コンテンツの提示時間

は，等倍速 で９分 12秒，1.5倍速で６分 11秒，２倍速で４分 42秒） 

調査対象：大学生 75名 

→学習効果に影響を与えないということが明らかになった 

・明治学院大学心理学部白金心理学会 

１倍速 1.5 倍速, 2.0 倍速に設定。等倍速で 4分 30秒の動画を使用 

調査対象：視力と聴力に問題のな い大学生 24 名 

→再生速度の主効果, および交互作用は認められなかった 

②研究に取り組む意義 

どちらの研究も１０分以下、５分以下と実際の授業時間にはほど遠い長さであり、掲示時間をより

長くした場合にもこのような結果を得られるのかは分からないため。 

③仮説 

掲示時間が長くなればなるほど学習効果は低くなるのではないか。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

【研究方法】 

北摂三田高校２年生２４０名に対し、Googleフォームにてアンケートを行った。 

回答者は１６０名であった。 

・「普段倍速視聴をしますか」という問いに対して、 

 56.3％が「はい」、43.8％が「いいえ」 

・倍速している人のうち「1.5倍速」「1,25倍速」「2倍速」 の順であった。 

・媒体としてはYouTubeが一番多く、その中でも勉強系の動 画を見る人が42,6％と一番多かった。 

・「学校での授業を倍速視聴したいと思ったことがあるか」 という問いに対して、 

「時間を有効的に使いたいから」「一度しか聞けないため」 

・「一日に平均してどれくらい動画を視聴していますか」 

 30分以上 1時間未満 2時間以上 3時間未満 30分未満 3時間以上の順で多かった。 
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仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 

２年生の文系の生徒を対象に実験を行った。 

【動画・問題について】 

・２０分の地理の授業動画を１倍速、１,５倍速、２倍速に編集し、クラスごと（1 組、2 組、５・６

組）に視聴してもらった。 

・どのクラスも一度授業を受けた内容である。 

・問題は８題作成した。 

・Googleフォームに送信した。 

【研究結果。考察】 

・１組は動画視聴時間が２０分という長さなので視聴に対し抵抗感があったのではないか。 

・２組と５・６組では平均点が２組のほうが高く、２倍速のほうが理解しにくかったのではないか。 

 

 

 

 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ③ 

前回の動画視聴時間が長すぎて回答者が少なかったことを踏まえて今回の実験では動画の時間を短く

することにした。 

【動画・問題について】 

・１０分の地理の授業動画を１倍速、１,５倍速、２倍速に編集し、クラスごとに視聴してもらった。 

・どのクラスも一度授業を受けた内容である。 

・Googleフォームに送信した。 

・問題は４題作成した。 

・4択の記号問題にした。 

【研究結果・考察】 

 前回より回答者数が少なく調べていくことができなかった。 

 

結論・展望 

【結論】 

倍速視聴する人は半数以上いたことが分かった。 

１回目の実験では等倍速で 20分程度、2回目での実験では等倍速で 10分程度の動画であったが、回答

者の数が少なかったことから５分以上の動画を見る人は少ないということが分かった。 

→これもタイパの一種ではないかと考えられる。 

速度の違いと得点率の間には因果関係が見つからなかった。 

【展望】 

もっと時間がかからない（２～３分程度の）動画を用いて実験を進めていきたい…が、映像の提示時

間を長くしても、先行研究と同じ結果が得られるのかを元々調べるつもりであったので、いい塩梅を

探っていく必要がある。 

 

参考文献 

日本教育工学会論文誌 40(4)，291-300，2017 映像コンテンツの高速提示による学習効果の分析 

長濱 澄・森田裕介 早稲田大学大学院人間科学研究科・早稲田大学人間科学学術院 

オンデマンド授業動画視聴における実態調査と早送り速度が学習効果に与える影響についての実験 
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黒板便利グッズでストレスを軽減しよう！！ 

 

（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

①研究内容 

身近にある布で今使われている黒板けしより性能の高いものは作れるのか 

黒板で使える便利グッズの提案 

②動機 

黒板を使う時に不便だなと思ったことを解決したいと思った 

 

研究 

��今使われている布以外で消しやすい素材があるのか 

研究手法 

色々な素材を集め、実際に黒板を消し（複数人に) 

消しやすさ、持続性、特徴、など様々な項目で素材を比較する 

 

比較した素材  

①綿 100％のマフラー  ②綿 100％のヒートテック  ③絹 100％のスカーフ 

④綿 50％アクリル 50％の布  ⑤フェルト  ⑥ポリエステル 100％ 

⑦ポリエステル 35％綿 6５％  ⑧麻 55％綿 45％  ⑨コーデュロイの布（今使われている布） 

消し方 

黒板けしは横向きで上から下へ （消すのは一度きり） 

今使われている黒板けしと新しい素材を使った黒板けしを交互に消し、比較する 

筆圧 

濃い、普通の２パターン 

   消す文          消してもらう人 

あいうえお、かきくけこ    女子生徒２名、男子 

〇（まる）４つ、縦線２本   生徒２名、教師１名 

 

消しやすさの評価              

Ａ…よく消える  Ｂ…消える  Ｃ…少し消えにくい  Ｄ…消えにくい 

クリーナーでの汚れの落ち具合の評価 

Ａ…良く落ちる  B…落ちる  C…少し落ちにくい  D…落ちにくい 

黒板を傷つけないか 

Ａ…傷つけない  B…少し傷つける  C…傷つける 

評価点数 

Ａ…３０点 

Ｂ…２０点 

Ｃ…１０点 

Ｄ… ０点 
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結果(左側 筆圧濃い点数：右側 筆圧普通点数） 

消しやすさ 

①20:10 ②60:50 ③60:50 ④80:70 ⑤30:20 ⑥0:0 ⑦20:10 ⑧40:30 ⑨90:90 

クリーナーでの汚れの落ち具合 

綿 50％アクリル 50％、綿 100％マフラーはともにＡ綿 100％ヒートテックは C、その他Ｂ 

黒板を傷つけないか 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨どれも傷つけなかった。 

特徴（特に目立ったもの） 

・綿 100ヒートテックと絹は消せる度合いに限度があった 

・ポリエステルは滑りが良すぎてほとんど消すことができなかった(チョークの粉はつきにくい様子) 

考察 

結果から綿 50％アクリル 50％の布と今使われている布であるコーデュロイの布のが消えやすいとわ

かった。 

これより身近にある素材で今使われているコーデュロイの布より性能の高いものはあまりなかった。 

 

黒板で使えるオリジナル便利グッズの製作 

ポリエステルが使われている素材にはチョークの粉がほとんどつかず黒板消しにはまったく向いてい

なかった 

 

●黒板の溝にたまったチョークの粉を掃除するのに  最適なのでは？ 

ポリエステルが使われている素材を溝を掃除するためのグッズとして使えるように自分なりに作った

型の表面につけ実際に掃除をしてみた 

〈ポリエステルだけでなく他の素材（研究①で使った素材）でも試した〉 

結果、予想通りポリエステルが使われている素材が一番掃除をするのに適していた。 

 

全体を通して 

反省点 
・今回の研究で身近にある素材で今使われている黒板けしより性能の高いものを作ることが出来なか

った 
・実験対象となる素材集めがあまり出来なかった 
良かった点 
・色々な素材の特徴を知ることが出来た 
・自分なりに考えた黒板けしや実験から得た情報でオリジナルの黒板便利グッズの製作が出来た 

 
参考文献 

おすすめの黒板消し 9 選 よく消える黒板消しの素材や選び方、 
手頃な値段の黒板消しなどを紹介 | イエコレクション iecolle |  
インテリア、雑貨情報が満載のWEB メディア 
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みんなの交通安全意識を向上しよう！ 

 

近藤陽太（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
1.高校生の交通マナーが悪い 

・毎日、自転車で通学している。 

 →高校生の交通マナーが悪いことに気が付いた。 

・特に、交通安全教室の帰り道でも 

 マナーが変わらないことに驚いた。 

 ⇒このままでは、いつか大事故が発生してしまう！ 

 

2.実態調査  

場所：Ｚ坂の下の上深田交差点 

時間：7:55～8:20 の 25分間 

方法：何人の人がいつ信号無視をしているかを数える。 

 

3.実態調査の結果＆考察 

◇結果 

 ・8:00〜05の自転車の交通量が最も多い。 

 ・8時以前は信号無視をする人はいなかった。 

 ・8:10から信号無視をする人を見かけた。 

◇考察 

 時間が遅くなるにつれて 

 信号無視をする人が増えている。 

 

4.三田市に提案してみよう！  

昨年、三田市高校生議会で三田市に 

 ・交差点での安全確認の奨励 

 ・交通安全教室の改革 

などを提案した。 

⇒・高校生に交通ルールがなぜ必要なのかを十分に理解してもらえるように工夫する。 

 ・啓発活動が心に残るように見直しが必要だと感じた。と三田市にお答えいただいた。 

 

5.仮説  

高校生が交通安全を呼びかけながら挨拶をすればいいのではないか。 

 

6.仮説の根拠 

◇高校生には影響力がある。 

 ・大人→自分より下の高校生がやっているからしっかりしよう。 

 ・子供→高校生の言うことを聞こう。 

◇高校生にも効果がある。 

 ・呼びかけをしている人 

  →自分は呼びかけているから、しっかりしよう。 

 ・ほかの人→自分と同じ高校生がやっているから、しっかりしよう。 
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7.仮説の検証  

場所：サンディパークス横、ローズ橋下の横断歩道 

   「自転車は押して通行してください」 と書かれている。 

時間：7:55～8:20 の 25分間 

方法：①どれくらいの人が自転車を押して通行しているかを調べる。 

   ②別の日に交通安全を呼びかけながら 

    あいさつをする。 

   ③そのとき、どれくらいの人が 

    自転車を押して通行しているかを調べる。 

   ④比較する。 

 

8.結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.考察  

・自転車を押して通行する人が増えた。 

 ⇒一定の効果があったのではないか。 

・自転車のスピードも遅くなっていた。 

 

10.今後の課題＆展望  

・あいさつをしていない日は元に戻ってしまう。→定着するようにする。 

 

・どれぐらい行ったら、定着するのかを調べる。 
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ⱥ༢ㄒࢆຠ率ࡃࡼぬ࠼るࡓめに

⏣中ඃ⩚（兵庫┴❧北ᦤ୕⏣高➼学ᰯே間科学類型）

◊✲ືᶵ

高ᰯ生が大学ཷ㦂までに㌟につࡅておくべきⱥ༢ㄒ数は 3000㹼4000ㄒと言われており、⭾大な数のⱥ

༢ㄒを㌟に付ࡅる必要があります。また、グローバル化が進ࡴ中で᪥本を含めたアジアにおいてもⱥ

ㄒ能ຊの⋓ᚓの㔜要性がቑしてきています。

Ѝຠ率よくⱥ༢ㄒを⩦ᚓ出᮶れば、、、

ඛ行研究と௬ㄝ

ඛ行研究

ձリスト（ᶵᲔ的学⩦）のࡳをえて、10分間そのᬯグࡅࡔに集中

ղ⤮またはᫎീをそれࡒれの༢ㄒに付ࡅ加えたものを見ࡏる㸩༢ㄒを ALT にⓎ㡢してもらい、リࣆー

トЍᡤ要時間は 4分 ṧり 6分、༢ㄒのᬯグ

このሙ合ではリストᶵᲔ学⩦の方がたくさんぬえられていたߥ

私の௬ㄝ

グ᠈ຊは目から入るより⪥から入る方がᙉくṧると言われており、私はリスࢽングを入れた方がよく

ぬえられると考えている。そこで、▩┪が生ࡌているので、その未ゎỴ部分も検ドしていこうと考え

ている。また、エࣅング࢘ࣁスのᛀ༷᭤線から、少しぬえて⩦すると⧞り㏉すよりも一Ẽにぬえて

⩦⧞り㏉す方がぬえることができると௬ㄝを❧てられる。

実㦂ձ

ձ研究方ἲ(2つの方ἲでぬえてもらうよう౫㢗した）

方ἲ㸯 1᪥、15༢ㄒずつ。

    2᪥目は 1᪥目の⩦㸩新しく 。ージ᭩いてぬえる࣌1

方ἲ２  1᪥で 45༢ㄒ,᭩いてぬえる。これをずっと⧞り㏉す。

方ἲ 1㸪2  ともに 8分�3᪥間

方ἲ 1㸪2ともに᪥Ѝⱥ、ⱥЍ᪥（各 10点）のテストを行う
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ղ௬ㄝ

エࣅング࢘ࣁスのᛀ༷᭤線から⩦するほ

どグ᠈として定╔さࡏることができるとい

うことが考えられる。よって方ἲ２の方が

⩦できるᅇ数も多いので、方ἲ２の方がぬえ

られるのではないかと௬ㄝを❧てる。

ճ⤖ᯝ

方ἲ 2の方がよくぬえられていた。

実㦂ղ

ձ研究方ἲ

方ἲ 3 

実㦂ձの方ἲ 2にリスࢽングを入れる

実㦂ձと同様にテストを行う

ղ௬ㄝ

グ᠈ຊは「目からのグ᠈」より「⪥からのグ

᠈」のほうが༳㇟によくṧる

Ѝリスࢽングを入れた方がよくぬえられる

ճ⤖ᯝ

方ἲ 2の方がぬえられていた。

      方ἲ 1,2比較            方ἲ 2が一␒よくぬえられている

⤖ㄽ・ᒎᮃ

ձ⤖ㄽ

方ἲ 2が一␒よくぬえられていたЍ一␒ຠ率がいい

リスࢽングを入れたሙ合には༳㇟にはṧるかもしれないが、㡢でぬえてしまうため⥛りが分からなか

ったというព見がでた。

ղᒎᮃ

までの実㦂⤖ᯝを㋃まえつつあたらしい方ἲで実㦂を行い、よりຠ率が言いぬえ方はなんなのか

をᶍ⣴していきたい。

ཧ考ᩥ⊩

エࣅング࢘ࣁスのᛀ༷᭤線とは 最㐺な⩦タイミングとὀព点をゎㄝ | ツࢠノジダイ

(asahi.com)

ⱥ༢ㄒのぬえ方㹺スキマ時間で 2000ㄒᬯグした 7つのᡭ㡰 (eigo.plus)

学⩦方ἲの㐪いによるㄒᙡ⩦ᚓ率の比較研究 (eiken.or.jp)

⪺いてぬえるேと見ないとグ᠈にṧらないேのᕪ 大ேのຮᙉにこそ㺀㡢ㄞ㺁をྲྀり入れたほうがいい

| リーダーࢵࢩプ・ᩍ㣴・㈨᱁・スキル | ᮾὒ⤒῭࢜ンライン (toyokeizai.net)
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左右別々が難しい！～アプローチ方法を変えてピアノ練習力 UPを目指そう～ 

 

鳥取すずな（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

＜現状＞ 

・ピアノを弾けないという人の理由として、利き手につられ てしまって上手くいかないという声を

聞いたことがある。 

・私も１１年間ピアノを習っていたが、小さい頃左右が同時に動いてしまい上手く弾けなかった。 

・毎日忙しく練習量が少なくなってしまうという悩みが多い。 

＜リサーチクエスチョン＞ 

非利き手を上手に動かして、利き手につられることなくピアノを演奏できるのはなぜか。 

       ↓ 

左右別々の動きが難しいという理由によるピアノ練習の苦手意識を解消する方法はあるのか。 

 

先行研究と仮説 

＜仮説＞ 

・ピアノは脳が活性化する、健康に良いと言われているので、 ピアノを弾くときは脳の仕組みと強

く繋がりがありそう 

・隙間時間でピアノがなくてもできるトレーニング方法があれ ば次の練習が効果的になり、苦手意

識を解消できるのではないか 

 

＜仮説の根拠・先行研究＞ 

①「ピアニストの指の筋力が一般人に比べて特別に強いのか」という先行研究では、指先で物をつま

む力や手の握力を計測したところ手指の筋力には顕著な差はなかったと記されている。 

②ハーバード大学のパスカル・レオーネ教授らによるピアノ演奏におけるイメトレの効果の先行研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究手法・結果考察 ① 

研究手法 1 

脳力に違いがあるかを検証するため、ピアノを弾ける人と弾けない人に分けて１週間６つの項目を実

施してもらう。始める前と後とで非利き手で「あいうえお」の書写が上達するのかを調査する。 

＜対象＞弾ける人 １１人・弾けない人 １１人 

＜実証項目＞ 

①歯磨き ②鞄や筆箱などのチャックの開閉 ③ロッカー、ドアの開閉 ④ボタンやスイッチを押す 

⑤スマホの文字打ち（人差し指も可）⑥「あいうえお」と 1日 1回書く 
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＜意義＞ 

 ピアノを演奏するときと、文字を書くときと、使う脳の部分が似ている。 

 

結果 1 

Q．１週間前と比べて、利き手と反対側の手で「あいうえお」が上手に書けるようになったか？ 

・弾ける人          ・弾けない人 

思う     思わない     思う     思わない 

 

研究手法・結果考察 ② 

＜考察・反省＞ 

研究対象が少数であり、１週間と期間を短く設定していたため、半々の結果となり両者に差がなかっ

た。 

１週間ではあまり十分な結果が得られないのではないか。 

 

研究 ２⃣ 

研究 １⃣ での反省を活かして、検証期間を 25 日間、対象をピアノを弾ける人 ２０人・弾けない人 

２０人に拡大した。 

<項目> 

①非利き手で歯磨き 

②１日１回非利き手で「あいうえお」と書く 

 

結果 ２⃣ 

・弾ける人 

思う  まあまあ思う    あまり思わない  思わない 

４人   １４人        ２人      ０人 

・弾けない人 

思う  まあまあ思う    あまり思わない  思わない 

３人    ９人        ６人      ２人 

＜考察・反省＞ 

今回の研究では両者に差が生じた。 

いくつか内容を変更して良かったと思う。 

 

研究 ３⃣ 

ピアノ演奏とタイピングの共通点が多いことから、実際に関係性があるのか気になり、アンケートで

調査した。 

＜対象＞ 北三２学年 

＜質問内容＞パソコンでキーボードを見ずにタイピングができますか。 

①ピアノを「弾ける」と答えた人   ②ピアノを「弾けない」と答えた人 
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結論・展望 

①＜結論＞ 

 ここまでの研究を通して、ピアノが弾ける人の方が非利き手の能力を上げる力が大きかったため、

仮説のように、ピアノが弾ける人は手や指の筋力が優れているのではなく、脳力に理由があることを

検証することができた。 

 特に「非利き手で歯磨き」が一番効果的だと考えた。 

非利き手での書写が上達したと考えるのは、ピアノが弾ける人の割合が大きいものの、弾けない人で

も前回に比べると増加していた。 

 

②＜展望＞ 

・イメトレで効果があったように、右利きの人は左手、左利きの人は右手使いを少し意識することで、

ピアノ演奏に良い効果が現れ、左右別々の動きが難しいという理由によるピアノ練習の苦手意識の解

消に繋がるのではないかと考える。 

・アンケートの結果から考えられることをまとめていきたい  

 

参考文献 

・ピアニストの脳を科学する超絶技巧のメカニズム 古屋晋一    

・「イメージする妄想力」でパフォーマンスを高める SPORTS MENTAL LOG   note.com 

・ピティナ調査・研究    https://research.piano.or.jp    

・脳を鍛える！リビングでの習慣（基礎編） https://benesse.jp 

・脳科学からみたイメージトレーニングの効果   
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楽に自転車をこぐ方法～足が疲れないために～ 

 

針江優和（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

〇研究動機 

自らの現状として、通学路に北摂三田高校の東にある嶋ヶ谷交差点付近の坂があります。毎日その坂

を上るので、脚がつらかったり、しんどかったりします。そこで、少しでも自転車を楽に漕ぐ方法はな

いかを調べたいと思いました。 

〇研究内容  

自転車を楽に漕ぐために、考えられる要素として、自分が考えるには、 

①サドルの高さ  

②ペダルを踏む足の位置     が挙げられました。 

これらの事象について、調べていくことにしました。 

 

先行研究と仮説 

<先行研究> 

自転車の最適のサドル高を探る 

先行研究では、最も効率的に自転車をこいでいると思われる競輪選手の写真から、最も最適なサドル

高を求めていました。但し、先行研究では書かれていないサドルを踏む足の場所や座る位置なども自

分は重要だととらえています。 

<仮説> 

サドルの位置は高いほどよく、ペダルの足の箇所は足指の付け根がよいと仮説を立てます。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

<仮説の根拠> 

サドルは高いほうが、脚を高くまで上げる必要性がなくなり漕ぎやすいと考えました。 

<研究手法> 

まず、要素として挙げた 2 つがそもそも、楽に自転車をこぐために関係があるのかを、調べたいと思

います。そのためには、それぞれの事象に分けて考えていこうと思います。 

 

〇研究ⅰ  （付け根でこぐ、ギア：４） 

サドルの高さがどう自転車を楽に漕ぐのに影響してくるかを３００ｍ漕ぐ時間を計測し比較しました。 

 場所：嶋ヶ谷交差点から坂約３００ｍ 
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〈結果〉 

サドルの高さが高いほうが坂を上る際に、より時間を減らすことができ、即ち楽に漕げたということ

だと思いました。 

※サドルが低い時は、安定性がなく危ないと判断したため、計測不可とします。 

平均 高め：1.34  真ん中：1.44  

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 

〈仮説の根拠〉 

ペダルは脚の付け根で漕ぐと、力が入りやすく、より楽に漕げると思ったからです。 

〈研究手法〉 

研究ⅰと同様にそれぞれの要素を合わせて考えました。 

〇研究ⅱ   （サドルの高さは高め、ギアは４） 

ペダルの漕ぐ箇所をつま先、足指の付け根、足の腹、かかとの分けて、計測しました。 

 

〈結果〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３００ｍの坂を上りきれたのは、足指の付け根の時のみでした。理由としてはつま先、かかとは安定

せず踏み外すことが多く、足の腹は力が全く入らず止まってしまいました。 

 

仮説・研究手法・研究結果③ 

〈仮説〉重心が前の位置にあるほうが、前に行く力がかかりより楽に漕ぐことができる。 

〈研究手法〉前研究同様の坂で、重心を前にした場合と、通常通りのよい姿勢で漕いだ場合、重心を後

ろにした場合の 3つを計測する。 

 

〇研究内容 （サドルの高さは高め・ギア４・足指の付け根） 

 坂を登る時の時間や足のしんどさを比較する。 

 

〈結果〉 
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重心を変えた場合でも、あまり結果は変わりませんでした。 

物理法則から考えると、重心が前に行っても前に向かう力はないことがわかりました。 

結論・展望 

①結論 

研究ⅰ・研究ⅱよりサドルの高さとペダルの足の箇所は高め・足の付け根で漕ぐとより楽に漕ぐこと

ができました。 

また、研究ⅲより重心はあまり関係がないことがわかりました。 

②展望 

しかし、計測ができないなどと計測に不備が生じているとわかったので、これからの展望としては、

研究できる範囲内で進めることや、研究内容では、ペダルの円運動でどのタイミングで力を入れると

伝わりやすいかということやペダルに力を入れるタイミングに関する研究など、また違った種類の研

究を進めていきたいと思います。 

また、楽に漕ぐためには、サドルの高さと足の位置が関係していることと重心の位置はあまり関係し

ていないことがわかっただけなので、次は母数を増やして実験していきたいです。 

参考文献 

・マゴナ研究室

https://magona.ti-da.net/e4018799.html 

・皆の生存戦略

https://survive-tactics.com/2017/06/11/bicycle-ride-easy/ 
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自転車の荷物を置く位置と速さ、安全性との関係 

 

前西翔太（兵庫県立北摂三田高等学校人間科学類型） 
 
序論 

①リサーチクエスチョンの内容 

自転車の荷物はどこに置けば、一番楽、安全なのか。 

 

先行研究と仮説 

①先行研究・先行事例 

・国際基督教大学の文系学生によれば、荷台が安定。 

・理論スポーツ：パフォーマンスを伸ばす運動理論では重心がボトムブラケットに来ると速い 

・自動車の重心の求め方 

②研究に取り組む意義 

・自転車の荷物と自転車での走行の関係を見つけ出し、多くの人が自転車を利用する際に参考にでき

るようにする。 

③仮説 

・安全なのは荷台に乗せた時で、速く運転できるのは リュックに背負ったときである。 

 

仮説の根拠／研究手法・結果考察 ① 

研究手法 

1.アンケート→主観的な面から答えを出す 

2.実際に実験する→主観的、客観的な面から答えを出す 

3.計算をして求める 

 

実験方法(２) 

※荷物をリュックまたは袋またはかばんに入れ、計 6.0kgになるようにして、それを前かごに入れる、

背負う、荷台にくくる、の組み合わせ計 7通りを二回ずつ検証する 

ⅰ速さの測定について。 

※のそれぞれにおいて時間を計測して平均をとる。 

ⅱ安全性について 

※のそれぞれにおいて、アプリで自転車の揺れを計測。 

・上記の実験において荷物の位置以外には変えない。 

・また、安全に配慮して行う。 

 

実験方法(３) 

先行研究を用いて自転車の重心を求めた後、重心の公式を用いる。 

その後実測した数値を代入する。 
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仮説の根拠／研究手法・結果考察 ② 
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[参考文献] 

バイクで最もスピードの出る重心の位置を理解する | 理論スポーツ：パフォーマンスを伸ばす運動理

論 (rkyudo-sports.com) 

【至急】写真のように車間距離 Lの自動車を水平に置いた場合の前輪、後輪部... - Yahoo!知恵袋 

力学の問題です。 - 自動車の重心の位置を求めるために、前輪と後輪... - Yahoo!知恵袋 

World of Physics (icu.ac.jp)(国際基督教大学 学生) 

前後輪重心比 5：5 - Takuro Uesaka's Official Website (jimdofree.com) 

重心-高校物理をあきらめる前に｜高校物理をあきらめる前に (yukimura-physics.com) 

共生のひろば１９号 ，2024年

160



㏣ồするࢆᐙのྍ⬟ᛶࡁ✵

山⏣ኴ（兵庫┴❧北ᦤ୕⏣高➼学ᰯே間科学類型）

ᗎㄽ

高㱋化、ேཱྀῶ少が進ࡴとともに、✵きᐙの数が年々ቑ加しており、後もቑえ⥆ࡅることがண測さ

れている。✵きᐙのᨺ⨨は、ᡤ有⪅⮬㌟の㈇ᢸになるࡅࡔでなく、ሙ合によっては、ᝏ⮯、⋇ᐖ、≢⨥

など、近㞄ఫẸにもᝏᙳ㡪をཬࡰすこともあ

る。✵きᐙは㈇のイメージを持たれがࡕである

が、有ຠにά用されたも多くあり、大きな可

能性を⛎めている。ㄡにも使われない「✵きᐙ」

をῶらし、より多くのே、地域が、✵きᐙをά

用できるようにするためにはどのようなこと

が必要かを「✵きᐙバンク」のไ度をཧ考に研

究したいと考えた。

ඛ⾜◊✲と௬タ

ඛ行研究

✵きᐙᡤ有⪅が✵きᐙ状ែを⥅⥆する大きな理⏤はᨵಟ㈝が必要であること✵きᐙのᨵಟ㈝㈇ᢸが、

ὶື化を㜼ᐖする 1␒の原ᅉ (ᮌᮧ、新、᳃本 2013)

✵きᐙがቑ加する根本的な原ᅉは、「新⠏ఫᏯの㐀りすࡂ」にある。また、ⱝ年層の持ࡕᐙ率のప下、

持ࡕᐙᚿ向のప下も原ᅉの一つである。(㛗ᔱ 2019年) 

௬ㄝ

✵きᐙバンクを含ࡴ現在の✵きᐙに㛵するไ度のㄢ㢟を見つࡅ、そのᨵၿを考えることで、✵きᐙ

を有ຠにά用することができ、その⤖ᯝとして、ேཱྀのቑ加や、ேとேとのつながりの形ᡂ、ひいて

は、Ἴ⠛山のά性化につながるのではないか。

ձࣇィールド調査

2008年度より 3᭶㹼11᭶のẖ᭶一ᅇ、度බᅬ࿘㎶のキノࢥを兵庫きのこ研究会と調査した。

ղ標本సᡂ

採ྲྀしたキノࢥは⤖⇱し、࢘レタン࣏リマーᶞ⬡でࢥーティングして標本化した。

ճ出現傾向の分ᯒ

2001㹼2013 年度までのほᐹグ㘓をエクセルに入ຊし、ࢵ࣎ࣆトテーブルᶵ能を用いて出現傾向をゎ

ᯒした

մ種数ண測

  2001㹼2013 年度までに度බᅬでⓎ見された新しいキノࢥの種のῶ⾶傾向から種数のண測を行っ

た。その際、SP群やほᐹ⪅数のቑῶなどのᙳ㡪を㝖したࢹータを用いた。
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研究手法 結果・考察 

研究手法 

・空き家バンクを運営されている「丹波篠山暮らし案内所」にお話をうかがう 

・実際に空き家を所有している人、また空き家を利用した経験がある人にヒアリングを行う 

・インターネットに掲載されている実際の運用例を研究する 

 

結果考察 

・暮らし案内所にお話を伺ったところ、空き家バンクには,移住を希望する人が相談を持ち掛けても、

実際に見学・購入できるまでにかなりのタイムラグがあり、と実際の対応にかなりのタイムラグがあ

り、熱が冷めてしまうことも多いという。また、移住を希望する人の中には、丹波篠山で農作物を販売

することで、丹波篠山のブランド的価値による販売促進を狙っている、元農家の方も多いということ

だった。 

・実際に、相続した空き家を売却した経験がある方の中に、空き家バンクを利用せずに、購入を希望す

る人と直接売買を行った方がいた。子どものことを思うと、空き家の管理を任せてしまうのはよくな

い、という思いが強く、どうにかして売却、それができなければ取り壊してしまう、という選択肢があ

ったらしい。 

 

結論・展望 

空き家バンクは、空き家を売却・貸したい人と、空き家が欲しい・移住したい人とをつなぐ架け橋とな

っているが、時間的な課題もあり、今後さらに空き家市場の活性化、ひいては、地域の活性化に大きく

貢献することができると考えた。また、空き家を持つことに対する不安を持っていたり、その活用の

可能性を十分に知らない人もおり、家庭で空き家について考える機会を増やしたり、地域ぐるみで空

き家についての情報を交換するなど、空き家を持つ前から準備の出来た状態であることが重要だと感

じた。今後は、実際に空き家という選択肢やその可能性を常に意識し、周囲にも伝えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

空き家バンク - classo 

空き家バンクに関する一考察 : 西日本の 3事例をもとに | CiNii Research 
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参画と協働の武庫川づくり～武庫川守(むこがわもり)活動 17年の足跡 Since2007 
 

伊藤益義・上田宏・岡田隆・亀井敏子・神田洋二・木村公之・古武家善成・酒井秀幸 

佐々木礼子・白神理平・白川政昭・辰登志男・土谷厚子・長峯純一・法西浩・松本誠 

村岡浩爾・山本義和・吉田博昭(武庫川づくりと流域連携を進める会) 
 
はじめに 

2010年 10月、兵庫県武庫川流域委員会(2004年 4月設置)が知事に答申した提言書に基づき、流域圏に住

まい、あるいは関わるあらゆる人 (々住民,NPO,企業,学校,行政etc.)が連携した「参画と協働の武庫川づくり」

による流域総合治水が謳われた武庫川水系河川整備計画が策定された。そして、行政が不得手な住民参画型

の川づくり部分を実現に導くことを目指し“参画と協働の武庫川づくりの推進を図るための｢行政と住民のパ

ートナー・中間支援組織団体｣”として同流域委員会の 7 割の委員と流域住民が結束し、会期中の 2007 年 4

月に当会が設立された。 

我々は、同流域委員会の提言者としての責務を全うすることを目標に、まずは提言書及び河川整備基本方

針、河川整備計画に掲げた流域連携の中で「流域圏の緊急時には上下流で連携が可能になるような“緩やかな

住民のネットワーク組織”」を構築するための活動を実践しながら、流域圏で武庫川守として活動する川づ

くり専門家集団およびシンクタンクとして武庫川水系河川整備事業をフォローする活動を展開してきた。 

 

武庫川守活動とは 

   当会の活動はそのすべてを｢武庫川守活動｣と称し、主軸の活動は、河川整備計(画図-1)｢第 4章 第 4節 

2 流域連携｣の実践と｢同節 4 河川整備計画のフォローアップ｣を流域圏に属する川づくりに関わる一団体

として見守り、PDCA サイクルのうちの C(チェック)に関わり武庫川づくりに参画することである。そのう

ちの流域連携の実践には 2つの活動があり、一つ目の流域圏ネットワークの設立は 2011年に達成した。2

つ目の活動は、情報と人材のシンクタンクである専門家集団として他流域間連携や｢河川行政｣と｢流域住民,

企業,教育機関,基礎自治体等｣のパートナーとして中間支援組織活動を実践してきた。また、第1節の流域

対策、減災対策、第 3 節全般については、住民参画型の川づくりリーダーとして流域住民への川づくり伝

道師となり武庫川ウォッチングやシンポジウム、フォーラムなどの企画をはじめ講演活動、川づくり講座、

人材育成講座などを展開してきた。 さらに、4節4にも関わり、武庫川流域委員会を前身とする当会の責

務として、提言書に盛込まれた真意が武庫川水系河川整備計画全体に正しく反映され、実施計画から整備

事業に移行されているかを見守り、次期河川整備計画においても提言書や河川整備基本方針が正しくスラ

イドされ、なおかつ時流に併合させることができるのかを見守り伝える責務があると考えてきた。これら

について、｢①計画通りに施工され目標とした効果を発現しているか。②地球温暖化による異常気象に関わ

り環境など社会的関心事項への配慮が成されているか。｣の視点から現認調査し、内部議論を経て情報発信

ツール(ホームページ,YouTube,機関紙｢武庫のながれ｣,フォーラム,イベント参加等)で発信をしている。 

武庫川守活動 
活動事業名 活動概要 

｢武庫川流域圏ネットワーク｣設立活動 当会設立から 4年間の準備を経て設置 

武庫川流域圏に関する情報と人

材のシンクタンクに係る活動 

 

武庫川講座(関西学院大学),宝塚市市民カレッジ・武庫川講座(宝塚市西公民

館),各種講演・出展(阪神北・南県民局ビジョン委員会主催各イベント等), 

川づくりリーダー養成講座,武庫川づくりサイエンスコンシル(武庫川づくり科学

協議会) 

※ 当会の活動事業における基本となるエビデンス ｢ISO 9001-2015年版要求仕様 10.改善｣抜粋 
評価を行った結果、計画が正確に実行されていない場合のみに限らず、実行されていたとしてもより優れた

方法があるかを常に考え、継続的に改善を行なう。ミスやトラブルなどの不適合に限らず、時代の流れや組織

を取り巻く様々な状況の変化に合わせ、システムを絶えずアップデートしていく仕組みを作り、マネジメント

システムを最適化していく。 ⇒武庫川流域委員会では｢立ち戻りの原則｣と称し今なお各種計画に導入 
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ṊᗜᕝὶᇦᅪのఫẸࡧࡼ࠾ᅋ

యࡸᴗࠊᩍ⫱ᶵ㛵ࠊᏛࠊṊ

ᗜᕝ⁺ᴗ༠ྠ⤌ྜࠊ⾜ᨻᶵ㛵と

の༠ാ࣭㐃ᦠάື

行政との᠓ㄯ,各種ጤ員会・ᩍ⫱ᶵ㛵(兵庫┴⎔ቃᑂ㆟会,ᅵᮌ学会,ி㒔大学,㛵

西学㝔大学,⚄ᡞዪ学㝔大学➼),各種ጤ員会ഐ⫈,キリン⚄ᡞᕤሙ,⚄ᡞ市Ỉ㐨ᒁ

とព見会,ᕝ࡙くり᥎進ࣃートナー㐃ᦠάື,(ᑽᓮ,ᐆ塚,୕ ⏣の市㛗,西ᐑ市名

ሷUR㺃各ᡞ㈓␃NPO,⁺༠  ➼とṊ庫ᕝ࡙ くり᥎進ࣃートナーとしてព見),ព見・ᥦ言

Ṋᗜᕝὶᇦᅪにࡅ࠾るỈ㺃

Ỉ㺃⎔ቃに㛵する┘ど㺃ぢᏲ㺃ಖ

㺃⏕άື

ṊᗜᕝᏲのᇶ本άື:ᖹᖖのὶ況㺃Ỉ㎶の⎔ቃㄪᰝ,リアルタイ࣒のṊ庫ᕝライ

ブYouTubeⓎಙ,⅏ᐖ時・ὥỈ㊧調査、␗常時の現地調査・Ἑᕝᨵಟᙳ㡪ホ౯

➼,Ṋ庫ᕝᏲレ࣏ートసᡂによるグ㘓

Ṋᗜᕝ࡙ࡾࡃにᐤするάື ᕝ࡙くりリーダー㣴ᡂㅮᗙ,Ṋ庫ᕝ࡙くりサイエンスࢥンࢩル,(Ṋ庫ᕝ࡙くり科

学༠㆟会) 

Ṋᗜᕝὶᇦᅪにࡅ࠾るᗈሗάື ⏬άື:Ṋ庫ᕝ࡙くりࢩン࣏ジ࣒࢘,Ṋ庫ᕝ࡙くり࢛ࣇーラ࣒,Ṋ庫ᕝ࡙くりỈ

㎶の⎔ቃ࢛ࣇーラ࣒,Ṋ庫ᕝࢵ࢛࢘チング、参ຍࡧࡼ࠾出ᒎ:ᅜ一ᩧỈ質調査

ースࣘࡈうࡻば(ひとはく),ひࢁのཧ加,西ᐑ市㺃ᐆ塚市各種⎔ቃᒎ,共生のひ

eco࢛ࣇーラ࣒,ひࡻうࡈ⎔ቃᢸいᡭサミࢵト、ᗈሗάື:ᶵ㛵⣬「Ṋ庫のながれ」,

ージ,YouTube、ὶᇦ㛫㐃ᦠ:༓種ᕝ・山ᕝとの㐃ᦠάື,ᅪእᾷᕝ࣒ー࣍

Ṋᗜᕝὶᇦᅪにࡅ࠾るㄪᰝ◊✲άື 各種Ỉ質調査(ὶ域ᅪ一ᩧ・特␗点➼・Ἳ・␗常時の㏣㊧分ᯒ),⚄ᡞዪ学㝔大学

との共同研究,生きものࢵ࢛࢘チング,ᬒほࢵ࢛࢘チング,㐳上アࣘほᐹ調査

άືの᥎㐍にᚲ要なᑓ㛛▱㆑,ᢏ⾡⩦ᚓཬࡧၨ

Ⓨに㛵するάື

Ṋ庫ᕝㅮᗙ,どᐹバスツアー・Ṋ庫ᕝὶ域ᅪ・山ᕝὶ域・༓種ᕝὶ域ᅪ

のୖグṊᗜᕝに㈨するㅖάືࡑ
名ሷ㐨㊰、ᐆ塚SA、⚄ᡞ市Ỉ㐨ᒁ༓ⱉダ࣒㏦Ỉ⟶ᨵಟᕤなどのᬒほ⎔ቃの

ᙳ㡪ホ౯ ➼

住民参画型の武庫川づくり活動概要と17 年間の活動によるアウトカム

1. 水質調査

ᡃ々が実しているỈ質調査は、ఫẸ向ࡅの⡆᫆なࢵࣃクテストによる調査である。බ的調査からは᱁

ẁに⢭度がຎるが、ὶ域ఫẸ⮬らが現ሙに❧つ調査は、現ሙをయឤで知ることができる。また、ᕝのや

かさឤぬは、ᢸ当⪅ẖ・地点ẖに変わるが、ồめられるものはᮘ上の✵ㄽから、現実を㋃まえた実㊶的な

㆟ㄽを可能にすることである。これまでの調査によるᡂᯝのᴫ要をア࢘トカ࣒として以下にとりまとめた。

ձ ᅜ୍ᩧỈ質ㄪᰝ 10ᖺの⤖ᯝからุ᫂ࡇࡓࡋと

・中ὶ域の CODの್が比較的高くバラツキが大きくなる傾向がある。

・兵庫┴⎔ቃ白᭩でもṊ庫ᕝ中ὶ域で COD が高くなり、バラツキも大きい。

その他にも同様の傾向がࡳられる⟠ᡤがあるが、原ᅉは特定できていない。

・ᐆ塚サーࣅスエリアにおいて❹ᕤ直後に下Ỉฎ理ỈタỈのὶ入にకうởᰁが心㓄された。その⤖

ᯝ、22 年Ꮨ調査で COD の␗常な高್が検出された。しかし、ఱれも⊂⮬調査で一時的にⓎ生した

㇟と確認でき、当会による一定のṊ庫ᕝ┘どᶵ能はᯝたࡏたといえる。

・ឤぬ的ではあるがἙཱྀ域での COD はప下傾向にある。⎔ቃ白᭩でも同様のグ㏙があり、近年ᾏのỈ

質がⰋくなりすࡂたことに㉳ᅉした⁺⋓㔞ῶ少傾向がこのことをド᫂している。

ղ ≉ูㄪᰝからุ᫂ࡇࡓࡋと

・Ṋ庫ᕝ中ὶ部のᕤሙỈから高⃰度のアンモࢽアែ❅⣲を検出したことがあるが、常時高いことは

なく、␗常とุ᩿できるまでには⮳らなかった。その際に近くの上ὶί化センターにおいてỈの調

査を実したが␗常な್は検出されなかった。

・下ὶί化センター(本ᕝᕥᓊ)ᗫỈཱྀ近くで高⃰度の COD とࢥプロスタノール(ே⣅⏤᮶物質)が検出

された。下Ỉฎ理ሙからのỈのᙳ㡪が考えられる。

・新名⚄高㏿㐨㊰ᐆ塚サーࣅスエリアの㐠用が㛤始され、下Ỉฎ理タが❧ࡕ上がった時期に比較的

高⃰度の CODが検出された。しかし、定常㐠㌿に入るとၥ㢟はゎᾘされた。ὶ出※に♫会生ά⏤᮶の

ὶ出物が少ないと考えられる地域であることから、本ᕝよりప⃰度の CODが検出され、一定㔞の⮬↛
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排出があることが分かった。総負荷＝面源(自然排出)負荷＋点源(下水道)負荷になる。 

・支流名塩川で降雨による真っ黒な高速道路排水流入の情報があったが、現認・調査はできず問題を

残したままになっている。

③ 泡調査から判明したこと

・一般に細かいクリーム状の泡が発生している場所は不快に感じる。この泡は概ね一定の箇所に生じる。

発泡メカニズムの目視観察から、落差・渦が生じるところでは空気を巻き込み発泡することが分かってい

る。普段は直ぐに消える泡も、泡持ちが長いと塊になり淀みに集まってクリーム状の泡になることが分か

る。試験管を用いて振とう試験で簡易に発泡能力の評価ができることが分かった。

・パックテストで検出できるような物質は検出できないが、泡から微生物の死骸なども顕鏡されることか

ら、生物由来の物質が発泡要因の一つとして疑われる。

・我々の能力では発泡原因物質の特定まではできない。しかし、発泡は景観だけでなく水質的にも良くな

いことだけは明白である。

・泡のCODが流水と比較して約3倍の高値を示し、プランクトンが大量に捕捉されていることが分かった。

試験管の中ほどまでサンプルを入れて振とう起泡させて泡の持続時間を測定することで簡易評価ができ

る。一般的に起泡のメカニズムは、①液温が高い、②圧力降下、③異なる溶媒の混合、の3点が挙げられ

ているが、滴定実験結果から武庫川における起泡メカニズムは「気体巻き込み」によるものと考えて差し

支えがないことが分かった。また泡のCOD高値の原因は、界面活性材の濃縮機能と天然由来の界面活性剤

の存在であると考えられる。（泡調査報告書より） 

2.天然アユの遡上復活への取り組み 

・武庫川における天然アユの遡上復活は短期の取り組みでできるものではない。根気をもって粘り強

く続ける必要がある。天然アユが数千尾レベルで遡上しなければアユの復活とは言えないが、まずは

遡上の確認から始めようと考えた。｢何時・何処で・どのように観察すれば｣の模索から始め、他河川

の遡上情報を頼りに潮止堰の魚道観察からスタートをしたがそう簡単ではなかった。そこで、ヒュー

マンスケールで河床が見える透明な水が流れる住吉川で生態観察を行い初歩から学び直して試行錯

誤し、見通しの効く武庫川下流の第 1号床止工で観察をすることに特化した。続けているうちにコサ

ギや鵜がアユの遡上をいち早く察知し、その捕食行動からアユの遡上を確認できることが分かった。 
・住吉川・武庫川・宮川(三重県)のアユを解剖し、腸内容物の顕鏡から、生息場所ごとに餌が異なるこ

とが判明し、宮川のアユだけが教科書通りの餌を摂っていることが分かった。

・川で出会った人が遡上中のアユの姿に驚き、また、散歩中の人に声をかけて

武庫川にアユがいると説明すると、殆どの人から驚きと同時にアユが遡上す

る川であって欲しいと望む声が聴かれる。市民に愛される武庫川にアユは不

可欠であると同時にアユが居れば愛される武庫川になることが期待できると感じた。 
・令和 4 年度の河川整備事業における第 3 号床止工の改築では、アユの遡上を意識した、緩傾斜全断

面魚道方式が採用された。これによって河川管理者の環境への配慮が本物であることが確認できた。 

3.武庫川ウォッチング 

・武庫川の生きものから景観、文化に至るまでを視察するウォッチングは、参加者の自由な目線で観

察し、団長やインストラクターも知らない発見のある参加体験型のウォッチングを心掛けて企画し

てきた。観察結果の報告書は統一様式にすることで生きものの環境変化を読み取れるように工夫し

ている。また、同じ場所で観察することによって季節や環境変化が生きも

のにもたらす影響の評価資料に使えるよう配慮した。

・現地の活動団体や個人に協力を求め、地元住民でしか知り得ないことの

情報収集や、農作業中の住民に虫やカエルを捕獲してもらうなど、地域に

開かれたウォッチングを行い、多様な人との交流を図った。

・流域圏の広域で外来種の侵入が見られるなか、一つの谷津田で一軒の農家が農業を営む勝谷の田んぼに
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は、農家以外の立ち入りがない隔離された空間が展開する。そこでは外来種の侵入は見られず、昔ながら

の風景が今なお保全され、人・物の侵入が環境に大きな影響を及ぼすことを学んだ。この空間が何時まで

も保全されることを願いたい。 
・河川整備計画に盛り込まれた｢環境の 2 原則｣を意識した、武庫川生きものウォッチングを実施し、地域の

環境と生きものを記録してきた。かつてダム計画案が浮上した武田尾(武庫川)峡谷は、今ではハイキング道

として一般開放され、遠方からの観光ハイカーの増加とともに、廃線当時の人の介入しない貴重な自然は失

われようとしている。しかし、今のところ武田尾峡谷の固有種は生息していることが確認できている。峡谷

の自然が残って欲しいと願う多くの人の願いを叶えるために環境と調和した河川整備が行われることを願

わずにはいられない。 
 
河川行政が所管する河川施設整備への評価と次期河川整備計画 

近年の異常降雨に河川改修事業が成果を発揮しているか否かは、異常降雨発生時あるいは発生後の洪水

痕跡調査と流量計算などを照合し、流下能力がどのくらい上がっているのかタイミングを見計らって調査

するしかない。一方、流域圏で発生した大きな水害によって河川整備計画とは別に災害復旧事業として河

川改修が実施された区域がある。それは、流域委員会設置から武庫川中流域で最も大きな被害をもたらし

た 2006年の 23号台風で大きな被害がでた武田尾住宅街とリバーサイド住宅である。武田尾は災害復旧に

よる区画整理事業が実施され、一旦全戸が移転して嵩上げされた宅地に新たな武田尾住宅地が再建された。

しかし、2014年の台風11号で再び住宅地付近は浸水し、我々は当時の被害状況とその後の復旧経過をモニ

タリングした。その結果、区画整理事業による嵩上げ工事で安全は担保できたが、自然の景観が失われ、移

転した住人のすべては戻っていない。同様に23号台風で全戸移転したリバーサイド住宅跡地では、元あっ

た河川区域の自然環境に戻すことなく放置して遊水地化し、荒廃した更地がゴーストタウンを思わせるよ

うな景観を形成している。また、上流から河口まで実施した広範囲な調査では、長尾山トンネル内を洪水

が走り、リバーサイド住宅跡地ではパラペット越えの溢水が発生して遊水地機能を果たし、さらに大岩橋

橋詰に新たに整備された遊水地によって下流築堤区間の市街地で被害は発生しなかった。長尾山トンネル

の標高は新規ダム計画案ELより若干高く中流峡谷域の放水路になっていたことが判明した。新規ダム議論

の検討材料を得ることができたといえる。 

進行管理表からみた工事は想定以上に前倒しで進捗している。2011年の着工以降、河川工事用の資･機材

が急速に目覚ましい進歩を遂げ、同時に情報技術開発も進んだ。河川管理者が積極的に新規 ICT 機材を導

入した新たな技術革新により、工事の迅速化と人材削減が可能になった。その結果、非豊水期に可能な工

事量が大幅に増加し、準備から後片づけに至る作業量も相対的に削減されることにつながった。 

また、従来ならこれほどまでの配慮はしないと思えるほど、自然環境に配慮した工事が各所で実施され

たことは特筆に値する。一方、提言書に積み残しはないが、今期の河川整備計画に提言書から正しく真意

が伝わらなかった健全な水循環については、次期河川整備計画に正しく軌道修正して導入できるよう誘導

する必要がある。工事が終われば以前を知る人も少なくなるが、武庫川守レポートは次期河川整備計画検

討資料として有効に活かしてもらいたい。 

 

考  察 

川がそこにある限り浚渫が必要であるように、河川整備事業は永久(とわ)に更新し続けなければならず、

今期の河川整備計画で終了することはない。そう考えると、温暖化を背景に我々の活動成果を継承し、サ

スティナブルな活動にしていく必要性を強く感じる。17年が経過したが、武庫川から始まった｢参画と協働

の川づくり｣は、まだ緒に就いたばかりで、参画と協働の仕組みづくりの課題はまだまだ続くと思われる。 

2007年から17年間の活動を通して、机上の空論から現実を踏まえ、さまざまな視点観点で住民参画型の

川づくりにむけた実践的な議論に繋がる礎となる膨大な資料を蓄積することができた。この多岐にわたる

データ・資料を次期河川整備計画の参考資料として活かせるように整備し、また、17年間の遺産を引き継

ぎ、託すことのできる次世代の新たな活動団体や個人を探すことが残された最後の課題である。 
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高価な設備をつかわない無菌播種 

壷阪 廉太朗・川島 笙寛 顧問 田村 統（兵庫県立龍野高等学校自然科学部） 

動機及び目的 

私たちは「生物多様性龍高プラン」の一環としてサギソウの無菌播種に取り組んでいる。この技術を小学

校の環境教育でも活用できるようにクリーンベンチやオートクレーブなど高価な設備を必要としない実験

方法について開発することにした。 

またこの技術を高校生のバイオテクノロジー生徒実験にも応用できると考えた。従来の方法は「ニンジ

ン形成層からのカルス形成と再分化」であるが、ニンジンの形成層の切り出しなどにクリーンベンチが

必要不可欠であり、オートクレーブを使用した培地の滅菌は加熱から冷却まで長時間かかり、高価な耐

熱性の培養容器が必要である。 

昨年はペットボトルを培養容器として「キク花弁のカルス形成」を行ったが、花弁の置床後広い管理場

所が必要であり、培地も多く必要であった。 

そこで、今回はより小型で密封できる容器としてチャック付きミニポリ袋を培養容器として、サギソウの

無菌播種。およびキク花弁のカルス形成が可能な実験方法の開発に取り組んだ。 

培地などの滅菌には微酸性電解水を使い、目標値は培地の滅菌成功率95％、植物体の滅菌成功率90％、

クリーンベンチをつかわない植物の置床成功率90％、カルス形成率90％以上とした。 

実験 

材料 

培養容器（小型チャック付きビニル袋)、ピンセット、プラスチックコップ、スプレーボトル、鍋、コ

ンロ、オタマ、漏斗、パラフィルム、スプレーギク、サギソウの種子 

培地（1L あたり） 

グラニュー糖 20g、MS 培地(粉末)4.4g、ゲランガム3.0g、植物ホルモン（NAA1mg KIN1mg）微酸性電解水

1000ml 

培地の製造手順 

① 培養容器となるチャック付きポリ袋内に微酸性電解水を噴霧し滅菌する。

②ビーカーなどに規定の濃度となるようにショ糖，MS 培地（粉末）,ゲランガムを量り，ガラス棒でよ

くかき混ぜた。 

③ 鍋に微酸性電解水1000ｍL と➁の培地いれて加熱して溶かした。オートクレーブで加熱滅菌しないの

でここで完全にゲランガムを溶解させておく。 

④培地の成分が十分に溶けたら，植物ホルモン（IAA と KIN 各１mg）を加えてかき混ぜた。その後，微

酸性電解水で滅菌したミニポリ袋に15ｍL ずつ分注した。 

※ サギソウ無菌は種の場合植物ホルモンを添加しなかった。

⑤ 培地を固まるまで静置した。

サギソウの無菌播種 
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① 微酸性電解水とサギソウ種子を小瓶に入れて5～10分程度良く振って種子を滅菌した。 

② 銅線で作製した、播種棒でサギソウ種子をすくいとり、ミニポリ袋内に播いた。種子の落下とコン

タミの防止のため微酸性電解水を袋内に噴霧した。 

キク花弁の置床 

① ピンセットで総包外片を除去し，外気にあまりふれていないつぼみ内の花弁を取り出す。 

② あらかじめ，小瓶に微酸性電解水と，花弁を10枚程度入れて激しく３分以上振り滅菌する。 

③ 微酸性電解水で滅菌したピンセットを使用して，小型チャック付きビニル袋に花弁を2枚ずつ入れた。 

⑥ 微酸性電解水を噴霧して，滅菌し袋を閉じた。 

 

※キクは多数の花が咲くスプレーギクを使うことで、開花間もない花を選択できる。外気にあまり触れて

いない花弁を使用した。またキクは、すべて舌状花の品種を使用した。 

播種や花弁の置床後の管理 

直射日光は容器の内部温度が上昇するため、室内の明るい日陰で管理した。 

 

結果 チャック付きポリ袋で培地を滅菌できたのか？ 

1月から7月にかけて4回の実験で139袋の培地を製造したところ、コンタミが起こったのは1袋のみで

あった。培地を注入するときに、袋の口や口付近を汚さなければ、微酸性電解水で十分に培地や袋を

滅菌できる。 

表1   チャック付きポリ袋を使用した無菌 
 

 

 
 

製造日 確認日 播種数 汚染数 滅菌率（%） 培  地 

1.20 3.21 16*1 0 100 MS培地 
3.31 4.14 20*1 0 100 MS培地*2 

6.28 7.12 32*1 0 100 MS培地*2 

 

 

また、培地1L あれば、60袋以上の培

地を製造できるので、1クラス（40人）

分の材料としては十分である。 

 

小さな空間で植物は育つのか？ 

13個のポリ袋にサギソウを播種した。播

種時のコンタミはなかった。球根の形成

は袋により多少の早い遅いや大小はあっ

たが、球根は形成した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

7.15 7.26 71 1 98.5 MS培地*2 
 

リ袋以外の容器にも分注 *2  植物ホルモン(NAA,KIN)を添加 
 
表2  サギソウの無菌播種  2023年１月実施 

 
 

播種日 確認日 播種数 汚染数 発芽率（%） 培  地 
1.20 3.2 13 0 100 MS培地 

 

 
表3  キク花弁の組織培養  2023年度1月・７月実施 

 

置床日 確認日 置床数 汚染数 汚染率(%) 形成率(%)*1 培 地 
1.20 4.14 20 0 0 45 MS培地*3 

7.15 8.2 23 2 8.6 100*2 MS培地*3 

7.16 8.2 9 0 0 100 MS培地*3 

*1  脱分化後のカルスの形成率  *2  コンタミを除く 
*3  植物ホルモン(NAA,KIN)添加 
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キク花弁はカルスを形成するのか？ 
4月～8月にかけて植物ホルモンを添加した52個の容器に花弁を置床した。 

うち、2つで置床時のコンタミが発生した。 

カルスの形成率は実験日により異なった。3月31日に実験したものはカ

ルス形成率が45％と低調であった。これは、気温が低いと花弁が脱分

化するまえに枯死したためと予想された。気温が高くなった、7月では

置床時にコンタミしたものを除けば、100％カルスを形成した。播種や

置床時に微酸性電解水を噴霧することでコンタミを防止することはで

きた。 

                                          図１ サギソウのポリ袋無菌播種 

 

 

まとめ 

100％の成功率を求めないのであれば、オートクレー

ブ・クリーンベンチを使用しなくても、微酸性電解水

を使用することで、ミニチャック付きポリ袋でサギソ

ウの無菌播種やキク花弁の組織培養は可能である。 
なお成功率は低下するが、微酸性電解水を使用せずに、培

地を十分に加熱し、ポリ袋の口付近を培地で汚さないよう

にすばやく内部に分注すれば、無菌培地は製造できる。 

 

 

 

 

 

参考文献

 図２ キク花弁から生じたカルス 
 

土橋敬一（2019）：簡単にできる組織培養 ～授業実験でできるキクの花弁培養～,啓林館生物授業実

践記録 https://www.shinko-keirin.co.jp/keirinkan/kou/science/seibutsu-jissen.html 
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⏕化石の主はㄡࡔ㸟㹼和泉ᒙ⩌㜿ᒙの⏕とሁ✚⎔ቃ㹼

泉北高ᰯ 生研究⌜㸸 ୕Ꮿ ဏ᮶ 㸭 近藤 ╬ 㸭 古谷 ᮒ㔛  (ᢸ当ᩍㅍ) ᯇỌ 

要᪨࣭ᴫ要

ῐ㊰ᓥ୕ツᕝ地域の白亜系和泉層群北㜿万層

で地質調査を行い、ルートマࢵプ、ᰕ状図をస

ᡂした。下部の厚い白Ⰽ◁岩、および主部の泥

岩中に特徴的な◁岩の堆積ᵓ㐀はἼ浪のᙳ㡪が

ཬࡪὸᾏ層を示し、産出化石もὸᾏ域に生ᜥす

る種を含ࡴ。また、多種にわたる生化石に╔

目すると、⦪᥀り型で特徴࡙ࡅられ、同様にὸ

ᾏの⎔ቃを示၀するものであった。アンモナイ

トの化石群集が同時期に一Ẽに入れ᭰わること

を含めると、ᾏᗏ࣭ᾏ୰の୧᪉࡛ඹ㏻ࡋて⎔ቃ

。といえるࡓࡋኚ化ࡀ

ၥ題ᥦ㉳࣭◊✲┠ⓗ

本研究は、現在よりも 10Υ以上ᖹᆒẼ が高かったと᥎定される中生代白亜紀におࡅるᾏ底で、

当時のᾏ᳇生物がどのような⎔ቃで生ᜥしていたかについて、地層や化石の産状をもとにについて

考えることが最⤊的な研究目的である。地⌫ ᬮ化が進んࡔ未᮶を考える上でも非常に㔜要なព

をもつ研究といえる。

ῐ㊰ᓥの和泉層群の岩相ཬび化石層ᗎについては古くから研究されているが、1990 年代以㝆、層

ᗎに㛵する研究報告は非常に少ない。ῐ㊰ᓥ南ᮾ部の୕ツᕝ地域の和泉層群北㜿万層(Fig.1)は、

2021 年 4 ᭶にㄽᩥとしてᥖ㍕された大型ⲡ㣗ᜍ❳ࣖマトサ࢘ルス・イザナࢠイの産出が報告（ῐ㊰

ᓥで၏一）された地域である。この地域の岩相は岩ᇛ・前⏣(1989)によって主にアンモナイトや

ᯛ貝化石の産状からἈ合の泥岩で特徴࡙ࡅられると報告されている。しかしணᐹ的な研究では、本

地域下部にἼ浪のᙳ㡪下で堆積したὸᾏ層の存在を堆積ᵓ㐀やࣇブリࢵクゎᯒから確認した（そ

の一部は年の「共生のひࢁば」でⓎ表）。

これまでアンモナイトなどがὀ目されてきたのにᑐし、本地域において「生化石」をテーマと

した研究はほとんどない。生物そのものではなく、生物のάືの㊧(生物のᕢ✰や㊊㊧など）が化

石化した生化石から生物のᬽらし方や生きていた⎔ቃ

が分かる可能性がある。⏕化石のᙧ状ࢆ⣽かࡃㄪて

ศ㢮するࡇとࠊࡀ本地ᇦのሁ✚⎔ቃࡸ⏕≀の⏕ᜥ⎔ቃࢆ

本地ᇦ࡛産出すࠕ、ると考えࡀにつなࡾかࡀるᡭ▱ࡃ῝

る⏕化石のከࡃはࠊὸᾏᇦ≉᭷の≉ᚩࡶࢆつの࡛はな

いかࠖࠋという௬ㄝを持って研究を始めた。

᪉ἲ㸯㸦地質ㄪᰝ㸧兵庫古生物研究会と地ᶒ⪅の༠ຊ

のもとで、୕ツᕝ地域（ᮾ西 2km、南北 2km) の地質調

査を行った。地層のほᐹ・スケࢵチやクリノメーターを

用いた㉮向傾ᩳの計測を行うことによって、ルートマࢵ

プ(Fig.2)ཬび、ᰕ状図(Fig.3)をసᡂした。また、見つ

Fig.1 インࢵࢹクスマࢵプ

Fig.2
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。の変化を調べたプやᰕ状図に᭩き入れ、下部から上部ࢵた堆積ᵓ㐀や産出化石をルートマࡅ

⤖ᯝ㸯㸦ᒾ┦ᒙᗎと化石ᒙᗎ㸧

୕ツᕝ地域はῐ㊰ᓥ南ᮾ部に位⨨し、北㜿万層(白亜系下部マーストリヒチアン㝵[約 7200万年前

の地層])が分ᕸする。大ᒁ的に㉮向は NE-SW方向、南ᮾ方向に 20-50°で傾ᩳし、南ᮾにかࡅて上

位の地層が㟢出する(Fig.2)。本地域は「下部の厚い白Ⰽ◁岩」（下部◁岩㡫岩層㸸ᇼ⡲ 1990）の

上位に薄い◁岩のᣳࡳをకう◁質泥岩（ෆ⏣㡫岩層㸸ᇼ⡲ 1990）が㔜なる。白Ⰽ◁岩は地域北西部

に大㟢頭を形ᡂしており、多くの堆積ᵓ㐀が確認された。また主部では、厚さ 1.2mほどのᩳⴥ理

のⓎ㐩する「泥岩中の◁岩」が見つかり、地域の A㹼Cルートすべてにわたって 500m以上㏣㊧する

ことができた。

本地域最下部の◁岩泥岩層ではᖹ行ⴥ理や⣭化ᵓ㐀を示すターࣅダイト◁岩や、グルーブキ

ࣕスト、ࣇルートキࣕストがほᐹされ、Nanonavis(ᯛ貝㸸合ᘚ)が産出した。その上の「下部

の厚い白Ⰽ◁岩」では、ࣁンモࢵク状ᩳ層理や࢙࢘ーブリࢵプルがほᐹでき、◁岩層の上位に

向かって、礫がቑ加する㏫⣭化が見られ、また◁岩యに

上方⢒⢏化の傾向が見られた。また、白Ⰽ◁岩中にはチࣕネ

ルᵓ㐀やローブ状の変化がほᐹされる。白Ⰽ◁岩の上位には

◁岩泥岩層があり、層中の◁岩は大きなスランプ〩᭤

を示している。

白Ⰽ◁岩の上から最上部までは◁質泥岩主యとなり、頻⦾に

約３㹼10cmの厚さの◁岩がᣳまれる。たࡔし、泥岩主部にお

いて、㝈定的に厚さ約 120cmの◁岩がᣳまれる(Fig.4)。この

◁岩は５つの༢層よりなり、古ὶ向は北西̿南ᮾ方向であるこ

とが分かった。たࡔし、それࡒれの༢層ෆでⴥ理ࡈとにインブ

リケーࣙࢩンの向きが㏫㌿する。また、༢層ෆにࣁンモࢵク状ᩳ層理が確認された。この◁岩中

の下位 1mにはᲲ付きのࢽ࢘の化石が集中的に産出し、◁岩中にはカキの化石が密集する。

◁質泥岩は、その下部と上部で᫂確に化石群集が入れ᭰わる。下部ではマーストリヒチアン最下

部のᣦ標である␗常ᕳきアンモナイト Nostoceras hetonaienseが多産する。一方、上部では

Pachydiscus aff. kobayashiiを頻⦾に産する。

Fig.4 Ἶᒾ୰の◁ᒾࢳࢵࢣࢫ

Fig.3 ᰕ状図と産出化石の一部
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考察１（堆積環境に関して） 

本地域下部の白色砂岩中の堆積構造から、河口付近に発達するデルタ堆積物である可能性があ

り、その下位のタービダイト層より海退現象が起きたと推定される。そして、その上部のスランプ

性砂岩泥岩互層から最上部にかけて再び海進が進んだと考えられる。ただし、主部の砂質泥岩中に

見られるハンモック状斜交層理や浅海性の底生化石から、波浪の影響の及ぶ環境がしばらく続いた

ことが推定される。また、海進が進む中で Nostoceras hetonaienseを含む化石群集が Pachydiscus 

aff. kobayashiiを含む化石群集に置き換わっていったといえる。 

 

方法２（生痕化石のサンプリング） 

本地域において観察された生痕化石をサンプリングし、ルートマップおよび柱状図内での産出露

頭（層準）を明確にし、形状（幅・長さ・内部構造）、頻度、岩相などを記録した。 

 

結果２（生痕化石の分類） 

35個(層準)以上の生痕化石を発見し、そ

れぞれの特徴(サイズ、幅、形状など)を観

察することによって、 4タイプに分類した

(Fig.5、Fig.6)。 

・タイプ１… 単体で発見。多くが縦堀

り。内側に複雑な構造があ

る。 

・タイプ２… 枝分かれが多く観察され、

一か所で同時に多数発見。 

・タイプ３… 水平型・垂直型両方見られ

る。形状のバリエーション

が多い。 

・タイプ４… ひものような形状の小さな

黒い跡がたくさん集合。 

 

考察２（生痕化石の移り変わり） 

Fig.7に生痕化石の各タイプが発見された層準や岩石を示した。 

・タイプ１と４は「泥岩中のみ」に見られ、タイプ２と３は砂岩・泥岩の両方で見られる。 

・縦掘り型はタイプ１が泥岩、タイプ２と３は砂岩中にみられ、生痕化石のタイプは岩相と大きく

関係しているといえる。特に縦掘り型が集中して見つかる下部は「浅海性の Skolithos 生痕相」に

相当すると考えられる。 

・地域下部から上部にかけて、堆積構造からはデルタ環境から沖合への環境変化があったといえ

る。また主にアンモナイト化石群集が Nostoceras ⇒ Pachydiscus へと変化し、生痕化石のタイプ

が 2(砂) ⇒ 2(泥) ⇒ 1(泥) ⇒ 1（泥・縦堀り）に移り変わっていることが読み取れる。このこと

から本地域での海進期の環境変化は海底・海中で一貫していた可能性が高い。 

タイプ パイプの長径 形状 

頻度 

（層準） 

タイプ１ 30 ～ 45mm 

断面はほぼ円形、二重構造

あり 

7 

タイプ２ 10 ～ 30mm 

断面は楕円形、 

二股分岐あり 

12 

タイプ３ 4 ～ 10mm 

鉛直・水平あり、直線・波

型あり 

6 

タイプ４ 0.5 ～ 4mm 

黒色ひも状、 

鉛直・水平あり 

10以上 

Fig.5 生痕化石の分類表 
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⤖ㄽ

本地域で般的にほᐹされた⦪᥀りの生化石は、

ὸᾏᛶのࠕ Skolithos ⏕┦ࠖを示すと᥎定される。

地域下部から上部にかࡅて、堆積ᵓ㐀と産出化石の変

化が調和的であり、生タイプも 2 э の変化がㄞ 1

れる。ᅇ、生化石に╔目したことにより、本地ྲྀࡳ

域がὸᾏ性の堆積⎔ቃを示すことが多角的に示され、ᾏ

ᗏ࣭ᾏ୰の୧᪉࡛ඹ㏻ࡋて⎔ቃኚ化ࡓࡗ࠶ࡀことが᫂ら

かになった。

後は生化石の⣽部をよりヲしくほᐹし、の࠺ࡼ

にᐟࡀ⏕άࡋていࡓのかをゎ᫂したい。現生のᾏ底生

物のᕢ✰をほᐹして形状を比較し、Ⓨ見した産出化石と

生化石の産出層‽を㔜ࡡることからᐟ主特定のアプ

ローチをヨࡳる。
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Maastrichtian) ammonites from Awaji Island, Southwest Japan.

Bulletin of the Osaka Museum of Natural History, 39, 1–58.

(2) 岩ᇛ㈗Ꮚ, 前⏣ᬕⰋ, 1989. ῐ㊰ᓥ南ᮾ部和泉層群の泥岩層と化石

ື物群.高知大学学⾡研究報告, 38, 187-201.

(3) ዉⰋ正和, 2000. 「ダイナミࢵク古生ែ学 古⎔ቃと化石底生群集との相స用」（᪥本古生物学会）

(4) 泉㈼ኴ郎 2017. 「生化石からわかる古生物のリアルな生きࡊま（ベレ出∧）
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Fig.6 生化石のタイプู

Fig.7 各層‽の産出化石・堆積
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子どもたちと学ぶ自然と文化～いつなっとの自然観察会～ 

 
西垣由佳子, 藤木恭子, 西谷浩子（但東野あそびくらぶいつなっと） 

 

 

 

はじめに 

私たちは兵庫県豊岡市但東町で活動する任意団

体「但東 野あそびくらぶ いつなっと」です。二

か月に一度、地元の親子の皆さんを対象に自然観

察会や体験活動をおこなっています。一見、穏や

かな農村風景が広がる但東町ですが、課題もたく

さんあります。過疎化による人口減少や小学校の

統廃合、シカの増加による森林被害や農業被害、

外来種問題。高齢化がすすみ、自然に寄り添って

きた文化やくらしは、今、静かに消えつつありま

す。但東町の自然の中で遊んだ思い出が、子ども 

たちの原風景となるように、地域に残る自然や文化を一緒に学び、体験しています。2021 年春から活

動を開始し、丸三年となりました。 

 

 

 

 

１．あそぶ 

自然観察会に参加したことのない親子の皆さんの心のハードルを下げ、参加者の間口を広げられる

か。チラシを見て「ちょっと行ってみようかな」と思ってもらえるプログラムや企画をもとに、自然

の中で楽しくあそぶことを一番に考えています。小学生時代に参加してくれていた子どもたちも中学

生となり、今ではサポートスタッフとして活躍しています。まずは、楽しそう！と感じてもらい、自

然に慣れる、自然の中であそぶことが心地よいと感じてもらえるような、自然観察会や体験活動を目

指しています。 

 

初参加の親子。クラフト作業は親子で楽しめる   おもいっきり遊べる川の観察会は大人気 
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2. 聞く、知る、体験する

集落のお年寄りから昔のくらしの話を聞いたり、生き物の呼び名や使い方を教えてもらうことは、

地域の自然史を知ることに繋がります。時には、聞いた話を子どもたちに紹介したり、実際に体験し

たりもしています。 

子どもたちにつたえる 小坂集落に暮らす90 歳のよしゑさん 

3. 食べる

いつなっと自然観察会での餅つきは定番です。石うすで大豆を挽いて、きな粉にしたり、よもぎ餅

も作ります。地元の漁師さんが捕ったアユを食べたり、新米をかまどで炊いたり。調理に使うのは町

内で採れた野菜やシカ肉です。 

つきたてのよもぎ餅をほおばる 「フユイチゴ、知ってるで」と女の子 

火の扱いも少しずつ上手に アユっておいしいけど苦いとこもある！ 
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4. 『小さな自然再生』はじめました 

自然を利用するだけでなく、もっと積極的に生きものを増やしたい！5 年、10 年先も子どもたちと

楽しい観察ができるように『小さな自然再生』を始めました。川の自然観察会の中では、子どもたち

と川の中の石を動かし、バーブ工と呼ばれる水制を作ります。落ち葉が溜まる場所は水生昆虫や魚の

隠れ場所になり、石積みの隙間は泳ぎの苦手な稚魚たちのゆりかごとなります。山では希少植物の残

るエリアにシカ防護柵を設置しました。どちらもメンテナンスが欠かせませんが、今後どうなってい

くのか楽しみです。地元の漁協や地権者の協力を得ながら、地域の皆さんにも関心を持っていただく

ことも大切にしています。 

環境学習の中でもバーブ工づくり シカ網の設置 
 

10 月には小さな自然再生の現地研修会を実施、三橋弘宗先生に講演、現場指導をしていただいた 

 

5. いろいろな協同体とのかかわり 

多くの方々の協力を得ながら自然観察会をおこなっています。集落の区長さん達、但馬の自然を長

年見てきた他団体のリーダー、何でも気軽に質問できる博物館の先生方や豊岡市立図書館但東分館の

司書さん、いつなっとのスタッフに生き物の専門家はいませんが、日々、自然のことを勉強しながら

楽しく活動しています。 

  

６月、ひとはくセミナーでは中濱直之先生が但東町へ 集落の区長さん 
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テーマに沿った本を観察会の場で借りることができる 中学生スタッフの皆さん 

いつなっとが大切にしたいこと 

それは生物文化多様性と、但東町をもっと好きになってもらうことです。子どもたちが植物や昆虫

の名前を忘れても、その時に感じた「楽しい」「うれしい」「おいしい」「きれい」「きもちいい」という気

持ちは、きっと心の中に残っていくことでしょう。自然に興味、関心のある子どもたちが一人でも増

えてくれたら、こんなにうれしいことはありません。いつなっとに参加した子どもたちが、自然や文

化、環境を大切に思う心を育み、次の世代に繋げていってくれることを願っています。 
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身近にいる生き物・植物の観察～自然の中いろいろな出会い ワクワクな観察 

 

畑 幸慶（丹波市立大路小学校 6年） 

 

はじめに 

 僕は、丹波市内に住んでいる小学 6 年生です。 

2 年生の時バードウォッチングに行って、た

くさん鳥を見つけたことがきっかけで鳥の観

察を始めました。僕の学校の宿題には、「マイ

ノート」という何をしてもいい宿題がありま

す。そこで僕は鳥の絵を描いたり、図鑑で調

べてまとめたり、それだけでなく、昆虫・植

物・稲など色々な分野のものを観察するよう

になりました。 

 

調査方法 

①フィールド調査 

2020 年から 2023 年の間で週末、春・夏・冬休みを利用して家の周りと僕の住んでいる地区内

で調査した。 

②トラップ、ビオトープの作製 

トラップを自作し、捕獲した生き物を観察または、ビオトープを川に作り観察した。 

③網で捕獲 

網で捕獲した生き物をノギス、メジャーなどを使って

大きさなどを調べた。 

④出現傾向の分析 

活動範囲、寝床、餌場、遊んでいる所、団体行動、単

独行動など時間を変えて観察し、地図にしてまとめ

た。 

⑤成長過程の観察 

植物の発芽から収穫まで、昆虫の幼虫から成虫までを

観察した。アメリカザリガニは卵→ゾエア幼生→ミシ

ス幼生→小エビまでを観察 

⑥結果と考察  

4 年間で分かったことは、鳥は季節で種類や数が変わ

り、帰巣本能について、次の年も飛来してくるか、デ

ータにまとめると、本能がよく分かった。 
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また、᪻は㞤雄の生ែで変わった特性がある。ヒメタ

んが生まれて、ே間のぶࡷࡕはഅ↛に赤ࢽ࢞ザリ・ࢩࢽ

ᏊのようなᏊ౪をᏲる行ືをすることが分かった。࢜ࢥ

イࢩ࣒は遠くまで移ືして、雄の⫼中に༸を⫼㈇って⫱

てるወጁな⩦័を持つ‽⤯⁛༴種ࡔと知った。植物は

ⴥ脈、 度、Ỉ 、ኳẼ、ᐖから、㛤ⰼ時期、種、

✭時期の変化をయ㦂して知った。

ఱᅇほᐹしても、新しい変化・Ⓨ見があることを学ん

ἑ山のேのᨭえがあってここまでほᐹすることが出。ࡔ

᮶た。共生のひࢁばでึめてⓎ表し、Ⰽ々なேと出会

い、ヰすことで、「ࣖママࣘのồឡの後、ほᐹしなかった

の㸽」「ⴥ脈のここをスタンプ出᮶ていていいࡡ」「すࡈ

い時間をかࡅているࡡ」などほᐹの方ἲについて、ἑ

山ヒントをもらえた。アメリカザリࢦ、ࢽ࢞リ、カイ

ダࡆ、ࢩ࣒んࡈうࢁう、トࢤࣅラ、ࣖママࣘ、ドン

ヒࣚドࢯイ、ࢩࢽナ、ヒメタࢽカ࣡、ࢩ࣒イ࢜ࢥ、ࢥ

リ、カ࣡࢘、カ࣡セミ、カモ、ジࣙࣅ࢘タキ、おしࡷ

かさまキノࢥ、キクラࢩ、ࢤダ、⥳⡿などἑ山見つࡅ

た。

のఫんでいる⮬↛豊かな大㊰には様々な生き物や植

物がある。こらからも大㊰の⮬↛の中で新しい出会い

を逃さずほᐹグ㘓をྲྀり⥆ࡅて行きたい。
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⚄ᡞᕷ⯙Ꮚྎ⥳地බᅬのとࣉࢵ࣐ࡾ(2022ᖺ)と࣑ࢭㄪᰝ(2023ᖺ) 

有ᕝ ₶ （⚄ᡞ市❧⯙Ꮚ小学ᰯ 5年 4⤌）

はじめに

2022。ࡔくはᤕりがዲきࡰ 年のኟఇࡳの⮬⏤研究では、どこにどんながいるかグ㘓をྲྀっ

たら面白いとᛮい、近ᡤのබᅬでᤕりをしてとりマࢵプをసった。そうしたらクマࢮミと

アブラࢮミの㏫㌿現㇟を見つࡅた。2023 年の⮬⏤研究では、同ࡌような㏫㌿現㇟があるのか調

べるためにẖ᪥セミᤕりをしてつかまえたセミの種類と数を調べた。

᪉ἲ

⯙Ꮚྎ⥳地බᅬとりマࢵプ（2022 年）

㸯.⯙Ꮚྎ⥳地බᅬでᤕりをする

２.グ㘓をとる࠙᪥時、ኳẼ、の名前、の様Ꮚ、のいたሙᡤࠚ

３.つかまえたに␒ྕを付ࡅる

㸲.地図上のをつかまえたሙᡤにその␒ྕを᭩く

⯙Ꮚྎ⥳地බᅬセミ大調査(2023 年) 

㸯.⯙Ꮚྎ⥳地බᅬでセミᤕりをする（8:00㹼9:00 すࡂ）

２.グ㘓をとる࠙᪥時、ኳẼ、セミの報（種類、数、࢜ス・メスࠚ）

３.セミの種類と数の変化を調べる

⤖ᯝと考ᐹ

2022 年の⮬⏤研究では、部で 334

༉のをつかまえて「⯙Ꮚྎ⥳地බᅬ

とりマࢵプ」をసった。その中でセミが

1 ␒多く 288 ༉もᤕれた。セミがたくさ

んいるセミスࢵ࣏トやトン࣎とバࢵタが

多いトン࣎㸤バࢵタスࢵ࣏トなどがある

ことを見つࡅた。レア᪻のタマࢩ࣒を

ᤕまえたし、逃ࡆられたࡅどࢠンࣖンマ

やࢥク࣡࢞タもいた。さらにセミについ

てヲしく調べたら、とりを始めた 7 ᭶

25 ᪥からクマࢮミがࡔんࡐん 1 ␒多く

ᤕれたࡅど 8 ᭶になってῶり始めた。一

方、アブラࢮミは、㐜れてとれ始めて 8 ᭶ 10 ᪥からはクマࢮミよりアブラࢮミのほうが多くᤕ

れた。これを㏫㌿現㇟ということにした（図 1）。しかし、ᤕりをఇんでいた᪥があったので

㏫㌿した᪥（㏫㌿࣏イント）は分からなかった。

2023 年の⮬⏤研究では、クマࢮミ 461 ༉とアブラࢮミ 301 ༉、ミンミンࢮミ 95 ༉、ࢽイࢽ

イࢮミ 3 ༉、ツクツクࢩ࢘࣎ 2 ༉の合計 857 ༉のセミをᤕまえた。7 ᭶ᮎからクマࢮミ、㐜れ

て 8 ᭶になってからアブラࢮミがᤕれるようになった。この傾向は 2022 年と同ࡔࡌったࡅれ

ど、はっきりとしたクマࢮミとアブラࢮミの㏫㌿࣏イントは分からなかった（図 2）。

ミンミンࢮミは、㛵西ではప山地㹼山地にいるはずࡅࡔど、2022 年は 34 ༉、2023 年は 95 ༉

もᤕれた。ࡔからᆶỈ༊（山地ではなく市⾤地のはず㸽）ではもう定╔しているのかもしれな

いとᛮった。また、ミンミンࢮミはⰍやᩬ⣠がಶయによって少しずつ㐪った。

ᅗ 1.
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特定外来生物アライグマって何を食べるの？

「カエルにザリガニ…え？貝も？」

石井秀空（兵庫県立大学大学院環境人間学研究科）

栗山武夫（森林動物研究センター）

はじめに

アライグマは北米を原産とする中型哺乳類であり、日本では特定外来生物に指定されている。日本

における本種の分布は、秋田県・高知県、沖縄県を除く 都道府県である（環境省自然環境局生物

多様性センター ）。アライグマによる被害は、①農林水産業被害、②生態系被害、③生活環境被

害、④人獣共通感染症被害の主に つである。アライグマは雑食性であり、トウモロコシやスイカな

どの農作物（環境省自然環境局野生動物課外来生物対策室 ）のほか、両生類や爬虫類、甲殻類

や貝類などの無脊椎動物を採食している。

本稿では、イシガイ科貝類に注目した。国内において、イシガイ科貝類は減少傾向にある（中野

）。主な要因としては、生息環境の悪化や外来魚の侵入による宿主魚類の減少が挙げられる（根

岸ほか ）。近年では、ヌートリアによるイシガイ科貝類の捕食が報告されている（表 ）。また、

国外ではアライグマによるイシガイ科貝類の捕食が報告されており（ ）、国内でも同様

に淡水二枚貝類が餌資源として利用されている可能性がある。イシガイ科貝類は、タナゴ類の産卵床

として利用される。アライグマやヌートリアによるイシガイ科貝類の減少は、ため池内の生態系に大

きく影響すると考えられるため、実態把握が必要である。

そこで本研究では、アライグマ・ヌートリアによるドブガイ類の採食状況の把握を目的とした。

表 国内におけるヌートリアによるイシガイ科貝類の捕食事例

方法

（ ）調査地

調査は、兵庫県神戸市北区大沢町で行った。町内でドブガイ類が生息している 箇所のため池を選

択し、 池は 年 月 日から、 池は 年 月 日から現在まで調査を継続している。

（ ）ドブガイ類の死殻の採集及び識別

各ため池で約 週間に 回、死殻の回収を行った。回収した死殻はセンターへ持ち帰り、先行研究

（森 中野ほか 久米ほか ）を参考に、合弁死殻の破損形態から捕

食者を同定した。

（ ）アライグマ・ヌートリアの出没状況の把握

各ため池に自動撮影カメラ（ ）を最低 台、最高 台設置した。
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結果

年 月時点で採集した死殻は、 池で 個（合弁死殻： 個）、 池で 個（合弁死殻：

個）であった。

（ ）捕食者の同定

合弁死殻の破損形態から捕食者の同定を行った結果、 池ではアライグマによる破損と思われる死

殻が 個、ヌートリアが 個であった（図 ）。また、 池ではアライグマが 個、ヌートリアが

個であった（図 ）。

（ ）アライグマによるドブガイ類の採食

池に設置していた自動撮影カメラにより、アライグマがドブガイ類を採食する映像が撮影された

図 。

図 ドブガイ類を採食するアライグマの画像

考察

本研究の結果、アライグマによるドブガイ類の採食が確認された。アライグマとヌートリアでは採

食する場所が異なり、水量が下がるとアライグマが採食しやすくなる可能性がある。今後ドブガイ類

の保全を考えていくうえで、ヌートリアだけでなくアライグマの捕獲を積極的に行っていく必要があ

る。

今後の予定

図 池におけるアライグマ・ヌートリア

に採食されたドブガイ類の数

図 池におけるアライグマ・ヌートリア

に採食されたドブガイ類の数
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 自動撮影カメラの映像解析を進め、撮影頻度を算出する。また、ため池の水量変化を月ごとに計測

しているため、回収している死殻と合わせ、ドブガイ類の採食時期の特定を行う予定である。 
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ᑽᓮの᳃୰ኸ⥳地 ⮬↛ඹ⏕サࢺ㸦OECM㸧にරᗜ┴の┴❧බᅬ࡛ึㄆᐃ㸟

石ிᏊ・ᒸⰼ泉見（ᑽᓮの᳃中央⥳地ࣃークセンター）

1.ᑽᓮの᳃୰ኸ⥳地とは

兵庫┴❧ᑽᓮの᳃中央⥳地(以㝆㸪ᑽᓮの᳃)は、ᑽᓮ市の⮫ᾏ部ᕤሙ㊧地のᇙ❧地にసられた

┴❧の㒔市බᅬで、2006 年から「生物多様性の出」を目ᣦした「100 年の᳃࡙くり」を、多く

の┴Ẹ、ᴗ、学ᰯなどのཧ⏬と༠ാのもとに進めています。࿘㎶地域（Ṋ庫ᕝ、⊦名ᕝὶ域）

に⮬生する植物から、タネを採ྲྀして⫱ᡂした「地域性ⱑ」のࡳを植᱂し、地域の多様な植生を

出することを目ᣦしています。これまでにⲡ本ᮌ本合わࡏて 503 種以上のタネを採ྲྀし㸪308

種を植᱂しました。ᶞ高 11ｍに㐩するᯘ分では᳃ᯘ性の㫽や᪻もቑえ、生き物いっࡥいの᳃

が⫱ࡕつつあります。

2.30by30と⮬↛ඹ⏕サࢺ㸦OECM㸧

30by30（サーティバイサーティ）とは、2030 年までに地⌫の㝣とᾏの 30㸣以上で生物多様性

の保を図ࢁうとするもので、2021 年にỴまったᅜ際的な約᮰です。᪥本では、現時点で㝣域

の 20.5㸣、ᾏ域の 13.3㸣が保ㆤ༊としてᏲられていますが、30㸣の目標を㐩ᡂするために、地

方⮬యやẸ間がᡤ有・⟶理するᅵ地で生物多様性の保が図られている༊⏬を、⎔ቃ┬が

「⮬↛共生サイト」として認定することになりました。

2023 年 10 ᭶、ᑽᓮの᳃では植ᶞ地のうࡕ約 12ha が⮬↛共生サイトに認定されました。

3.ᑽᓮの᳃の⏕≀ከᵝᛶ

ᑽᓮの᳃では、ᕤሙ㊧地のᇙめ❧て地に、ࢮロからேのᡭによ

って生物多様性をసり出すため、生物多様性の 3 つのẁ㝵「生ែ

系の多様性」「種の多様性」「㑇ఏᏊの多様性」すべてに㓄៖し

た、新しい᳃࡙くりにᣮᡓしています。まずᑽᓮの᳃の「地域」

の範囲を、࿘㎶をὶれるṊ庫ᕝὶ域とそれに㐃なるභ⏥山系ཬび

⊦名ᕝのὶ域に㝈定し、そこに存在するさまࡊまな᳃ᯘやⲡ原の

植生の出を目ᣦしています。ᾏ㢼をᙉくཷࡅるሙᡤには࢘バメ

⨨イᯘなどの↷ⴥᶞᯘを㓄ࢩᯘやࢩᯘ、ややෆ側にアラカࢩ࢞

し、ேの集まるⰪ生ᗈሙ࿘㎶では、ࢥナラ̺アベマキᯘやエノキ

ᯘなど᫂るい↷ⴥᶞᯘを目ᣦします。また⛅のⲡなどの野ⲡを

ᴦしࡴことができるチࣖ࢞ⲡ原、ススキⲡ原も⫱ᡂします、多様な植生を⫱ᡂすることは、ᑟ

入する植物の「種の多様性」を高めるࡅࡔでなく、そこに生⫱する᪻や㫽などື物の「種の

多様性」を高め、「生ែ系の多様性」を出することにつながります。特に、「㑇ఏᏊの多様

性」にこࡔわり、植᱂する植物はすべて、この地域の中に⮬生する植物から採ྲྀしたタネから

ᅗ㸱 30㹠㹷30 ࢡ࣮࣐ࢦࣟ

ᅗ 1 ⌧ᅾのᑽᓮの᳃୰ኸ⥳地 ᅗ㸰 100 ᖺ後のᡂணᅗ
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⫱てた「地域性ⱑ」を使用します。

このような生物多様性の出にこࡔわった⥳化は、その期間においても規ᶍにおいて

も、ᅜෆには類をࡳないものとᛮいます。

᳃࡙くりが始まって 19 年目の現在、ⲡ原には、多種のバࢵタ類、カマキリやセࢵカ、ヒバリ

などⲡ原性の生物が見られ、᳃ではキジバトがᕢをసったり、࢜࢜ルリやサン࢘ࢥチࣙ࢘など

多くのΏり㫽がほᐹできるようになりました。また、キバラࣁキリバチやメࢩ࣒ࢯ࣎クイなど

の希少種もほᐹされています。さらに、地域で⤯⁛の༴㝤にある植物種のⱑを⫱ᡂすること

で、生⫱域እ保のᙺをᯝたすことも目ᣦしています。

4.30by30ࢫࣥࣛ

30by30 アライアンスは㸪30by30 目標㐩ᡂに向ࡅ㸪⮬↛共生サイト（OECM）をᨭえるためのά

ືを行うᴗ・⮬య・ᅋయを㸪⎔ቃ┬が認定しているものです㸬ཧ⏬と༠ാの᳃࡙くりの中心

主యである市Ẹᅋయ「アマ࢛ࣇレストの会」（᳃࡙くり㛤始にඛんࡌて実した「᳃࡙くりຮᙉ

会」を母యにして、᳃࡙くり㛤始と同時に⤖ᡂ。現在会員約 50 名）と、බᅬの現ᣦ定⟶理⪅で

ある「ᑽᓮの᳃中央⥳地ࣃークセンター」は、⮬↛共生サイト認定に合わࡏて、アライアンスに

Ⓩ㘓⏦ㄳをし、後も㐃ᦠして、この生物多様性の᳃࡙くりをᨭえていくことを表᫂しています。

5.⮬↛ඹ⏕サࢺㄆᐃと今後の課題

生物多様性の現ἣとཧ⏬と༠ാのᢸいᡭが確保されていることが、まࡔまࡔⱝいᑽᓮの᳃が

⮬↛共生サイトの認定をཷࡅることにつながったものと考えています。

ேⅭ的な⮬↛生であるᑽᓮの᳃が⮬↛共生サイトに認定されたということは、⮬↛がいっ

たん◚ቯされた地域でも、同様に⮬↛生のヨࡳを行えば、⮬↛共生サイトに認定されるような

生物多様性を㐀する可能性があるということです。ᑽᓮの᳃では、᳃の⫱ᡂ状ἣ、ື 物種の出

現など、兵庫┴がモࢽタリング調査をẖ年行っています。ᑽᓮの᳃のが、これからの⮬↛

生のඛ進としてᙺ❧つためには、これらのモࢽタリング調査をしっかりとグ㘓し、保存して

おかなࡅればなりまࡏん。

また、ேⅭ的にసる生ែ系は⥅⥆的に⟶理をしなࡅれば⥔持することはできまࡏん。「100 年

の᳃࡙くり」向ࡅて、さらに高い生物多様性を目ᣦし、άືを⥅⥆さࡏるために、行政、ᣦ定

⟶理⪅、市Ẹᅋయ、ᴗなど、ཧ⏬する多様な主యがそれࡒれに多様なࢽーズや希ᮃを持ࡕなが

ら、㛗いプロジ࢙クトをཧ⏬と༠ാでどのように行っていくのか、そのᡭἲに㛵しても、㈗㔜な

ඛ進となるとᛮいます。後もᑽᓮの᳃のᛂᅋとなるアライアンスメンバーをቑやすこ

とで、ᜥの㛗いάືにつながることを期ᚅしています。

ᅗ㸲 2006 ᖺ᳜᱂㛤ጞのⴥはじࡾࡲの᳃ ᅗ㸳 ᳜ᶞ後 18 ᖺ⤒㐣ࡓࡋはじࡾࡲの᳃
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㨶㹼ࡴ࠺ࢆ㹼ᯛ㈅に༸ࢦࢼࢱࣛࣂ࣏ࣥࢵࢽ✀༴⁛⤯ࡓࡗṧࡁ⏕࡛⏣୕࣭⥆

谷本༟ᘺ・ᯇᓥಟ・山ཱྀ㐩ᡂ・⏣中➉実・原ᬛ・ኴ古数㤿

・㧘石ᝆ生・Ỉ谷ಙᙲ・下ⰪຬⓏ（ひࡻうࡈ北ᦤタナࢦ研究会）
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㸨ひࡻうࡈ北ᦤタナࢦ研究会㐃⤡ඛэ tanagoken99@ymail.ne.jp
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きのこリウム  

 

樋口 和智（gracilis-works） 

 
きのこリウムとは 

 

 “きのこリウム”はキノコをガラス容器内で育

てるテラリウムであり、アート作品でもあります。 

キノコをレイアウト素材の一つと捉え、小さなガ

ラス容器の中に自然を再現する、というコンセプ

トで作品づくりをしています。 

キノコが生えている期間はとても短く、1～2週

間ほど。出来上がった情景はとてもはかないもの

ですが、 

キノコが創り出す造形はとても美しく、神秘的で、

人を惹き付けるものがあります。 

キノコの部分は子実体と呼ばれ、植物で言う花

のようなものです。子実体が枯れてしまっても本

体の菌糸体が死んでしまうわけではありません。

菌糸体が生きている限り、キノコは複数回出てき

ます。実際、私の作品においても 1年に 2～3回の

キノコが発生します。 

キノコや苔を育て、景色をデザインし、小さなガラス容器の中に自然の一部を切り取ったかのよう

な景色が出来上がった時は感動もひとしお。 

育てる楽しみ、創り出す楽しみ、両方を味わいながら日々作品づくりに勤しんでいます。 

 

 

どうやって キノコを生やしているのか 

現在、菌床を用いた方法とホダ木を用いた方法の 2つの方法でキノコを生やしています。 

 

・菌床とは広葉樹のおがくずなどにキノコの菌を植え付け、ブロック状にしたもの。 

・ホダ木とは広葉樹などの原木にキノコの菌を植え付け、全体に菌が回った状態のもの。 

 

   
       菌床を用いた方法              ホダ木を用いた方法 
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菌床やホダ木を苔テラリウムの中に埋め込むことでキノコを生やしています。 

 
 

これまでチャレンジしてきたこと＆成果 

 

『菌床 orホダ木をどこまで小さくできるか』 

 

・小さい方が作品としてかわいい 

・省スペースで手軽に楽しめる 

 

菌床の場合、 

80ml程度の菌床から、 立派なキノコ（写真はナメコ）が発生することが確認できた。 

 

ホダ木の場合、 

直径 30mm、長さ 35mm程度のホダ木から、立派なキノコ（写真はエノキタケ）が発生することが確認で

きた。 

 
 

今後の展望 

木材腐朽菌ではなく菌根菌を使ったきのこリウムを作成したい。 

菌根菌はカラフルなキノコが多く、もし実現できればとても見栄えの良い作品ができあがるはず

…！！ 
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里山鳥獣らぼ活動紹介 

 

落合 茉里奈（里山鳥獣らぼ） 

 

はじめに 

 資料の収集・保管は博物館が担う重要な役割のひとつである。鳥類や哺乳類分野の標本につ

いては、バードストライクやロードキルによって死亡した動物を受け入れ、保存できる状態に

処理をして保管している。しかし、鳥類・哺乳類は標本化するまでに時間と技術を必要とする

ため、館員だけで標本の登録を進めることが難しく、標本化が動物の受け入れペースに追いつ

かない状況になっていた。同様の課題を抱える博物館は多く、そういった館の中には、ボラン

ティアグループの力を借りて動物の標本化を進めているところもある。 

一方で、自然史分野に関心を持つ人から標本作製活動の場を求める声は多い。大阪市立自然

史博物館では、「なにわホネホネ団」というボランティアグループが博物館に収める標本づくり

を精力的に実施している。所属人数が延べ 400 人を超えることからも、こういった活動に興味

を持つ人が一定数おり、需要があることが伺える。 

 そこで、兵庫県立人と自然の博物館でもボランティア活動を通して標本づくりが進められな

いかと、「里山鳥獣らぼ」というグループをつくり、鳥類・哺乳類分野での標本作成活動を始め

た。今回の共生のひろばでは、「里山鳥獣らぼ」の活動紹介のため、ポスター発表をおこなっ

た。 

 

活動内容 

鳥類・哺乳類分野での標本は展示用の本剥製、研究・保管用の仮剥製という形式がある。本

剥製は動物の皮を剥いだのち、皮に防腐処理をして、木毛などで作った中身に被せ、生きてい

た状態と同じような状態に成形するもので、仮剥製は防腐処理後にバックヤードでの保管用の

ために場所をとらないよう「気を付け」の姿勢で作られる。里山鳥獣らぼでは、主に仮剥製づ

くりをおこなっている。 

 

 

 

  標本の種類 

仮剥製 翼の標本 

骨格標本 仮剥製 
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 「里山鳥獣らぼ」では、これまでにヒヨドリ 10 羽、シロハラ 3 羽、メジロ 3 羽、ツグミ 2 羽、

イソヒヨドリ 2 羽、コゲラ 2 羽、スズメ 2 羽、ムクドリ 1 羽、ホオジロ 1 羽、アオジ 1 羽、アオ

ゲラ 1 羽の合計 28 羽を仮剥製にした。また、体に破損のある個体については、翼のみ残す形で

標本を作製しており、これまでにホオジロ、カワセミ、メジロ、ドバトを１羽ずつ翼標本にした。

哺乳類については実施回数は少ないものの、骨格標本・毛皮の作製に着手している。 

 

課題 

 動物の標本作製には怪我や感染症のリスクがあるため、メンバーを積極的に募集をしてこな

かったこと、新型コロナウイルスの感染対策で 2 年ほど活動を停止していたことから、標本化の

ペースがなかなか上げられていないことが現在の課題である。今後は、自然史に興味のある方向

けの場などで、里山鳥獣らぼの活動を発信していき、参加希望者を募りつつ、標本化作業を進め

ていきたい。 

 

さいごに 

里山鳥獣らぼは、facebook のグループページにて標本づくりの実施日をお知らせしています。

ご興味のある方は、以下の QR コードからグループへの参加の申請をしてください。実施日はあ

まり安定していませんが、気軽に参加できる雰囲気の会です。ご参加お待ちしております。 

※参加できるのは、刃物が扱える方・「見えない汚れ」が理解できる方に限ります。ご了承くだ

さい。 

 

共生のひろば１９号 ，2024年

192



ストリートイピアノお披露目！ 

 
ミチコ （三音人プロジェクト実行委員会） 

 

はじめに 
ストリートピアノを三田市に設置させて頂いてから 2 年が経ちました。 

生の楽器にふれて、そこから音楽が広がるように想いを込めて置かれたピアノ。 

2 台のピアノは小さなお子さんからお年寄りまで、たくさんの方に毎日弾いて頂き、三田市にも音楽の

賑わいが生まれています。 

まだまだ認知度は低く、興味がない方には届かない触らないストリートピアノの現状です。そこで赤ち

ゃんからでも音を鳴らせるトイピアノという存在に気づき、かわいい見た目から気軽に触って頂き、

興味を持って頂き、そしてストリートピアノ周知活動も行うという場になりました。 

 

写真 

 

方法 
KAWAI のトイピアノサイズ：（幅）425×（奥行き）205×（高さ）304mm とても小さなピアノなので、台にのせ、

お子さんが触りやすい様に。 

周りには花をたくさん散りばめて(藤井風の花の PV をイメージしました)かわいいピアノを演出。

触ってみたくなるようなピアノへ 

ピアノの名門メーカーKAWAI が製造していますので、おもちゃとしてでも音程は正確に保たれ、知

育玩具としての役割もあります。 

 

結果 
他の研究を見にご来場いただいたお子様連れの方々、多くのお子さんに触れていただけました。ス

トリートピアノのチラシも一緒にお渡しできたり、実際にストリートピアノに興味ない方がほとん

どでしたので少しでも知っていただけたことにとても成果がありました。 

お子さんからもリクエストを頂き、終始楽しくみなさんが触れていただけたので、ストリートイピ

アノのお披露目という題としては大成功大盛況でした。 

今後三田市のイベントなどで設置の予定です。 
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の᥇ࡋࡓࢃ (ྲྀධᡭ)ࡓࡋ᪂⏕௦の ᯛ㈅㢮

⛉࢞ࢿࣇ         Anadara ᒓについて

ᓊ本 ┾ (ひとはく地域研究員/兵庫古生物研究会) 

はじめに

Anadara 属「アカ࢞イ(赤貝) 」の和名は近年の学⾡ㄽᩥではࣇネ࢞イ

目ࣇネ࢞イ科リュ࢘キュ࢘サル࢘࣎属(アカ࢞イ属)にされている(ᯇ原ほ

か 2022)。にࡂりᑑྖのネタとして多くのேに႐ばれて㣗されていて、

これらの多くはアカ࢞イ属やそれに近縁なࣁイ࢞イやサル࢞࢘࣎イなど

も、ࡴき㌟に加ᕤされアカ࢞イとして㈍されている。ࡕなࡳにアカ࢞

イの㌟が赤いのは、呼྾Ⰽ⣲がヘモグロࣅンと同様に㕲࣏ルࣇィリンを

⿵Ḟ分Ꮚᅋとするエリスロクル࢜リンのためとされている。 (࢘ィキ࣌

ィア)  Anadara 属が出現したのはࢹ 新ୡ（約3000万年前) とい

われている (岩ᓮ 1964) 。中新ୡにはὸᾏの◁泥質のᾏ底で大⦾ᰤして

多くの種や亜種が現れた。またこれらは古くから多くの分類学の研究⪅

のᑐ㇟としてὀ目をᘬくことになり、現在でも㆟ㄽは⥆ࡅられている。

(藤 1961, Noda 1966, 野⏣・高ᶫ 1986, 㕥ᮌ・ᯘ 2015 ほか) 

ᅇ、これまで主に西᪥本地域で採ྲྀした標本や、で入ᡭした標本を

検討したので、その⤖ᯝを報告する。

Anadara ᒓの୍⯡ⓗな≉ᚩ

Anadara 属は、一般的にẆが厚く、Ẇ表にはẆ㡬から⭡縁

部にかࡅての᫂░な多数のᨺᑕ⫘が㣭され、Ẇ㡬から同心

状にᗈがるᡂ㛗㍯脈とཫすることによって、⫘㡬に⤖⠇をつ

くるሙ合もあり、また⫘㡬に⣽い⁁線を有するものもあり、2

分ᯞ⫘と呼ばれている。最大の特徴はᯛのẆの合わさり部の

ヒンジとか⼖␒と呼ばれるとこࢁに、多くの歯が᷸歯状のᵓ㐀

で一直線上に୪び、高さのపい୕角形のᗈい㠌ᖏ面をもࡕ、

く大きなẆ㡬がそのნを㠌ᖏ面にᕳき㎸ࡴように⿕さる。これ

によってẆ㡬を通る⦪᩿面はࣁート型を࿊する。Ẇ㡬は多くの

ሙ合前方にかたよる。Ẇෆቨには、前後にẆの㛤㛢➽㊧が保存

のⰋいものはⲔ〓ⰍのⰍまでṧっている。また前部の➽は後

部のそれより小さい。くᗈがる⭡縁➃はᨺᑕ⫘にᑐᛂして้

まれる。ዓ線は᫂░であるがࣁマグリやアサリと同様のእዓ‴

入はない。アカ࢞イはỈ⟶を持たず、እዓ⭷で 入Ỉ⟶と出Ỉ⟶

に相当するようなỈ⟶状の2つのᏍを 泥表面に形ᡂするのがほ

ᐹされている (ཱྀ 1998) 。
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標本ࣜࢺࢫとẆのᙧែの ᐃ

各産地でᚓられたすべてのಶయの計測をする必要

があるが、この報告では┬␎し産地ࡈとの最も保存

のⰋいಶయを1標本㑅び測定した。ᑦ、同一産地か

らู種が見出されるሙ合はそれࡒれの1ಶయを測定

した。種名の確定できないものはᬻ定的にすべてを

Anadara sp.とした。

Anadara ᒓのศ㢮

本報告でྲྀり上ࡆたAnadara 属は、⛅⏣┴から

Ἀ⦖┴西表ᓥの現生種と化石種の⮬採、および

ရを使用した。よって標本の採ྲྀ地に೫りがあり、

分ᕸ地についての調べが༑分にできないが、西᪥本

中ᅜ地方の中新ୡ中期のഛ北・⏣層群ほか、また

大阪のᱵ⏣層や名古ᒇ の南㝧層(㸽)、また、ጲ㊰

市ෆでの下Ỉ㐨ᕤの地下2ｍ近くで採ྲྀした新

ୡおよび西表ᓥのᡴࡕ上ࡆ貝も検討に加えることが

できた。⏣・ഛ北層群の中新ୡ中期の

⾲1 標本㒊ィ ⤖ᯝ

ᅗ2 標本の産地⨨ᅗ
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A.kakehataensis,  A.daitokudoensis,  完新世の大阪・名古屋港などのA. satowi ( サトウガイ) ,  A. 
brougtonii  (アカガイ), 等について殻の外形の特徴を以下に紹介する。その他の産地のAnadara 属に

ついても表1に殻の各部位の計測結果を示した。 

 

 

西日本の中新統から産出する Anadara kakehataensis について 

 A. kakehataensis は、

糸魚川・静岡構造線より

西側に分布する中期中新

世のマングローブ環境に

堆積した地層中から多産

する。また殻が厚く強靱

なため化石の保存状態が

良く，研究対象として魅

力的な二枚貝類である。

そのため古くから調べら

れ、多くの産出報告があ

るが（Noda 1966 など）、

産地毎の産状の比較は十

分に行われていない。そ

こで今回は、最もフィール

ド調査を行った勝田層群から得られた標本に，近隣の備北・鳥取、北但層群の標本も加えて産状と共産化

石などを表2に整理した。 

  

 

 

図3 主要な標本の特徴  スケールバー 10ｍｍを示す 

 

表2 産地によるAnadara kakehataensis の産状や共産化石の比較 
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まとめ 

 アカガイ属の放射肋の数は殻の前後の端近くなると不鮮明ことが多いが、種ごとでその数が異なること

から、種を判断する大まかな基準として使用できる可能性がある。外形の測定値を種の判断に用いること

は圧力変形を考慮する必要があり、今回対象とした資料の数ではその有用性が判断できない。西日本のA. 
kakehataensis の産状で、他の種も含め複数個体の集まった場合以外、それぞれの1個体がコンクリーシ

ョン化した標本を見ていない。これらは、今後の課題として現地調査等を続け標本数を増やしていきた

い。 
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和泉ᒙ⩌㜿ᒙからぢつかる ᯛ㈅࣭ᕳ㈅㢮のୡ⏺

ひとはく㐃ᦠάືグループ 兵庫古生物研究会

はじめに

兵庫古生物研究会は 2015年にⓎ㊊し、化石㺃古生物に⯆を持つメンバー（10 代㹼70 代、会

員数 80 名㸹2023 年現在）で、兵庫┴の化石、特にῐ㊰ᓥ南部にᗈがる中生代白亜紀の和泉層

群北㜿万層を中心に、標本の集および研究άືをおこなっている。

本Ⓨ表では、兵庫古生物研究会がྲྀり⤌ࡴὪ本市南部の北㜿万層の化石および堆積層につい

て大まかに紹介し、◁泥底域や岩♋ᖏを᳇ᜥのሙとするᯛ類・ᕳ貝類に╔目して、当地から

産出する主要なᯛ貝・ᕳ貝類の紹介および産状などを報告する。

ㄪᰝ地ᇦと地ᒙᴫㄝ

和泉層群は中生代白亜紀後期の地層で、分ᕸは中央ᵓ㐀

線の北側にἢってᮾ西 300km にわたる。ᅇの調査地域は、

Ὢ本市南部の⏤Ⰻ地域である。 Morozumi(1985)によると、

北㜿万層の岩相は主に◁岩泥岩層からなり、ῐ㊰ᓥ南西部

においては厚い◁岩を主యとする。一方、北ᮾ部

(Ὢ本市の南部)に向かって泥がඃໃになり(含礫◁

岩泥岩層もቑ加)、化石を多産する。この泥岩層

は北㜿万層に見られるターࣅダイトのἈ合相に相当

し、同ࡌ北㜿万層でも堆積⎔ቃはᮾ西でかなり␗な

る。ᇼ⡲(1990)は、Ὢ本市୕ツᕝᨭὶἢいにおࡅる

北㜿万層のἈ合相当層を３部層に分ࡅ、下位より下

部◁岩㡫岩層、ෆ⏣㡫岩層、上部◁岩㡫岩層と

した。これにᚑえば、調査地域はෆ⏣㡫岩層に相当

する。

産出化石のᴫ要

調査地域はアンモナイト他、ᯛ貝・ᕳ貝類・◳骨魚類・軟骨魚類・ᾏ生∐類➼多くのᾏ

᳇ື物群の化石が産出する。和泉層群のᯛ貝類化石は Ichikawa㸤Meda1958a,b.1963 ➼により

研究されているが、ᕳ貝類についてはᯛ貝類に比して化石の産出㔞も少なく、保存はᴫして

ᝏいため標本のグ㍕研究は進んでいない。ᕳ貝類の産状も散在的であり、化石ᗋ型に集中した

状ែではほとんど見られないが、小型ཬびᚤ小ᕳ貝はࢥンクリーࣙࢩンの中に集中して見るこ

とが多い。調査地域の泥岩層からは、Inoceramusu sp.を始めとする多くのᯛ貝類を産し（ᓊ

本 2016）、大阪の和泉層群から産出するᯛ貝類と同属の種も産出する。産出の少ないᕳ貝類

の中では、大型の➟形ᕳ貝である Anisomyon sp.や Globularia izumiensis が多産している。

ᅗ 1 ㄪᰝ地ᇦの⨨
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㸦ࢫ࣒ࣛࢭࣀی Inoceramus shikotanesis Nagao & Matsumoto 㸧

ㄪᰝ地ᇦ࡛はᬑ㏻に産出ࡋてࠊࡾ࠾ளᡂయからᡂయ࡛ࡲぢらྜࠊࢀᘚの産出ࡶከいࠋẆ㡬㏆の

ᡂ㛗のึᮇẁ㝵ࢆ♧すとᛮ࠼るẆのྠᚰ⫘は⣽かᩘࡃከࡃつ๎ⓗ࡛ᐦ࡛࠶る୍ࠋᐃのᡂ㛗ẁ㝵ࢆ

㐣ࡂるとྠࠊᚰ⫘はᛴに⦆ࡃᖜᗈࠊࡃపいつ๎な⫘にኚࢃる。

㸦ࢫ࣒ࣛࢭࣀی Inoceramus(Cataceramus) balticus Bohm 㸧

⌧出ࡀのࡶなࠎにⓑள⣖後ᮇにはᵝ≉ࠊて᭷ྡ࡛ࡋ୰⏕௦の♧‽化石とࠊの௰㛫はࢫ࣒ࣛࢭࣀ

ࡁẆのࠊࡾ࠶ࡀなる✀㢮ࡃࡁには㠀ᖖにࢫ࣒ࣛࢭࣀࠋ産出するࡀの化石ࡃከࡶ᪥本からࠊࡋ

ࡀࡉ 1m ࠋる࠶ࡶのࡶる࠼㉸ࢆ

㸦ࢫࣅࢼࣀࢼی Nanonavis awajianus Ichikawa & Maeda 㸧

⫘Ẇ⾲㠃にはᙉいᨺᑕࠋᙉいࡀࡳら⭾ࠊࡃẆはཌࠊのᙧ状はᶓ㛗㸦⣽㛗いᅄゅᙧ㸧࡛ࢫࣅࢼࣀࢼ

産出するᯛ㈅㢮࡛ࡃከࡶ和泉ᒙ⩌࡛は᭱ࠋる࠶の௰㛫に㏆い✀㢮࡛な࢞࢝の⏕⌧ࠋつࡶࢆ

ࠋる࠶

地ᒙ࣭ی ㌿石からのᐦ㞟ࡓࡋ産出 地ᒙからのྜᘚ࡛の産出ࡓࡋ㢼化ی 地ᒙからの産出ࡓࡋ㢼化ی

㺘㺻㺖㺶㺎㺚㺌㺻୰のᯛ㈅࣭ی ᕳ㈅㢮のᐦ㞟 㺘㺻㺖㺶㺎㺚㺌㺻୰のᯛ㈅࣭ᕳ㈅㢮のᐦ㞟ی ᯛ㈅㢮ࡓࡋ㺘㺻㺖㺶㺎㺚㺌㺻୰のᐦ㞟ی

┿㸯 化石の産出状況

⾲㸯 産出化石ࣜࢺࢫ

⾲㸰 㜿ᒙから産するᯛ㈅࣭ᕳ㈅㢮
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㸦ࣥࣞࢰࢺࣉࣞی Leptosolen japonicus Ichikawa & Maeda 㸧

Ẇのእᚄはᶓ㛗の▷ᙧ࡛ⷧいࠋẆ㡬は๓᪉に೫ࠊࡾẆ㡬から⦕๓➃にྥかࡗてᙅいᨺᑕ状の

พࠊࡾ࠶ࡀࡳẆ⾲には㣭ࡀぢらࠊࡎࢀᡂ㛗⥺のࡀࡳぢらࠊࡓࡲࠊࢀẆ㡬は✺出ࡋないࠋ

㸦ࣛ࢟ی Acila sp. 㸧

Ẇの⭾らࡳはᙉࡃなࠊࡃẆの後⛸にははࡋࡾࡁࡗないࡀพࡀࡳぢらࠊࢀ Acilaளᒓに㏆いእᙧࢆ

♧すとࡓࡲࠊࢀࡉ後⛸㏆ࡃのẆ⾲のᨺᑕ状の⫘のพࡳはぢらࢀないࠋ本✀はࠊ୰㒊ᒙとୖ㒊ᒙの

ḟ㒊にከࡃぢつかࡗているࠋ

㸦ࣛࣇ࢚ࣜی Eriphyla(Eriphyla) japonica Ichikawa & Maeda )

とࡶࡳẆのཌࠊࡃはᙉࡳẆの⭾らࠋる࠶るᯛ㈅࡛ࢀぢらࡃࡼ和泉ᒙ⩌࡛はࡃとྠじ࣐ࣟࣉࣜ࣌

てࡶཌいࠋẆの⾲㠃にはྠᚰ状の⫘ࡀぢらࢀるࠋయⓗに⌧⏕の࣑ࢪࢩにఝࡓ༳㇟ࡅཷࢆるࠋ

㸦࣐ࣟࣉࣜ࣌ی Periploma ambigua Tshiro 㸧

ࡳẆのཌࠊࡃなࡃはᙉࡳẆの⭾らࠋる࠶るᯛ㈅࡛ࢀぢらࡃࡼ和泉ᒙ⩌࡛はࡃとྠじࣛࣇ࢚ࣜ

ࠋるࢀぢらࡀ⫘Ẇの⾲㠃には⣽かいྠᚰ状のࠋいⷧࡶとてࡶ

㸦ࢫࢸࢡࢿࣀ࣏ࢽی Nippononectes cf. kozaii Tashiro & Matsuda 㸧

Ẇのእᙧは Chlamys sp. にఝるࠋ⏣௦ 1992にࡼるとẆ⾲にはከࡃのᨺᑕ状⫘ࡑࠊࡾ࠶ࡀの⫘㛫

にࡑのᨺᑕ状⫘とᩳする⣽かな㏫ V ᙧの↓ᩘのᚤᑠな࣑ࢨ࢟㸦➽㸧ࡗࡶࢆているࠋ本標本は⏣௦

1992 の標本に比ࡋてᨺᑕ⫘の本ᩘࡀከࠊࡃẆࡶ᱁ẁにࡁいࠋ

㸦ࢫࣝࢥࢯࣜࢡی Clisocolus(Clisocolus) crenulatus Ichikawa & Maeda 㸧

ᆺになる✀㢮࡛ࠊẆの⭾らࡀࡳとてࡶᙉࠊࡃẆ⮬యにࡶ⭾ら࠶ࡀࡳるࠋእᙧはࠊࡃẆ㡬ࡶ

ࣛࣇ࢚ࣜࠋる࠶る化石࡛࠶とᏑᅾឤのࡾࡋࡗࡎࠊࡀ㣭は↓いࡓࡗ❧┠Ẇ⾲㠃にࠋ出する✺ࡃࡁ

ࠋて産出はᑡないࡋに比࣐ࣟࣉࣜ࣌ࡸ

㸦ࢫ࣌ࢱサࢡ࣐ی Amakusatapes ovatus Tashiro & Otsuka )

なࡃはᙉࡳẆの⭾らࠊࡾ࠾てࡋ᭷ࢆᚩ≉ࡓఝࠊࡀる࠶とはูの⛉にᒓするᯛ㈅࡛は࣐ࣟࣉࣜ࣌

ࠋるࢀぢらࡀ⫘Ẇの⾲㠃には⣽かいྠᚰ状のࠋいⷧࡶとてࡶࡳẆのཌࠊࡃ

㸦ࢽࢦࣜࢺ࢜ࣆی Apiotrigonia(Microtrigonia) minima (Nakano) 㸧

Ẇのእᙧ୕ࡀゅᙧから୕᪥᭶状ࡋࢆているࡇとから୕ゅ㈅㢮とࡶࢀࡤるࠋẆはཌࠊࡃ⾲㠃には

後᪉にྥかࡗて⦆ࡃ‴᭤ࡓࡋ⢒い⫘ࡀぢらࢀるࠋサࣜࣜࢢ࣐ࣁࡸの࠺ࡼにỈ⟶ࢆᣢつᯛ㈅とは

␗なࠊࡾ✺出ࡓࡋẆࢆ⏝ࡋてయෆにᾏỈࡾྲྀࢆ㎸࡛ࢇいࡓと考࠼らࢀるࠋ

㸦࣒࣮ࣗࢩ࣑ࣂࣝࣃی Parvamussium awajiense 㸧

እᙧはள୕ゅᙧࡋࢆているࠊࡀ⌧⏕࡛㣗⏝とࢀࡉる࢞ࣖࢱの௰㛫࡛ࠊࡾ࠶Ẇ㡬の୧ഃには⪥

ࡁㄆ࡛☜ࡶ⫘㒊ศⓗにẆ⾲にᨺᑕ状ࠊࢀࡲ᫂░に้ࡀ⫘Ẇの⾲㠃には⣽かいྠᚰࠋているࡋ᭷ࢆ

るࠋ

㸦ࣜࣛࣈࣟࢢی Globularia izumiensis 㸧

ᒙのᩘは⼺ࡶとࡃᑡなࠊࡃなࡃ୰ᆺ࡛⼺ᦚは㧗ࠋのᕳ㈅⛉࣐࢞ࢱ 5 ᒙぢらࢀるࠋ⼺ᒙの⦭ྜ㒊

は῝ࡲらࡎ⥺状࡛ࡓࡲࠊẆ⾲はなめらか࡛ࠊከࡃの⣽いᡂ㛗⥺࠶ࡀるࠋෆ၁には⦪㛗の࠶ࡀるࠋ

㸦࣑ࣥ࢜ࢯࢽی Anisomyon problematicus 㸧

୍ぢࡋてᯛ㈅㢮のࢫ࣒ࣛࢭࣀの࠺ࡼにぢ࠼るࠊࡀ➟ᙧのᕳ㈅ࡇࠋの産地࡛はᬑ㏻にぢかࡅ

るࡇࠋの産地࡛の本✀の産状はࠊἾᒾᒙのᒙ⌮㠃にฝ㠃ୖࢆにྥࠊࡾࡓࡅୗにྥࡋࡾࡓࡅてሁ✚ጼ

ໃはᐃ࡛はࡋࡾࡁࡗていないࠋ

㸦ࢫࢳࢩࣜ࣌ࢻ࣮ࣗࢩی Pseudoperissitys bicarinata 㸧

和࣐ࢥのᵝなࡓࡲࠊ␒ചのᵝなᙧ状ࡓࡋࢆᕳ㈅࡛ࠊẆཱྀ㒊はࡃࡁள୕ゅᙧにᗈࡾࡀ Ỉ⟶は㛗

の⊂≉のࡇࠊࡶ㜰の和泉ᒙ⩌産出のᕳ㈅の୰࡛ࠋるࡀᗈࡃࡁᡂ㛗とඹにࡃሪはẆ㛗にప⼺ࡃ

ࠋる࠶るᕳ㈅࡛࠶からேẼの࣒࢛ࣝࣇ

㸦࢝ࣜࣉࣅی Biplica osakensis )

のᕳ㈅はࡇ Ringiculidae ᑠᆺ✀࡛Ẇ㧗 5㹼7ࠊࡋにᒓ⛉࣐ࢩࣛ࢘メ࣐ ੈ Ẇࠊ状のᙧ状⌫ࡰ࡛

㡬は㧗ࡲらࡎ⼺ሪはపࡶྜ⦭ࡃὸいࠊẆ⾲にはከࡃのὸࡃて⣽かな 25㹼30 本の⼺⫘ࡀぢらࢀるࠋ

Ẇཱྀのෆ၁はらか࡛ࠊእ၁はཌࡃࡾか࠼るࠋ

ᒓ㸦ࢫࣝࣉ࢝ی Capulus sp. 㸧

ࡤ࠼の産地の➟ᙧᕳ㈅とபࡇ Anisomyon problematicus はࢀࡇࠋているࢀら▱ࡃⰋࡋᬑ㏻に産ࢆ

ᆺ࡛ 10cm๓後のࡶの࡛ࡲぢるࡇࡇࠋに⤂する࢝サ࢞㢮は 1࠶るいはࢀࡑに‶ࡓないࡉࡁ

ࠋいࡁࡀ㈅のྍ⬟ᛶ⛶ࡃᡂ㈅࡛はなࠊ࡛

ᒓ㸦ࣜࢼࢻࣜی Ariadnaria sp. 㸧

ᗈ⏣のすῐᒙཬࡧ⏤Ⰻの㜿ᒙから産出ࠋࡓࡋ Kase1990 ࡛ሗ࿌ࢀࡓࡉ Trichotropis ? sp. と

比㍑࡛࡛ࡇࡇࠊࡁは Saul & Squires 2008 にࡀࡓࡋい Ariadnaria sp. ࢆ⏝ࠋࡓࡋ
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おわりに 

本調査域ではどうしても大型化石やアンモナイトに目を向けがちで、二枚貝類や巻貝につい

ては見逃している場合が多いものと考えられる。しかしながら、ミクロ的な視点を持てば、二

枚貝類や巻貝類の発見の可能性も十分にあるはずである。特に小型、微小巻貝については、時

に密集して産出する場合が多く、未同定の種も数多く存在すると考えられるため、今後は二枚

貝類や巻貝類も対象とした調査・研究を継続して実施していく必要がある。 

謝 辞 
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和泉山脈から産出するサメの歯化石について

小西 逸雄（兵庫古生物研究会、ひとはく地域研究員）  

はじめに

大阪府南部の和泉山脈の地層は「和泉層群」と呼ばれ、白亜紀後期（約 7000万年前のマーストリヒ

チアン期）に堆積したものである。この地層の北縁にあたる畦谷泥岩層ではアンモナイト類や貝類の

他にサメの歯化石が豊富に産出することが知られている。しかし、この地域およびマーストリヒチア

ン期のサメの歯についてはあまり研究が進んでおらず、種レベルでの同定は困難である。この報告で

は、分類群の「目（Order）」のレベルで産出頻度を比較するとともに、代表的な種類について紹介す

る。

地質と産地

サメの歯 況

和泉山脈の化石は、一般的に基底礫岩から厚い泥岩層に変わってすぐの部分、つまり厚い泥岩層の

最下部に集中する傾向が見られる。サメの歯も同様である。和泉山脈から産出するサメの歯化石は真

っ黒で、歯根まで保存されていることが多い。ノジュールにも入っているが、通常は母岩から直接産

出する。一般的に泥岩中に散在するが、稀に狭い範囲に比較的密に入っていることもある。

産出比率

これまでに採集した 129本のサメの歯化石について、目（Order）レベルでの産出比率をまとめたも

のが以下の図である。このように、産出するサメの歯化石の大半はネズミザメ目である。ツノザメ目

については、化石が非常に小さく見逃しやすいため、実際の比率はもう少し高い可能性があると考え

ている。カグラザメ目は他の産地同様、

とても希少である。

目（Order） 標本数

ネズミザメ目 116

ツノザメ目 9 

カグラザメ目 4 

計 129

産総研地質調査総合センター 20万分の1地質図を使用

和泉層群は、基盤岩である泉南酸性岩類

を不整合に覆い、基底礫岩層に始まり次

第に厚い泥岩層に移行する。この部分を

北縁相と言う。畦の谷泥岩層はこの北縁

相の一部であり、化石を豊富に産出する。

赤に塗った部分が畦の谷泥岩層

★は主要な化石産地

サメの歯 況
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主要な標本 

カグラザメ目 

2科 3属を確認している。Chlamydoselachus（クラミドセラカス）は３本の咬頭を持つラブカの

仲間である。現生種に比べて大型である。Notidanodon（ノチダノドン）は、中央付近の咬頭が最

大になるタイプ。Hexanchus（ヘキサンカス）は鋸歯を持つ第 1咬頭が最大で、遠心方向に向かっ

て咬頭が小さくなる。 

ツノザメ目 

切縁に不規則な鋸歯を持つタイプと、持たないタイプが見つかる。ここでは属名をProtosqualus

としたが、和泉山脈から産出するツノザメ類についての正式な報告は無い。更なる検討が必要で

ある。この種はとても小さく、採集時に見落としやすい。また歯冠表面のエナメロイドが薄く剥

がれやすい。 

Chlamydoselachus sp. Notidanodon sp. Hexanchus sp. 

スケールバー
は５ｍｍ 

Protosqualus sp. 

スケールバー
は２ｍｍ 
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ネズミザメ目 

畦の谷泥岩層から産出するネズミザメ類の歯は多様である。歯冠舌側面の条線の有無や、副咬

頭の形状など、その特徴も様々である。それに加えてこのタイプのサメ類は歯列のどの部位のも

のかによって形状が大きく変化する。西本・両角(1979)は、条線のあるものを Scapanorynchus、

Plicatolamna、条線の無いものを Odontaspis(?)として報告したが、その後はあまり研究が進んで

いない。 私見であるが、産出するネズミザメ類の大半は Carchariasと考えている。 

今後の課題 

ここで示したように、産出するサメの歯化石のほとんどはネズミザメ目に属する。その中には複

数の科、属種が含まれているものと考えるのが妥当である。各標本の計測を行うと共に、その特徴

を整理し、科レベルでの分類を進めることが当面の目標である。 
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いずれも現時点では
未定種としておく スケールバーは５ｍｍ 
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第 19 回共生のひろばは、ひとはく会場での対面と特設 web サイトの両方に対
応したハイブリッド形式で開催されました。今回は対面 68 件 ,オンライン7件の
計 75件の発表が行われ、地域の自然や環境に取り組む様々な分野からのアプ
ローチが紹介され、活発な議論や質問が交わされました。

人と自然の博物館の対面会場では、発表ブース間の距離の確保・消毒用アル
コールの設置・換気などの感染対策を徹底し、大きな混乱もなく盛況のうちに終
えることができました。

　今回の共生のひろばでは、オンライン開催に関するノウハウが着実に蓄積され
ていることも実感しました。対面会場での発表者にも特設 web サイト用の発表資
料を用意していただくことで、オンラインでの参加者にも75 件全ての発表を楽
しんでいただくことができました。さらに、研究員トークはYouTube でのライブ
配信を行い、オンラインでの交流を充実させる取り組みが行われました。

　今後も共生のひろばは、より良い形で開催されるよう、地域の方々や関心のあ
る方々のニーズに応え、着実に発展していくことを目指していきます。

（共生のひろばプロジェクト代表　三橋　弘宗）

編集後記
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